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は じめ に

社 会保 障(SocialSecurity)と い う言 葉 が は じめ て使 われ た の は 、 ア メ リカ にお け る

1935年 の社会 保 障法(SocialSecurityActof1935)注1に お い て で あ る。 そ もそ も社 会

保 障制 度 自体 は、19世 紀 末 に ヨー ロ ッパ に は じま っ たが 、そ の 萌芽 はイ ギ リス の女 王 、エ

リザベ ス1世 の治 世 に制 定 され た救 貧 法 で、そ の集 大 成 の立 法 は1601年 に公布 され て い る。

これ が近 代 的 な社 会保 障 制度 の 出発 点 とされ る。 次 に早期 に社会 保 険 制度 を整 備 した 国 は

ドイ ツ で あ る。 ドイ ツ は1883年 に疾 病 保 険法 、 翌84年 に災害保 険法 、89年 に老 齢 ・疾 病

保 険法 を制 定 し、これ らの法 制 が1911年 に帝 国保 険 法 に統 合 され た。世界 で 最初 の社会 保

険 体 系 を整 備 した の で あ る。 この よ うに して、社 会 保 険制 度 が始 ま った。 い ま で は、社 会

保 険制 度 は全世 界160あ ま りの国 家 と地域 に普 及 して い る。

河 野正 輝 ほか 編 『社 会 保 障 論 』 の 中 で示 され た 「社 会 保 障 」 の 定義 に よれ ば 、 「社 会 保

障 とは、1.個 人 の 自助 努 力 のみ で は対 応 が 困難 な社 会 的 な リス クや ニ ー ズ、あ るい は個 人

の責 め に帰せ られ ない(言 い換 えれ ば社 会 的 な 要 因・背 景 か ら生ず る)リ ス クや ニー ズ が発

生 した ときに 、2.社 会 の責任(な かん ず く国の最 終 的 責任)の 下 に 、3.す べ て の 国民(社

会 構成 員)に 対 し、4.社 会 の 一員 と しての 尊厳 を保 持 す るに足 る給 付(所 得保 障 、医療 保

障お よび福 祉 サ ー ビス保 障 の給付 等)を 、5.社 会連 帯 の 考 え方 に基 づ く社 会保 険料 と公 費

(税)を 主 た る財源 と して 、6.国 民(社 会 構 成員)の 権 利 として保 障 しよ うとす る もの」

注2と あ る。

ま た、1950年 の 日本 の社 会保 障制度 審 議会 勧 告 は 、「社 会保 障 とは 、疾病 、負 傷 、生 育 、

廃 疾 、死 亡 、老 齢 、失 業 な どそ の ほか 貧 困 の原 因 に対 し、保 険 的方 法 あ るい は直接 公 の負

担 におい て経 済 保 障 の途 を講 じ、 生活 貧 困 に陥 っ た もの に対 して は、 国家 扶助 に よっ て最

低 限度 の生活 を保 障す る と共 に、公 衆衛 生 及 び社 会 福祉 の 向上 を図 り、 もっ て全 て の 国民

が文化 的 成員 た るに値 す る生 活 を営む こ とが 出来 る よ うにす る こ とをい う」 と定義 してい

る注3。

堀勝 洋 編 著 『社会 保 障論 』の 中で示 され た 「社 会 保 障 」の定義 は、 「社 会 保 障 とは、様 々

な事故 に よっ て生活 不 安 が生 ず る こ とへ の対応 策 で あ る。 この意 味 で 、社 会保 障 は国 民生

活 の安 定 を 目的 としてい る ともい うこ とがで き る。」 注4と あ る。

社会 保 障制 度 は 、社 会 ・経 済 ・文化 お よび 政 治 の発 展 と ともに絶 えず改 革 ・改善 が加 え

られ てい る。 それ は一 般 的 に言 って 、社会 進 歩 と文 明の深 化 と平灰 を とも にす る。 現代 の
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社 会保 障 制 度 は、複 雑 で 多様 な特徴 を帯 び てい る。 社 会保 障 制度 は、 それ ぞ れ の 国の政 府

の管理 の下 に 、法律 が制 定 され 、 基本 的 に社 会保 障基金 を設 置 し、 国 民所 得 を再分 配 し、

一 時 的 も し くは永 久 的 に労 働 能 力 を失 っ た 国民 に対 して基 本 的 な生 活 保 障 を提 供 して い

る。社 会保 障 は社 会 の安 定 と秩 序維 持 を確 保 す る役 割 を担 って い る。

それ ぞ れ の 国の社 会 保 障制 度 の具 体 的 な 内容 は 、国 情 に よ りさま ざま に異 な って い る。

た とえ ば 日本 の社 会保 障 制度 の基本 型 は、社 会保 険 と公 的扶 助 で構 成 され て い る。 す な わ

ち、社 会保 険 を 中心 と し、 そ のほ か には 、資 力調 査 に基 づ く扶 助 が行 われ る とい うもの と

な って い る注5。

一方
、 中国 の社会 保 障 制度 は 、社 会 保 険 ・社 会救 済 ・社 会福 祉 ・社 会 優扶 の4つ の 下位

制 度 を包含 してい る。 社 会保 険 制度 は、 国家 が法律 を制 定 し、 労働者 に対 して所 得 の 中か

ら定 め られ た資 金 を拠 出 させ る こ とに よ り基 金 を設 置 し、老 齢 ・病 気 ・生 育 ・失 業 した場

合 に、基 金 か ら一 定 の資 金 を給付 し、 困窮 を軽減 緩 和 す る仕 組 み で あ る。 社会 救 済 制度 と

は、 自然 災 害 な どの原 因で被 災 した個 々 の社 会構 成 員 を 救済 し、 国家 に よ る国 民所 得 の再

分 配 を通 じて 、最低 の生活 レベル を維 持 ・確保 す る仕組 み で あ る。社 会 福祉 制 度 とは、 国

家 が法 律 を制定 し、 そ の定 め に した が って 、所 定 の要件 を満 たす 社 会 的弱者 に対 す る公 的

資 金 あ るい はサ ー ビス を提 供 す る仕 組 み で あ る。 社 会優 扶 制 度 とい うの は、 国 家 が定 め た

法 律 に した が い、 国家 に特殊 な貢 献 を行 っ た軍 人 お よび そ の家族 を対 象 とす る仕 組 み で あ

る。

現在 の 中国社 会 にお い て 、社 会保 障制度 は、社 会 の安 定 に対 して欠 かせ な い制 度 と考 え

られ てい る。 市 場 分配 の不完 全性 を補 完 し、 この制 度 を通 じて 、社 会 的 な所得 分配 の相 対

的公 平性 を維 持 す る こ とが で き る と され る。 さ らに、 労働 者 に対 して は 、安 心 で き る労働

環 境 を提 供 してい る とい うこ とが で き る と思 われ る。

「社 会保 障」 とい う表 現 は、 現代 的 な名 称 で あ る。社 会保 障制 度 が近 代 に な って か ら整

備 され た こ とか らす れ ば当然 の こ とで あ るが 、 中 国の 古代 には 「社会 保 障 」 とい う名称 の

制 度 は存 在 してい な か った。 しか し、 歴史 的 な観 点 か ら見 る と、 中 国の歴 史 上 に存 在 して

きた 「救 災 、荒 政 、扶 助 等」 の仕 組 み と制 度 が、現 実 的 に は社会 保 障 の機 能 を発 揮 した も

の と考 え られ る。 なぜ な ら、 「社会 福祉 制 度 とは 、 日常生 活 上 の一 定 の不 便 困難 に さ らさ

れ た さま ざま な人 々 に対 して、 主 と して人 的 な 生活 支援 サー ビス を提 供 す る制 度 で あ る」

注6と い うこ とに想 起 すれ ば、 上述 の 中国古 代 か らの仕 組 み は ま さにそ の よ うな役 割 を果
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た して きた か らで あ る。

現代 の社 会福 祉 の分 野 にお い て は、 児童 ・高齢 者 ・身 体障 害者 ・知 的 障害者 ・精 神 障害

者 ・母 子 家 庭 とい った対 象者 ご とに個 別 の制 度 が存 在 し、対 象者 の具 体 的 な定義 の仕 方 も、

そ れ ぞれ の法律 に よ り異 な って い る注7が 、 中国古 代 か らの 「扶 助 」 の仕 組 み は その 一部

をす で に担 っ てい た もの と考 え る こ とが で き る よ うに思 われ る。

社会 保 険制 度 は 、 国民 生活 全 体 に とっ て不 可欠 の基盤 的制度 で あ り、安全 で安 心 な社 会

形 成 の た めに社 会保 障制 度全 体 の 中 で もき わ めて重 要 な制 度 で あ る。 中 国は 間違 い な く農

業 大 国 で あ り、全人 口の8割 は農 民で あ る。 しか し、長 い 間 の 「城 郷 経 済 二元化 」(す な わ

ち都 市部 と農 村 部 を分 離 す る政策)の も とで農 村 部 は都 市 部 と分 離 され 、社 会 保 険制 度 は

農 民 を対 象 と して こな かっ た。 この こ とは、 これ まで 常 に社 会 的不 安 定 の大 き な要 因 で あ

った。 社 会 的安 定 を実 現 す る た めに は、 国民 全 体 が平穏 に一 定水 準 の 生活 が で き る こ とが

必 要 で あ る。 そ のた め には農 民 の権 利 と利 益 を保 護 し、農 民 を も含 む 中 国の全 国民 を対 象

とす る社 会保 険 制度 が必 要不 可欠 で あ る。 最 近 、 中 国経 済 は急速 な発 展 をみ た が、 国 民生

活 のセ イ フテ ィネ ッ トで あ る社 会保 険 制度 が 伴 わ ない こ とが 、 いま の 中国社 会 に とって 大

きな欠 陥 とな って い る と思 われ る。

私 の 日本滞 在 中、 日本 の 国民健 康 保 険 を受 給 した 知人 の留 学生 が い た。 この よ うな 日本

の先進 的 な 現状 と比較 して 、現在 の 中国 で は 、病気 にな っ て も病 院 にい けな い低 所 得者 が

多 数存 在 して い る。 残 念 な こ とで あ るが 、そ の状 況 は 中 国全 土 に普 通 に見 られ る。 日本 在

住 者(外 国 人 を含 む)の 全体 を幅広 く対象 とす る 日本 の社 会 保 険制 度 と比 較 して、 中国の

社 会保 険 制度 は あま りに も整 備 され て い ない と言 わ ざ るを えな い。

社会 保 険制 度 は 、 国民 の老 後 の生 活 を安 定 させ 、 傷病 時 に も安 心 して生活 がで きるた め

の制度 で あ る。 要す る に、 国民 の 幸福 な生 活 に欠 かせ な い制度 で あ る。 中国 の 国民 、特 に

農 民 が幸 せ に生 活 で き る よ うにす るには 、 中国 の全 国 民 を対 象 とす る社会 保 険制 度 の整 備

が喫 緊 の課題 で あ る。 この よ うな 問題 意識 を もっ て、私 は 中国 の社 会保 険 制度 に関す る研

究 に取 り組 む こ とに した。

歴 史的 にみ る と、1949年 の建 国以 来60数 年 を経 た 中国 の社会 保 険 制度 は 、建 国初期 の

都 市部 の労働 者 を対 象 と した労働 保 険 制度 か ら、改 革 開放 後 の都 市部 の住 民全 体 を対 象 と

した社 会保 険制 度 に転 換 しつ つ あ り、 建 国以 前 とは大 き く変 化 した 。 そ して新 型 農 村養 老

年 金保 険 制度 と新型 農 村合 作 医療 保 険 制度 が 施 行 され 、農 村 社会 保 険制 度 も格 段 に充実 し
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た。特 に1978年 の 改革 開放 以 来30数 年 を経 て 、 中 国の社 会 保 険制 度 は一 定 の進 歩 を果 た

した と言 い うる。 しか し依然 と して不 十 分 な ところが少 な くな い。 現在 の 中国 の社 会保 険

制 度 は、 改 革以 前 の労働 保 険制度 よ り大 き く進 歩 した が 、社 会保 険制 度 の 完備 に至 るまで

には ま だ相 当 の時 間 がか か る と考 え られ る。

本論 文 は、 中国 の古 代 の救 済 お よび福 祉 事 業 の歴 史 的研 究 を は じめ 、建 国以 後 の 労働保

険 制度 か ら現在 の 一定 水 準 に達 した社 会保 険 制度 に至 るまで 、 中国 の古 代 か ら現在 まで の

社 会保 障 に関す る制 度 につ いて紹 介 す る。 次 に、現 在 の社 会 保 障制 度 の 中の最 も重 要 な社

会保 険制 度 を検 討す る。 最後 に、 それ らを踏 ま えて、今 後 の 中国 の社会 保 険制 度 を展望 す

る こ とが本論 文 の 目的 で あ る。

長期 的 な発 展 戦 略 か ら見 る と、城 郷 二元 化 的 な性 質 を もつ 中 国の社 会 保 険制 度 を一 元化

す るに は、 一定 の効 果 的 な政 策 を実施 す る必 要 が あ るが 、相 当に長 い 時 間が 要す る と考 え

られ る。 した が って 、直 ちに有 効 な仕 組 み を構 築す る こ とは困難 で あ り、社 会 保 険制 度 の

一 元化 の実 現 に 向 けて
、 それ を徐 々 に少 しず つ 改善 す る必 要 が あ る。

社会 保 障制 度 の 中で も社 会 保 険制 度 は 、 国民 をカ バ ーす る範 囲が 最 も広 く、社 会 安 定 の

カギ とな り、最 も重要 な制度 で あ る と考 え られ る。 そ こで 、本論 文 で は 主 に、 中 国 にお け

る前近 代 的 な社 会保 障 的 な制 度 を振 り返 り、 さ らに は近代 的 な社 会保 険制 度 の整備 発 展 に

つ い て述 べ るこ ととす る。

第1章 で は 、 中国 にお ける災 害対 応 救 済 と福 祉 事 業 の歴 史 的研 究 の成 果 の一 端 を紹 介 す

る。具 体 的 に は、 中国 にお け る社 会 保 障制 度 の先 駆 的 思想 を紹介 し、西 周 時代 か ら清 代 に

至 るま での 救済 制度 と福祉 事 業 を振 り返 る。 第2章 は、情 報 コ ミュニ ケー シ ョン の発 達 と

社 会救 済 の 効果 ・効率 の向上 につ い て論 じる。す なわ ち 、 中国古 代 の情 報伝 達 手段 、郵 政

制 度 お よび 救済 と福 祉 と情報 コ ミュニ ケ ー シ ョンの歴 史 的か か わ りを検 討 す る。 第3章 で

は、中国 の近 代 にお い て発 達 をみ た社 会 保 障制 度 につ いて詳 細 に論 じる。1840年 のアヘ ン

戦 争 以後 、西 欧文 化 の 中国流 入 に あ わせ て 、そ の福 祉 事 業 の思想 も 中国 に普及 して い った 。

西 欧 の福祉 思想 を受容 す る過 程 で 、中 国の伝 統 的 な福祉 事 業 思想 が変化 す る こ とにな った 。

中国文 化 と西洋 文化 が混合 し、新 しい 中国近 代 の福祉 事 業 の 思想 が形 成 され た。 第4章 で

は、建 国後 の社 会保 障 制度 にお け る構 造 的 な都 市部 と農 村 部 の分 離制 度 とそ の 問題 点 につ

いて論 じた。 建 国後 の 中国 で は経 済的 ・歴 史 的 ・文 化 的 ・政 策 的 な背 景 か ら、都 市 部 と農

村 部 とい う典型 的 な二 元化 経 済 が形 成 され た。 そ して 、都 市 部 と農 村 部 との間 で は、経 済
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発 展段 階 ・所 得 水 準 ・産 業構 造 な ど、様 々 な面 にお い て大 きな差 異 ・格差 が 存在 した。 こ

こで は、 踏 み込 ん で 中 国の生 活保 障 の あ り方 、 お よび現 代 中国 の社会 保 障 制度 整備 に及 ぼ

した背 景 要 因 も検討 す る。 第5章 で は、新 中 国の建 国以 来、 都 市部 と農 村 部 が対 立 す る二

元 化社 会 の な かで 、 なか ば必 然 的 に形 成 され た 二元 的社 会保 険制 度 にお いて 、都 市 部 を対

象 とす る社 会保 険制 度 の沿革 につ いて 述べ る。 第6章 で は 、 中国 の社 会保 険制 度 の改革 に

つ い て検討 す る。 改革 以 前 の都 市部 にお け る企 業 の従業 員 を対象 とす る労働 保 険制 度 は、

そ の原 資 の すべ て を国営 企業 が拠 出 して いた が 、1978年 に 国有企 業 の負 担 を減 少 す る 目的

か ら社 会保 険制 度 へ の転換 を図 っ た。本 章 では 、都 市 部 にお け る養 老年 金 保 険制 度 の改 革 、

医療保 険 制度 の改 革 、失 業保 険制 度 の改革 、 工傷(労 災)保 険制 度 の改 革 、生 育保 険制 度

の改革 、 お よび 農村 部 にお け る新 型 農 村社 会養 老年 金保 険制度 と新型 農 村合 作 医療 制 度 に

つ い て詳 細 に検 討 したい。 第7章 で は、 中国 の社 会 保 険制 度 の 現状 と課 題 を論 じる。 中国

は、 改革 開放 以 来 、企 業保 険制度 か ら社会 保 険制 度 に転 換 した。 中国 の社 会保 険制 度 は初

期 か ら改 革発 展 段 階 に進 展 しっ っ あ る。特 に、農 村 部 の新 型 農村 社 会養 老 年金 保 険 制度 と

新 型農 村 合 作 医療保 険 制度 は、 一部 の農村 住 民 の養 老 お よび 医療 に関す る問題 を解 決 を 目

的 とした。

社会 保 険制 度 の制 度 的 意義 は 、 国民 所得 の再 分配 に よっ て貧 富 の格 差 を縮小 し、社 会 の

公 平 を実 現 す る こ と、そ して社会 経 済 の発 展 を促 進 す る こ とに あ る。 中国 の 国情 に基 づ く

都 市部 と農 村 部 とを二 分 す る独 自の社 会保 険 制度 は、 中 国社 会 の不安 定 さの大 きな 要 因 と

な ってい る。 そ れ を一 定程 度 まで解 消 し社 会 を安 定 化す る た めに は、 中国の経 済 を継 続 発

展 させ っ っ 、全 国 統一 的 な社 会保 険制 度 を確 立す る こ とが急務 で あ る よ うに思 われ る。 本

論 文 の最 後 に は、全 体 を要約 した後 、 今後 の研 究課題 を指 摘 す る。

ちな み に 、 この テ ーマ に 関連 して は 、 日本 国 内 にお い て 、 思想 的起 源 を訪 ね る張 紀 薄

「中 国 に お け る 社 会 保 障 思 想 の 生 成 と歴 史 的 考 察 」 『城 西 経 済 学 会 誌 』29巻1号,

pp.109-131(2001)な ど、部 分 的 に取 扱 った い くつ か の先 行研 究 は存在 す る。 しか し、本

論 稿 で は、 それ らの研 究成 果 をつ な ぎ合 わせ た わ けで は な く、政 治行 政 過程 や 社会 的 関係

を意識 して論 じ、 そ して 中国の社 会 保 障制 度 の 前史 か ら現 代 ま で を通史 的 に鳥 目敢 した。 ま

た、本 稿 は文献 研 究 を 中心 に論 を進 めた が 、 日本 語 文 献 の ほか 、で き る限 り中 国で刊 行 さ

れ た最 近 の 関係 文 献 を参 照 しよ うと した。CiNiiを 検 索 した限 り、先 行研 究 には ない 、一

定 の オ リジナ リテ ィを備 えてい る と思 ってい る。
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第1章 中国にお ける災害対応救済 と福祉事業の歴史的研究

第1節 中国の社会保障制度 の歴史

1中 国 に お け る社 会保 障制 度 に 関す る先 駆 的 思想

中国 の歴 史 は、 一般 に古 代 ・近 代 ・現 代 の3つ の時代 区分 に大 別 され る。 中国 の歴 史観

では 、1840年 のアヘ ン戦 争以 前 の長 期 にわた る時代 は奴 隷 制社 会 と封 建 社 会 の本 質 を備 え

る 「古代 」 と区分 され 、1840年 か ら1949年 の 中華 人 民 共和 国建 国ま で は半封 建 半植 民 地

の 「近代 」 と考 え られ 、そ して1949年 以 降 が 中国社 会 の 「現 代 」 とみ な され て い る。 多数

の 日本 の人 々 に とって、 この時 代 区分 には大 い な る違 和感 を覚 え られ るで あ ろ うが 、本 論

文 におい て は 、現代 中 国の歴 史観 に基 づ い て、 上記 の 「古代 」 「近 代 」 「現 代 」 とい う時代

区分 の名 称 を用 い る こ ととす る。

中国 では 、す で に 「古 代 」 とい って も相 当の昔 か ら、現 代 の 中国 の社 会 保 障制 度 に大 き

な影響 を及 ぼ した と考 え られ るい くっ か の思想 が展 開 され て い る。 それ らの 中で特 に重 要

と思 われ る もの につ いて 、本 項 で 要点 を紹 介 してお く。

中国 の古代 に は、 当然 の こ となが ら、社会 保 障制度 とい う名 称 は存 在 して い なか っ た。

しか し、災 害 に対す る準備 お よび救 済 等 にか か わ る諸制 度 が 存在 し、人 々 の生 活 に おい て

非 常 時 のバ ックア ップ の役 割 を担 って きた。 それ らは 、現 代 の 中国 に おい て実 施 され て い

る社会 保 障 制度 の先 駆 的形 態 をなす と考 え られ てい る。

す で に西周 後 期 に記 され た政 治 ・経 済 に対す る改 革 を指 向す る文 献 で あ る 『周 礼 』 は、

別名 を 『周 官 』 と言 い、天 官 ・地 官 ・春 官 ・夏 官 ・秋 官 ・冬 官 の6篇 か ら構 成 され てい る。

この著 書 の 作者 は現在 も依然 と して不 明(不 詳)で あ る。 そ こには 、 理想 とす べ き社会 経

済 制度 が記 述 され てお り、 その 生活 保 障 に 関す る内容 は 、初期 中国 に お け る伝 統 的 な生 活

保 障制 度 をデザ イ ン した 最初 の もの と考 え られ てい る。 そ こで は、 生活 保 障制 度 に 関連 す

る もの と して 、以 下 の事 項 が あげ られ て い る。 まず 、 生活保 障 に関す る専 門 的 な官職 が設

置 され た。 そ して荒 政 制 度 が創設 され 、 災害 に遭 遇 した 国民 を救 済す る こ と と され た。 ま

た 「保 息 」六制 が提 案 され 、社 会救 済 実施 の促進 が図 られ た。 「保 息 」六制 とい うの は 、①

子 供 の保護 、② 養 老 、③貧 困者 の救 助 、④ 貧 困者 の救 済 、⑤ 病者 の徴兵 の免 除 、⑥ 富裕 者

の安 定化 を行 う6つ の制度 で あ る。 なお 、現在 で は③貧 困者 の救 助 と④ 貧 困者 の救 済 は、
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ほぼ 同 じ内容 だ と考 え られ てい る。

以 上 の 「保 息 」 六制 は、 現在 の社会 保 障制 度 の 中の社 会保 険制 度 、社 会 救済 制 度 お よび

社 会優 扶 制度 と類似 して い る。そ う考 え る と、西周 か らの 中 国の古 代 政府 は、国 民 の老後 、

病 気 中お よび貧 困の状 態 に あ る とき の生活 、 そ して 災 害 に対応 す る政 策 な どを重視 して い

た。 これ は今 日の社 会 保 障制 度 の 改善 に貢 献 す る先 駆 的 な試 み と考 え られ る。 しか し、そ

の条件 は限 定 され てお り、法 律 的 に確 立 した 正 式 な制 度 で はな か った。

次 に 、先 秦 に登 場 した思想 家 の社会 保 障 思想 につ い て紹介 す る。春 秋 早 期 に管 仲 が著 し

た 『管子 』に は、保 障制度 の概 要 につ い て次 の よ うに論 じ られ た。第一 に、「六徳 」を重 視

して い る こ とで あ る。「六徳 」が重視 した の は、国 家 は国 民 の生 産環 境 を改 善 す る とと もに、

生 産水 準 を向上 させ る こ とで あっ た。 そ こで は 特 に子供 と老 人 、お よび生活 困難者 の援 助

に留意 した。第 二 に 、「九恵 の 教」 とい う政策 を掲 げ た。九恵 とは 、次 の9っ の政 策 を意 味

した。①70歳 以上 の 老人 に対 して 、② 児 童 に対 して 、③ 孤 児 の扶養 に対 して 、④ 障 害者 に

対 して、 ⑤未 亡人 に対 して 、 さらに⑥ 病者 に対 して 、優 遇 政策 を行 う。加 えて、⑦ 貧 困者

対 して、 お よび ⑧ 災害 の被 災 者 に対 して援 助 を行 う。 最後 に、⑨ 国 のた め に命 を捧 げ た人

に対 して優 遇 政 策 を実 施 す る。 前述 の 「六徳 」 は、 国 民一 般 の生 産 お よび 生活 に関す る改

善 策 で あ った が、「九 恵 」は老 人 や子 供 、貧 困者 ・障害 者 な どの社 会 的 弱者 に対す る支援 策

で あっ た。第 三 と して あげ られ るの は、荒 政制 度 で あ る。 「荒 政 制度 」 とは 、災 害 に対 す る

対 応措 置 で あ る。 具体 的 に は、 将来 の災 害 に備 えて 穀物 を備 蓄す る こ とな どで あ る注1。

こ こで述 べ た西 周 か ら先 秦 時代 の思想 は、 当 時の 為政 者 の 政策 に影 響 を及 ぼ した 。 具体

的 には、 大規 模 災 害被 災者 に対 して の荒政 制 度 、そ して貧 困者 ・孤 独者 お よび孤 児 な どに

対 して の 「保 息 」六制 、「九 恵 の教 」な どの政 策 は当 時の 国民 の生活 を保 護 し、社 会 安定 に

対 して 巨大 な貢 献 を果 た した。 これ らは現 在 の 中 国の社 会保 障制 度 が淵 源 す る原初 的形 態

と考 え られ る。 当時 の思想 は国 民 の 中の 高齢 者 ・児 童 お よび 貧 困者 な どの社会 的弱 者集 団

が重視 され 、そ して災 害 に対 応す る荒 政制 度 は 、被 災 した人 々 の救助 が 目的 と され た。 そ

れ らの思想 と政 策 を考 え る と、 当時 の思想 家 お よび 為政 者 は、 国民 の救済 を政策 の基本 と

しな けれ ばな らない こ とを認 識 してい た。 国民 が普 通 の 生活 が で き ない場 合 は 、安 定 的 な

社 会 は維 持 で き ない と認識 して い た。 現在 の 中国政 府 は 、 こ うい った 思想 か ら少 なか らぬ

影 響 を受 け社 会 保 障制 度 を創 設 した と考 え られ る。

続 く時 代 の春 秋 戦 国時 代 に も多 くの思想 家 が あ らわれ た。 まず 孔子 は、 富者 と貧 者 へ の
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分 化 に反 対 した。貧 富 の格 差 は、社 会 の不 安 定 を産 み 出す 大 き な要 因 と考 え られ るか らで

あ る。 また 、孔 子 は児 童 と高齢者 の保 護 を重 視 してい た。 孔 子 の 「均衡 」 思想 は、 平等 な

社 会 、社 会 の安 定 に対 す る考 え方 に大 きな影 響 を与 えた と され る。 次 に 、孟子 は小農 経 済

の発展 を主 張す る一方 、 や は り児 童 と高齢 者 の保 護 も重 視 した。 そ して、 特 に未 亡人 ・孤

独者 に対 す る救 済 を重 視 した。

さ らに墨子 は、統治 者 た るもの は世 を救い 民 を利 さな けれ ば な らな い とい う 「済 世利 民 」

を重視 した。 国民 の生 活 が 困難 な場 合 には進 ん で支 援す る こ と、余 っ た財 産 は貧 困者 に提

供 す る こ と、そ して 国民 が落 ち着 いて 生活 で き るよ うに 、特 に児 童 ・高齢 者 に対 す る優 遇

政 策 を主 張 した。 これ ら諸子 百 家 の思 想 と理 論 は 、 中国 の伝 統 的な 経済 保 障思 想 の基 本 を

形 成 し、そ の後 の社 会 保 障 の発 展 に対 して大 きな影 響 を及 ぼ した。

春秋 戦 国 時代 には 、 中国古 代 の思 想 家 が活」躍 し 「百 花練 乱 」 の時 代 で あ った。 特 に孔 子

を代表 とす る儒 教 は 、今 で も 中国 お よび 世界 文化 に 巨大 な貢 献 を果 た してい る。 そ の 中の

孔 子 の 「大 同社 会論 」 は、 当時 お よび そ の後 の為 政者 の政 策 形成 に影 響 を与 えた と考 え ら

れ て い る。

ひ るが えっ て紀 元前500年 以 前 に 、す で に 「大 同社 会論 」 と呼 ばれ る考 え方 が存 在 した。

「大 同社 会論 」 とい うのは 、階級 を 問わず 、 平等 な社会 の実 現 を 目指 す 考 え方 であ る。 こ

の 「大 同社 会論 」 を体 系 的 に述 べ た のが孔 子 で あ った。 孔 子 は 『礼記 、礼 運篇 、大 同章 』

の 中で 、「平 等 を制 度化 す る こ とに よっ て、安 定 した 大 同社 会 が実 現 す る」 と論 じた。時代

が下 り、 東 晋 の時代 に著 され た 『抱 朴 子』 には 、無 階級 ・無 君 臣 ・無圧 迫 の社 会 に関す る

記 述 が見 られ る。 ま た陶潜 の著 書 と され る 『桃 花源 記 』 に は、世 外 桃源(い わ ゆ る桃 源 郷

の こ とで理想 的 な社 会)が 描 写 され て い る。宋 朝 の康 与之 は 『昨夢録 』 の 中で、需 要 に よ

る分配 、全 国 民平 等 の理想 的 な社 会 につ い て記 してい る。康 有為 は1902年 に完成 した 『大

同書』の 中で、仁 愛 の 心、人 道 主義 精神 と資 本 家 階級 の 自由 ・民主 ・平 等思 想 を結 合 して 、

中国 の伝 統 的 な大 同思 想 を推 進 した。 さらに孫 中山(孫 文)は 、大 同思想 と当 時 の 中国の

具 体 的 な国 情 を結合 して 「民 生 主義 」 を提 起 した。 この よ うに 「大 同社 会論 」 は、 中 国の

儒 教 思想 の 重要 な構 成 部 分 を なす 。 大 同思 想 は 、そ の歴 史 的影 響 の範 囲 は限 られ るが、 中

国の社 会保 障理 論 とそ の実践 に とって 広範 な基礎 をなす もの と考 え られ て き た。

次 に 、 「社 会 互 助論 」 とい う考 え方 を指 摘 した い。 社 会 互 助論 もま た儒 教 思想 の一 部 分

をな し、社 会構 成員 の互助 を強調 す る生活 保 障 思想 で あ る。春 秋 戦 国 時代 、墨 子 は 「廉 愛
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交利 」(愛 と利 益 は とも に当事 者相 互 の交流 か ら うまれ る)を 主張 し、孟 子 は 「出入相 友 、

守 望相 助 、疾 病相 扶 持 」(他 人 と友愛 関係 を結 ぶ こ と、相 互扶 助 す る こ と、病者 を援 助 す る

こ と)を 主 張 した。漢代 の干 吉 の 『太平 経 』は 、「互 助」 を勧 め た。宋 代 の学者 で あ る張載

は 「救 済扶 助 」を唱 え、高齢 者 を尊 敬 し、児童 を扶助 す る思想 を提 起 した。ま た孫 中山 は、

互 助 は人 類 の本 性 で あ り、人 類 は互 助 の原 則 で進 歩 した と主 張 した。 この よ うに社 会 互助

思想 は、 中国 の伝 統思 想 の重 要 な部 分 をな して い る。社 会 互助 論 も、 また 現代 中国 にお け

る社会 保 障 体系 の基 盤 的 思想 とな って い る。

さらに 、生 活保 障 の た め の基礎 とな って い る思想 と して、 「穀 物 の備 蓄 論 」 を指 摘 で き

る。 この理論 は、穀 物 を備 蓄 して将 来 の 災害 に備 え、 災害 で発 生 す る貧 困者 を救 済す る思

想 で あ る。 夏 の時期 に は、水 害 お よび 旱 害 に備 え穀 物 の備 蓄 が重 視 され て い た。漢 代 の大

臣で あ った 質誼 、 明代 の江文 義 な どは、 災害 に備 えて一 定 規模 の穀物 を備 蓄 を説 い た。穀

物 を備 蓄 す るこ とに よ って 、災 害 が発 生 した 場合 に も社 会 的 混乱 や 困窮 した人 々の蜂 起 を

防 ぎ、社 会 の安 定 を図 る こ とが 可能 とな る。 国 家 に よっ て一 定規模 の穀 物 を備 蓄 す るこ と

は、社 会構 成 員 の基 本 的 な生 存権 を保 障す る こ とを意 味す る。 この よ うな施 策 を実施 す る

には 、農 業 を重 視す る産 業政 策 が 求 め られ る。

最後 に 、 「社 会 救 済論 」 につ い て ふれ てお こ う。 中 国 の歴 史 にお い て、 多 くの社 会 救 済

に関す る議 論 が行 われ て き た。 そ の 中 にお け る 「振 災論 」 は儒教 の一 部 をな し、大 きな影

響 力 を もった。 振 災論 は、食 糧 ・衣 服 な どの現 物や 金銭 を提 供す る こ とに よっ て被 害 を受

けた貧 困者 を救 済 し、彼 らの最低 生活 を保 障 しよ う とす る思想 で あっ た。

宋代 の圭 爆 の 『救荒 全 法 』、 そ の後 の 明代 の 林希 元 や 王 折 は 、被 災 とそ れ に 対応 す る救

済 措置 につ い て論 じた。 この ほか 、被 災 し故 郷 を離 れ た農 民 に対 して 、税金 を減免 す る こ

と、 お よび畑 を贈 与す る こ とな どが論 じられ た。 また 、生 産 の 回復 を支 援 す るこ と、災 害

時 には全 国 で節 約 を実 施 す る な どの思 想 が あ った。 現在 に連 な る 中国 の社 会救 済 思想 は、

中国 の古 き時代 に何 度 も唱 え られ た社 会思 想 に根 ざ して い る。

こ こまで 見 て きた よ うに 、 中国 の古 代 にお け る社 会 思想 にお ける 「大 同社 会論 」、 「社 会

互 助論 」 お よび 「社 会 救 済論 」 な どの多 くは、 現代 の 中国 の社会 保 障制 度 にき わ めて大 き

な影 響 を与 えてい る と思 われ る注2。 しか し、た とえば 「大 同社 会論 」の理 念 の 中心 として

の平等 の制度 化 を通 した 安定 した社 会 は今 で も理想 社 会 で あ る。 建 国時 に設 定 され た都 市

部 と農 村 部 を分 離す る二 元化 的 な制 度 は大 同社 会 の理念 とは異 な って い た。 それ は、社 会
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不 安 定 の要 因 に なっ た。 特 に 「文化 大 革命 」 の時代 、 文化 の多様 性 が軽 視 され 、そ の 時代

には社 会保 障制 度 も進 展 しなか っ た。

孔子 の 「大 同社会 論 」 は 、社会 保 障 に対 して 巨大 な影 響 を与 えた。 日本 な どの先 進 国の

国民 は平 等 に社 会保 障 を受 け る こ とが で き る よ うにな っ てい るが、 これ らは孔 子 の 思い描

いた 大 同社 会 が実 現 した と考 え られ な くもない よ うに思 え る。 しか し、 中国 が大 同社 会 に

な るの に は、 まだ 一定 の時 間が か か る と考 え られ る。 そ して 「社 会 互助 論 」 も社 会 救助 に

対 して 、重 要 な理論 を提供 した と考 え られ る。 た とえば 四川 省 の大 地震 の 時 、 日本 も含 め

て世界 の多数 の人 々 か ら援 助 を受 け取 った こ とは 、「社 会 互 助論 」の理 論 の具 現化 で あ るよ

うに思 われ る。

古 く西 周 の 時代 にす で に 「国 民 を基本 とす る」 とい う 「民本 思 想 」 が見 られ 、周 文 王 の

仁 政 は この 考 え方 にそ って政 策 が展 開 され た。 中 国の 古 くか ら存 在す る伝 統 的 な社 会 保 障

思想 の基盤 を なす 民本 思想 は、古代 の福祉 事 業 にお い て も基本 的 な思想 と考 え られ て い る。

福祉 事 業 の 実施 は、国家 の管 理 と発 展 に関係 が あ る と考 え られ る。「仁 」は儒 家 思想 の 主要

な内容 で あ り、本 来的 に道 徳 の 面 にお け る同情 心 と考 え られ て いた。

『礼 氾 ・礼 這 』 の な かに記 載 され てい る孔 子 の言 葉 は 次 の よ うに記 され てい る。 「大道 之

行 也,与 三 代 之英,丘 未 之逮 也,而 有 志焉 。大道 之行 也,天 下力 公 。逸 賢与 能,耕 信 修 睦,

故 人不 独 某 其某,不 独 子 其子,使 老有 所 終,壮 有所 用,幼 有 所 長,衿 寡孤 独 庚疾 者,皆 有

所弄 」(邦 訳:仁 愛 実行 の時代 、す なわ ち夏 ・商 ・周 の英 明な君 王統 治 の時 代 は 、私 が憧 れ

る過去 の時代 で あ る。 仁 愛実 行 の 時代 には、 天 下 は公 に 開か れ た もの で あ るべ きで 、徳 と

才能 に恵 ま れ た人 に天 下 を統 治 させ 、国 民 はお 互 い に信 頼 し、仲 よ く暮 らす。 国民 は 、 自

分 の親 族 だ け と親 しむ ので は な く、 自分 の子 供 だ け を子 供 と してか わ いが るで はな く、 高

齢者 を保護 し、子供 を訓 育 で き る。孤独 者 ・孤児 お よび 障 害者 を支援 す る)。 これ は 「三代

之 治 」を表 現 して い る。儒 学 思想 は、「三 代 之治 」 を国の 政策 の典範 と して称 揚 した。そ の

孔 子 は 「養 民也 恵 」 も主 張 して い る。 す な わ ち、統 治者 は 国民 を優 先 す る政策 を採 用 しな

けれ ば な らな い とい う意 味 で あ る。

孔子 の孫 の子 思 の 門人 か ら儒 学 を学 び 、紀 元 前4世 紀 頃各 国 を遊説 した孟子 の思想 の 中

心 には 「仁 義」 がす え られ 、孟 子 は安 定 した 国家 の基盤 の確 立 を説 い た。 孟子 は 「仁 」 に

つ い て道徳 の面 か ら説 きお こ し、政 治 の 面 に展 開 した。 君 主 は仁 愛 の 心 を持 つ こ とがで き

れ ば 、仁 政 を実施 す る こ とが 可能 で あ る と論 じた。そ の彼 は 「君軽 民貴 」(君 王 よ りも国民
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を尊重 す る)と い うス ロー ガ ン を唱 えた。 君 主 よ り人 民 を重視 す る とい う民本 思想 は 、早

期 の儒 家仁 政思 想 の基 本 を なす。 また 、天 命 が有 徳 者 に移 る とす る革命 論 、人 間の本 性 は

善 で あ る とす る性 善説 を主 張 した。

宋代 に福祉 事 業 が発 展 す るが 、 そ こで は 国家政 府 の 「仁 政 」 と地方 勢 力 の 「仁 愛」 の二

っ が欠 かせ な い と考 え られ た。明代 に至 っ て あ らわれ た無 錫 同 善会 は、「仁 」す なわ ち 同情

心 が組 織 の 思想 的基 盤 で あ った 注3。 私 見 を述 べれ ば、儒 教 の 「仁 義 」お よび 「仁 愛 」 は、

今 日で も 日本 と韓 国 に影響 を与 えてい る。 また 、 中国 に は古 代 か ら今 まで 、 そ の時 々 の為

政 者 に よ って は、 「仁 義 」 お よび 「仁 愛 」 の思想 を重 視す る政府 が出 現 した。 そ の 「仁 義 」

お よび 「仁 愛」 の 思想 を重視 した政 府 におい て は、 そ の統 治 す る社会 は繁 栄 ・安 定 した。

逆 に、そ の 思想 を重視 しな か った政 府 は 、 国民 の生 活 を守 れ ず 、 しば しば農 民 の乱 が発 生

し、社 会 は不安 定化 した。 さ らに 、現 在 の 中国 の教 育 につ いて付 言 す れ ば、 い ろい ろな問

題 が 山積 して い る と考 え られ て い る。 た とえば 、成 績 が重視 され 、 思想 教 育 は重視 され な

い傾 向 が あ る とよ く言 われ てい る。 中国 の未 来 を支 え る若者 を巡 る教 育 環境 は、今 後 の 中

国の政 治 安 定 に影響 を及 ぼす 。 古代 か らの 「仁 義 」 や 「仁 愛 」 とい っ た思想 は 中国 の文化

的財 産 と して教 科 書 に掲載 し、 子供 に教育 す る こ とは 当然 と考 え られ る。

「国民 を基 本 とす る」 とい う 「民本 思想 」 と儒 教 の 「仁 愛 」 は、今 で も通用 す る と考 え

られ る。 特 に 、国 民 の生活 に欠 かせ ない社 会保 障 に対 して、 大 きな影 響 を及 ぼ した と考 え

られ る。為 政者 は国 民 を優 先 して 、儒 教 の 「仁 愛 」「大 同」 の思想 を通 じて 、国 民が 平等 に

社 会経 済 の発 展 成果 を享 受 し うる こ とが望 ま しい。

仏教 の慈悲 理 念 と因果応 報 は 、 中 国の 古代 の福 祉 事業 と深 い 関係 が あ る と考 えれれ て い

る。仏 教 は1世 紀 に中 国に到 来 した。因果応 報 論 は、仏教 倫 理 の基 礎 をなす ともので あ る。

慈 悲精 神 は、仏 教 の教 義 の 中心 に位 置 してい る。 仏 教 の 慈悲 精神 と因果 応 報 は 、 中国 の古

代 の統 治者 と国民 に深 い影 響 を及 ぼ した。 南 北朝 と唐 代 、そ して宋代 、明 代 の福祉 事 業 は

仏 教 と密 接 的 な 関係 が あ る と考 え られ て い る注4。仏 教 の 思想 は い まで も中国 の 国民 の 中 に

影 響 を与 えて い る。 現 在 の 中国 で は、 仏教 とキ リス ト教 を信 じる人 が次 第 に増 えて い る。

そ の 中 で特 に 、歴 史 が長 い仏 教 を信 じる人 が 多 い と言 われ て い る。彼 らは仏教 の慈悲 理 念

と因果 応 報 を信 じて 、心 に は慈 悲 の理 念 を持 って、 福祉 事 業 な どの活 動 に参加 した。 仏 教

の慈悲 理 念 と因果応 報 が 人 に教 え るこ とは、 悪事 を しな い、殺 生 を禁 止 す る こ とな どで あ

る。 この よ うな仏 教思 想 は社 会 安 定 に 巨大 な貢 献 が あ る と考 え られ る。
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道教 思想 も古 代 の福祉 事業 と関係 があ る。た とえば 、『老子 』は 、「施 恩布 徳,世 代菜 昌」

(国 民 を大 事 にす る と代 々繁 栄 す る)、 「人 行 善 悪,各 有 罪 福,如 影 之随 形,呼 之 庖声 」(人

が善行 を行 えば福 が もた ら され 、人 が 悪事 を行 え ば罪 が 問わ れ る)と 指 摘 し、慈 悲精 神 に

の っ と り善行 を積 む こ とが 唱導 され た 。 国民 の 間 に道教 思想 は広 く普 及 した が、 それ は善

書 の普 及 と密 接 な関係 が あ る と考 え られ てい る。 い わ ゆ る市 井 で広 ま った 善書 は、倫 理道

徳 を宣伝 し、善 行 を積 む こ とを勧 めた 。 善書 の 内容 は 、儒 教 ・仏 教 ・道 教 の三 教 で構 成 さ

れ て い る。そ の 中心 に道教 が あ り注5、 道 教 もまた 中 国の 古代 お よび 近 現代 の 中国 の福 祉 事

業 、特 に民 間福 祉 事業 に影 響 を与 えた と考 え られ る。

宋代 の 『太 上 感 庖篇 』 は 、完 本 が現 存 してい る最 も古 く有名 な善 書 で あ り、道 教 善書 の

名 著 と され る。 この 『太 上感 庖篇 』 に 『文 昌帝 君 阻監 文 』 と 『美 呈 帝 君覚 世真 経』 を合 わ

せ て 「善 書 三聖 経 」 と呼 ばれ る。

宋代 以 後 、儒 教 ・仏 教 ・道 教 の三 教 は統 合 され た。 特 に倫理 道 徳 の方 面 にお い て 、仏 教

と道教 は儒 教化 して ゆ く。 三 教 が合 体 し、仁 義 を 中心 とす る王政 思想 が唱 え られ た。 こ こ

で述べ た思想 的系譜 が 中国 の古代 福 祉 事業 の思想 的 基盤 を形成 した 注6。中 国の 古代 の 思想

は、 古代 中国 の福祉 事 業 に重 大 な影 響 を与 えた。 なか で も儒 教思 想 は 、最 も重 要 な 思想 で

あ った。 現在 の 中国 にお い て、 全 国民 を対 象 とす る統合 的 な一元 化 的 な社 会保 険制度 が実

現 で きれ ば、孔 子 の描 写 した大 同社 会 に近づ くと考 え られ る。しか し、現 在 の 中 国人 に は、

中国 の古 代 思想 の 不勉 強 ・無 理解 の傾 向が見 受 け られ る。 特 に文化 大 革命 の 時代 に、 多数

の古代 の文 献 が焼却 ・散 逸 され た こ とは 、 中国 の文 化 史 に対 す る大 きな損 失 で あ った。

そ して 、今 まで の 中国 の古 代 思想 を見 る と、 思想 お よび 文化 は、政 治 に巨大 な影 響 をも

た らした と考 え られ る。 時代 を問 わず 、為 政者 は儒 教 ・道 教 ・仏 教 を重 視 し、 国民 を基 本

とす る時 代 は 、国 民 もそ の思 想 の影 響 で 育成 され 、 社会 安 定 を守 る こ とがで きた。 そ して

歴 史 の流 れ を見 る と、 国家 の統 治 にお い て武 力 よ り思想 の影 響 力 が強 い と考 え られ る。 中

国古代 の思想 の多 くは、今 日の 中国 の政治 ・文化 お よび 国民 の生 活 に対 して も依 然 として

影 響力 を もち 、有効 性 を保 って い る と考 え られ る。

2中 国にお ける救済制度 と福祉事業の歴史的変遷

人類の歴史を振 り返ると、長大な時間の経過の中で伝統的生活保障制度が発展 してきた。

すでに原始社会から生活保障制度の萌芽がみ られた。原始社会は、人間が安定的に生存す
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る には きわ め て過酷 な状 況 に あっ た。 生存 を維 持 す るた め、 人類 は群 れ を成 して協働 共生

を展 開 した。 共 同 して労働 、収穫 は平 等 に配 分 し、 共 同 して 物資 を消費 した。 原始 社 会 で

は、子 供 と老人 そ して傷病 者 を保 護 す る こ とが 、伝 統 的 な風 習 と され た。 それ はま さに人

類 社会 が存続 す るた め の仕 組 み を構 成 してい た。 そ こで の互助 共 済 は 、生活 保 障制 度 の萌

芽 とみ な され る。

いつ の時代 も 中国 は、農 業 大 国 の実 質 を備 えて きた。 黄 河 文 明 に淵 源 す る5,000年 の 中

国の歴 史 にお いて 、農 業 生産 は不 可欠 の 産業 で あ った 。歴 史 時代 を迎 え、 中国 古代 にお け

る生活 保 障 制度 は、極 めて長 い 時 の流 れ の なか で形 成 され 、 拡充 され た もの で あ る。 そ の

対 象範 囲 は、貧 困の救 済 か ら大規 模 災 害 に備 えた備 蓄 、養 老扶 幼 、傷 病 者 お よび 障 害者 の

扶 助 な ど各 方面 に広 げ られ てい っ た。 国家 と民 間 が協力 し合 い 、それ らを具体 的 に 実施 し

て ゆ く過 程 で生 活保 障制 度 が整備 され 、徐 々 に発 展 して い った ので ある。

秦漢 代 か ら明 清 代 に か けて の 二 千数 百年 の間 に は 、大 規模 自然 災害 が 頻繁 に発 生 した 。

郵 雲特 『中国救 荒 史』 に よる と、 大規模 災害 は秦 漢 代 に約375回 で 、秦 代 後期 に は陳勝

呉 広 の武 装 蜂起 が 起 き、 漢代 後期 に は漢代 の滅 亡 の主要 な原 因 とな っ た 「黄 巾 の乱 」が 起

こっ た。さらに大 規模 災 害 は魏 晋 南北 朝代 に約304回 、階唐 代 に約515回 、両宋 代 に約874

回、元 代 に約513回 、明代 に約1,011回 発 生 し、明代 後期 には 「李 自成 の 乱」が起 こっ た。

清 代 に は約1,121回 に達 し、「太 平 天 国 の乱 」が荒 れ 狂 っ た。す な わ ち、秦 か ら清 の 二千 数

百年 の 間 に、合 計す る と約4,713回 の大規 模 災 害 が記録 に残 され て い る。 大規 模 災 害 の発

生 件数 は時代 が経遇 す るにつ れ て増加 傾 向 を強 めた 。 中 国 は古来 、農 業 を 中核 的 産 業 と し

て きた。大 規模 災 害 が発 生す る と、生産 活動 の拠 点 で あ る農 村 部 に甚 大 な被 害 が現 出す る。

中国 の古 代 史 を通観 す る と、農 民 が正 面 か ら権力 者 に対抗 した武 装 蜂 起 は大規 模 災 害 と密

接 な 関係 が あ った と考 え られ て きた。 農 民 の武 装 蜂 起 は 、直接 に王 朝 の交 替 につ な が る こ

とが 多 く、 安定 した統 治 の継 続 を実現 す るた めに は貧 困 救済 制度 と社 会福 祉事 業 が 重 要 で

あ る こ とを為 政 者 に認 識 させ た 注7,注8。

農業 大 国 と して の 中国 古代 にお いて 、 大規模 な 自然 災害 が発 生 す る と、 農 民 の生 活 は破

壊 され た。 生活 基盤 を失 っ た農 民 が 中心 とな った 「農 民 の乱 」 の発 生や 社 会不 安 の原 因 と

な り、王 朝 交替 の 主要 な要 因 のひ とつ にな った。 そ れ を考 え る と、 災 害予 防 お よび 被 害者

救 済 が必 要 と各 朝代 の為 政者 は強 く認識 した と容易 に想 像 され うる。 現在 も、 中 国は 自然

災 害 が頻 繁 に発 生す る 国 と言 わ れ てい る。 四川 省 と雲南 省 な どは、 よ く地震 が発 生す る地
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域 で あ る。 南方 地 方 で よ く発 生 す る災 害 は洪 水 で あ る。 そ うい っ た災 害 が発 生す る前 の予

防お よび発 生後 の 救済 は、 古代 か ら 「福祉 事 業 」 を通 じて実 施 され て きた と考 え られ る。

大規 模 災 害 が頻発 した 中国古代 にお い て、秩 序 維 持 を至 上命 題 とす る支配 者 は、前 述 の

「荒政 」 を重視 し、社 会 の安 定 を図 り、積 極 的 に荒 政制 度 を運営 した。 漢 代以 降、荒 政 は

一 定 の順 序 をふ ん で実 施 され た
。 大規模 災害 が発 生 すれ ば、 まず は被 災状 況 を 現認 した う

えで 、そ の 報告 を要路 に伝 え な けれ ばな らない。 大 規模 災害 が発 生 した地 元 の地 方政 府 か

ら中央 政府 に報 告 が あ げ られ た。 そ の報告 の内容 に応 じ、 中央政府 は救 済 の手 続 きを 開始

した。 そ して第 三段 階 は、被 災 の規 模 ・状況 に応 じて 、 定 め られ た租税 の免 除基 準 の規 定

に照 ら して 各種 の免 税 措 置 が とられ た 。以 下 、各 時 代 にお い て具 体 的 に実施 され た伝 統 的

生 活保 障 制度 の概 要 につ い て年代 順 に紹介 す る。

1)西 周(紀 元 前1046-771年)時 代

紀元 前11世 紀 、周 は股商 を職 滅 し、周 を建 国 した。 周 の建 国か ら都 を洛 邑に移 す まで

を西周 を呼 ん でい る。

西周 時 代 、農 業 生産 の 向上 が 重視 され た。周 の人 た ち は、后 稜(こ うし ょく)を 周 王朝 の

祖 先 と考 え、后 稜 を農 業 の神 様 と して信 仰 した。 西 周初 期 の 成康 時 代 、周 王 は貧 困者 を救

済 し、農 民 に土 地 を分 配 した。 そ して 、 当時 の 立法 の指 導 思想 と して 、 当時 の社 会 安 定 に

は重要 な 「明徳 慎罰 」 の政策 が採 用 され た。 「明徳 」 の意 味 は徳 を唱 導す る こ とで あ った。

「慎罰 」 は、刑 罰 を課 す に先 立 って慎 重 に調 査 す る こ とを意 味 した。様 々 な施 策 が展 開 さ

れ 、 当時 の農 業 生 産 は 向上 し、 国 民 の生活 も改 善 され た。 そ の 時代 は 、 「成康 之治 」(西 周

初 姫諦 、姫釧 的 統 治。史家 稻"成 康 之 際,天 下安 埋,刑 錯 四十 食余年 不用"[日 本 語訳:周 成

王 姫請 と周康 王 との在位 期 間 にお いて は 、社 会 が安 定 し刑 法 は 四十年 間利 用 され て い なか

った])と 呼 ばれ た注g。

『左 伝 』 の 中に記 述 され た大 規模 災害 と して は、瞑(ず い 虫)3回 、大 雨 雪13回 、雷 害

9回 、大 洪 水14回 、 山崩 れ3回 、 地震9回 、輩(ゴ キブ リ)6回 、旱魅31回 、 虫害12回

が あげ られ て い る。 それ らの大 規模 災 害 に対 応す るた め に、 西周 初期 に 「荒政 」 が制 度 化

され た。 「荒政 」 は 、西 周 時代 に編 み 出 され た 防災 ・救済 の制度 で あった。

『周 礼 』 に描 かれ てい る救 済 制度 につ い て述 べ る。『周 礼 ・地官 』 に 定 め られ た西周 政府

の職 責 につ い て は、「以 荒政 十 有 二聚 万 民:一 日散 利,二 日薄征,三 日緩刑,四 日馳 力,五
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日舎禁,六 日去 几,七 日告礼,八 日余 哀,九 日藩 宗,十 日多 婚,十 有 一 日索 鬼神,十 有 二

日除盗 賊 」(日 本 語訳:荒 政 の実施 に よ り国民 の離 散 を防止 す る こ と:一 は救済 物 資 を分 配

す る。二 は公 的徴 収 を減免 す る。三 は刑 の執 行 を猶 予 す る。四は 労働 力 の徴 用 を猶 予す る。

五 は禁 令 を廃 止 す る。 六 は税 の徴 収 を停止 す る。 七 は 吉礼 を省 略 す る。 八 は 、 凶礼 を省 略

す る。 九 は楽 器 を収 蔵 し、演 奏 す る。 十 は多 くの配 偶者 を もつ。 十 一 は鬼 と神 にお 祈 りす

る。十 二 は盗賊 を取 り締 ま る)と 書か れ てい る。

西周 初 期 に 、国 家 中央 管理機 構 と官 制 が形成 され た。 中央 管理機 構 のな か に、 天地 と春

夏 秋冬 の季節 に応 じ6大 官制 が設 置 され た。一 つ の官制 の下 に60官 職 が設 置 され た。合 計

360官 職 で あ った 。6大 官 制 の なか に は 「太 宰 」が置 かれ 、それ は全 国 レベル の事務 、「小

宰 」 は太 宰 の仕 事 を補 助 す る こ とで あ った。 「医 師」 は医務 政令 を管 理す る。 「疾 医」 は 国

民 の病 気 予 防 の仕 事 を担 当 した。 「大 司徒 」 は救 済 を担 当。 「遺 人」 は、具 体 的 な 日常 的 な

困窮 お よび 大規 模 災害 時 の被 害 を救済 す る こ と。「司救 」は、災 害対 応 と病 人 の救 助 を担 当

した。当時 、社 会 保 障機 構 は設 置 され てい なか った が、中央 政府 か ら地方 政府 に至 るま で、

災 害対 応 お よび 国 民 の生活 保 障 を非 常 に重 視 した と考 え られ る注10。

西周 時 代 の救 済 お よび 福祉 事 業 の 内容 は次 の3点 で あ る。 ①建 国時 か ら朝 廷 にお かれ た

大 司徒 が救 済 を担 当 した。 徴 税 の緩 和 も し くは 生活 再建 資 金 を被 災者 に提供 す る。 ② 地 方

司徒住 民 を精 神 的 に安 定 させ 、貧 困者 を救 済 す る。「司徒 以保 息六,弄 万 民,一 日慈 幼;二

日弄 老;三 日振 努;四 日位 貧;五 日寛 疾;六 日安 富」(日 本 語 訳:保 息 制度 を運 用 し国民 を

守 る。 一 は児 童 を慈 しむ。 二 は高齢 者 を保 護 す る。 三 は貧 困者 を援助 す る。 四 は被 災 した

貧 困者 を救 済す る。 五 は病 者 を手 当て す る。 六 は富裕 者 を安 心 させ る)と あ る。 大規 模 災

害 の場 合 に地方 司徒 は、被 災者 の避 難 に協力 す る。③ 「養 病 恵 政」にお い て 医者 を派 遣 し、

疾 病 した国 民 を治療 した。 また 、病 人 を看 護 す るた めに 、そ の家 族 の ひ と りの職 務 が免 除

され た注11。

ま た、 西周 の生活 にお い て宗 教 は重 要 な位 置 を 占め て いた の で、 大規 模 災害 が発 生 した

とき、様 々 な救 済措 置 が と られ た ほか 、天 地神 に祈 る こ とも重要 な行 事 で あ っ た。 もっ と

も、西 周 末年 に は宗教 思想 が大 き く揺 らいた 注12。

上述 の通 り、 中国 の歴 史上 、社 会 的 救 済が 始 ま った の は 、周代 で あっ た と言 っ て よか ろ

う。 しか し、儒 家 が重 視 す る経 書 で 「十 三経 」 の一 つ で あ るだ けで な く、『儀 礼 』『礼 記 』

と ともに 「三礼 」 の一 つ で あ る 『周 礼 』 は、 周 王朝 の理 想 的 な制 度 につ い て周 公 旦 が書 き
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残 した もの と され るが、 実 際 には周 の時代 に書 かれ た の で はな く、少 な く と も戦 国 時代 以

降の成 立 と見 られ る。 そ こに非 常 に詳 しく記 述 され て い る周 代 の官制 につ い て は、 に わか

には信 用 出来 ない。 実 際 に金 石 文 とは内容 に食 い違 い がみ られ る。

この よ うな西 周 時代 の 救済 制度 と福祉 事 業 は 、今 日か ら見 て も十 分整 備 され た制 度 で あ

った と考 え られ る。 当時 、各 官職 はそ の職 務 と責任 が 明記 され厳 格 に設 置 され 、救 済 に 当

た った。 当時 の政府 は、貧 困者 ・被 災者 ・病者 な どの社 会 的 弱者 集 団 だ けで は な く、全 国

民 の安 定 した生 活 ぼ実 現 を考 慮 して いた。 これ は 、今 で も前 進 的 な思想 で あ る と考 え られ

る。 そ して 当 時 にで きた 「荒 政 」 は 、それ 以 後 の政 府 の救 済 制度 に関す る法令 に影 響 を与

えた。 また 、西 周 か ら宗 教思 想 が もた らされ た。 どの よ うな為 政者 か を 問わず 、宗 教思 想

の影響 を受 けた政府 は、救 済制 度 お よび福 祉 事 業 を重 視す る場合 が多 か った と考 え られ る。

2)春 秋(紀 元 前770-476年)戦 国(紀 元前475-221年)時 代

春秋 戦 国 時代 の 救済 政 策 と して は、 平擢 ・通擢 制 度 が あ げ られ る。 紀 元 前422年 、戦 国

時代初 期 の 政治 家 に して 法律 家 で あ った李 憧(生 没年 不 詳)は 、魏 の文侯(在 位 紀 元前445

-396)に 仕 え
、 「平擢(へ いて き)法 」 を公 布 した。 この法 律 は、 豊 作 の年 と災害 の年 を

大 ・中 ・小 に分 けた。 豊年 の年 に政 府 が穀 物 を購 入 し、 災害 の年 にそ の穀 物 を販 売 した。

この制 度 の お 陰で 、 国民 は 災害 年 で も穀物 をたや す く手 に入 れ るこ とがで きた。 この経 済

政 策 に よ って魏 国 は強 国に な った とい われ る。 「平擢 法 」 に よっ て穀 物価 格 の調 整 が行 わ

れ 、農 民 ととも に都 市 住 民 の生活 の安 定 が図 られ た 。

ま た、春秋 戦 國 時代 に各諸 国 は相 互 に援 助 し合 うた め に、「通擢 制 度 」を実 施 してい た。

通擢 制 度 にっ いて は 、「隠公 六年,京 師来 告 飢。公 為 之請 擢 干宋,衛,斉,鄭,礼 也。庄 公

二 十 八年 冬 飢,戚 孫 辰 告擢 干吝,礼 也 」(日本 語 訳:紀 元前717年 、首 都 が飢 饒 に襲 われ た。

隠公 は 、宋 ・衛 ・斉 ・鄭 の 国 に穀 物 提 供 の支 援 を要 請 し、関係 者 が 救 われ た。 紀 元前666

年 、 冬 に飢 饒 とな り、戚 孫 辰 が斉 の 国 に穀 物提 供 の援助 を要 請 し、 関係者 が救 わ れ た)注

13と あ る。

先述 の 「平擢 法 」 は、 荒政 制 度 の影 響 を受 けた もの で あ る。 そ して 、各 諸 国 が相 互 に援

助 し合 うこ とは 「社 会 互 助論 」 の 思想 の影 響 が あ った と考 え られ る。

春秋 戦 国 時代 の福 祉 事 業 は、 孤独 ・螺 寡(や もめ)お よび 疾病 の人 々 に対 しての福 祉 だ

けで は な く、高 齢者 と児童 に対 して も配慮 した。 当時 、 困窮 した人 た ち は 「鰹 寡 孤独 廃 疾
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者 」 と呼 ばれ だ。『礼 記 』 に は次 の よ うに記 述 され て い る。 「少 而 元 父者 謂 之 孤,老 而 元子

者 謂 之独,老 而 元妻 者 謂 之燃,老 而元 夫者 謂 之寡 。此 四者,天 之 窮 民而 元告 者 也 」(日 本語

訳:親 がい な い子供 は孤 立 して い る。 子供 が い ない 老人 は独 りで あ る。 妻 が い ない老 人 男

性 は鱗(や もめ)で ある。 夫 がい な い老 人 女性 は寡 婦 で あ る。 この 四者 は、 天 下 に頼 りにす

る人 がい ない貧 困者 で あ る)。 春秋 戦 国時代 にお いて は 、老 齢者 の程度 に応 じて、食 事 と 日

常 看護 も提供 され た。70歳 に な る と、政府 は今 で い う老人 福祉 施 設 に収 容 した。児童 に対

して も保 育 を奨 励 し、 出産 に対 して は補助 金 を与 えて い る注14。 政 府 は 、 困窮 してい る人

た ちに定 期 的 に穀物 を含 む生 活必 需 品 を配 分 した。こ こに は、「社 会 救 済論 」の影 響 が 色濃

く反 映 され て いた と考 え られ る。

ま た、 春秋 戦 国 時代 には 、健康 な人 た ち に対 して は 、体 力 と状 況 に応 じて 労働 を させ る

こ ともあ った。

以 上、 春秋 戦 國 時代 には荒 政 制度 の下 で 「平擢 法 」 が制 定 され 、 国民 の生活 を守 る こ と

がで き た。 そ して 当時 は、特 に 「社 会 互助 論 」 の影 響 で 、各 諸 国 が相 互 に経 済援 助 してお

り、 これ は現在 の 国際 援助 と同 じこ と と考 え られ る。 さ らに、 当時 の疾 病者 お よび被 災者

の救 済以 外 に 、健康 な人 々 に労働 を課 す こ とは 、現 在 の失 業者 援 助 の先 駆 的 な試 み とみ な

して よいで あ ろ う。

3)両 漢(紀 元 前206一 紀 元208年)時 代

両漢 時 代(注:日 本 の 中国史 の 時代 区分 でい えば、前漢 と後漢 のふ たっ を含 む時 代)は 、

中国 の歴 史 の 中で繁 栄 発 展(経 済発 達)の 時 代 で あ る。 しか し、大規 模 自然災 害 も頻 繁 に

発 生 した時 代 で もあ った。

楊振 紅 が 著 わ した 『漢 代 自然 災害 初 探』 に よれ ば、 大規模 災害 の数 は、 旱魅 が91回 、

水 害 が79回 、震 災 が85回 、瞑 災 が57回 、雷 災 が28回 、風 災 が25回 、霜 災 が8回 、凍 災

が20回 、 疫災 が27回 あ り、合 計420回 の災 害 が あ った と され る注15。

儒 教 を 国家 統 治 の イデ オ ロ ギー と した漢 代 で は 、福 祉 事 業 が 重視 され た。 『漢 律 』 の 中

には次 の記 述 が あ る。「高齢 者 、螺 寡 孤 独 の者 と重 い病気 の者 の うち、家族 が な くて貧 乏で

生 きて ゆ けな い もの」 に対 して は食 糧 が支 給 され た 注16。

両漢 時 代 に は、荒 政 が公 式 に法制 化 され た。 大規模 災害 が発 生 すれ ばまず 政 府 に報 告 さ

れ 、 それ を受 けて 救済 が 実施 され る。 最終 的 には、 税 が免 除 され る注17。
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漢代 に 実施 され た 「常平 倉 」 制度 は 、春 秋 時 代 の管 仲 の 「通 軽 重 之権 」(農 業 を重視 す

る政策)の 思想 お よび 戦 国 時代 の李 埋 の 「平 擢(へ いて き)法 」 に 由来 す る。漢 の昭 帝 の と

き、大 司農 中丞 の取 寿 昌は 、「遂 白令 辺 郡皆 筑倉,以 谷 賎 時 増其 費 而余,以 利 農,谷 貴 時減

質 而粟,名 日常 平倉 。民便 之 」(日 本語 訳:穀 物 価格 が低廉 の際 に購 入 し、そ の 高騰 の 際 に

放 出 して、穀 物 の価 格 統 制 と農 民 と市 民 の救 済 に充 て た)と 述べ 、 常平 倉 実施 の建 議 を行

った。事 実 、この常 平倉 は 、穀 物 価格 が低廉 の際 に購 入 し、それ が高 騰 した際 に放 出 して 、

穀 物 の価 格 統制 と農 民 と市民 の 救 済 に充 てた。

漢 代 には 、関係 す る法 制度 が整備 され た。た とえば 、高齢 者保 護 につ いて は 「養 老 令 」

「胎養 令 」 な どが制 度 化 され た 注18。

両漢 代 の政 府 が実 施 した救 済 と福祉 事 業 の 内容 を整 理 す る と以 下 の よ うに な る。

① 災害発 生 時 に被 災者 を救 済す るた め の方策 と して 、 多数 の 常平 倉 お よび義 倉 を設 置 し、

現実 に大規 模 災害 が発 生 した とき、穀 物 の価 格 調整 を行 うほか 、被 災者 に穀物 だ けで

な く衣類 な ど生活 必 需 品 を配 分 して救 済 した。

② 医療 救 済 で あ る 「養 疾 之 政 」 を実施 し、 貧 困者 お よび 疾 病者 を 「六 疾館 」 に収 容 し、

疾 病者 お よび貧 困者 を救 済 した。

③ 関係 立 法 を制 定 し、憧幼 養 老 を任務 とす る 「孤独 園 」を設 置 し、高齢 者 の 尊重 を定 め、

老人 や児 童 を抱 え る家族 の賦 役 を免 除 した 注19。

一方
、地 方 政府 は、孤 独 、螺 寡 老 人 な どの困窮 者 に対 して 、毎 日五 升 の食 料 を支 給 した。

「後漢 の時代 の五 升 とは、 明清 時代 の ほぼ一 升 に 当た る」注20と され る。

漢代 に は 、 中央 ・地方 の政 府 が 災 害被 災 者 の 救済 を行 った ほ か 、 「宗族 救 助 」 と 「民 間

義 行 」もみ られ た。「宗 族 救助 」 とは 、血縁 でつ な が って い る大家 族 の 内部 で相 互救 助す る

こ とで あ る。「宗族 救助 」で具 体 的 に行 われ た主 な もの は 、財 物 の提 供 、幼 孤 の支 援 お よび

葬 儀 を援 助 す る とい うもの で あっ た。 そ れ は、 家族 構成 員 の関係 の維持 に役 立 ち、 ま た 国

家財 政 の負 担 を軽減 す る効果 が あ った 。

「民 間義行 」 とは 、儒 教 と仏 教 お よび道 教 の影 響 に よ り生 まれ た もので 、 当時 の 多 くの

王 公 貴族 ・地方 官 吏お よび仏 教徒 、道 教 の信 者 な どが熱 心 に救 済救 助活 動 に従 事 す る行 為

を指す 。 漢 代 に は、政 府 の救 済 の ほか 、 この よ うな 「宗 族 救助 」 と 「民間 義行 」 も広 く行

われ た注21。

上述 の よ うに、 両漢 時 代 に は大規 模 自然 災 害 が頻 繁 に発 生 したの で 、為 政者 は、 救済 制
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度 と福 祉 事 業 を重視 し、儒 教 ・仏教 ・道教 の三教 統 合 の影 響 で 民 間 も救済 活 動 と福祉 事 業

に取 り組 ん だ。 そ こで の救済 制度 と福祉 事 業 は儒 教 ・仏 教 お よび 道教 思 想 の影 響 が あ った

はず で あ る。

両漢 時 代 に は、荒政 が法律 的 に整 備 され 、「常 平倉 」制度 が実施 され るな ど多様 な救済 制

度 と福 祉 事 業 に 関係 した 法律 が制 定 され た。また 、同時 に儒 教 ・仏教 お よび 道 教 の影 響 で、

政府 の救 済福 祉 以外 に民 間 の福祉 事 業 を行 わ れ てい た。これ は 、前 の 時代 に比較 して救 済 ・

福祉 事 業 の 大幅 な進 歩 と考 え られ る。

4)魏 晋 南 北 朝(220-589年)時 代

魏晋 南 北 朝 時代 は 、仏 教思 想 の影 響 の も とで 、福祉 事 業 が 広 く普及 をみ た。 政府 の救 済

の ほか、 特 に仏 教 寺院 の行 う福祉 事 業 が最 も活発 に実施 され た。

この時 代 にお い て は、 政権 交替 が頻繁 に行 われ 、 それ と時期 を合 わせ るか の よ うに大 規

模 な 自然 災 害 も頻繁 に発 生 した。 当時 の 自然 災害 統計 で は 、地震116回 、水 害83回 、旱害

65回 、風 霜 ・雷電34回 、 虫害28回 、疫 病65回 を数 えた。 頻繁 に発 生す る大 規模 自然 災

害 と戦 争 が社 会 不安 定 の大 き な要 因 にな った。 当時 の統 治者 は社 会 の安 定 を守 るた め、社

会 救 済 な どを重 視 し、 当時 の救 済 ・福祉 事 業 は政 府 の 実施 す る もの が大 半 を 占めた 注22。

魏晋 南 北朝 時代 に は、 朝廷 が 一 時的 な政 策 に よって 国民 に穀 物 な どを 臨時 に支 給 す るこ

とが あ った。 北 魏 の時 代 に実 施 され た 「均 田制 」で は 、老 人 ・子 供 ・寡 婦 お よび 身体 障 害

者 な どに対 して、 朝廷 か ら特 別 に 田畑 が支 給 され た注23。

当時 の 中央 政府 は 、救 済 ・福 祉施 策 を重視 し、そ の事 業 を地 方 政府 に実施 させ るた めに 、

指 揮 ・監 督 権 限 を行 使 した。 地 方政 府 は 、 中央政 府 の指 導 に したが い 、老 人 ・孤児 ・産 婦

な ど困窮 した人 た ちに食糧 を提供 す るな ど積極 的 に救 済 した。 この 時代 にお い て も、孤独

な人 た ちお よび 病 人 を対象 に、中国 の もっ とも古い 福祉 施 設 の一 つ で あ る 「六疾 館 」(南 朝

斉 文恵 太 子 簿長 埜(紀 元458-493年))が 建 設 され た。 また 、 この時代 にお い て は、政府

は福祉 事 業 の実 施 主体 と して貧 困者 と孤児 を収容 した 「孤独 園」 を設 置 して い る注24。 『梁

書 武 帝 紀 下』の 中 に 「凡 民有 単 老孤 稚 不能 自存,主 者 郡 具成 加 牧弄,購 給 衣食,毎 令 周 足,

以 終其 身 。又 干京 師 置 孤独 囲,孤 幼 有 畑,隼 友不 暖 」(日 本語 訳:生 活 で き ない 老人 お よび

児 童 な どを施 設 に収 容 し、衣 食 を提 供 す る。 首都 に孤独 園 を設 置 し、頼 りに な る人 がい な

い児童 と老 人 を安 心 して 生活 させ る)と 記 載 され て い る注25。
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魏晋 南 北 朝 時代 の救 済 ・福 祉 事 業 の 内容 を整理 す る と以下 の よ うにな る。

① 災害 へ の防備 施 策 の 実施 。農 業政 策 を重 視 し、穀 物 の 生産 の向上 を図 っ た。洪 水 被 害

お よび 旱害 へ の対 応 と して 、水利 施 設 の整 備 に努 めた。災害 に備 え ての施 策 と して最

も重視 され た の は、穀 物 の備 蓄 で あ った。被 災後 の救 済 の た め に備 蓄 した穀 物 の配 給

を 目的 とす る 「常平 倉 」 が設 置 され た。 また 、 当 時の被 災 後 の救 済 として は、賑 済、

調 粟 、翻 免 租調 な ども行 われ た注26。

② 困窮者 に対 して 、魏 晋 南 北朝 時代 の皇 帝 は、儒 教お よび仏 教 の影 響 の も とに、災害 の

被 災者 以外 に、一 般 的 な施策 と して螺 寡 お よび 孤独 者 に対す る福祉 を重視 した。

当時、 政府 が救 済事 業 を推 進 した ほか 、仏 教 寺院 の救 済 ・福 祉 事 業 もブ ー ム と して広 く

行 われ た。寺院 に設 置 され た施 設 で は、災 害 の発 生 がな い平 時 に おい て も貧 困者 を救助 し、

い った ん大規 模 災 害 が発 生す れ ば 、迅 速 に被 災者 を救済 した。 そ こで は、 医療 救助 の ほ か

道 路や 橋 の修 理 ・修 繕 も行 われ た。

魏晋 南 北朝 時代 は 、政 権 が頻繁 に交 替 し、 自然 災 害 も頻 繁 に発 生 した時代 で あっ た。 そ

の とき、 救 済制 度 と福 祉 事業 は、 国民 の 生活 安 定 に とって 、最 も重 要 と考 え られ て い た。

魏 晋南 北 朝 時代 の 救済 ・福祉 事 業 を総 体 と して検 討 すれ ば、 当時の 統治 者 は大 き く仏教 思

想 と仁 愛 思想 の影響 を受 け てい た こ とが分 か る注27。

以 上 に述 べ た よ うに、魏 晋 南 北朝 時 代 に は、 自然 災 害 が頻繁 に発 生 し、 政権 も頻 繁 に交

替 し、戦 争 を原 因 と して発 生 した 災害 も増 えて い た。 そ の災 害 に対応 す る救済 制 度 と福祉

事 業 は、 政府 の力 で は十 分 に達 成 で きな か った。 他 方 、仏 教 寺 院 に よ る救 済 ・福 祉 事 業が

広 が っ てい た。 仏教 の救 済 ・福祉 事業 は仏 教 の慈悲 思想 と因果応 報 思想 に基 づ い てい る と

考 え られ 、 政府 の 不十 分 な施 策 を補 完 してい た とみ な され る。

5)階 代(589-618年)

階代 で もま た農 業 が重視 され た こ とに変 わ りは ない。 政府 は 「常 平倉 」 を設 置 し、穀 物

の備 蓄 と大 規模 災 害 の際 の農 産物 の価 格調 整 に努 め、農 業 生 産 と社会 の安 定 を確保 しよ う

と した。 た とえば階 文 帝三 年(583年)に 、政府 は 陳州(今 の河 南 省 の 陳県)に 「常 平倉 」

を設置 し、 首都 には 「常 平監 」 を設 置 した注28。

階文 帝 が始 めた 救済 施 設 のひ とっ が 「義 倉 」 で あ った。 義 倉 は、歴 史的 に 巨大 な影 響 を

及 ぼ した。 常平 倉 と義 倉 は 、両者 とも に倉 儲 体 系 の主 体 で あ る。 そ れ 以後 の 多種 多様 な倉
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儲 は 常平 倉 と義 倉 に 関係 が あ る。

大規 模 災 害 の発 生 に備 えて、穀 物 を備 蓄す るた めに設 置 され た 「義 倉 」 は 「社 倉 」 とい

われ 、民 間 で設 置 され た 倉庫 で あ った 。 災害 が発 生 した場 合 に 、す みや か に対 応 で き る と

考 え られ て い た。階 文帝 五年(585年)に 、工 部 尚書 長孫 平 が 「清令 渚 州 百姓 及 軍人 肋 課,

当社共 立 文 合,牧 荻 之 日,随 其 所得,肋 課 出粟及 麦,干 当社 造合 窪 甦 之,即 委社 司抗賑 栓

校,毎 年 牧 枳,勿 使 損敗 。若 吋或 不 熟,当 社 有机 僅 者,即 以 此谷 賑 給 」(日 本 語訳:各 州 の

国民 と軍 人 を励 ま し、共 同 して義 倉 を設 置 し、穀物 を供 出 ・備 蓄 し、社 司を設 置 ・監 督 し、

飢 饒 で 困窮 してい る人 た ち を援助 す る)と 上 奏 した 。 各 地方 政府 は、 管轄 地域 の収 穫量 に

応 じて 、農 家 か ら一定 量 の穀 物 を徴 収 し、義 倉 に備 蓄 し、災 害発 生 の とき に救 済 の た め に

そ れ を放 出 した注2g。

義倉 は、社 会 の最 も末 端 的組 織 の災 害 に備 えた倉 で 、社 寺 が 管理 し、災害 が発 生 すれ ば、

義 倉 か らの 救済 は迅 速 に行 われ 、 一定 程度 の効果 的 な救 済機 能 を発揮 した。 しか し、義 倉

を通 じての 救済 は階文 帝 の 時代 に は効 果 が あ った が、 階煽 帝 の 時期 にな る と義倉 は ほ とん

ど機 能 しなか った。

常 平 倉 と義 倉 の 設 置 は とも に大 規 模 災 害 時 の 農 民 の救 済 お よび 社 会 の安 定 に は効 果 を

発 揮 した。もっ とも、階 代末 期 に政府 は50年 分 の穀 物 を備 蓄 した の に もかか わ らず 、大規

模 災 害 の被 災地 には届 くこ とが な か った。 「燭 帝持 其 富廃,イ 多心 元灰,卒 亡天 下」(日 本 語

訳:皇 帝 は贅 沢 な生活 を享受 し、庶 民 の救 済 には意 を払 わ なか っ た)注30と い われ た。 こ

れ は 、階 が滅 んだ原 因 の一つ で あっ た。

階文 帝 が 救済 制度 と福祉 事 業 を重 視 した こ とは 、当時 の経 済 的 な繁 栄 を前 提 と して い た。

しか し、 階煽 帝 は、儒 教 ・仏 教 お よび 道教 の思想 を重視 しなか った。 救 済 制度 と福 祉 事 業

も重視 しな か った の で、 階代 が滅 亡 した大 きな 要 因 にな った と考 え られ る。 国 民 の生活 を

考 慮せ ず 、 国 民 の最 低 の生活 を守 るこ とがで きない 場合 は、社 会 的 な安定 が維 持 で きない

と考 え られ る。 階燭 帝 は贅 沢 な生活 が好 きで、 そ の生 活 の継 続 を望 ん だ が、 国 民 の生活 に

は関 心 を払 わ なか っ た。 災 害 が あっ て も被 災 地 を救 済 しなか っ た。 特 に、 義倉 な どの 国民

救 済 の機 能 が消 滅 した こ とが、 当時 の政府 滅 亡 の大 きな要 因 と考 え られ る。

6)唐 代(618-907年)

唐 の初 年 、唐 太 宗 は 尚書左 丞戴 胃 の意 見 を受 け入 れ 、 階代 の末 期 に廃 棄 され た義倉 を再
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興 した。 常 平倉 も階代 の もの を利 用 した。 前 の 時代 と同様 、 義倉 と常平 倉 は 、大規 模 災 害

が発 生 した 場合 、社 会 的 救 済 の実 を あ げた注31。 それ らは 、 この時 代 にお い て も、農 民 の

生 活 と社 会 の安 定 の た めに欠 かせ ない 制度 と して機 能 した。

唐代 に は、大 規模 災 害 が発 生 すれ ば、朝 廷 は 官僚 を被 災 地 に派 遣 して、 救済 の指揮 を と

らせ た。 また 、被 災 の程 度 に応 じて 、税 の減 免 を行 った 注32。 唐 代 後期 に は、 中 国 ・朝鮮

お よび 日本 の律 令制 下 の租 税 制 度 で あ った租 庸調 制 に代 えて 、 両税 法 が施 行 され た 注33。

唐政 府 の 救済 制度 は、 非常 時 の義 倉 と常平 倉 の活 用 の ほか 、老 人 と貧 困者 に格別 の支援

を行 っ た。唐 代 の均 田法 にお い て は、 老人 お よび障 害者 が 田畑 を受 給 す る こ とがで き、 ま

た高齢 お よび 障害 を理 由 に した免 税 の措 置 もな され た。 高齢 者 に対 して は、介 護 者 に配 慮

した 「おっ き制度 」 が あ った。80歳 の老 人 に 「おつ きの人 」ひ と りを追加 して配分 し、90

歳 の老 人 には 「お つ き の人」2人 分 を追加 配 分 し、100歳 の老人 に 「おつ きの人 」3人 分

を加 給 配 分 した注34。

唐代 に は、政 府 が実 施 す る救 済 制度 と福 祉 事 業 の ほか 、仏 教寺 院 が行 う救済 ・福 祉事 業

も あっ た。 仏教 の悲 田思想 に も とづ き設置 され た悲 田養 病 坊 は 、養 老育 児 を行 な う貧 窮 ・

孤独 者 の収容 施 設 で あ った。 この悲 田養 病 坊 は 、悲 田院 ・療病 院 ・施 薬 院 の三 つ の部 分 か

ら構 成 され て いた。 悲 田養 病 坊 は 、治 療 中の疾病 者 を収容 す るだ けで は な く、 困窮 す る病

人 、孤 独 老 人 、親戚 の ない孤 児 な ども救済 した。

唐代 初 期 に寺 院付 設 の 救済機 構 と して存 在 してい た悲 田養 病 坊 の増 加 に伴 って 、701年

か ら704年 に か けて 「置使 專 知 」 が設 置 され 、 政府 は官僚 を派遣 して 、寺 院 と共 同 管理 し

た注35。 唐 代 の救 済 ・福 祉 事 業 に は、仏 教 の大 きな影 響 が あ った と考 え られ る。

唐代 に は、前 時代 よ り仏教 の影 響 が よ り深 くな って い た。 それ を反 映 して 仏教 の救 済制

度 と福 祉 事 業 が前 の時 代 よ り進 歩 した 。 実 際 に、政 府 と寺院 が共 同で 救済 ・福 祉 事 業 を実

施 してい た。

7)宋 代(960-1279年)

宋代 に も大規 模 自然 災 害 が頻繁 に発 生 し、宋 代 の為政 者 は社 会 の安 定の た め に、 防災 ・

救 済 関係 法令 を公布 した。

新 た に 「広 恵 倉 」 を設 置 し、 ま た従 前 の通 りに 常 平倉 ・義 倉 ・社 倉 も設 置 した。 「広 恵

倉 」 は 、災 害発 生 時 に被 災者 お よび貧 困者 な どを救 済す る ほか 、平 時 にお い て も貧 困者 を
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救 済す る機 能 を も ち、宋代 で最 も重 要 な救 済 制度 で あっ た。 常平 倉 は 、漢代 か ら設 置 され

た救済 制 度 で あ り、宋 代 に も大規 模 災 害 が発 生 した 場合 の穀 物価 格 の調 整 お よび被 災者 の

救 済 の機 能 を発 揮 した。 階代 に効 果 を発揮 した義 倉 は 、宋 代 に も常 平倉 とと もに救 済機 能

を発揮 した。社 倉 は 主 に農 村 に設 置 され 、災害 を発 生 す る と、被 災農 家 を直 接 的 に救 済 し、

機 動 的 に効果 を発揮 した。 宋 代政 府 は、穀 物 の備 蓄 制度 を運 営す るほ か、農 産 物 の 生産 回

復 に も努 力 した。

大規 模 災 害 が発 生 した 場合 、 直接 的 な救済 以 外 に、被 災者 に対 す る税 の減免 措 置 が と ら

れ た の も前 の 時代 と同様 で あ る注36。

宋代 に は、特 に子 供 に対す る救済 制 度 が あ った。 貧 困家 庭 の 出産 に は穀物 と資金 が与 え

られ た。 ま た 「挙 子倉 」 が設 置 され 、貧 困家 庭 の子 育 て支 援 が行 わ れ た。 遺棄 され た嬰 児

を救助 す る措 置 も と られ た。 そ して養 子法 が制 定 され 、 民 間で の養 子 が奨 励 され た。 これ

ら子供 に対 す る宋代 の施 策 と して 、養 安 済院 ・慈幼 局 ・慈幼 庄 ・嬰 児 局 ・挙子 倉 ・挙子 田

な どが設 置 され た。

宋代 に は、貧 困者 ・老 人 ・疾 病者 に対 す る救 済制 度 もあ った。 唐 代 に は悲 田養 病坊 が あ

った が 、宋 代 には 首都 の 開封 に福 田院 が設 置 され た。「福 田院 」は、螺 寡 孤独 、障害 者 お よ

び 乞食 を救 済す る施 設 で あ った。

宋代 に は 、政府 が 実施 す る救 済制 度 と福 祉 事 業以 外 に、 寺 院救 済 と宗 族 救 済 が行 わ れ 、

同時 に個 人 が行 う福 祉 事 業 も盛 ん で あ った。 居養 院 ・安 済 坊 ・養 済 院 な どの宋 代 の福祉 施

設 には、僧 侶 が大 い に か かわ った 。 「居養 院 」 は、未 亡人 ・や もめ ・孤 児 ・老 人 ・障害 者 ・

病 人 ・貧 困者 を収容 す る施 設 で あ った。 「安 済坊 」は 、疾 病者 を収容 ・治療 す る施 設 で あっ

た。 「養 済 院 」 は、居 養 院 と安 済 坊 の機 能 を併 有 す る総 合救 済 施設 で あ った注37。 「恵 民薬

局 」は 、薬 の販 売 提 供 の施設 で あ り、「漏 澤 園 」は貧 困者 な どを対 象 とす る墓 地 で あ った 注

38。

当時 、被 災地 の 救済 、 老人 ・貧 困者 な どの救 済以 外 に 、子供 の救 済 が重視 され た。 宋 代

まで の時 代 の救 済 ・福 祉 事業 は、貧 困者 ・老 人 お よび被 災者 の援 助 が 目的で あ り、子供 の

こ とが考 慮 され て い な かっ た。宋 代 に な る と、 子供 の こ とが 特 に重視 され 、子 供 に対応 す

る多数 の救 済政 策 お よび機 関が設 置 され た。 この こ とは 、 中国 の社 会進 歩 の ひ とつ の証 左

で ある と考 え られ る。
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8)元 代(1279-1368年)

「荒 政 」 とい う制度 は、為 政者 が行 う大規模 災害 に備 え る救済 政策 で あ る。 そ して荒 政

の実施 は、社 会 の安 定 と経済 の復 旧 ・発展 を 目的 と して いた 。

元代 の荒政 は、 大規模 災害 に対す る備 え と大規 模 災 害発 生後 の救 済 の二 っ の部 分 か ら構

成 され てい る。 第 一 に災 害 に対 す る備 え と して は 、主 と して食 糧 の備 蓄で あっ た。 そ のた

め に、常 平 倉 と義倉 が設 置 され た。 常 平倉 は、政 府 出 資 に よ り被 災後 の物価 を調整 し、被

災 者 を救 済 す るた め に都 市部 に建 設 され た。 義倉 は常 平倉 と異 な り、郷(農 村 部)に 設 置

され被 災 者 を救 済 した。

第 二 の被 災後 の 救済 制 度 に は、 次 の三 つ の 内容 が含 まれ て い た。 ① 「災免 」 と呼 ばれ 、

被 災者 の被 災状 況 に よって税 を軽 減 ・免 除す る。 ② 水 害 ・旱 害 ・病 害 に対 す る救 済 を対 象

とす る。被 害状 況 に よって税 を免 除す る以 外 に、被 害 の人 数 を調 査 し、救 済 を行 っ た。 ③

元 代 の 中央 政府 に よる施 策 で あ る。

高齢 者 お よび 障 害者 に対す る保 障 と して は、 第一 に家 族 や親 戚 が 高齢 者 を介 護 す る能 力

がな い場 合 、政府 が建設 した 「養 済 院」に収 容す る もの とされ た。第 二 は 、薬局 を設 置 し、

貧 困 に あ え ぐ疾 病者 を治 療 した。

元代 の養 老政 策 は 、次 の三 つ の制 度 で構 成 され てい る。 す な わ ち、① 孤独 で あ る老 人 に

対 す る養 老 制度 、② 普 通 の高 齢者 に対 す る養 老制 度 、③ 官 僚 で あ った者 が 高齢 にな った と

き に適 用 され る養 老制 度 で あ る注3g。

モ ン ゴル族 の支配 を実 現 した 元代 政府 は、宋 代以 前 の漢 民 族 の支 配 した時代 と比較 して 、

漢 民族 特 有 の文 化 的所 産 で あ る儒 教 な どの影 響 は大 き くない と考 え られ る。 しか し、元 代

の政府 の統 治 した版 図が 広大 で あっ たの で、 全 国 の管理 を徹 底 して 政府 の権力 を守 るた め

に、国 民生 活 に配 慮 しな けれ ば、社会 の安 定 が維 持 で きな い と当 時の政 府 が認 識 して い た。

した が って 、 それ 以前 の各 時代 と同様 に、元 代 も救 済 制度 と福祉 事 業 が重 視 され た。

9)明 代(1368-1644年)

「善会 ・善堂 」 は 、 明代 の後期 に 出現 した 。 それ は 「民 間人 に よ って運 営 され る慈善 団

体 とそ の施設 の こ とで あ る。 そ れ は 、地方 官 を始 め とす る国家 の力 に よって様 々 に変形 さ

れ るが、 中国共 産 党 の政権 下で そ の使命 を終 え る最 後 ま で、 つ い に純 粋 な官営 と見 な され

る こ とは なか った。 なぜ な ら、 それ らが あ くま で民 間人 に よ る善 意 ・慈 善 を基 本 に してい
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る と見 な され 、国家 を主 体 とす る事 業 とは考 え られ な か った か らで あ る」注40。 明代 には、

都 市部 を 中心 と して救 済 お よび福 祉 事 業 が行 われ た 。「善会 ・善 堂」は 、中 国の 民 間の 慈善

(福祉)団 体 と して 明代 の後 期 か ら出現 し、 当時お よび そ の後 の救 済 ・福 祉 事 業 に対 して

大 きな影 響 を及 ぼ した。

次 に、 救荒 制 度(救 済 制度)に つ い て述 べ る。 明代 にお い て も大規 模 災 害 に対 す る備 え

を重視 した。 予 備倉 ・社 倉 お よび 義倉 ・常平 倉 と呼 ばれ る倉 庫 は、 明代 政府 が大 規模 災 害

に備 え るべ く設 置 され た。 明代 に新 た に設 置 され た 予備 倉 は 、1380年 代 に はす で に広 く普

及 して いた。永 楽 以 降 に一 時廃 絶 したが 、1440年 に官 営施 設 として復活 し、何 度 か機 能 強

化 が 図 られ た が、 明末 には衰 退 し、社 倉 ・義 倉 に とって替 わ られ た 。

被 災後 の救 済 政策 は、 次 の4つ の制 度 で構成 され た。 す な わ ち、① 被 災者 の免税 等 、 ②

被 災 に遭 った人 々 に対 す る住 居 の確 保 、③ 地 方政 府 間 の互 助 、④ 準備 した 予備 倉 な どの利

用 で あ る。

明代 朝 廷 は、 福祉 事業 を重 視 して い た。 明太祖 は建 国初 期 、養 済 院 を設 置 した。 「螺 寡

孤 独庚 疾 不 能 自弄,官 力存 憧 」(日 本 語 訳:生 活 で きな いや もめ、孤 独者 お よび病 者 に対 し

て、政 府 が 救済 の 手 を差 しのべ る)と い う言 葉 が使 われ 、地方 政府 に対 して支 援 を求 めた。

明太祖 は、も とも と農 民 出身 で、貧 困者 の 生活 を よ く知 っ てお り、新 政権 を樹 立 した とき、

社 会福 祉 事 業 を重視 して い た。彼 の在位 期 間 には 、福祉 に対 す る多 くの法 令 が制 定 され た。

特 に、『徽 州府 志 』巻 五 「位 政 」 に は 、 「我 太祖 高皇 帝,統 一 四海,即 詔天 下 郡 邑,立 弄 済

院,立 恵 民薬 局,立 義 塚,立 予備 倉,以 不 忍人 之 心,行 不忍 人 之政,元 所 不 至」(日 本 語 訳:

明太祖 は全 国統 一 し、各 郡 に弄 済 院 ・恵 民薬 局 ・義 塚 お よび 予備 倉 を設 置 し、 国民 を大事

にす る政 策 を実 施 した)と 記 載 され てい る。 明太祖 は、福 祉 に対 して 明確 なイ メー ジ を も

って い た。そ して 、明太祖 が李 善長 に編纂 を命 じ、唐 代 の法律 を理 想 と して1367年 に制 定

した 明代 の刑 法 典 で あ る 『大 明律 』 注41の 中で 法律 の形 式 に よって 、各 レベル の地 方政 府

に福祉 関連施 策 を実施 す るこ とを求 めた 注42。 「凡螺 寡 孤独 及 篤疾 之 人 貧窮 元親 属依 碕 不能

自存,所 在 官 司応 牧弄 而 不牧 弄者 杖 六 十。若 応 給衣 根 而 官 吏剋減 者 以 監守 自盗論 」(日 本 語

訳:す べ て の頼 る人 がい な いや もめ、 孤独 者 お よび 疾病 者 を政府 が施 設 に収容 す る。 該 当

者 を施 設 に収容 しよ うと しない 地方 政府 の官 僚 は 、六 十杖 の罰 が課 され る。衣 食 を提 供 し、

関係 者 を救 済 しない官 僚 は職 務 上 の横領 をす る こ とにな る)と 規 定 され た。

そ の以 後 の皇 帝 も福祉 政策 を重視 した。 養 済 院 ・恵 民薬 局 な どの社 会 福祉 施 設 が全 国に
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設 置 され た。 明代 の法 律 に よ って 定 め られ た養 済院 は 、 その 前 の唐代 の 「悲 田院」・「養 病

坊 」は 、宋 代 の養 安 済院 な どよ りもっ と整備 され た制 度 と考 え られ る。明代 の養 老政 策 は 、

次 の 四つ の 制度 で構 成 され てい る。 す な わ ち① 老人 お よび そ の親 族 の徴 兵 を免 除す る、 ②

貧 困 の老 人 に対 す る物 資 の提 供 、③ 老 人 が犯 罪者 とされ た場合 の減刑 、④養 済 院 の設 置 で

あ る注43。

当時 の政府 が運 営す る福 祉 施設 の経 費 は、 大部 分 は 常平 倉 か ら支 出 され た。 政 治 的 に安

定 した時 期 に は、 十分 に経営 で きたが 、動 乱 期 に は福祉 施 設 の運 営状 況 は困難 であ った。

そ の よ うな 時期 にお いて は 、民 間福 祉 事業 が 一 定 の効果 を発 揮 した。 特 に、経 済 的 に豊 か

な江南 地 方 で は、 民 間 の福 祉 事 業 が盛 ん に行 われ た。 江南 地 方 の福祉 事 業 は 当初 、富裕 者

の寄 付 を契 機 に組 織 的 団体 運 営 の施 設 が建 設 され た注44。 個 人 的 な寄 付 に よ る救 済 や 道

路 ・橋 梁 の復 旧整備 は昔 か らあっ た が、 明代 にな る と広 く行 われ た。 富裕 者 た けで な く、

普 通 の庶 民 も協 力 した。 それ は明代 以 来次 第 に強 ま る漸進 的 な傾 向 とな る。 明代 後 期 、一

般 的 な民 間 的福 祉組 織 は同善 会 で あ った。1590年 に、河 南省 虞城 県 に最初 の同 善会 が 出現

した。 しか し、多 く組 織 され た の は江 南地 方 で あ った。 江 南 の武 進 、無 錫 な どに相 次い で

同善会 が創 設 され た。

江南 地 方 の 同善会 と河 南省 虞城 県 の同 善会 と比較 すれ ば相違 が あ る。 河 南省 虞城 県 の同

善 会 に は、 二つ の意 味が あ った。 一つ は 、地 方 の有名 人 と連 携す る団 体 とい うこ とで 、い

ま一つ は 同時 に救 済 団体 と して の意 味 もあ った。 江 南地 方 の 同善 会 は 、救 済 目的 だ け の団

体 で あ った。 江 南 地方 の同善 会 の も う一っ の特色 は、道 徳 基 準 の要 求 も重視 され た とい う

ところ に あ る注45。

明太 祖 は、 明の 王朝 を創 始 す る以前 、普 通 の 労働 者 で あ った ので 、貧 困者 の生活 は よ く

知 っ てい た。 そ の た め王 朝 を建設 後 、 国 民が 安 定 した 生活 が で き る よ うに、様 々な政 策 を

実 施 した。 特 に救 済 ・福祉 事 業 を重視 した。 そ して明代 の 国民 も積極 的 な救 済活 動 に参加

した。 特 に明代 の末 に は、民 間 の福祉 団体 が 多数 で き、 その 前 の時代 よ り、救 済 ・福 祉 事

業 が拡 大 した。

上 に述 べ た 明代 は 、再 び漢 民族 の支 配す る時 代 とな った。 漢 民族 の文化 思想 を受 け継 ぐ

と ともに、 救済 ・福 祉 事 業 は もっ と明確 に意 識 され た。 特 に労働 者 出身 の明太 祖 は、社 会

の最低 階 級 の生 活 をよ く知 り、 救 済 ・福祉 事 業 の重 要性 は前 の 時代 の為 政 者 よ りも認識 し

てい た。 そ れ が救 済政 策 の規 定 に よって 明文化 され た。 法 律 的 に厳格 化 され た こ とは 、前
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の時代 よ りも進 歩 した とい え よ う。 明代 末 に民 間 の福祉 団体 が活 発 化 した こ と も注 目され

る。救 済 ・福 祉 事 業 は政府 の責任 だ けで は な く、全 社会 の共 同責任 で あ る と認 識 され た の

は、 中 国社 会 の大 きな前進 で あ る と考 え られ る。

10)清 代(1644-1911年)

清代 にお い て、荒 政 は最 も整備 され た。 整備 され た官 僚機 構 を通 じて、発 生 した 災害 の

規模 と被 災 状況 を報 告 す るこ と、迅 速 に被 災者 を救 済す る こ と、そ して免税 措 置 な どの処

分 をす る こ とな どが一 連 の緊 密 な行 政 過程 と してつ な が り、 救済 の効 率性 が格 段 に高度 化

した。

大規 模 災 害 に対 して は、 まず は 災害 に対 す る備 えで あ る。 これ は 、次 の 二 つ の制 度 で構

成 され てい た。 す な わ ち、① 一 定 量 の食糧 の備 蓄 を重視 した。 前 代 同様 、 常平 倉 ・社倉 ・

義 倉 を設 置 した。② 農 業 生産 の増 進 、 つ ま り荒れ 果 て た 土地 を 開拓 し、農 業技 術 を 向上 さ

せ る こ と と水利 を重視 した。 大規 模 災 害発 生 時 の救 助 にっ い て は、 次 の三 っ の制度 で構成

され た。 す な わ ち、① 地 方政 府 は 中央 政府 に災 害 の発 生 と被 災 の状 況 を報 告す る責任 が課

せ られ た。 中央 政府 は、② 被 災 地 の状 況 を精 査 し、 適切 な救 済措 置 を と り、③ 被 災者 の免

税 お よび 徴 兵 を猶 予す る。

養 老 政 策 につ い て第 一 は 、そ の対 象 が普 通 の 老人 とい うこ とで あ る。 そ れ は次 の 四 つ の

制 度 で構 成 され た。 す なわ ち、① 老人 お よび そ の介 護 家族 に対 して 徴兵 を免 除す る こ と、

②80歳 以 上 の老 人へ の物 資 の提 供 、③90歳 以 上 の老 人 に対 す る介 護 訪 問お よ物 資 の提 供 、

④ 老人 に対 す る法令 お よび政 策 上 の優 遇 で あ る。 第 二 は 、そ の対 象 が高齢 退職 した官僚 と

い うこ とで あ る。 現代 中国 とほぼ 同様 に当時 、 定年 退職 後 に養 老 年金 が給 付 され た。 第三

は、身 寄 りの ない 老人 を収容 す る養 済 院 が設 置 され た こ とで あ る。

漢 民族 の支 配 した 明代 か ら満 民族 の支配 した清 代 に は 、モ ン ゴル の 支配 した元 代 と異 な

り、 自 らの 文化 を継 続 す る と ともに 、漢 民族 の 文化 が普及 し、 文化 的 ・制 度 的 に前 の 時代

よ りも進 歩 した。 それ に伴 っ て清 代 の救 済 ・福祉 事 業 は 高度 化 し、 効果 的 ・効 率 的 に実 施

され る よ うに な った と考 え られ て い る。 そ して 前 の時代 と比 較 して 、清 代 の救 済 ・福祉 事

業 は 、被 災 情報 の伝 達 お よび 救 済 の 時間 は格 段 に短 縮 され た 。 しか し、法 制度 的 には い ま

だ不十 分 だ と考 え られ た。

現代 の 中国 にお い て は、清 代 ま で の 中国 は 「封 建社 会 」 と呼 ばれ て い る。 封 建社 会 の生
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活保 障 は、社 会 安 定 と階級 矛 盾 を緩 和 す るた めに作 られ た制度 で あ り、保 障 に限定 性 が あ

る と考 え られ てい る。 限定性 とは 、大 規模 災 害 な どが発 生 した場 合 、 地域 社会 と して の被

災 地 の救 済 を重 視す るが 、被 災者 以外 の一 般 的 な貧 困者 な どに対 す る救 済 は重 視 され なか

った な どの 問題 が あ り、保 障範 囲 が普 遍 的で は な く、法 制 度 的 に不 十分 だ っ た と考 え られ

てい る注46。

以 上、 清代 の社会 救 済 お よび福 祉 事 業 の地 域 の 限定性 は西 周 か ら清代 に至 るまで の 時代

の共通 の問題 で あ る と考 え られ る。 そ れ は、 当時 の社会 の交 通 ・通信 の条件 の 限定性 と不

可 分 の 関係 が あ る とみ な され る。 当時 、交 通 お よび 通信 が未 発 達 で あ った た め に情報 の伝

達 は遅 延 す る時代 で あ った。 そ の 条件 の も とで 、 災害 時 の救 済 が迅 速 に で きな か った。

歴 史 の流れ を見 る と、 西周 時代 か ら清代 に至 るまで の救 済 ・福 祉 事 業 は、 主観 的 な政 府

お よび民 間 の救 済 ・福 祉 意識 に基 づ いて い た と考 え られ る。そ の意 識 が 生 まれ る背 景 に は、

儒 教 ・仏 教 ・道 教 な ど中国 の古代 の思想 が根 ざ して い る と考 え られ る。

よ り客観 的 な救 済 ・福祉 事 業 は 、地 理 的条件 や 交 通 ・通信 な どの社 会 的 なイ ン フラ環境

の整備 が必 要 と され るで あ ろ う。主観 的条 件 と客観 的 条件 が 適切 に重 な り合 う場 合 、救 済 ・

福祉 事 業 の成 功 の 可能 性 は高 い と思 われ る。
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第2章 社 会 救 済 にお け る情 報 コ ミュニ ケー シ ョ ンにつ い て の歴 史 的検討

第1節 中国古 代 の情 報伝 達 手 段

中国 の古代 にお い て は、交 通や 情 報 の伝 達 手段 が発 達 して い なか っ た。 そ こで各 時代 の

政府 は、 政府 が制 定 した政令 や 法律 な どを各 レベ ル の 地方 政府 に公布 し、 広 く国民 に伝 え

る方法 や 手 段 を考 えた。 そ の歴 史 を通 して形 成 され た 情報 の伝 達手 段 は 「榜 文 ・告 示」 と

い う形 で あっ た。 中国 の歴 史 上 、告 示 には様 々 な名 称 が使 わ れ た。 王朝 の 交替 に伴 い、 告

示 に付 され る名 称 も変 化 した。 た とえば 、宋 代 に は、重 要 な刑 法 は 大部 分 が榜 示公 告 の形

式 で 国民 に知 らせ 、伝 達 され た。そ の 時 の告示 は、粉壁(注:粉 壁 は塗 りつ けた壁 で あ る。

そ の壁 は政府 の政令 な どを書 きつ け る場所 で あ り、現在 の掲示 板 と似 てい る。)と い う場 所

で公布 され 、 で き るだ け迅 速 に政府 の法律 が 国 民 に伝 え られ た。 そ の情報 伝 達 の流 れ は、

先 ず 中央 政府 が地 方政 府 に法 律 ・政令 を伝 達 し、地 方 政府 は 中央 政府 の政 令 ・法 律 文書 を

受 け取 って か ら、 定 め に したが い 登録 ・分 類 ・保 存 され た。 そ して 、 法律 文 書 を受 け取 っ

た 日時 も登録 され た。 そ の法 律 文 書 の 中で 国民 に知 らせ る もの は粉壁 で告 示 とい う様 式 で

公布 され た。 宋 代 に は、 中央 政府 か ら地方 政府 ま で法律 ・法令 の伝 達 の流 れ が比較 的完備

され た。 そ れ は、 当時 の政府 に とっ て管理 ・統 治体 制 の 強化 に役 立 った。 この意 味 で 、そ

の法律 ・法令 を国 民 に確 実 に公布 す る よ うに政府 は努 力 した。 当時 の 交通 ・通 信 の未 発 達

な状況 で、 政府 の 法律 ・法令 を国 民 に迅速 に伝 える こ とは、 当時 の国 民 の管理 、社 会 の安

定 に貢 献 した。 特 に被 災 の場 合 、政 府 の救 済 政策 の迅速 な伝 達 は 、被 災地 の早急 な援助 を

可 能 な もの にす る と考 え られ る(参 考:戴 建 国著 「宋 代 法律 制 定 、公布 的信 息 渠道 」、郵 小

南 主編 『政績 考 察 与信 息 渠道 』 北京 大 学 出版社 、2008年 、333-340頁)。

法律 ・法令 文 書 の伝 達 は 、古代 にお け る中央 政府 と地方 政 府 お よび 国民 との 主要 な 交流

手 段 で あ った。 文 書 を保 全 し、 目的地 に迅 速 に届 け るた め に厳 密 な 体制 が 必要 で あ った。

中国 古代 の 各 時代 で は文 書伝 達 の制 度 を創 設 す るこ とが重 視 され た。 文 書 管理 の機 構 が強

化 され 、管 理人 員 も厳 格 に選 抜 され た 。 そ のた め に関連 す る法律 が創 設 され た。 この よ う

に して宋 代 に は、 前 の時 代 よ りも法 律 が整 備 ・改善 され た。

宋代 の 中央政 府 にお け る文 書 の受 領 と発 送 の た めの機 関 は進 奏 院 ・銀 台 司 ・通進 司 であ

った。 当時 の文 書伝 達 に対す るア クセ ス は厳 しく制 限 され て い た。 そ の過程 で過 失 が あっ

た場合 は、 法律 で 規定 され た制裁 を受 け るこ とに な る(参 考:曹 家斉 著 「宋 代 文書 伝逸 制
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度 述論 」、鄭 小 南 主編 『政績 考 察 与信 息 渠道 』 北京 大 学 出版社 、2008年 、241-355頁)。

法律 ・法令 の伝 達 は、 古代 の政府 と国 民 の間 の重 要 な交 流形 式 で あ った。 中央 政府 は、

政府 の方針 を国民 に伝 え、 国民 は政 府 の意 向 を知 る こ とがで き る。 た とえば 、宋 代 の州 ・

県 政府 は、 中央 政府 の法令 な どを地方 の様 々 な場 所 の粉 壁 に記 載 ・公 布 した。

粉壁 は昔 か ら存在 して い た。最 初 は両漢 時 代 に現 れ た。 さ らに、唐 代 に も継 続 し、利 用

され た。宋 代 に な る と、 もっ と整 備 され た。 政府 は粉壁 を通 じて、 法律 ・法令 を公布 し、

国民 との交 流 は緊密 に なっ た。 い ろい ろな場 所 の粉 壁 を通 じて 、 中央 政 府 か ら地 方政 府 お

よび農 村 ま で の連携 網 が形 成 され 、 中央政 府 の方 針 ・政 策 を国民 に伝 え る こ とがで きた。

中央 政府 と国民 の情 報伝 達 手段 と して重 要 な役 割 を果 たす粉 壁 は 、一 般 的 に地 方政 府 の

建 物 の近 く、城 の 門 の周 辺 、市 場 な ど人 が集 ま る場 所 に設 置 され た。これ らの設 置 場所 は、

当時 と して は最 も効 果 的 な情 報伝 達 が 考慮 され た結 果 で あ る と考 え られ る(参 考:同 上書 、

411-426頁)。

そ して、 地方 政府 は、 粉壁 で政 府 の法律 ・法令 そ の もの を公布 す るだ けで は な く、 それ

らの法 令 を説 明解説 す る こ とも必 要で あった。 特 に農村 部 で は 、教 育 を受 け てい な い人 た

ちが 多 か った ので 、粉 壁 の告 示 を読 めな い場 合 が あっ た。 した が って 、 口頭 で の説 明が 必

要 で あ った。 この よ うに粉 壁 で公 布 され た政府 の法 律 ・法 令 の告 示 は 、古 代 の各 時代 の 中

央 政府 ・地 方政 府 ・国民 の情 報伝 達 のた め の重 要 な手段 で あっ た。 これ を通 じて政府 と国

民 の連 結 が 生 まれ 、そ の体制 が社 会 的 安 定 の維 持 に多 大 の貢 献 を した と指 摘 され うる。

「告 示 」 は 、地方 政府 に よる管理 手 段 の重 要 な一 部 で あ った。 告示 は地 方政 府 の ほ か の

業 務 と密 接 に 関連 した。 法律 と して の効力 が あ る 「告示 」 は、 民間 事務 の管理 と地 方行 政

事 務 の管 理 な ど各方 面 の法律 ・法令 の規範 を示 して い る。 そ の 内容 は 、地 方政 府 の 行政 管

理 を始 め として、 国民 の管理 ・徴 兵 ・政 治施 策 ・治 安 ・食 糧 ・救 済 ・風 俗 ・福 祉 な ど社 会

生 活 の各 方 面 に 関す る もの で あっ た。 地方 の社 会状 況 に よって 、そ れ を構 成す る 内容 の種

類 が異 な る。安 定 した 時代 には 、「告 示 」に よっ て法律 な どを普 通 に公 布 し、社会 的安 定 を

維 持す る。 それ らの告 示 の 内容 と して は 、官 僚 の着任 、税 金 の徴 収 、農 業 生産 の宣伝 な ど

で あっ た。 しか し、古 代 に は、 災 害 が相 次 いで 頻繁 に発 生 した。 災 害 が発 生 した とき 、地

方 政府 は 「告示 」 で 国民 と交 流 し、官 民 の 関係 を緊 密 に して 調和 させ る。 「告示 」 は特 に、

突 発 的 な事 態 の解決 ・打 開 に欠 かせ ない と考 え られ て い た。 自然 災 害 お よび 戦 災が発 生 し

た とき、社 会 を安 定 させ るた めに政 府 は 「告 示 」 の形式 で政令 を公 布 す る。 それ らの 「告
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示 」 に は政府 の実施 す る具体 的 な 法律 が記 載 され た。 さ らに、 当時 の 法律 的 な環 境 と各 種

の社会 的 諸 問題 が 具体 的 に説 明 され た 。 た とえば、 自然 災害 が発 生 した とき、地 方 政府 は

告 示 で、 国 民 に被 災地 を救済 す る こ との援 助 を宣伝 した。 政 府 の救 済 だ けで は な く、社 会

全 体 で被 災 地 を救 済す る こ とも強調 され た。 そ の ときの告 示 は 、救 済 活動 に とっ て不 可欠

な伝達 手 段 と考 え られ る。 さ らに 、政府 は 「告示 」 を通 して儒 教 思想 を宣伝 し、 国 民 に対

す る教 育 が 重視 され た。儒 教 の 民本 思想 と大 同思想 を国 民 に教育 し、社 会 の安 定化 のた め

に努力 した(参 考:同 上 書 、428-429頁)。

上述 の よ うに 「告 示 」 は 、 中国 古代 の政 府 の 法律 ・法令 を公 表 し、 国 民 と政府 との 交流

のた め の重 要 な手段 で あっ た。 特 に大 規模 災 害 に よ って被 災 した とき、被 災 地 の地 方政 府

が被 災情 報 を 中央政 府 に報告 した後 、 中央 政府 は朝 廷 か らの救 済 の政令 を地方 政府 を通 じ

て公布 した。 この最 も重 要 な伝 達 手段 が 「告 示 」で あっ た。 た だ し、 当時 の伝 達 手段 は限

定 的 で あ り、救 済 で き る地理 的 な範 囲は狭 か った。 ま た 、救 済措 置 の効 率 も低 かっ た。

さて、 現 代 の 中国 にお い て、 古代 の 「告 示 」 と同様 の機 能 を持 って い る伝 達 手段 は 、 中

央 テ レ ビの ニ ュー ス で あ る と考 え られ る。 中央 テ レビニ ュー ス は毎 日、世 界 中 の重 要 なニ

ュー ス を放 送 して い る。 特 に 中国 の 国内 ニ ュー ス、 た とえ ば国家 主席 ・総 理 の動 向や 中央

政府 の官 僚 の着 任 ・離 任 な どの 情報 を国 民 に知 らせ る。 そ して 、 ほ とん どすべ ての テ レ ビ

局 が 、政府 の基 本 的 な方針 や 施策 を放 送す る。 特 に 自然 災 害 が発 生す る とき 、 ニ ュー スで

毎 日報 告 す る と ともに、国 民 に対 して被 災地 の救 済 を宣伝 す る。た とえ ば、2008年 の 四川

省 の 大地 震 の とき、中央 テ レ ビ局 の ニ ュー ス は、被 災 に関す る情報 を連 日に渡 っ て報告 し、

感 動 的 な場 面 を放送 し、 国民 全員 の救 済意 識 を高揚 させ る役 割 を果 た した。事 実、 ほ ぼ国

民 全員 が被 災地 に援 助 金 を提 供 し、被 災地 を援 助 した。 その テ レビ局 の情 報伝 達 は 、政府

と国 民 、そ して 国民 の 問の 心 のつ な が りを強化 し、そ の効 果 は顕著 で あ った と考 え られ る。

古代 の 「告 示 」 の情 報 伝達 の限 定性 、 救済 範 囲 の狭 隆性 と比較 して 、現在 の情 報伝 達 の

手 段 は格 段 に迅 速化 ・広範 化 され てい る。2008年 の地 震 災害 時 に は、国 内 の救 済援 助 だ け

では な く、 日本 を含 めて 世界 中の 多数 の 国か らの救 援 隊 が 中国 の 四川 省 に派遣 され た。 災

害 時 の救 援 の速 度や 範 囲の進 歩 は 、情 報 の伝 達 手段 の進 歩 と不可 分 の 関係 で あ る と考 え ら

れ る。

以 上、 古代 と現代 を 問わず 、 情 報伝 達 は政 府 の統 治機 構 の運営 ・維 持 に とっ て不 可欠 の

手 段 で あ る。 政 権 を維 持 ・強 化 し、社 会 的 な安 定 を維持 ・保 護 す るた め に、政 府 は情 報 を
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コ ン トロール しな けれ ばな らない と考 え られ る。 特 に、 自然 災 害 の発 生時 、情 報 の 円滑 な

伝 達 は、 そ の救 済 実施 の成 否 に とって 重要 な要 因で あ る と指 摘 し うる。

第2節 中国古 代 の郵 政 制度 につ い て

中国 は、世 界 で最 初 に情報 伝 達 の ため の組織 を創 設 した国 の一 つ で あ った。 中国 の古 代

にお け る政府 の通信 機 関は 「郵 蜂 」 と呼 ばれ た。 「郵 軽 」(現 在 の郵 便 局)の 歴 史 は3,000

年 以 上 と言 われ て い る。 しか し、 い ま残 って い る関係 す る遺跡 ・文物 は少 な い。 「郵 」 は、

中国 の古 代郵 便 を郵 送 す る機 構 で あ る。「牙肇」は、古 代政 府 の文 書 を郵 送 す る馬 ・車 な どの

交 通 手段 で あ る。 西周 時 代 か らの 「郵 降 」 は各 時代 に よっ て名 称 が異 な って い た。 西周 時

代 には 「伝 」 と言 われ た。 春 秋 戦 国時 代 に は 「郵 」 あ るい は 「置 」 と言 わ れ た。 漢代 には

「蜂 」 と言 われ た。魏 晋南 北朝 時代 に は 「郵 」あ るい は 「降 」 と呼 ばれ た。唐 代 には 「館 」

と言 われ た。宋 代 に は、戦争 に対応 す るた め に 「急 脚 逸 」が創設 され た。元 代 に は 「駅赤 」

と言 われ た。 明代 に は 「弓肇」 と言 われ た。 清 代 に は 「郵 」 と 「軽 」 とと もに 「郵 軽 」 と言

われ た。 現 代 の習慣 で、 中国古代 の通 信 は 「郵 蜂 」「軽姑 」(宿 場)あ るい は 「郵 伝 」 と言

われ た。 本 来 の 「降姑 」 は 、 中国 古代 の政 府 の文書 あ るい は軍事 情 報 の郵 送 に従 事 す る人

た ち、お よび通 行す る官 僚 に宿 泊施 設 を提 供 す る宿 場 お よび馬 の交換 場 所 で あ った。 そ し

て政府 の物 資 を運 送す る組 織 で あ った(参 考:仇 洞 喜,日 文 君編 著 『天津 的 郎降 与 部政 』,

2004年,天 津 古 籍 出版 社 、5頁)。

西周 時 代 、諸 侯(古 代 中国 で皇 帝 か ら封 土 を受 け、そ の封 土 内 の人 民 を支 配 してい た人 。)

制 度 が あ った。 中央 政 府 と各 諸侯 が連 絡す るた め の郵送 の仕組 み を生 まれ た。 そ の 時、 二

つ の通 信 の仕 組 み が あ った。 一 つ は、 峰火 警 報 を主 とした通信 の仕組 みで あ っ た。 二っ め

は、馬 な どの交通 手 段 で郵 送す る通信 の仕組 みで あ った。そ して重 要 な道 路 で 「路室 」「館

舎 」が設 置 され た。通 信 の効 率 を向上 させ るた め にサ ー ビスが提 供 され た(参 考:同 上書 、

3頁)。

春秋 戦 国 時代 には 、各 諸侯 は戦争 ・商 業 な どで頻 繁 に連 携 して いた 。一部 の 諸侯 は政令 ・

軍 事情 報 の郵 送 を迅 速 にす るた め に、 「降」 の設 置 を始 め た。政府 の 「官降 」以外 に、貴族

も 「私 降 」 を設 置 した。 そ の時 、各 諸侯 は道 路 を整備 し、専 門 の管理 者 を設 置 した。

漢代 に は 、郵 送 が全 国各 州 郡 を通過 す るた め に 、資 金 が 投入 され 、道 路 が建 設 され た 。

道 路整 備 が発 展 す るに従 っ て 「郵 降 」も発 展 した。そ して各 交 通拠 点 で 「蜂 帖 」(宿 場)が
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設 置 され 、 政府 の政 令 な どを郵 送 し、 通行 した 官僚 の宿 泊 や 物資 を運 送 す る。 漢 代 には、

政 令 の郵 送 は厳 格化 され た。 まず 郵 送 す る時 間 が規 定 され た。 さ らに情 報 が漏 れ な いた め

に、郵 送 す る貴 重 な情 報 が密 封 され た 。漢 代 には、 郵送 が軍 事 的効果 を もっ た(参 考:同

上 書 、4、6頁)。

魏晋 南 北朝 時代 に は、 戦争 が頻 繁 に発 生 した。 全 国統 一 した 「郵 軽 」の仕組 み が破 壊 さ

れ 、 軍事 用 文書 は大部 分 が直 接 に馬 で 郵送 され た。 当時 の馬 の速 度 は 、毎 日600里(300

krn)で あっ た。 当時 、 「郵 牙季」は州 ・郡 ・県 で管 理 され た。

階代 に は運 河 が 開発 され 、道 路 も拡 大 した 。主 な道 路 には 「軽館 」「台伝 」が設 置 され 、

そ こで は往 来す る官僚 な どにサ ー ビスが提 供 され た。

唐代 に は、階 代 の首都 ・長 安 を中心 と して 、7つ の 「郵 牙畢」道 路 が 全 国各 地 に到 達 で き

る よ う整備 され た。 当時 、洛 陽 は全 国 の 中央 に位 置 し、「郵 軽 」の 中心 にな った 。長 安 か ら

洛 陽 ま で41箇 所 の 「軽 館 」 が あっ た。

唐代 に は、長 安 か ら成都 まで の道 路 が整 備 され た。 当時、海 運 も発 展 した。 唐 代 の 「郵

軽 」制 度 は特 に完 備 され た。そ こに は人事 監 査制 度 と監督 制 度 も あっ た(参 考:同 上 書 、7、

8頁)。

宋代 に は 、政 権 を守 るた め に政府 は 中央 集 権 の統 治 を強 化 した。 長 い間 に北 の遼 、金 、

西 夏等 の政権 と対 峙 し、戦争 が頻 繁 に起 こった。 そ して農 民 の乱 も あった。 これ らに対 し

て 「郵 牙季」は、軍 事 目的 で利 用 され る よ うに 改革 され た 。「郵 降 」は軍 隊 と枢密 院 で管理 さ

れ 、「郵 蜂 」の経 費 は 軍事 費用 と して支 出 され た。すべ て の郵 送 す る人員 は軍 人 が担 当す る。

そ して 普通 の郵 送 す る馬 な ど以 外 に 「急 脚 逸 」が 生 まれ 、 そ の後 「急逸 捕 」 と言 われ た。

「急逸 捕 」は 、専 門 的 な通信 の仕 組 み とな り、 官僚 の宿 泊 お よび 物 資 の運 送 は担 当 しなか

った。10里 あ た り1つ の 「急 遠捕 」が 設 置 され た。 「急遠 捕 」は政 府 の政 令 を郵 送 す る。

そ の 中 で政令 の重 要度 に応 じて 、金 の字 の札 、 青い 字 の札 、 赤字 の札 が あっ た。 一番 緊 急

を要す る とき は、金 の字 の札 で あ った 。宋 代 に 「郵 降 」は完 備 され 、 法律 的 に 改善 が進 ん

だ(参 考:同 上 書 、9頁)。

元代 に な る と、 国 家 は広 大 な版 図 を擁 し、 広域 交 通 が発 展 し、 「垂阿季」制 度 が一層 強化

され た。 当時 の 「郵 牙季」は 「蜂姑 」 と 「逓 捕 」で構 成 され 、 「軽帖 」 は 「帖 赤 」 とい う別称

が あっ た。実 は 「立占赤 」はモ ン ゴル語 の発 音 で あ る。当時 、「姑 赤 」は1,519箇 所 に な った。

全 国 の 「降 姑 」 には 、30万 頭 の馬 が あ り、部屋 は1万 箇 所 あ った。 元 代 の 「急 逸 捕 」は宋
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代 と比較 して 、制度 の仕組 み は厳 格 化 され 、 さらに完備 され た。 元 代 の 「郵 蜂 」は唐代 と

宋 代 の 旧制度 を踏襲 し、 軍 隊で 管理 され た。 地方 管 理 に基 づ く路 ・州 ・県 とい う3つ の階

級 で あ った。 元代 の 「郵蜂 」は 「路 」 を中心 とした。 「路」 は地 方政 府 で あ り、交 通 ・通 信

の 中枢 で あっ た。 それ は、 当時 の政 府 が 自分 の政 権 を維 持 す るた めの重 要 な手 段 で もあっ

た。元 代 の 「郵 軽 」は 四通 八達 にな って い た。 「郵 軽 」は元 代 の政 府 の神 経 と考 え られ る。

元 代 の政府 の全 国 統治 のた め に多 大 に貢献 した。 元 代 の 「郵 弓畢」は東 北 ・西 北 お よび 国境

地 区に も影 響 を及 ぼ した。 東 北 方 面 は黒 竜江省 ま で、東 方 面 は今 日の朝 鮮 半 島 まで に拡 大

して い た。東 北 には135箇 所 、管 理 してい た馬 は6,515頭 、車 は2,621輌 、牛 は5,259頭 、

犬 は3,000匹 で あっ た。 元代 には 「郵 牙季」で外 国 と連 絡 で きた。 当時 、 国際 「郵 降 」は3

つ が あ った。1つ は、モ ン ゴル か らア ジア の 中部 まで で あ った。2つ は 、ロシア ま でで あ っ

た。3っ は、 ア ジア 中部 と ヨー ロ ッパ ま で の シル ク ロー ドで あ った。 元 代 の 「郵 蜂 」は水

路 もあ った。「水 降 」は420箇 所 で あ った。船 は5,920隻 で あっ た(参 考:同 上書 、10頁)。

明代 に な る と、 明 太祖 朱 元 璋 は 明代 を建 立 後 、全 国 の 「蜂 立占」 を整 備 した。 「会 同館 」

は、 当時 に北京 に設 置 され た全 国 の 「軽立占」 の 中枢 で あっ た。 それ は専 門的物 資 を運送 す

る組織 で あっ た。 そ の主 な任 務 は 、 国家 の軍 隊 が使 用す る物 資 と関係 者 な どを旅 客運 送 す

る こ とで あっ た。 当時 の 「蜂 立占」 は元 代 とほ とん ど同 じで あ った。

清代 に は 、順 治 帝 が入 関後 、 北京 に首 都 を建設 した。 「郵 牙季」制 度 も整 備 され た。 それ

に関連 す るい くつ か の制度 も公布 され た。「降 立占」は政府 が往 来 の官 僚 を宿 泊 させ 、政府 の

物 資 を運 送 す る組織 で あっ た。清 代 の最 盛 期 に は、「降 立占」が2,000箇 所 を超 えた。 「逸捕 」

は14,000箇 所 で あっ た。7万 名 の降 吏 と4万 名 の捕 兵 が 業務 に従 事 してい た。

清代 以 前 の 「郵 降 」は 、 「郵 」 と 「降 」の統 一名 称 に な った が 、 それ ぞれ の機 能 は異 な

って い た。 「郵 」 は政 府 の政 令 な どを郵 送 の機 能 が あっ た。 「降 」は交 通手 段 を提 供 す る こ

とで あ った。 そ して宿 泊 す る旅館 の機 能 もあ った。 清代 にな っ てか ら、そ の2つ の仕組 み

が統一 され 、「降 姑 」は郵 送す る人 に 間接 的サ ー ビス を提 供 す る こ とか ら直 接 の通信 機 構 に

変 化 した(参 考:同 上 書 、11、12頁)。

中国古 代 の 「郵 弓季」制 度 の特 徴 は 、次 の通 りで あ る。

1、 古代 の 「郵 牙季」は政 府 の通 信 の仕 組 み で あっ た。 政 府 の 政 令 を専 門的 に郵送 す る機

構 で あ った。 そ れ 以外 には 、官 僚 な どが宿 泊 す る旅館 の機 能 もあ った。 これ らを含 めて 、

古 代 の 「郵 蜂 」 は通信 ・交通 ・宿 泊 ・運送 の特徴 が あっ た。
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2、 古代 の 「郵 蜂 」に は厳 密 な管 理制 度 が あ った。 古 代 の 「郵 降 」は西 周 時 代 か ら厳 密

的な管 理 制度 がで き、郵 送す る書類 ・荷物 な どは 日常 と緊 急 に 区分 され た。 秦 代 に は、 通

信 の最 初 の 法令 『行 書 律 』 が生 まれ た 。 そ の以後 、 各 時代 の制度 は次 第 に改 善 され つつ あ

る。「郵 弓季」の建 設 は各 時代 で 重視 され 、政府 の政 権 を守 る軍事 、経済 ・文化 交 流 な どの活

動 の重 要 な部分 で あ った(参 考:同 上 書 、13頁)。

3、 古代 の 「郵 弓季」は 、交 通 の発 達 に伴 って 発 達 した。 それ は 中央政 府 と地 方政 府 の連

絡 に とって 重要 なル ー トで あ った。 そ の完 成 ま で時 間 が かか り、 さま ざま な影 響 を受 けて

きた が 、そ の最 も大 き な影 響 は交通 の条件 で あった 。

4、 古代 の 「郵 牙季」は 通信 ・交 通 ・旅 館 な どの各方 面 に責 任 が あっ た。 担 当す る仕 事 は

忙 しく、 大 き な責任 を伴 っ てい た。 まず政 府 の 文書 を郵 送 す る重 要 な仕 事 で あ った。 時 間

が間 に合 うよ うに郵 送 しな けれ ば な らな い。そ して往 来す る人 々 を階 級 を 問わず 宿 泊 させ 、

満 足 させ る よ うにサー ビスす るの で あ る。

5、 古 代 の 「郵 弓季」は、経 済 活 動や 文化 宣伝 、社 会 交流 を促進 した。 「蜂 姑 」 は 、 ほ とん

どが 交通 の 中枢 に設 置 され 、全 国 の各 地方 の官僚 ・商人 ・文化 人 な どは こ こで交 流 し、 情

報 の相 互 交換 に とっ て効果 が あっ た(参 考:同 上書 、14、15頁)。

物 流(現 代 の 用 語 で あ る)は 人 類 の 歴 史 の 発 展 に 伴 い 、 変 化 しつ つ あ る。 中 国 の

古 代 の 物 流 は 、 「郵 牙季」 と不 可 分 の関係 が あ る と考 え られ る。 「郵 蜂 」機 能 は 、歴 史 の変

化 に伴 って発 展 した。

科学 技 術 の進 歩 と ともに 、物 流 も発 展 して きた。 しか し歴 史 を振 り返れ ば 、古 代 の 「郵

軽 」制 度 にお け る郵 送 の速度 と数 量 は、今 日の それ と比較 す る こ とは で きな い 、た だ し、

組 織 の厳密 さ、運送 す る情報 シス テ ムが対 象 とす る地理 的範 囲 は今 日と比 べ て も、 そ う遜

色 は ない と考 え られ てい る。 当時 の 「郵 降 」 と現在 の郵政 シス テ ム、 高速 道 路 サー ビス、

物 流セ ン ター とは大体 同 じよ うに社 会 経済 的 な任 務 と役 割 を果 た した と考 え られ て い る。

中国古 代 の政 治 、経 済 、文 化 、軍 事 な ど各 方 面 にお い て、情 報 コ ミュニ ケー シ ョン とい

う観 点 か らすれ ば間違 い な く 「郵 弓季」 は、社 会 のイ ン フ ラ と して不 可欠 な制度 で あ った と

考 え られ て い る。 よ り具 体 的 には物 流 情報 の主 要 な一 部 を構 成 した 。

中国 の古代 の各 時代 の 「郵 牙季」の形 式 は異 なっ て も、組 織 の厳 密 さ、等 級 の 区別 、手 続

きの完 成 度 な どはほ とん ど変 わ る とこ ろは ない。 古 代 の政府 は 「郵 牙革」制 度 を通 じて 、地

方 政府 と国 民 と情報 伝 達 の手 段 を共用 した。 これ を用 い て政府 は政令 を公布 し、 情報 を地
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方 政府 や 住 民 に伝 達 した。特 に戦 時お よび大 規模 自然 災 害が発 生 した とき、「郵 蜂 」が 特 に

重 要 な機 能 を発 揮 した。 地方 政府 が被 災情 報 を中央 政府 に報 告 し、 ま た 中央政 府 の救 済 政

令 の伝 達 な どの情報 コ ミュニケ ー シ ョンは救 済 に対 して欠 かせ ない と考 え られ る。しか し、

当時 の交 通 ・通 信 手段 は限 定的 で あ り、 救済 の範 囲が狭 く、 救済 の速度 が遅 か った。

以 上、"垂阿牽"に 関す る 中国古 代 の郵 政制 度 につ いて の歴 史 的流 れ を見 る と、西 周 時代 か

ら清代 まで 情報 伝 達 に対 して郵 政制 度 は欠 か せ ない 貢献 が あっ た と考 え られ る。 特 に、 戦

争 お よび 自然災 害被 害 の とき には 、情 報 の迅 速 な伝 達 は 、 国民 に とって安 定 的 な生活 を守

る役割 が あ る。 古代 の郵 政制 度 と比較 し、現 代 の物 流 は格 段 に進 歩 した。 特 に 、被 災地 に

救 援物 資 を運送 す る速 度 は極 めて進 歩 した。 情報 の伝達 速 度 が非 常 に早 くに な った こ とに

伴 って、 世 界 の多数 の 国か ら被 災 地 に救援 物 資 を輸 送 で き る よ うにな った。 現 代 の物 流 の

進 歩 は、 交 通 ・通信 の発 展 と切 り離 せ な い と考 え られ る。

第3節 救 済 と福 祉 事 業 にお け る情 報 コ ミュニ ケー シ ョン

本節 は、伝 統 的 な救 済 ・福 祉 事業 に関す る情報 コ ミュニケ ー シ ョンの役割 につ い て論 じ

る。 かつ て は救 済理 念 の対象 地域 が狭 く、地 域 的 ・局 所 的 な救 済 に とどま った。 秦 代末 期

か ら民 国初期 へ と歴 史 が進 行 す る問 に、新 しい福 祉 理 念 が発 展 し、 近代 交 通 手段 と通信 手

段 が広 く整 備 され 、地 域 的救 済福 祉 理 念 が大 き く変 化 した。 や がて 、新 しい福 祉 団体 や施

設 が整 備 され 、多 くの福祉 団体 が 幅広 く各 地 の福 祉 ・救 済 活 動 に参加 す る よ うにな った。

一 部 の福祉 団体 は国際 的 救援 活動 に も参加 す るまで にな った
。 海 外 の福 祉活 動 か ら も影 響

を受 け る よ うに なっ た。 地方 的福 祉 団 体 も地 元 の救 済 だ けで は な く、他 の 地域 の救 済 に も

参加 す る よ うに なっ た。 救済 ・福 祉 事 業 の救 済対 象 範 囲 は幅 広 い もの とな り、福祉 活 動 が

大 き く普 及 して きた。 古 代 で は交通 と通信 が 不便 で、救 済 の 対象 範 囲 は狭 か っ たが 、近 代

に な る と、世 界 中の福祉 団体 が協 力 し合 い 、共 同 して 救済 活 動 を展 開す る こ とにな っ た注

30

福祉 団 体 の数 と活 動 が 大 きな もの とな り、救 済対 象範 囲 の広 が る こ とが近代 の福 祉 事 業

の 巨大 な進 歩 と考 え られ て い る。 それ は 、近 代 の救 済活 動 の ひ とつ 特徴 で あ る。 近代 の救

済 ・福 祉 事 業 の救 済対 象範 囲が 拡 大す る こ とには、 一 定 の外 国人 が 中国 に設 置 した福 祉 団

体 の影 響 が 大 きか っ た注4。

救済 ・福 祉 事 業 に 関 して も、 近代 に入 る と救 済 の方法 と手段 が変化 し、 そ こには近 代化
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の特徴 が表 出 した。 具 体 的 に福祉 団体 が救 済 活動 を展 開す る とき、 そ の時代 の先進 的 な通

信 方式 と交 通手 段 を使 って救 済す る。 近代 の通信 と交通 手 段利 用 し、救 済 に あ た るそれ ぞ

れ の福 祉 団 体相 互 の情 報 コ ミュニ ケー シ ョン が 円滑 にで き る よ うに なっ た。 古代 と比較 す

れ ば救 済 活 動 の展 開速 度 が早 ま り、被 災状 況 へ の対 応 も的確 に コン トロー ル で き る よ うに

なっ た。

伝統 的 な社 会 と政 府 の 救済 活動 に は、厳 格 な プ ロセ ス が存在 した。 大 規模 自然 災害 に被

災 した場 合 、地 方 の県 政府 か ら上級 の政府 に被 災情 報 が報 告 され 、 さらに上級 の政府 が 中

央 政府 に報 告 した。 中央 政府 は、被 災 当 日に官僚 を派遣 し、被 災 状況 に応 じて救 済活 動 を

展 開す る。 中央 政府 に許 可 され な い と、地 方 政府 は救 済活 動 を実 施 で きな か っ た。 領 土 が

広 大 で あ った た めに 、 当時 の交 通 と通 信 の不 便 さが障 害 とな り、被 災情 報 が 中央 政府 に到

達 ま で長 い 時 間が か か った。 そ れ に は約1カ 月 を要 した の で、迅 速 には救 済活 動 を実施 で

きな か った。 被 災状 況 に効果 的 に対 応 で き なか った 。

清代 に な る と、電報 が 中国 に入 って きた。1883年 に 山東 省 が被 災 し、救 済活 動 を実施 す

る とき、 電 報 が利用 され 、被 災状 況 に迅速 に対応 で き、救 済活 動 が 的確 に行 われ た。 電 報

を利 用 し、福 祉 団 体 の 間で被 災 情報 が 収集 で き、救 済活 動 を展 開で きた。 古代 の救 済活 動

と比べ て大 き な進歩 が見 られ た。

民 国初 年 に は、 電話 が 大都 市 に普 及 し、電話 を利 用 した救 済活 動 が展 開 され た。 電 報 よ

りもっ と早 く救 済活 動 が実施 で きた注5。

新 聞 とメデ ィア の 出現 は 、救 済 ・福祉 事 業 の近 代化 の表 現 の一 つ で あ った。 近代 の新 聞

出版事 業 の 出現 に伴 い 、 各新 聞 と雑 誌 は社 会福 祉 事 業 に注 目 し、世 論 を 喚起 ・形 成 す るた

め に被 災 情 報 を社会 に広 く伝 え、救 済活 動 へ の協力 を呼 び か けた。1906年 に湖 南省 に深 刻

な水 害 が発 生 し、上海 の 『申報 』『中外 日報 』な どの各新 聞 は 当時の湖 南省 の被 災 状 況 を紙

面 に取 り上 げ 、そ の 中で も 『申報 』 は最 も詳 細 に被 災状 況 を掲載 した。 そ れ らの新 聞 は被

災 情報 の伝 達 と救 済活 動 の展 開 に対 して不 可 欠 と考 え られ る。 新 聞 とメデ ィア の出現 に伴

い、被 災 情 報 を正 し く国民 に伝 達 で き、救 済 の速 度 が速 ま り対象 範 囲 が広 が っ た。

そ して 、新 しい 交 通手 段 の出 現 も救 済 活 動 に 大 き く貢 献 した。 古 代 には 交通 が不 便 で 、

救 済物 資 の 運送 には大 きな 時間 が かか った し、救 済 物 資 の数 量 も少 な か った。19世 紀1890

年 代 に鉄 道 が で き、船 と汽車 が 当時 の交通 手 段 と して利 用 され 、船 と汽 車 は 当時 の救 済活

動 に欠 かせ な い交 通手 段 に な った。 民 国以 後 には 自動 車 が 出現 し、各 地 方 に は道 路 が整備
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され 、救 済 物資 の遠 距 離 運送 が 可能 にな った。 近 代 の船 、汽 車お よび 自動 車 な どの 交通 手

段 は速 度 が 早 く、 コス トも安 く、 大量 に物 資 を輸送 で き る とい う特 徴 が あ る。 それ に対 応

して 、 中国 の救 済活 動 と福 祉 事 業 は大 き く近 代化 が進 ん だ。

救 済活 動 と福祉 事 業 の実 施 に関 して 、情 報 コ ミュ ニ ケー シ ョンの高 度 化 は必 要 で あ る。

情 報 は効 果 的 ・効 率 的 ・迅 速 に伝 達す る こ とが で きれ ば 、被 災地 の被 災状 況 に適切 に対応

で き、迅 速 に救 済活 動 が 展 開で き る。 古代 にお いて 救済 が効果 的 にで き なか っ たの は、 当

時の情 報 コ ミュニ ケー シ ョンが 十分 に整 って い な か った か らで あ る。 近代 化 にふ さわ しい

救 済活 動 を高度 化す る こ とに は、近 代 の交 通 と通 信 の発 達 が欠 かせ な か った 注6。

以 上、 救 済 ・福祉 事 業 に 関 して 、情 報 コ ミュニ ケー シ ョンの重 要性 を指 摘 した。 中 国社

会 におい て は 、古代 の西周 か ら近代 に至 るまで 、大 規模 災害 に被 災 した人 び との救 済 に関

連 して は、 情報 の収 集 ・蓄積 と中央 政府 と地 方政 府 お よび 官 民 の密 接 な情 報伝 達 、迅 速 な

コ ミュ ニケ ー シ ョンが不 可欠 だ っ た と考 え られ る。 古代 に は交通 と通信 が 不便 で、情 報伝

達 の 手段 は限定 され てい た。 そ の 限定 性 の影 響 で、 当時 の救 済 は効果 的 とは な りえず 、 効

率 も低 か った。 近代 に入 る と、 電報 ・電話 な どの通 信 手段 の進 化 、 そ して 、汽 車 ・船 な ど

の交通 手 段 の進 化 に伴 い 、救 済 の範 囲が 拡大 した。 救 済物 資 の運 送 も早 くなっ た。 救済 に

お い て も高 度化 ・効 果 的 ・効 率 的 に な った。 つ ま り、救 済 ・福 祉 事 業 の 円滑 な実施 につ い

ては 、情 報伝 達 手段 お よび情 報 コ ミュニ ケー シ ョンの発 達 が欠 かせ な い と結論 で き る。
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第3章 中国近代の社会保障制度 と福祉事業

第1節 中国近 代 の新 た な社 会保 障制 度 の成 立

中国 は黄河 文 明 を起源 とし、 奴隷 制 社 会 ・封建 社 会 を経 て今 日に至 るまで5,000年 の歴

史 を有 して い る。 そ の古 代史 の各 時代 にお け る 中国の政 府 は、特 色 あ る独 自の文 化 に基 づ

いた政 策 を施 行 し、国民 を統 治 して きた。 しか し1840年 に アヘ ン戦 争 が 勃発 し、その 後 に

8ヶ 国 が 中国 に侵 略 し、 当 時の清 代 の政府 は 自国 を守 る こ とが で きず 、 中国 は半封 建 半植

民 地 の社 会 に な った。 アヘ ン戦 争 勃発 とと もに 自然 災 害 も頻 繁 に発 生 した 。 当 時の 国民 に

とって 、最低 生 活水 準 を維 持 す る こ とが で きず 、生 活 は非 常 に 困難 な状 況 に な った。 当時

の清代 の政府 は国 民 の不満 を抑 え るた めに、社 会保 障 制度 に関す る政策 を実施 した。当時 、

前 の 時代 の 政策 を踏 襲 す る と ともに 、外 国 の最新 の理念 を受 け入 れ た。 この よ うな状況 の

も とで、 次 の よ うな新 しい社 会保 障 に関連 す る制 度 が 定 め られ た。

そ の第 一 は 、専 門 的 な社 会 保 障機 構 が設 立 され た こ とで あ る。 清 代 以前 の各 時代 には、

社 会救 済 と社 会 福祉 事 業 に 関す る諸政 策 を実 施 したが 、 専 門的 な社 会保 障機 関 が設 立 され

てい な か った。 一 旦 自然 災害 が発 生 した 場合 は、 中央 政府 は 当該 職 務 を担 当す る特 定 の官

僚 を指 名 し、 その 官僚 が 救済 の任 務 を執行 して いた 。 しか し、 アヘ ン戦 争 以後 は、外 国列

強 が 中 国 に侵 略 した が、一方 で西洋 文化 も中国 に入 って きた。1906年 、清 代 の 政府 は 西洋

の先進 的 な 制度 を取 り入 れ 、民 政部 を設置 した。 民 政部 は救 済 の責 任 部 門 と して専 門 的 な

役 割 を果 た した。 特 に 中華 民 国の成 立以後 、救 済部 門 と して民政 部 の事務 と権 限が 詳細 に

規 定 され 、 中央 政府 か ら地方 政府 ま で民政 管 理機 構 が効 果 的 に機 能 す る よ う整 え られ た。

これ らの機 関 が全 国お よび地 方 の救 済 な どの事務 を執行 した。

第 二 は、救済 事務 の執 行 の仕 組 み が徐 々 に形 成 され て い った こ とで あ る。封建 社 会 に は、

法 律制 度 が未 整 備 で あ り、法 律 で統 治 す る 「法 治」社 会 で はな く、「人治 」社会 で あ り、本

格 的 な常 設 の救 済 シ ステ ム が存在 して い なか った。 中華 民国 の成 立 以後 、 西洋 文化 が 中国

に入 り、西 洋 の制 度 に習 った救 済 制度 が定 め られ た。た とえ ば、1928年 には 、国民 政府 が

「勘報 災 漱 条例 」お よび 「救 済 院 規則 」を公 布 した。救 済 を規 定す る規則 は厳 し くなっ た。

そ して1943年 に国 民政 府 は 「社 会 救 済法 」を公布 した。 これ は、中国 史上 で初 めて社 会 救

済 に関す る専 門的 な法 規 を定 めた もので あ る。 この よ うな経 緯 を経 て 、 当時 の政 府 は 、救

済 ・福 祉 事 業 にお ける法律 的 な制度 の必要 性 を認 識 した と考 え られ る。
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第 三 は、 各分 野 に福 祉 団体 が増加 した。1930年 に 内政部 が18の 省 を調 査 した際 の情 報

に よれ ば、同年 各 分野 の福 祉 団体 は1,621団 体 で あ った。これ らの 団体 を通 じて、孤独 者 ・

貧 困者 ・被 災難 民等 を救助 す る こ とが で きた。

第 四 は、 軍人 お よび そ の家 族 に対 して 、 当時 の政 府 は彼 らの住 居 を確 保 す る こ と法律 的

に規 定 した。 近 代 の 中 国は 、国 内外 で 戦争 が 相 次い で起 きた た め、社 会 情 勢 が不安 定で あ

った。そ れ 故 に政府 は、軍人 の生活 保 障 お よび住 居 確保 を重 視 してい た。「陸 軍平 戦 時補 償

暫 行条 例 」 「海 軍 平 戦時 補償 暫 療 条例 」 「陸軍 徴募 お よび退 役 帰休 費 給 与規則 」 な どの規 則

が整 備 され た。 これ らは、戦 功 をあ げた 軍人 ・負 傷 軍 人 、戦 死 した 軍 人お よび家 族 を優 遇

す る制 度 で あ る注1。

中国近 代 の社 会保 障 制 度 に 関連 す る救済 ・福 祉 事 業 は 、古 代 よ り大 き く前進 した。 社 会

保 障 の専 門 的 な行 政機 関が で き、社 会 救済 に関す る専 門 的 な法令 が整 備 され た。 中国特 有

の軍人 お よびそ の 家族 に対 して の保 障 制度 もで き た。 中国古 代 の簡 素 な救 済制 度 と福 祉 事

業 は 、近 代 に入 って西 洋福 祉 事 業 思想 が導 入 され 、 救 済福祉 事業 が 高度 化 し、社 会保 障 の

一 層厳 密 な法 的制度 と して生 まれ変 わ った
。 中国古 代 に は、社 会 保 障 に関連 す る救 済 ・福

祉 事業 に関 す る専 門的 な法律 が な か った。 被 害 を受 けた場 合 、 地方 政府 は被 災地 の被 災 状

況 を 中央 政 府 に報 告 す る こ とな く、救 済 す る こ とが で き な か っ た。 救 済 を め ぐる仕 組 み

(注:地 方 政府 は被 害状 況 を 中央 政府 に報 告 し、 中央 政府 は救 済命 令 を地 方 政府 に公布 す

る こ と)は 、各 時代 の政府 にお い て ほぼ 同 じで あ った。 中央 政府 の 救済 命令 が地 方政 府 に

到 達す るま で 時間 が かか り、救 済 実施 の速 度 が遅 か った。 近 代 に な る と、救 済 に 関連す る

民 政機 関が設 立 され 、社 会救 済 に 関す る専 門的 な法 律 が整備 され た と ともに 、各 地方 政府

は救済 に迅 速 に取 りかか れ る よ うに な った。 特 に、 各地 方 政府 が民政 機 関 を設 置 で き る よ

うにな り、 中央 政府 に報 告す る前 に、 先 に救 済 に着 手 で き る よ うにな った。 それ は 、社 会

保 障制 度 に関連 す る救 済 ・福 祉 事 業 の 「地方 分 権化 」 を意 味 してい る と考 え られ る。

第2節 中国近 代 の福 祉 事業 に 関す る 思想:西 洋 福祉 事業 思想 の導入

1840年 の アヘ ン戦 争 以 後 、西洋 文化 が 中国 に入 っ く る とと もに、西 洋 の福祉 事業 の 思想

も 中国 に広 が って きた。 そ の影響 を受 け、 中 国の伝 統 的 な福祉 事 業 思想 が変化 す る こ とに

な った。中国文 化 と西洋 文化 が混 合 して、新 しい 中国近 代 の福 祉 事業 の 思想 が 形成 され た。

1キ リス ト教 会事 業 思想 の影 響
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近代 にな り、キ リス ト教会 は 中国 に福祉 組 織 を設 置 し、中国 人 に直接 的 な影 響 を与 え た。

アヘ ン戦 争 後 、宣 教 師 と教会 は 中国 の通 商地 域 お よび 内 陸地 方 で育 児 堂 ・孤 児 院 ・診 療所 ・

病 院等 の福 祉 事 業組 織 を設 置 した。1846年 にキ リス ト教 会 は 上海 に仁 済病 院 を設置 し、慈

善 医療 の機 能 を発揮 した。 それ は 、 当時 の 中 国に大 きな影 響 を及 ぼ した。

さ らに キ リス ト教 会 は児 童 に対す る福祉 事 業 の充 実 に努 力 した。そ の 中で 有名 な もの は、

「徐家 江 呈 母院 育 嬰堂,上 海 土 山湾 孤 几 院,浦 京塘 析 墓 女孤 院,双 口孤 几所 」 な どで あ っ

た。 それ らと ともに 、一 部 の地 方 にお い て安 老 院 ・孤老 院 な どの福祉 施 設 が設 置 され た。

それ だ けで な く、 中 国に お け るキ リス ト教 会 の救 済活 動 は 中国 の福祉 事 業 に 大 きな影 響

を与 え た。1877年3月 に 宣教 師李 提摩 太 と外僑 は上海 で 山東 震 災委 員 会 を設 置 し、被 災 状

況 に応 じて 宣教 師 の救 済 活動 の規模 も拡 大 した。1878年1月 に宣教 師 李提 摩太 た ちは 山東

震 災委 員 会 に習 って 中 国震 災 基金 委 員 会 、北 部諸 省 に も震 災委 員 会 を開設 した。震 災委員

会 の業 務 内容 は、 寄付 金 の募 集 、 寄付 金 の配布 な どで あ った。 政 府 か ら相 対 的 に独 立 した

組 織 が設 置 され 、 それ ぞ れ の組 織 が責 任 を持 って相 互 に協 力 す る新 しい救 済 体制 を構築 し

た注2。

以 上 に述 べ た よ うに、 キ リス ト教 は近代 中国 に大 きな影 響 を及 ぼ した。 古代 では儒 教 ・

仏 教 ・道 教 の影 響 を受 けた政 府 お よび 寺 院 が、 救済 ・福 祉 事 業 の主 要 な主 体 で あ った。 そ

して近 代 に西洋 か ら入 って きた キ リス ト教 は救 済 ・福祉 活 動 に影 響 を及 ぼ し、そ れ は民 間

事 業 と して 拡大 して い った。 救 済 ・福 祉 事業 は政府 の 責任 だ けで はな く、 全社 会 の 責任 に

な った。 そ れ は 中国社 会 の進 歩 と考 え られ る。

2西 洋 メデ ィア の普及

アヘ ン戦争 以 後 、外 国人 は西洋 文 化 を宣伝 す るた めに 、寧 波 ・上海 ・広 州 な どの通 商 地

域 に印刷組 織 を設 置 し、 宗教 お よび西 洋文 化 等 に 関す る刊 行 物 を 出版 した。 そ のた めに 中

国語 に翻 訳 す る仕組 み が必要 にな っ た。 そ の 中で広 く影 響 を与 えた翻 訳 の仕組 み は、外 国

人 宣教 師 が 上海 に設 置 した墨 海 書館 で あった。 時期 を同 じく して訳 書 処 ・同文館 な ども設

置 され た。

それ らの情 報 の伝 達 手 段 と して の刊 行物 は、 西洋 文化 が 中国 に普及 す る重要 なル ー トで

あ った。 そ の 中で 特 に科 学技 術 に関す る書籍 が 一番 多 く出版 され 、 それ 以 外 の 分野 で は歴

史 ・民俗 ・政治 な どが あ り、 さらに福祉 事 業 に関す る書 籍 もあ った。 当時 、外 国人 に よっ

て出版 され た刊 行物 は、福 祉 事 業 にお け る西 洋 の宣 教 師 が設 置 した福 祉 施設 を紹 介 し、西
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洋 の福 祉 思想 も宣伝 した 。 それ らを通 して 中 国人 は西洋 の福 祉事 業 につい て理 解 を深 め る

こ とが で きた。 これ と同 じ時期 に 中国人 は初 めて赤 十 字組 織 の機 能 を認 識 した。 当時 、 日

本 の赤 十 字社 は数 万人 を 中国の 遼東 地 方 に派 遣 して 、負 傷 した人 を治療 した。 日本 人 だ け

では な く、 中国人 の負 傷者 も治療 した 。 日本 の赤 十 字社 の行 為 は、 当時の 中国人 に感 動 を

与 えた。そ れ を契機 に 中国人 は赤 十字 の 素晴 らし さを認 識 した。そ の後 、1898年 か ら1899

年 にか けて 『申報 』に 「創 興 赤十 字 会説 」・「赤 十 字会 歴 史節 訳 」・「中国亟 宜創 赤 十 字会 説 」

の3つ の文 章 を掲載 し、 赤十 字 の歴 史 と機 能 な どを紹介 した。 これ らの文 章 を通 して 当時

の 中国 の一般 国民 は赤 十 字 を認識 したの で あ る注3。

西洋 メデ ィアの 普及 は、 中 国近代 の救 済 ・福 祉 事 業 に対 して大 きな影 響 を与 えた。 古 代

に 「告 示 」 は情 報伝 達 の手段 と して存 在 して い た が、 それ には 限定 的 で あ った。 近 代 に な

る と、 出版 され る刊 行 物 の増 加 と とも に情 報伝 達 の範 囲 が拡 大 した。 特 に西洋 メデ ィアの

普 及 に伴 って救 済範 囲が 広 が り、救 済 実施 の速度 が早 ま っ た。 そ して 救済 ・福 祉 事 業 を実

施 す る キ リス ト教 会や 赤 十字 社 の 出現 に伴 い 、 民 間主体 の救 済 の仕組 みが 導入 ・整 備 され

た。 これ らの こ とが 、 当時 の国 民 の救 済意 識 の 高揚 と拡 大 に貢献 した と考 え られ る。

3中 国人 が海外 に おい て 見 聞 した こ との影 響

19世 紀 中頃以 後 、中国人 は外 国 に渡航 で き るよ うに な り、海 外 の 文化 と見 聞 を 中国 に持

ち帰 っ た。彼 らは海 外 の見 聞 な どで学 ん だ こ とを記 録 し、中国 国 内 に伝 えた。そ の 中に は、

各 国 の近 代 の福 祉 事業 に関す る情報 も含 まれ てい た。 それ に よって 西洋 の福祉 事 業 と中国

の伝統 的 な福 祉 事 業 を比 較 で き る よ うにな った。 中国 の不 足 す る部 分 が認識 され 、 西洋 の

先 進 的 な福 祉 事 業 の思 想 が 吸収 され た 。 そ の よ うな背景 か ら中国人 の認 識 が高 ま り、 中国

の伝統 的 な福 祉 思想 は近 代 の福祉 思想 に転 換 して い った 注4。

19世 紀 中頃以 前 ま で 中国人 は海 外 に行 か なか っ た。中国 の伝 統 的 な文化 の影 響 が 大 きか

った。19世 紀 中頃 以後 、中国人 は海 外 の学 問や 文化 を学 び、そ の知 見 も し くは 見聞 が広 ま

った。 そ の こ とか ら西 洋 の先 進 的 な福 祉 事業 が 理解 で き るよ うに な った。

第3節 近代 の福祉 事 業 の 内容

近代 にな っ て 中国 は、 封建 社会 か ら半封 建 半植 民 地社 会 に変化 す るた ともに 、西洋 の文

化 も中 国 に入 って きた。 同 時 に福 祉 事 業 も変化 した 。外 国の福 祉 団 体 の増加 に伴 っ て近 代

の福祉 事 業 の 内容 も豊 富 に な って きた 。 当時 の 中 国政府 は伝 統 的な 救済 ・福 祉 活動 を重 視
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して い たが 、 同時 に救 済 ・福 祉 の範 囲 は文化 教 育 ・医療 衛 生 ・工商 経 済 な どの各 方 面 に広

が ってい った。 た とえ ば慈善 病 院 ・慈 善学 校 な ども設置 され た。

1救 済 にお け る民 間力 の増 大

近代 を迎 えた 中国 で は各地 に相 次い て 災害 が発 生 し、被 災 す る国 民 が増 大 した。 国民 の

救 済 が 当時 の福 祉 事業 の主 な任務 で あ った。伝 統的 な社 会 で は主 として政府 が救 済 に あた

り、 民 間の 救済 ・福 祉 は政府 活動 を補 完す る役 割 で あっ た。 近代 にな って か らは政府 の権

力 が 弱体 化 し、民 間 の福祉 事 業 が 主体 とな って救 済 活動 を担 うよ うに な って い た。 当時 、

相 次 い で発 生 した 災害 に対応 す るた め に全 国各 地方 に福 祉 団体 が設 置 され 、 救 済 ・福 祉 活

動 が行 われ た。1904年 に上海 で赤 十字 会 が設 立 され 、 戦争 被 害者 を救済 した 注5。

2貧 困者 の援 助

貧 困者 を援 助 す る こ とは 、 中国 の伝 統 的 な福 祉 事 業 の 内容 で あ る。 近 代 の 中 国で は戦 争

や 災 害 の影 響 で、経 済 状 況 が非 常 に 困窮 して い た。 当時 の福 祉 施 設 は被 災 時 の救 済 だ けで

はな く、 平 時 に も貧 困者 に対 して援 助 を与 えた。 た とえ ば 、 同善堂 ・不忍 堂 な どの福祉 施

設 が あ った注6。

3福 祉 事 業 にお け る医療 援助

近代 の キ リス ト教宣 教 師 た ちは 中 国に診 療所 を創設 し、診 療 代 金 の減 免 あ るい は無 料 で

貧 困者 を治療 した。 この とき西 洋 医学 が 中国 に入 って きた。 キ リス ト教 会 の 慈善 医療 施 設

が重視 され 、西洋 医学 は近 代 中国の福 祉 事 業 の重 要 な部 分 に な った。1842年 に西洋 人 は上

海 に仁 済 病 院 を設 置 した。1860年 前後 、上海 に多数 の医療 施 設 が 開業 した。1903年 に広 仁

病 院 、1907年 に広 慈病 院 、1911年 に 中 国公 益 病 院 お よび 中国赤 十字 会 上海 市 分会 病 院 、1919

年 に濾 南神 州 病 院 、1922年 に広 益 中病 院 お よび 上海 平 民 産科 病 院、1929年 に は上海 労 工病

院 が設 置 され た。 上海 以外 で は江漸 ・両湖 地 方 に もキ リス ト教会 の病 院 が 開設 され 、 多様

な救 済 ・福 祉 活 動 を展 開 した。 これ らの 慈善 医療 施 設 は 当時 の 中国 の人 々に 多大 の 貢献 を

した注7。

以 上 を考 える と、近 代 中国 の救 済 ・福祉 事 業 の発 展 は 、西 洋文 化 の影 響 が あ って こそ と

考 え られ る。 特 に、 中 国に赤 十 字社 が 設 立 され 、西 洋 医学 が 中国 に導入 され 、伝 統 的 な 中

国医 学 と西洋 医学 が合 わ さって 治療 能 力 が 向上 した。 さ らに福 、祉 事 業 にお ける 医療施 設

の設置 な ども、そ の後 の 中国社 会 の発 展 の基礎 に な った と考 え られ る。

4福 祉 事 業 にお け る教 育 援助
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中国 の伝 統 的 な福 祉 事 業 で は扶 養 が重視 され 、教 育 は重 視 され な か った。 近 代 にな って

か ら、そ の 状況 は変化 した。1897年 か ら1898年 に か けて経 元 善 は福祉 を支援 す る人 た ち

の支持 を得 て 、 中国 の第 一所 女 子 学堂 を創 立 した。 この女 子 学堂 に数 学 ・医学 ・法 学 ・師

範 の4つ の 学科 を設 置 し、学 生 は社 会 的 に独 立 で き る能 力 を持っ よ うに と教 え られ た。 清

代 の末 期 は、 中国 の近 代 的教 育 の発 展 期 で あ った。 そ の 頃 には教 育振 興 が 図 られ 、各 種 の

教 育施 設 が増 えて きた。 た とえば 清末 民初(注:清 代 末 ・民 国初 期)に は、 上海 にお け る

収 容施 設 お よび 教 育貧 困児 童 の施 設 と して、 上海 孤 児 院 ・広 慈苦 児 院 ・上海 貧 児 院 な どが

設 け られ た。 慈 善教 育 が 重視 され 、民 国期 にお ける有名 な慈 善教 育 施設 と して は、 熊希 齢

が設 立 した香 山慈幼 院 と張審 が設 立 した狼 山盲 唖学 校 が あ った。 特 に香 山慈幼 院 は 、 当時

の関係 者 の 各方 面 に大 きな影 響 を与 え、 そ の実践 は高 く評 価 され た。

福祉 にお け る教 育 は、当時 の貧 困児 童 に対 して も多 大 な貢 献 を な した注8。福 祉 事 業 に 関

連 し、 中国 近代 が 古代 よ りも進 歩 した こ とは教 育事 業 で あ った。 古代 で は福 祉 事業 として

の教 育 が重 視 され て こな か った 。 古 代 で は特 に女性 は教 育 を受 け る こ とが で きな か っ た。

「女子 元 才便 是 徳 」(日 本語 訳:女 性 は教 育 を受 け ない場 合 に徳 を持 っ てい る)と い う思想

は、 中 国古 代 の長 い 間 に渡 って 存在 して い た。 この よ うに 中国 古代 の女性 の 地位 は非 常 に

低 か っ た。 近代 にな って 西洋 文化 が 中国 に流 入 し、 女性 が教 育 を受 ける こ とが で き るよ う

にな っ た こ とは、 中国 にお け る女性 の地位 向上 に寄 与 した と言 い うる。

5災 害期 の職 業支 援

清末 民 初 に洪 水 災害 が 頻繁 に発 生 した。 被 災 した 国民 に対 す る救 済 の一 つ は就 労 支援 を

す る こ とで あ った。それ は社 会 を安 定 させ るた め に有効 で あ った。た とえ ば1920年 に国 際

統 一救 済 協 会 は救 済活 動 を行 って 、馬 場新 河 な どの4つ の治 水 工事 が行 われ た。 同時 に水

利 委員 会 は被 災 住 民 か らマ ンパ ワー を募集 し、 治水 工 事 に従 事 させ た。 そ れ は 、被 災住 民

に対 して仕 事 を与 え、生活 を支援 した 。合 わせ て福祉 事 業 と して関係 資 源 の節 約 に もつ な

が った注9。

中国 の伝 統 的 な文化 は、救 済 ・福 祉 事業 に 巨大 な影 響 を与 えて きた が、 近代 西洋 の福祉

事 業 の思想 が 中国 に入 って きた とき、 キ リス ト教 を代表 とす る西 洋 の福 祉 事業 思想 は 中国

の近代 の福 祉 事 業 に新 た に大 きな影 響 を及 ぼ した。 そ して、 救済 福祉 事 業 にお いて は、 か

つ れ は政府 主体 で あ った が 、 この 時期 には民 間福 祉 事業 が主 体 を とな った。 西 洋 思想 の影

響 を受 け、 中国の伝 統 的 な福 祉 事 業思想 が変 化 す る こ とに な った ので あ る。救 済 範 囲 も地
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元 に と どま らず 、全 国 を対象 範 囲 にす る ものへ と拡 充 され た。 そ して 、福祉 教 育 も重 視 さ

れ 、西洋 医学 の 中国 へ の導入 は近代 の救 済福 祉 事業 の内容 が大 き く発展 した と考 え られ る。

第4節 近代 の福祉 事 業 の特 徴

1多 元化 的 な福 祉 組織

1930年 前後 、上海 には福祉 団体 が119団 体 を数 えた。そ の 中で1895年 か ら1928年 の期

間 に創 設 され た福祉 団体 は55団 体 で あ った。古 代 と比 較 して民 間 の救 済 団体 が有 力 に な っ

た。1920年 に 中国北 部 に旱 魅 が発 生 した。救 済 にあ た った民 間 の福 祉 団体 は京 畿農 民 救済

会 ・北京 民 生協 済会 ・華 北救 災 協会 な ど数 十 団 体 にの ぼ った。 そ して清 末 民初 の福 祉 事 業

団体 は、 寄 付金 を募 集 す る団体 お よび 福祉 実施 団体 ・福 祉 協調 団体 の3種 類 の 団体 で構 成

され た。 そ れ らの 団体 は独 自に活 動 す る と ともに、 協調 して 救済 にあ た る こ ともあ った。

伝統 的 な福 祉 事 業 は近 代福 祉 事 業へ と高度化 した とき 、各種 の福祉 団体 の協 力 が必 要 で

あ った。 そ の過 程 で 、各種 の福祉 団体 を協 調 させ るた め の福祉 調 整 団体 が 生 まれ た。1912

年9月 に上海 慈 善 団 が設 立 され た。1920年 に設 立 され た国 際統 一 救 災総 会 は、各 救 済組 織

の寄付 金 の募 集 お よび 救 済実 施 す るな どの各 方 面 で調整 す る こ とに大 き な貢献 を した。 つ

ま り、福祉 調 整 団 体 が 中心 となっ て、 従来 はバ ラバ ラに活 動 してい た各 種 の福 祉 諸 団体 が

緊密 に協 力 で き る よ うにな った。 福 祉 調整 団 体 は、 福祉 活 動 に欠 かせ ない 団体 であ った と

考 え られ て い る。 これ ら3種 類 の 団体 の組 合せ は、 中国 の近 代 の福祉 事 業 の発 展 に積 極 的

な貢献 を果 た した 注10。

福祉 調 整 団体 は各 福 祉 団体 の活 動 を調整 す る こ とだ け で はな く、 寄付 金 を監 督 す る機 能

が必要 で あ る と思 われ る。 近 代 の福 祉 調整 団 体 と比 較 して、 現在 の 中国の 赤十 字社 も依 然

と して解 決 しな けれ ば な らない 問題 を抱 えてい る と考 え られ る。 最 近 の 四川 省 の地震 の救

済 活動 にお い て、 赤十 字社 が寄付 金 を流用 した とい う うわ さが あ った 。寄 付金 に 関す る厳

格 な 監督機 関 また は監 督 制度 が 求 め られ る。

2救 済す る範 囲 を拡 大す る こ と

伝統 的 な 地方 福祉 団体 が救 済す る地 域 は、 基本 的 に地 元 で あ った。 救 済 の対 象範 囲 は狭

か った。 近 代 の交 通 ・通信 の発展 に伴 って救 済対 象 の範 囲 は広範 囲 に な って き た。 全 国的

な福祉 団体 が設 置 され 、 各地 の 救 済活 動 に参加 した 。救 済 対 象範 囲 の拡 大 は 、福祉 事 業 の

大 きな前進 で あ る。 それ は 、 当時 の 中国 に外 国人 が設 置 した 福祉 諸 団 体 の必然 的 な結果 と
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考 え られ て い る。 そ の 中で有 名 な ものは 、上海 の万 国赤 十 字 会 で あっ た。福 祉 資源 の 改善

に伴 っ て 中国 の福祉 団体 は 、重 大 な 自然 災害 の被 害 を受 けた外 国の 地域 に援 助 を与 え る よ

うにな った。 つ ま り、近 代 の 中国 の福祉 事 業 は 国際 的 に な って い った 注11。

社会 進 歩 に伴 い 、伝 統 的 な福祉 事 業 は変 化 した。 特 に救 済範 囲が 国境 を越 え る こ とは、

中国 の救 済 ・福祉 活動 の歴 史 的 な飛 躍 で あ った。2008年 の 四川省 の地震 で は、 日本 を含 め

て世界 中の 多数 の 国 が 国境 を越 えて 中国 を援 助 した。 ま た、 中国 も これ ま で多 数 の 国 々 を

援 助 して きた。 国際 的 な活動 こそ が救 済 ・福祉 事業 の精 神 で あ る と考 え られ る。

3多 元化 的 な福 祉 財源

福祉 事 業 の発 展 に は一 定 の財源 が欠 かせ ない。1)国 の財 政 支 出、2)社 会 的 な寄 付金 の

募集 、3)宴 会 ・娯 楽 な どの費 用 の節 約 、4)義 掲 金 の募 集 、5)宝 く じの売 上金 、6)福

祉 団体 の運 営資 金 な どが福 祉 関係 の財源 を構 成す る。

実 際、 以 上 のい くつ か のル ー トに よ って福祉 財 源 が調 達 され た注12。

4近 代化 され た救 済 手段

社会 発 展 に伴 って近 代 の福 祉 救 済 の手段 は進 化 した。 まず 通信 分 野 で発 展 をみ た。 伝 統

的な救 済 は通信 が 不便 で 、被 害 か ら救 済 を受 け るまで1ヶ 月 くらい の 時 間が か か った。 近

代 に な っ て電 報 の普 及 に伴 い 、被 災地 に救 済 が届 くま で の 時 間 が短 くな っ た。 た とえ ば

1883年 に 山東 省 が被 災 した とき、電報 で被 災 状 況 を迅速 に伝 達 で きた た め に被 災支援 の対

象 範 囲 を コ ン トロール で き た。 近代 の新 聞や雑 誌 な どの普 及 は 、被 災情 報 の伝 達 と寄付 金

の募集 を効 率化 す る とい う大 きな メ リ ッ トを もた ら した。 また 、交 通 の発 展 は被 災住 民 の

救 援 、救 済 物資 の搬 送 を 円滑 に進 め る こ とに貢 献 した 注13。

5多 元化 的 な福 祉 道徳

中国 の伝 統 的 な文化 は福 祉 事 業 に多 大 な影 響 を与 えた。 そ の 中で も儒 教 ・仏教 ・道教 は

主 要 な もの で あ った。 近 代外 国 の福 祉 事業 が 中国 に入 っ て きた とき、 キ リス ト教 を代 表 と

す る外 国の福 祉 思想 は 中国近 代 の福 祉 事業 に大 き な影 響 を及 ぼ した と考 え られ てい る。

中国 の歴 史 を振 り返 る と、西周 時代 以来 の思想 家 た ち は、 国民 の 生活 を基本 とす るこ と

を主 張 し、 生産 環境 の改 善お よび 生産 水 準 の 向上、 国 民 の生活 環 境 お よび 生活 水 準 の改 善

を行 うこ とを 中心 に考 えて きた。元代 か ら政 府 が実 施 した社 会保 障 に関連 す る諸制 度 には 、

国家 の統 制 と管 理 に よって 国民 の 生活 環境 を保 障 し安 定 させ る意 図 が あ った。 そ れ は、 近

代 の救 済 ・福 祉 事 業 に影 響 が あ る と考 え られ る。 古 代 ・近 代 ・現 代 を問わ ず 、社会 安 定 の
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た めに は、 国民 が安 定 した生 活 が で き る よ うに政 府 の努 力 が 必要 とされ て い る。

孔子 等 の 思想 家 は 「大 同社 会論 」 を主 張 し、 特 に孔子 の 「礼 記 、礼 運 篇 、大 同章」 の 中

には 、「平 等 な制 度 に よ って安 定 した大 同社 会 にな る」 と論 じ られ てい る。儒 教 思想 を 中心

と して、 仏 教 ・道教 お よび西 洋福 祉 思想 な どの影 響 で 、 中国 近代 の福 祉 道徳 は多 元化 につ

なが っ た。

以 上 に紹 介 した 中国近 代 の社 会保 障 制度 を見 る と、 古代 の 救済 ・福 祉 事 業 と比 較 して 中

国近代 の社 会保 障制 度 は、福 祉 団体 ・救 済地 域 ・財 源 ・救 済 手段 ・福 祉 道 徳 な ど各 方面 に

お い て格 段 に進 歩 した。 そ の進 歩 を支 えた の は、交 通 ・通信 手段 の急 速 な発 達 と西洋 の福

祉 思想 の 中国へ の 導入 で あ る。 さ らに、 救済 福祉 事 業 は 国際 化 した。 しか し、近 代 の社 会

保 障制 度 は法 的規範 に則 っ た制度 で はな か った。 また 、 その 制度 は 主 に救 済 ・福祉 事 業 と

して存 在 して いた。 この救済 ・福 祉 事 業 は、 現代 中国 の社 会保 障制度 の 中の社 会 救 済 と社

会 福祉 とほぼ 同 じで あ る。 現 在 中国で は被 災 地 の救 済 は政府 の責任 で はな く、全 社 会 の責

任 にな って い る。

清末 民 初 にお け る寄 付金 募 集 団体 ・救済 実施 団体 ・救 済協 調 団体 の3団 体 で構 成 され た

福祉 事 業 団 体 を考 える と、救 済 寄付 金 が有 効 に利 用 され た と考 え られ る。 しか し、現 在 中

国の政 府 の福 祉 組織 にお い て寄付 金 の流用 が あった とされ る。 具 体 的 に は今 年 の四川 省 の

地 震 を救 済 した とき、 中国赤 十 字社 の救済 寄 付金 の流用 に関 す る情報 が相 次 い でイ ン ター

ネ ッ ト上 で 流れ た。 この よ うな不祥 事 を考 え る と、 福祉 組 織 の管 理 面 にお い て寄付 金 を監

督 す る部 門 ま た は組 織 が 必要 と考 え られ る。 最 後 に、 イ ンターネ ッ トが 、 こ うい った不 正

を暴露 した こ とは、情 報 通信 手段 の発 展 が救 済 ・福祉 事 業 の 不正 防止 に対 して も貢 献 した

と言 え るか も しれ ない 。
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第4章 建 国後の社会保 障制度にお ける都市部と農村部の分離制度

第1節 都 市部 と農村部 を分離す る背景

1歴 史 的 背景

中国 は1949年 の建 国以 来 、計 画 経 済 の も とで戸籍 ・土地 ・就 職 ・社 会保 障 な どの制度 の

仕 組 み を整 えて きた。 そ の結 果 、城 郷 二 元化 的 な経 済 を生 まれ た。城 郷 二 元化 とは、戸 籍

に よ り中国 国民 を農 業 人 口 と非農 業人 口に分 離 す る こ とで あ る。 政 府 は農 村 部 の農 業 に従

事 す る人 た ち を対象 とす る手 法 と都 市 部 で生 活す る非農 業 層 を対 象 とす る手法 を組 み合 わ

せ る二元 化 政策 を実施 した。 この よ うな政 策 は 「二元化 的経 済制 度 」 と言 われ てい る。

城 郷 二 元化 的経 済制 度 は 、国 民 に とっ て特 に農 民 に とって 不公 平 な政 策 で あ る。 これ に

よ って、 政 治 ・経 済 ・社 会保 障 な ど各 方 面で 長 期 的 に異 な った政 策 が採 用 され 、 中国特 有

の城 郷 二 元化 的社 会 に なっ た。城 郷 二 元化 的 政策 は、社 会 経 済 の健全 な発 展 に対 して、 そ

して特 に農 業生 産 の発 展 と全 国の 三農 問題(農 村 ・農 業 ・農 民)の 解 決 に対 して大 き な障

壁 とな った。

中国 の城 郷 二 元化 は、 西周(紀 元 前1046-771年)の 時代 か ら始 まっ た制 度 で あ る。 ま

た、現在 の戸籍 制 度 と関係 が あ るの は、唐代 の編 戸制 で あ る。以 下 に述 べ る よ うな行 政村 、

里 お よび 行 な どの様 々 な歴 史 的 な背 景 は 、現在 の 中国 の 二元化 的経 済 お よび二 元化 的社 会

保 険制 度 と因果 関係 が あ る と考 え られ て い る。

(1)歴 史 に お け る城 郷 構成

① 中 国古代 の編戸 制

唐代 の歴 史 研 究者 の顔 師古 が 「名 籍 に列 次 す るを言 うな り」(注:漢 代 と関連 す る史書

で ある 『漢 書 ・高 帝紀 』、 紀元 前195年)と 述 べ た よ うに 、編 戸 とは、 国民 の家 を戸籍 に編

制 す る こ とで あ る。 中 国古代 には 、一 定 の戸 を編 制 して行 政村 を作 る こ とが で きた。 そ し

て戸籍 の裏 に は、 国民 の側 で 自ら作 った家 が あ るよ うに 、行 政村 も 自然村 との 関係 な しに

作 られ る とい うこ とは考 え られ な い注1。

上記 の よ うに編 戸制 につ いて 述べ た 堀敏 一 『中 国古代 史 の視 点一 一 私 の 中 国史 学(一)』

は、 それ が 政府 の 管理 に とって利 便 性 が あ る と指 摘 して い る。 特 に、 人 口の 管理 に役 に立

った と考 え られ る。 た とえば、徴 兵 ・救済 の実行 ・実施 な どの 時 に便 利 で あ っ た。 この編
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戸 制 は、 現在 の戸籍 制 度 に大 きな影 響 を及 ぼ した と考 え られ る。

② 中 国の行 政 村 の特 徴

中国 の行政 村 は 、政府 が 国民 を一 定 の戸 数 の集 落 に集 合 させ 、そ の 中心 に担 当者 をお い

た こ とに特徴 が あ る。 この よ うな行 政 村 を通 じて政 府 は 国民 を直接 に把 握 し、個 人 の税 金

の徴収 や 徴兵 を行 っ た。 さ らに、 国家 の治 安 と生産 の構 造 な どを維持 す る こ とがで きた。

ただ し、 この行 政村 は秦 代 ・漢代 以後 、 変容 して い った。 漢 代 で は、1里 は100戸 で あ っ

た。10里 を1亭 また は1郷 とす る と考 え られ てい る。実 際 に秦代 と漢代 の里 は 、住 民 にひ

きい られ た村 を基本 に して 、1里 あ るいは数 里 当た り1個 の里 正 が設 置 され 、里 の 中に は5

戸 で構 成 され た集 落 を作 り、そ れ を伍 人 を呼 び 、 同時 に伍 老 が設 置 され た。 漢 代 の末 期 に

は、 この よ うな里 は な くな り、「村 」 と言 う自然 村 が生 まれ た が、西 晋 には 、百 戸 当た りに

1名 の里 吏 が設 置 され 、 北魏 には 五家 が 隣 にな り、 五 隣 が里 に な り、五 里 が党 にな り、 そ

れ ぞれ に長 が設 置 され た。 これ は 「三 長制 」 と呼 ばれ た。 この 三長 制 の原 理 が 、階 代 と唐

代 ま で 引 き続 き利用 され た。 この行 政 村 は、 自然 村 とは別 個 に構 成 され て い た。 この こ と

は、政 府 の公 共 的役 割 と国 民個 人 に対 す る支 配 が、 あ る程 度 ま で強化 され た段 階 に対 応 し

てい た注2。

中国古 代 の行 政村 は、 秦代 ・漢 代 の戸 ・里 か ら漢 代末 期 の村 にな り、古 代 の地 方政 府 の

基 本 的 な組 織 で あっ た。 古代 の行 政村 の仕 組 み を詳 しく分 析 すれ ば、 それ は 自己責任 を持

ちな が らも、相 互 の 間で 協力 もで き る と考 え られ てい る。税 金 の徴収 や 徴 兵 な どの た めに

政府 は行 政村 を通 して 国民全 体 をカバ ー して い た。 この こ とは 、政府 に よ る国民 の 管理 に

とって行 政村 の制度 が大 き な利便 性 を もって い た こ とを意 味 してい る。 この行 政村 は現在

の農村 の原 点 に な る もので あ った。

③ 里 の発 展 とそ の背 景

中国古 代 にお い て も人 間 は集 落 を構 成 し、そ こで生 活 してい た。 そ の集 落 は 「里 」 と呼

ばれ 、人 々 は全 員 が里 に住 んで い た。 里 に住 ま な けれ ば 、人 間 は生 きてい け な かっ た。 た

だ し、里 とい う言 葉 が初 めて表 現 され た のは西 周 時代 の金文 で あ る。『令 聲 』・『史頗 』・『尚

書 酒詰 』 に よれ ば、里 の責任 者 は 里君 と言 わ れ た。

里 とい う文 字 は 「田」 と 「土 」 とい う文 字 で構 成 され 、 「土 」 は 「社 」 す な わ ち 「土 地

神 」とい う意 味が あった と考 え られ 、「里」は土 地神 とそれ に所属 す る土地 で構 成 され た祭

祀 共 同体 で あ った と考 え られ て い る。 そ して 、 里君 は 「百姓 」 と ともに記録 され て い る こ
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とが発 見 され た。 里 は地 元 の人 々 で構 成 され た 団体 で あ るが 、里 の 中の人 々 は血縁 的 な結

合 関係 も強 か った と考 え られ て い る。『詩 経 』の 中の 「鄭風 」の 作者 ・将仲 子 の描 写 に よっ

て、里 は周 囲 の壁 に よ って保 護 され 、 村 の形 式 で生 活 を営む集 落 で あっ た。壁 の傍 には木

が栽培 され てお り、そ の 中に は家屋 と野菜 畑 や果 樹 園 な どが あ った。 そ して穀 物 は 里 の外

の 田野 で栽培 され てい た。

股代 か ら一般 の集 落 は 「邑」 と呼 ばれ た。 里 は小 さな集 落 で あ った が、 大規 模 な都 市 に

は領 主 が住 ん でい た。 西周 時代 に は、 この よ うな都 市 の城 内 に支 配 階級 の士 と一 部 の商 人

た ちな どが住 んで お り、農 民 は城 外 の里 に住 ん でい た と考 え られ てい る。 そ して春 秋 時代

の 中期 か ら、農 民 を主 と した一般 の 国民 も城 内 に住 む よ うにな っ た。 それ と同 時 に、里 は

城 内 に設 置 で き る よ うにな った。 城 内で は 国民 の居 住 区域 が 区分 され 、 そ の 区域 の一部 が

里 にな った。 里 は周 囲 を壁 で囲 まれ て お り、 通行 のた め の里 門 が作 られ た。 この よ うな変

化 は 、『左伝 』 な どの記 述 と考 古 学 的発掘 に よっ て も確 か め られ てい る注3。

この よ うに して君 主 が 国 民 と兵 士 を把 握 で き るよ うに な った。 そ の 後 の周 初期 か ら族 と

族 との連携 が弱 くな り、都 市 へ の 国民 の移 住 が進 行 して いた。 した が って 、城 内に設 置 さ

れ た里 は、 それ 以 前 の里 と異 なっ てい た とみ な され る。 まず 階層 分化 が明確 化 され 、里 の

支 配 階級 は賢豪 とか父 老 と言 わ れ た。 それ らの 中 か ら司里 ・里サ ・里 宰 な どと呼 ばれ る役

人 が形 成 され た。里 が 、君 主 に よっ て統 治 され た基 本 的 な仕組 み で あっ た こ とを意 味す る。

この よ うに里 は国 の統 治 下で設 置 され るよ うに な った。 里 は一 定 の戸 数 で構 成 され てい

たか ら、戸数 単位 の行 政組 織 が形 成 され て いた こ とにな る。管仲 が作 った 「参 国伍鄙 の制 」

は 『国語 』 の 『斉語 』(注:春 秋 時代 の歴 史 書)や 管 子 の 『小 匡篇』 に記 載 され て い る。そ

れ は斉 語 の 国都 にお け る制度 を表 現 して お り、軌 は5家 で構 成 され 、里 は10軌 で構 成 され 、

連 は4里 で構 成 され 、郷 は10連 で構 成 され 、帥 は5郷 で構 成 され てい た。家1戸 当た り1

人 兵 を 出 させ て、5人 で伍 に な り、10伍 で小 戎 にな り、4小 戎 で 卒 にな り、10卒 で族 に な

り、5族 で 一軍 にな る軍 隊 が形成 され た。 こ う して 国民 と軍 隊 が一 体 的 に管理 で き る よ う

にな っ た。 た だ し実際 には 、 この よ うな仕 組 み は未 成熟 で あっ た と考 え られ て い る注4。

以 上 で述 べ た よ うに、 里 とい う制 度 の発 展 を見 る と、 中国 古代 か ら階級 的 区分 が存 在 し

てい た。 股 代 と西周 時 代 に は、領 主が 居住 した とこ ろ と農 民 が居 住 した ところ が 区分 され

てい た。 この こ とを想 起 すれ ば、 この 区分 が 現在 の都 市部 と農 村 部 とを分 離す る制 度 につ

なが っ た と考 え られ る。 しか し、春 秋 時代 の 中期 か ら、農 民 を 中心 と して一般 の 国民 も城
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内 に移 住 で き た こ とは、 当 時の儒 教 の 「大 同思想 」 の影 響 が あ る程 度 あ った と思 われ る。

④ 「行 」 につ い て

農村 の 自治 的 な仕 組 み 「里 」 に対 して 、都 市 に も商 工 業者 を基 本 と した 「行 」 が形成 さ

れ た。 「行 」は、唐 代 に 至 るま で は都 市 の 中の商 業 区域 で あ る 「市」 にお け る同業 の 店 の町

の意 味 で あっ たが 、唐 代 の末 期 か ら北宋 に至 るま で商 工 業 にお ける 同業者 の仕 組 み として

の 「行 」 が発 達 した と考 え られ て い る。 ただ し、最 近 の北 京房 山の石 刻 の調 査 に よれ ば、

当時 の幽 州 ・琢 州(い ず れ も現 北京 市)な どには 、743年(天 宝2年)か ら795年(貞 元

11年)に か けて 、同業 の商人 た ちの多 数 に は 「行 」が あ り、 団体 を結 成 し、多様 な 事業 を

実 施 した と言 われ て い る。 唐 代 の後 期 には、蘇 州 の金銀 行 が 呉 の泰伯 廟 の祭 祀 に参加 した

こ とが記 述 され て い る。 この記録 に よ り、行 と社 と祭 祀 の 関係 は、 南宋 時 代 の杭州 な どで

も同様 で あっ た と指 摘 す るこ とが で き る。

「行 」 が存 在 した早 い 時代 には 、各 人 が信 奉 す る多様 な神 仏 が あ り、そ の祭 祀 で 宴会 も

開催 され た。「行 」を構 成 した 同業者 が、お互 い の親 睦の た め に努 力 した と考 え られ て い る。

自治 的 な仕 組 み として 「行 」 の成 立 は、 か な り早 か った と考 え られ て い る。唐 代 の末期 に

は、 国境線 の都 市 の敦 煙 に至 るま で、 同 じ 「行 」 の成員 と して 同業者 が活 動 してい た と言

われ て い る。 注5。

「村 」・「社 」 や 水利 団体 と同様 に 「行 」 と政府 の 関係 も親 密 で あ っ た。 「市制 」 が利 用

され て いた 時代 には 、政府 は 「行 」 を通 じて 物価 を決 定 ・管 理 し、 取 引 に対 して様 々 な規

制 を制 定 した。 この管 理 手段 は、 当時 の 商工 業 の発 展 に とって必 要 と考 え られ てい る。 市

制 の崩 壊 以 降 に は、商 工 業者 た ちが 「行 」 を維持 ・発 展 させ るた め に努 力 した と考 え られ

てい る。 この よ うな事 情 を考 え る と、 「行 」 の 存続 が可 能 で あ った と思 われ る。

宋代 に 「行 」 は政 府 と協力 し、物 資 の調 達 や 支払 い な どで提携 した。 この よ うな協力 に

対 して 、政府 が 「行 」 に与 えた 特権 の内容 が 明確 で は な か った。 つ ま り、 当時 、商 工業 者

そ れ 自体 の 管理 制度 と国の商 工 業制 度 が併 存 して いた。 そ の関係 か ら想 像 すれ ば、宋 代 の

政府 に は 「行 」 を設 置 す る必 要性 が あ った と考 え られ る注6。

古代 の商 工業 者 の仕組 み は、 現在 の都 市部 の企 業 の原 始 的 な形 態 と考 え られ る。 当 時 の

経 済発 展 に対 して 「行 」 は大 き く貢 献 した。 一部 の商 コニ業者 は豊 か に な った が 、農 民 は依

然 として経 済 的 に貧 しか っ た。 当時 の社会 に も貧 富 の格 差 が見 られ た。 農 村 にお け る 自治

的 ・共 同体 的 な団 体 の結成 と、都 市 にお け る商 工業 者 の 「行 」 の形成 は、唐 代 と宋 代 にお
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いて都 市 部 と農 村 部 が分 離 して い た こ とを象 徴 して い る。

(2)城 郷構 成 の歴 史 的 変化

城 郷 分 離 とは、遠 い昔 か ら続 い てい る と考 え られ て い る。 西周 時代 に国 と野(注:現 在

の農村)が 分離 され 、 「国人 」 は、 「城 」 の 中 に住 んで い る周 族 の貴 族 お よび血 統 を持 って

い る平民 と考 え られ た。 これ と対 照 的 に 「野人 」は 、「城 」の外側 また は農 村 に住 ん で い る

他 の部 族 と農 民 た ちで あっ た。

① 西 周 の 国野 ・郷 里 と郡 県 につ い て(紀 元前1046-771年)

a.周 の初期 に武 装 殖 民 と国 ・野 を分離

周族 は、今 の洛 陽周 辺 の 「小 邦周 」 に住 んで い た。紀元 前11世 紀 後 半 に 「大 邦征 股 」に

代 わ っ て天 下 を取 っ た。 西周 の 政権 を維持 す るた め に周 公 は東 征 し、股 お よび 同盟 国 の残

存 勢力 を全滅 させ た。 周公 の東征 後 、 周族 お よび 同盟 国 は征 服 され た 土地 に新 しい政 権 が

創 設 され た。 武 力 は 当時 の政 権 の基 礎 で あ った。 当時任 命 され た奴隷 主貴族 お よび彼 らの

公 社農 民(注:現 在 の農 民)は 、広 大 な領 地 に移 住 した最 初 に軍 事 拠 点 を建設 した。 これ

を 中国古 代 の 「城 」 とい う。「城 」の存 在 に よって 統治 者 は権 力 を守 る こ とがで き た。周 の

「城 」 は、 先秦 の 文献 中で は 「国 」 と呼 ばれ て い る。 そ して 「国」外 の広 い 土地 は 「野 」

と呼 ばれ て い た。周 の 「国」 は、 それ 以後 の商 業都 市 と異 なっ て 「野」 に対す る調 節 機 能

を もっ てい た。 「国」の 存在 は 「野 」を搾 取 した。当時 の奴 隷 主 貴族 は武 装 され た殖 民拠 点

に依拠 して い た。 したが っ て、城 が あ る こ とで 貴族 が存 在 した。 こ うして 貴族 が周 族 の勢

力 を維 持 させ た。

b.「 国人 」 と 「野人 」 との社 会 的地位 の相 違

「国」 内に住 ん で い る人 た ちは 「国人 」 と呼 ばれ て い た。彼 らは政治 に参与 す る こ とが

で きた。

周 時代 の武 装 され た 「城 」 には 、通 常 は二 層 の城 壁 が あ った。 内部 は 「城 」、そ の外 部 は

「郭 」 と言 われ て い る。 た とえば 『孟 子 ・公 刊、丑 下』 には 「三 里之城 、七 里 之郭 」 と記 述

され て い る。 「城 」 の周 辺 七里 以 内 は、 西周 で は 「国」 と呼 ばれ てい た。 「郭」 内に住 んで

い る人 た ちは 「国 人」 と言 われ 、郊 外 に住 ん で い る 「野人 」 あ るい は 「鄙 人」 と区別 され

てい た。「国人 」 と奴 隷 主 貴族 は、原始 社 会 に お け る公 社農 民 で構成 され て いた。商 を全 滅

させ た周 は、公 社農 民 と奴 隷 主 貴族 を一緒 に して城 邦 と都 邑 を守 った。 征 服 され た商族 の

公 社農 民 は城 外 に住 ん でお り、「野 人 」 と言 われ て いた。征 服 族 と被 征 服族 の 区別 は、その
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社 会 的地位 の差 別 に反 映 され て い た。「国人 」は政 治 に参 画す る伝 統 が あ った。そ して、君

主 の廃 立 、外 交 の 戦略 な どに 関与 した。 それ に対 して 「野 人 」は地位 が低 か っ た。「野 」に

住 ん でい る 「野 人 」 は、 西周 の 統制 階 級 と無 関係 で あ り、征 服 され た 一族 の こ とで あ る。

この よ うな 「野 人 」 の地位 の差別 は、 政治 だ けで な く法律 と税 役 に もあ った。

西周 の末年 、特 に春秋 初年 以 後 、社 会 的生 産力 の発 展 と ともに、公 社(注:公 社 の別 名

は 邑で あ る。土塁 な どで 囲 まれ た 小規模 な集 落。)お よび所 有 制制 度 も次第 に変化 し、かつ

ての 国 と野 の 区別 お よび 「国人 」 と 「野人 」 の 区別 も徐 々 に解 消 され てい っ た注7。

西周 時 代 の 「国 」 と 「野」 の 区分 お よび 「国人 」 と 「野 人 」 の 区分 は、制 度 的 に 当時 の

社 会 に階 級 区分 が あ った こ とを示 して い る。 「国」 は現在 の都 市部 とみ られ 、 「野 」 は現 在

の農村 部 に相 当す る もの とみ られ 、「国人 」 と 「野 人」は現 在 の都 市 部 の住 民 と農 村 部 の住

民 に相 当す る とみ られ る。 当時 、「国人 」 と 「野 人」 を区分 した こ とは 、現 在 の 中国 の戸 籍

制 度 の形 成 、お よび現 在 の都 市 部 と農 村部 の分離 制 度 の成 立 に大 き く影 響 した。 現在 の都

市 部 と農 村 部 が分離 す る制度 的 な原 初 形態 と考 え られ る。

c.郷 ・里 の 出現 と郡 県

春秋 時代 、 「国」 と 「野」 の 区別 が な くな る とと もに 、公 社 形 式 が 「書 社 」 階段 に変 化

した。 「書社 」 とは公 社 が郷 ・里 に 至 る過 度 的 な 地方 行 政 単位 で あ った。

春秋 以 前 に は、 隣里組 織 が存在 してい た。 い くつ か の 隣の 家 が編成 単位 と して形 成 され

た。『周 礼 ・地官 ・遂人 』に記載 され た 「5家力 部 」「5郭 力 里」は一 つ の例 で あ った。そ れ は、

当時 の農 村 の組 織形 態 で あ った。 西周 時期 の隣 ・里 の組 織 は、 多数 の 「野 」 の 中 に分散 し

てい た。この組 織 は 「国」にお け る郷 ・党 とは 、そ の政治 等 級 が異 な って い た。 当時 の郷 ・

里 は 、春秋 戦 国時代 の地 方行 政機 構 で あった 郷 ・里 とは本 質 的 に相違 して い た。 す な わ ち

「書社 」 の形 成 以後 、郷 ・党 ・隣 ・里 は新 しい行 政機 構 と して形 成 され た。

ま た 「国 」 の 中に は郷 ・党 の単位 が残 っ てい た。 同様 に 「野」 の 中に も隣 ・里 の組 織 が

残 ってい た。これ は 、公 社 の残 存 に伴 って徐 々 に形 成 され た新 しい地方 行 政組 織 であ った。

この よ うな 中国社会 発 展 の歴 史 は普 遍 的 な特 徴 を持 って い る と考 え られ る。

d.郡 県 の 出現

地方 行 政 単位 の郷 ・里 の 出現 と とも に、郡 県 制 も発展 してい る。郷 ・里 は郡 県 の出現 よ

り早 か った。 郡 県 が まだ辺 境 に存在 して いた とき、郷 ・里 は 中心部 に形 成 され た。 古代 の

郡 県制 形 成 以前 に、各 諸候 国 には郡 県 で は な く、郷 ・里制 が あ った。 当時 の 国君 は 、郡 県
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を通 さず に直接 に郷 ・里 の官 吏 と連 携 で きた。

最初 の県 は辺 境 に設 置 され た。 『准 南子 ・主 木 』 が高 誘 に記 した 「具 、近 也 」 で あ る。 こ

れ は 、「県 は遠 い 」 とい う意 味 で あ る。 この 県 は、国君 直 属 の辺境 の軍 事要 地 で あ る。長 官

は、世 襲 制度 に よっ て皇 帝 に任命 され た。 春秋 初 年 、晋 ・楚 な どの大 国 は、 権 力集 中 を強

化 す る た めに辺 境 の守 備 力 を強化 した 。新 しく併 呑 した小 国 が県 に変 更 され た。 そ して県

内 には、集 中的 な政 治 組織 と軍 事組 織 が そ のま ま維 持 され た。 これ は 、国 君 の集 中統 制 と

辺 境 の強 化 に有 利 で あ った か らで あ る。春 秋 後期 、 社会 の変化 に伴 っ て新 興勢 力 で あ る卿

大 夫 が晋 国 に 出現 した。 この卿 大夫 た ちは 、彼 等 の領 地 内県 制 を推 進 した。 そ して 県 は地

方 行政 組 織 の単 位 に な った注8。

郷 ・里 と郡 県 の発 展 を見 る と、 当時 の 県 とい う行 政組 織 は現在 の 県お よび農 村 部 の仕組

み の原 初 形 態 と考 え られ る。 そ れ は 当時 の 中央 政府 の 管理 を容易 に した と考 え られ る。

② 漢 代 の郡 、 県 につ い て(紀 元前202年 一紀元220年)

漢代 の郡 ・県 の役 員 が、地方 に権力 が持 っ てい る父 老 ・豪族 の代表 者 を 占め られ てい た。

そ れ を見 る と、漢代 に は、 国の公 的役 割 と小農 民 の管理 も父 老 ・豪族 を支 持 した上 に構成

され る こ とで あ った と考 え らて い る。 しか し、 豪族 自身 は大 土地 を持 って い た とと もに、

高利 貸 で小農 民 を圧 迫 した矛 盾 を持 って い る。 これ に対 応 し、 当時 の政 府 は 、 限 田制 や 王

田制 で大 土 地所 有や 奴 隷所 有 者 を コン トロー ルす るた め に、 政策 が で き、 豪族 自身 も郷村

の維持 す るた め に、郷 里 の農 民 へ救 済 な どが行 われ た。 しか し、六 朝 時代 に な る と、豪族

社 会 の矛 盾 が拡 大 し、政府 は 占 田 ・課 田制 注9を 経 て 、均 田制注10を 実施 し、 土地 と労働

力 に直接 に規制 す る こ とに な った。 これ は、 戦 国以 後 の 国が農 業 生 産 の強化 す るた めお よ

び 小農 民 を支配 で きる よ うに、努 力 した。 しか し、 政府 の官 僚 は農 民 に依 存す る部分 が ま

だ残 され て い る と考 え られ てい る。 注11。

うえ に整 理 した 漢代 の郡 、県 制度 は、 当時 の 階級 的 格 差お よび制 度 的不 公 平 を あ らわ し

てい た。 特 に 、農 民 に対 して生 産 生活 面 で の不 平等 は、 当時 の政 治 のあ り方 が 関係 してお

り、現 在 につ なが る部 分 を もつ。

③ 唐 か ら宋 まで(618年 一1279年)

中国 の古 代 の農 業 は、唐 代 か ら宋 代 に至 る まで発 展 を続 けて きた 。農 業 生 産力 の発展 と

宋 代 で全 国 統一 的 貨幣 の大量 発行 す る こ とは、 中 国古代 の流 通 の歴 史 に とっ て 巨大 な貢 献

を した。 市 場 に流 通 して い た農 業 生産 物 が拡 大 し、 各地 方 には名 産 、特 産 物 が流行 した。
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商 品流 通 に対応 す る税 金 と して 、原 価2%の 過 税 と3%の 住 税 で構 成 され た商税 が生 まれ た 。

都 市周 辺 や 交通 の 中枢 には 、店 ・鎮 な どの商 業 区域 ・小 商業都 市 も次 々 に生 まれ た。

都 市部 、 特 に首都 を 中心 とす る大都 市 は 、唐 代 の都 市制 度 の 特徴 を持つ 坊 制 注12、 市制

注13が 解 体 され 、 商 品経 済 の発 展 が続 い た。 しか し、 首都 の 人 口の半 分以 上 は 、官 僚 お よ

び 軍人 とそ の家 族 で 占め られ 、 大都 市 は基 本 的 に は政治 都 市 で あ った。 特 に 、 開封 とい う

都 市 で は、 軍人 とそ の家族 が住 ん でい た とこ ろは壁 で保 護 され 、夜 に な る と、外 出 も禁 止

され た。 イ メー ジ的 に 開放 され た 商業都 市で きな か った。 注14。

唐代 と宋 代 にお い て も農 業 生 産 が重 視 され た が、都 市部 と農 村 部 は分 離 して いた。 店 ・

鎮 が次 々 に生 まれ 、各 レベル の地 方 の仕組 み が で き、厳密 的 な仕 組 み が見 られ た。しか し、

都 市部 が重視 され 、そ こに は階級 的傾 向 が見 られ た 。

④ 清 代(紀 元1644年 一紀 元1911年)

清代 は、 世界 銀 経済 と銀 建 て の 国家財 政(地 丁銀製)が 中国 で発展 した と とも に、商 工

業 を中心 とす る生産 力 お よび 貨 幣経 済 が発 展 す る可 能性 が あっ た。 それ は清代 の人 口が1

億 数 千万 人 か ら約4億 人 に急 速 に増加 した重 要 な原 因 で あ る と考 え られ る注15。

清代 に は、 中国 の人 口は1億 数 千 万か ら4億 人 に急速 に増加 した が 、そ れ に対応 し、農

業 と商工 業 も急 速 に発 展 した。 そ して 、銀 と銅 を中心 と した貨 幣経 済 も大 幅 に発 展 した。

清 代 に は、 中央 集権 的 な皇帝 独裁 的 な制度 が で きた 。経 済 的 に も世 界 で最 も豊 かに な り、

人 口の多 い 国 に なっ た。乾 隆帝 の 時代 以後 に は、停 滞 す る こ とにな った 。19世 紀 に な る と、

地 域 間、農 業 と商 工業 、 官僚 と国 民、 民族 間な どで 貧 富 の格 差 は拡 大 し、 そ の矛盾 は広 が

った。 注16。

清代 に は、 「大 一 統」(全 国 を統 一す る こ とで あ る)の 独裁 な制 度 で あ り、世 界銀 市場 文

明 を導 入 した と ともに、 巨大 な繁 栄 と急速 な没 落 を経験 した。 そ こで は現在 の 中国 と同 じ

よ うに 、全 国 的 に統一 され た状 況 で、 計画 経 済 か ら市場 経 済 に転 換 し、経 済成 長 が 見 られ

た。 それ と同 時 に、地 域 間 、都 市部 と農村 部 の 問 の貧 富 の格 差 が拡 大 し、社 会 的 不安 定 の

要 因 に な った。 注17。

清 代 に は 、直 接 に統治 した地 域 は 「満(東 北 部 で の満 ・モ ン ゴル ・漢)」 と 「漢(中 国

内地)」 で あっ た。それ と間接 に統治 され た地 域 の 「藩(モ ン ゴル ・チベ ッ ト ・ウイ グル)」

と区分 され る。 当時 は 、満 ・漢 ・藩 の3つ の支 配構 造 が あっ た。そ こでは 、藩 陽(東 北 部)

のハ ンを 中心 とす る 「旗 体制 」で あ り、北京 の皇帝 を 中心 とす る 「中華 王 朝体 制 」で あ り、
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承 徳 の大 ハ ン(ボ グ ド=セ チ ェ ン=ハ ン)を 中心 とす る 「大ハ ン体制 」 の三 重 の体 系 が とも

に存在 す る国家 構 造 で あ った注18。

清代 の支配 構 造 を、直接 統 治 した の 「満(=旗)」 お よび 「漢(中 国 内地)」 と間接 的 統

治 した 「藩(モ ン ゴル 、チベ ッ ト、 ウイ グル)」 に区分 す るこ とは 、現代 の 中国 にお け る省

制 ・自治 区制 の制度 とほ とん ど対応 して い る注19。

清代 の統 治者 は、 明代 ま で の漢 民族 か ら満 族 に変 化 した。満 族 は 自分 の 文化 をそ の まま

利 用 した上 に 、漢 民族 の伝 統 的 な文 化 も受 け入れ た 。前 の明 代 の都 市部 と農 村 部 の格 差 が

存 在 しただ け で はな く、満 民 族 と漢 民 族 な ど民族 の問 の格 差 も存 在 した。 そ の 中に は、 特

に、満 、漢 、藩 を分 け、 そ の状 況 は現 在 も残 ってい る。 清 代 に は、社 会 安 定す るた め に、

藩 を特 別 に優 遇 す る政 策 が あ った。 藩 は 、 中央政 府 の統 治 地 域 か ら離 れ て い た ので 、独 立

の懸念 が強 い と考 え られ て い る。 当時 の清 代 の政 府 は 国 を安 定 させ るた めに 、藩 に対 して

優 遇政 策 を実施 した。 ちなみ に、現 在 の 中 国 につい て も、漢 民族 以外 に は、少 数 民族 が 多

く、特 に、少 数 民族 を多 く集 めて い る内モ ン ゴル 自治 区 、チ ベ ッ ト自治 区を対 象 と して 実

施 され てい る優 遇政 策 も清代 政府 と同 じ考 え方 と見 られ る。

⑤ 国民 政府(1912年 一1949年)

a.合 作社 政 策

国 民党 軍 が5回 の包 囲 戦 を進 め てい た 頃、 江 西省農 村 の危機 的状況 も深刻 に なっ てい た。

国民 党政府 は 、農 業生 産 の 回復 と資金 の 問題 を解 決 す るた めに 、南 昌軍 隊 の統 治 地域 の範

囲内 で各省 の農 村合 作 社 条例 、農 村 金 融緊 急 救 済条 令 を試 行 した。 そ の後 、1年 の間 に河

南 ・湖 北 ・安徴 ・江西 の4省 各 県 に2,500を 超 える農村 合 作 社 を設 立 した。 そ こで は 、農

業 生産 を回復 す るた め に、農 民 に 多 くの資 金 を貸 し出 し、耕 牛 ・穀 種 ・農 具 な どの生産 手

段 を援 助 した。

b.土 地 政策

国 民党 の 軍 隊 に支 配 され てい た地 域 で は、 それ まで に土 地 革命 が行 われ た。 そ の 土地 革

命 で は 、地 主お よび富 農 か ら没 収 した土 地 を土 地 が全 く もた な い 中農 ・貧農 ・雇農 に分 配

した。 そ して 、土 地所 有権 も彼 らに譲 渡 され た。 しか し、共 産党 か らその 地域 の支配 権 を

譲 り受 けた 国民 党 は 、本 来 の土 地 の所 有者 の地 主 ・富農 か ら土 地 の返 還 を要 請 され るな ど、

現 有 の土 地 の所 有者 の農 民 との矛 盾 が 深刻 化 した。 そ の 問題 を解 決す るた め に、 一 定 の政

策 が必 要 にな った と考 え られ て い る。
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1932年10.月 、蒋 介 石 は支 配す る範 囲 を対象 に各省 の土 地処 理 条例 を公 布 した。そ して、

農 村 に各 級 の復 興委 員 会 を設 立 させ 、 条例 を試 行 した。 この 条例 は 土地 革命 期 間に 取 り上

げ られ た土 地 は 旧来 の所 有者 に返却 させ 、共 産 党 の土地 革命 を否 定 した。 同 時 に、小 作 人

の権利 を保 護 す る一定 の政策 も規 定 した 注20。

c.保 甲制度

保 甲制 度 は 、安 定す る農 村 の環境 を守 ろ うと仕 組 ん だ制 度 で あ った。1932年8.月 に、河

南 ・湖 北 ・安徴 の3省 で 初 めて保 甲制 度 が実 施 され た。 戸 は単位 として存在 し、戸長 は家

長 として存在 し、10戸 で1甲 に な り、この 甲 に 甲長 を設 置 し、10甲 で1保 に な り、そ の保

に保 長 を設 置 した。 甲長 は その 甲の 中のす べ て の戸 長 で選 挙 し、そ して、保 長 か ら区長 に

報 告 し、 区長 に委任 され た。 そ して、保 長 はそ の保 の 中 のす べ ての 甲長 で選 挙 し、 区長 か

ら県長 に報 告 し、県長 に委任 され た。保 甲制 度 は 、そ の村 の人 の 立 ち入 りを厳密 に管理 し、

共 産 党 と農 民 を分離 し、 そ して 、 軍事 活動 のた め に、農 民 を誘 導す る 目的 もあ った 注21。

以 上 に述 べ た国 民政 府 の制 度 を見 る と、保 甲制度 は古代 の行 政 村 の制 度 とほ ぼ 同 じで あ

った。ただ し、当時 、国民 を厳 しく管 理 す るこ とは、そ の戦 争 時代 に特有 の もの で あっ た。

当時 の 国民 党政 府 は合 作社 政 策 を実施 し、農 村 の生 産環 境 を改善 す るた めに 、努 力 した。

しか し、そ こで は農 民 の利 益 は重視 され なか った。 この 当時 の合 作社 お よび 土地 政策 は、

新 中国建 国 後 の農村 部 の政策 展 開 に影 響 を及 ぼ した 。

(3)建 国 後 の二 元化 社 会保 障 制度 の形成

1949年 、中華 人 民共 和 国 が建 国 され た。新 中国 を建 国 して か ら、二 元化 的 経 済制 度 を定

め、 それ に関連 す る諸 政策 が相 次 いで 実施 され た。 社会 保 障 制度 を 中心 とす る二 元化 の制

度 は 、都 市 部 と農村 部 を分離 した。 そ れ らの制度 は今 で も利 用 され て い る。 それ らの制 度

の 中に 、都 市部 と農 村 部 を分 離 す る戸 籍制 度 が 中心 に代 存 在 してい る。1958年 に は、 「中

華 人 民共 和 国戸 口登記 条例 」 が公 布 され 、 この条 例 を基 本 と して、都 市 部 と農 村 部 を分 離

した。 そ して 、そ の条 例 に よ り、 労働 力 の 自由な移 動 が制 限 され た。

建 国以 来 、 中国 政府 は、 工業 を重 視 し、長期 的 に重 工業 を重視 す る政 策 を採 用 した。都

市 部 と農 村 部 を分離 す る二元 化 的経 済 政策 は重 工業 を重視 す る政 策 と も整 合 してい る。 二

元 化 的 な経 済政 策 は 、農 民 の利 益 を重 視す る もの では な く、農 業 の発 展 はな か なか に望 み

に くい もの とな った。

当時 の 中国 の農 業技 術 の水 準 が低 く、農 業 の発 展 速度 が遅れ る要 因 で もあ った。 当時 の
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戸 籍制 度 の 実施 は、農 業 振興 が行 い得 な い ところで 、農 村 部 と都 市 部 の格 差 が拡 大 した。

いずれ にせ よ、 中国建 国以来 とられ た 二元 化 的 な経 済政 策 は、都 市 部 と農村 部 の分離 を進

め、構 造 的 な社 会 的不 公 平 の状 況 を放 置す る こ とにな っ た。社 会 保 障制 度 も都 市 部 と農村

部 を分 離 す るこ とに な らざる を得 な か った。

建 国後 、都 市 部 の従 業 員 を対象 とす る 「中華 人民 共和 国労働 保 険条 例 」 を基 礎 と し、都

市 部 の労働 者 を 中心 とす 労働 保 険制 度 が実 施 され た。農 民 は この労働 保 険 制度 の対象 外 と

され た。 つ ま り、都 市 部 と農 村 部 の社 会保 障 制度 の 区分 した 理 由は 、 中国 の二 元 的 な経 済

構 造 に あ る と考 え られ て き た。

西周 か ら中 国の数 千 年 の歴 史 を見 る と、都 市部 と農 村 部 を分 離 す る制 度 は伝 統 的 な もの

で ある。 しか し、 それ は、社 会 的不 安 定 の大 きな要 因 に な る。 情 報化 社 会 の発 展 に伴 い 、

国民 の平 等 な制 度 に対 す る要 求 が 高 ま って くる と ともに 、先進 諸 国 と同 じよ うな全 国 民 を

対 象 とす る統一 的 な社 会保 障制度 の整備 が必 要 で あ る。 その 中で最 も重 要 な こ とは 、社 会

保 険制 度 を統一 し、そ の仕 組 み を国民 の生 活 に密 接 な もの とす る こ とで あ ろ う。

2文 化 的 ・政 策 的 な背 景

中国 で 「二元 化 的経 済 が形 成 され た 理 由 は、歴 史 的 な要 因 だ けで は な く、文 化 的 ・政 策

的な 要 因 も働 いて い る と考 え られ てい る。 具 体 的 に検討 して み たい。

(1)文 化 的 な背 景

中国農 村 に は、遠 い昔 か ら家族 を重視 す る文化 があ っ た。今 で もそ の文化 は存在 して い

る。 中 国の 家族 は」血縁 関係 を重視 して い る。 そ の血 縁 を基 本 とす る家族 の つ な が り重 視 に

は、儒 教 文化 の 巨大 な影 響 が あ る。

儒教 とは、孔 子 を中心 とす る 中国古 代 の思想 文 明の重 要 な体系 と考 え られ てい る。 儒 教

の体 系 を作 り出 した の は、孔 子 で あ った。 そ の 孔子 は い ま も儒 教 思想 の 中核 に位 置 して い

る。儒 教 思想 は、 中国 に と どま らず 、 今 で もア ジ アの文 化 に とって 、 巨大 な貢 献 を与 えて

お り、そ の影 響 はア ジ アか ら世 界 へ広 が る。

東周 春 秋 時代 には 、魯 の孔 子 は 、儒 教 の思想 を体 系化 した。 古 代 の君 子 の政 治 思想 を理

想 化 し、仁 義 の道徳 を実 践 した。 そ の儒教 思想 は、 道徳 を宣伝 し、 国 を統 治す る こ とに も

仁 義 と道徳 と欠 かせ ない と指 摘 し、 同時 に武 力 を批 判 す るこ とが あ った。 それ を見 る と、

儒 教 思想 は道 徳 で 国 を管 理す る こ とを主 張 して い る。漢 代 には 、儒教 思 想 は 国 の教科 書 に
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認 定 され た。儒教 の特徴 を見 る と、「修 己治 人 」 と うい う思想 が あっ た。先 ず 自分 自身 を監

督 し、そ の後 に他 人 を管 理 す る。そ して 、『大 学』 に あ る 「修 身 ・斉 家 ・治 国 ・平 天 下」 に

も、自分 自身 を管 理 した上 に、国 を統治 す る こ とを主 張 した。そ して 、儒 教 は、五 常(仁 ・

義 ・礼 ・智 ・信)と い う徳 性 と五 倫(父 子 ・君 臣 ・夫 婦 ・長 幼 ・朋 友)と の 関係 を維 持 す

る こ とを教 える。 そ して 、儒 教 思想 を基本 とす る社 会 の仕組 み の整備 を説 い た。 そ こか ら

等 級制 度 もは じま っ た。 父 は子 よ り上位 と され 、男 性 は女 性 よ り上位 と され 、支 配者 は臣

民 よ り上位 とい う思想 が 明確 にな った 注22。

儒教 の思 想 の 中に は 、 も とも とは男 尊 女 卑 とい う思 想 は存在 して い なか っ た。 しか し、

唐 代 以後 、儒 教 思想 の変遷 に よ り、男 尊女 卑 とい う考 え が強 ま った。 夫 は妻 の上位 に存在

して い る とい う思想 を強調 した。 男 尊 女卑 とい う考 えは 、長 い封 建社 会 の 時期 に根 強 く意

識 され て きた。 儒教 思 想 を男 女 平等 の思想 と考 え るか 、男 尊 女卑 の 思想 と考 え るか の論争

は今 で も行 われ て い る注23。

中国人 の 家族 は、遠 い 昔 か ら大 家族 とい う形 で存 在 して きた。 同 じの血 縁 につ なが る人

でそ の大 家族 を構成 し、族 長 に よ り管 理 され た。 社 会 の単位 と して 家族 は存在 し、 地方 の

民 間 生活 の な かで 、政 治 的社 会 的安 定 を守 る責任 が あっ た。 家族 の構 成 員 に対 して親 孝行

と国へ の忠誠 な どの教 育 も した。 それ は 、家族 の機 能 で あ った と考 え られ て い る。

そ して 、そ の大 家族 の 中の各 家 に は、父親 は、家 の全部 の財 産 お よび そ の使 用 を支配 し、

自分 の子 供 た ちの結 婚 につ いて も発 言 権 を持 ってい た。 家 の 中の独裁 者 と言 われ た。 そ し

て、父 親 を愛 し、 尊敬 す る文 化 は今 で も中 国 に存 在 して い る。 封 建社 会 に は、 老人 を尊 敬

す る文 化 が 強 か った と考 えれ れ る。 体 力 が減 退 した 老人 に対 しては 、家 族 全員 で協力 し、

養 った。 ま た 、 中国人 は昔 か ら両親 は 自分 の子供 を大事 にす る。 家族 の一員 と して の子供

を教 育す る責任 もあ った。 も っ と も、 封建 時 代 に は、父 親 は、家 族 の責 任者 と して 、一 定

の事柄 につ い て は、子 供 に反 対 で き なか った。 基 本 的 に 、父権 の社会 と考 え られ る。

しか し、新 中国建 国以 後 、 中国政 府 は 、封建 社 会 で重 視 され た父権 と夫権 を否 定 し、 男

女 平等 の社 会 にす るた めに 、努 力 して きた注24。

中国人 は、遠 い 昔 か ら家族 を大事 に してい る。 そ して 、そ の 家族 全員 が住 ん でい る とこ

ろは 「家 」 と言 われ る。 そ の家族 の全 員 は 同一 の血 縁 を持 ち、強 い感 情 を共有 す る運 命 共

同体 と して 存在 してい る。 特 に、 中 国人 に とって は、 自分 の 両親 の 老後 の 生活 の面倒 を見

る こ とは、 子供 の 責任 と考 えて い る。 そ の こ とにつ い て 「養 児 防老 」 とい う言 葉 が 昔か ら
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存 在 してい るこ とをみ ん な が知 っ てい る。 家 族 内 の老人 の老 後 の生活 を守 るた めに 、 同 じ

家 に住 んで い る家族 全 員 が共 同 して責任 を持 ってい る と考 え られ て い る。

中国 の家族 は、 家族 の 共 同の財 産 の相続 よ り、血 縁 を も っ と も重視 し、」血縁 関係 が あ る

家 族 の構 成員 の問 の身 分 お よび 倫理 道 徳 を重 視 してい る。 家 族 の 中の老 人 を尊 敬 し、家 族

の歴 史 を重視 し、倫 理 道徳 と身 分 関係 を中心 と して 義務 化 され てい る。 そ こに は相 互 責任

と倫理 関係 が認 識 され て い る。

中国 の家族 関係 に は、 両親 が 子供 を扶 養 す る義 務 が あ り、子 供 も両親 の 老後 の生活 の面

倒 を見 る こ とに責任 が あ る。 この こ とは 、昔 か ら存 在 してい る中国 の家 族 シ ステ ム と考 え

られ て い る。 両親 の老 後 の生 活 の 面倒 を見 るの は、 社会 的 に認 識 され た普 通 の倫理 道 徳 で

あ る。 そ れ に対 して 、一 人 の子供 が両 親 の面倒 を見 るだ けで は な く、 両親 の老 後 の扶 養 は

家 族全 員 の 責任 で あ る と考 え られ て い る。 しか し、両親 と共 同生 活 す る子 どもの扶 養 の負

担 は相 対 的 に大 き く、両親 と同居 して い ない 兄弟 姉 妹 は 、お金 を提供 す る必要 があ る。 両

親 の財 産 の相 続 につい て も、一 人 の子 供 が相続 す るの で は な く、兄弟 姉 妹 全員 が平等 に相

続 す る原則 に な ってい る。 も っ と も、 兄弟 姉妹 と両親 との生活 と仕 事 の状 況 に よっ て、 両

親 が子 供 の 中の特 定 の一 人 と一 緒 に住 ん でい る場 合 は 、一 般 に相 続分 が多 い と見 られ て い

る。 ま た、 子供 複数 存 在 す る場合 、順 番 に両親 の面倒 を見 て 、財 産 を平 均 に配 分す る場合

も ある。 以 上 に述 べ た よ うに、 家族 内の老 齢者 の老 後 生活 を保 障す るの は、 家族 全 員 の責

任 で あ る との倫 理道 徳 は 中国の 昔 か らの家 族 システ ム に存在 す る。 それ は、儒 教 をは じめ

とす る 中国 の昔 か らの文化 に 巨大 な影 響 を受 けてい る注25。

今 日に至 るまで 、特 に農 村 部 で は、 中国 の伝 統的 文化 の影 響 を受 け 、両親 の老 後生 活 を

保 障 は家 族養 老 の形 で存在 して い る。 そ の根 底 に は、儒 教 思想 が息 づ いて い る。建 国後 、

農 村部 に は、家 族養 老 を維 持 す るた め に も、 た く さん の子 供 を 出産 し、農村 の人 口が急 速

に増加 した。1978年 に は、人 口の増加 を抑 え るた め に、"一 人子 政 策"が 制 定 され た。 た

だ し、農 村 部 に は、戸 籍 制度 な どの影 響 が弱 く。 農 村 部 で は、人 口の増 加 が 思 うよ うには

コ ン トロール で きず 、"一 人 子 政策"は 効果 的 には実 現 で き なか った。農 村 部 の人 口の コン

トロール が で き なか った 重要 な要 因 の一つ は、建 国以来 の二 元化 的 な経 済 政策 、農 村 部 の

住 民 を対 象外 とす る労働 保 険制度 と関係 が あ る と考 え られ て い る。農 村 部 の家 族 で は、 老

齢 者 の養 老 の生 活 を保 障 す るた め に、た く さん の子 供 を出産せ ざる を得 ない 現実 が あ った 。

儒教 思想 につ い て敷 衛 すれ ば、伝 統 的文 化 の影 響 に よって 家族 間 のつ な が りを重視 す る
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だ けで は な く、国 家 の支 配者 へ の 忠誠 を重 視 す るこ とも含 ま れ 、そ の意識 は現在 につ なが

って い る と考 え られ る。 特 に、 毛 沢東 時代 、 国 民 は毛 沢東 へ の忠 誠 が 強 くあ らわれ た。 そ

こで は、 家族 以 上 に毛 沢東 を信頼 して い た。 政府 が実施 した 政策 を国 民が信 じてい た こ と

に も、 中国 の伝 統 的文 化 が一 定程 度 影 響 した と考 え られ る。

(2)政 策 的 な背 景

① 農 村 現代 化 問題 につ い て

1978年 の 改革 開放 の政 策 を実 施 して か ら、農 村 部 の人 民公 社 政策 は、生 産 責任 制度 へ 転

換 し、農 村 部 の産 業化 は進 化 した。 そ れ と同時 に、 中国 の農 産 品の販 売 は外 国 の農 業大 国

と比較 して 、市 場競 争 で 失敗 して いた 。農 民 た ち の生産 した農 産 品 は売れ ない とい う現 象

が あっ た。

1992年 に 、郵 小 平 は 中国 の南方 に行 っ て、 南巡 講 話 とい う重 要 な発 言 した。 それ 以 後 、

中国 の経 済成 長 が は じまっ た。 た だ し、 そ の とき の 中国 の経 済成 長 で は、 第一 次 産 業 は成

長 で きず 、 第二 次産 業 と第三 次 産 業が 成長 した。 当時 の農 民 た ちは農 業 生 産 で十 分 な所 得

を得 る こ とが で きず 、農村 部 か ら都 市 部 に移 住 し、 農 民 工 と して出稼 ぎす るケー ス が増 え

て きた。 しか し、 当時 の都 市 部 に は、 ま だ農 民 が で き る仕 事 が少 な か った 、都 市 部 に移住

した農 民 た ち は厳 しい状 況 に追 い込 まれ る一 方 、農 村部 の生 産 も 目に 見 えて低 下 した。 負

のスパ イ ラル に なっ た。 中国 は、農 業 大 国 と言 われ 、農 業 が発 展 す る こ とは 中 国の経 済 に

とって 、重 要 な問題 で あ る。 中国 の全 人 口の約8割 を 占め てい る農 民 た ちの 生活 環 境 お よ

び 生活 水 準 は直 接 に 中 国の全 国 の 国民 生活 の水 準 に反 映 され る。

農村 の発 展 は、 中国共 産 党 の 「三歩 進 む(三 歩走)」 戦 略 の 重 要 な一 部 で あ っ た と考 え

られ てい る。 農 村 部 が発 展す るた め に、 三農 問題 の解 決 は不 可欠 と言 われ 、三 農 問題 は現

代 の 中 国の社 会 発展 の重 要 な問題 で あ る。 三農 問題 が解 決 で き ない と、 中国 の農村 部 の発

展 は うま くい か ない と考 え られ て い る。 注26。

② 戸 籍 制度

1978年 の改 革 開放 前 の 中 国は 、計 画経 済 時代 で あっ た。そ の時 に は、戸籍 制 度 を主 と

す る都 市 部 と農 村部 とを分離 した 二元 化 的 な経 済政 策 を とって いた。 改 革 開放 して か ら、

経 済発 展 に伴 い、都 市部 と農 村 部 を分 離す る二 元化 的 な制 度 が少 しは 改善 され た。しか し、

歴 史 的お よび伝 統 的 な影響 が強 く、そ の 二元化 制 度 は い まだ 存在 して い る。

1958年 に 、中 国政府 は 「都 市戸 籍 管理 条 例 」 を公 布 した。 そ の 当時 に、 この 条例 の 実施
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で、戸 籍 に よって 、都 市 部 と農村 部 は分離 され た。 それ は不公 平 の政 策 と して機 能 しは じ

めた。

そ の 内容 は以 下 の とお りで あ る。

2居 地 で 出生 ・死 亡 ・結婚 ・離婚 ・移 動 を戸 籍登 記 機 関 に届 出 な けれ ば な らない 。

②入 学 ・結婚 ・食糧 と綿布 購 入 ・旅 行 ・選 挙 ・就職 ・転 出入 な ど全 て にお い て、 戸籍 登 記機 関

の証 明 を必 要 とす る。

③転 出す る場 合 、都 市 労働 部 門 の採 用証 明書 、都 市へ の転入 許 可証 を持 っ て常住 地 の戸

籍 登 記機 関 に 申請 し、転 出手続 き を行 う。

④転 出、移 動 とは常 住 地 の市 ・県 の範 囲外 の都 市 に3日 を超 えて暫住 す る場 合 で 、都 市

で暫 住 登記 を行 い、都 市 を離 れ る とき に抹 消 申請 を行 う。」注27

一般 に農 村 部 の住 民 は都 市 部 に移 住 す るこ とが厳 しく制 限 され た
。 歴 史 的 、文 化 的 、政

策 的 な背 景 で 、特 にそ の 中の厳格 な戸 籍制 度 が 、都 市部 と農 村 部 との 間 に、大 きな 障壁 を

作 る こ とにな った。 そ こで採 用 され た 政策 が 生 み 出 した都 市 部 と農村 部 を分離 す る制 度 に

は、都 市 部 の住 民 と農 村 部 の住 民 との通婚 が ほ とん どな か った こ ともあ った。 当時 の都 市

部 の住 民 と農 村 部 の住 民 の社 会 的 な地位 が異 な る とい う現 象 も見 逃せ ない。

改革 開放後 、戸籍 制 度 は少 しは 改善 され たが 、都 市 部 に仕 事 を して い た農 民 工 に対 して 、

生 活 、教 育 お よび社 会 保 険 な どの各 方 面 で の待遇 は厳 し く、格 差 の 是正 には ほ ど遠 い状 況

に あっ た。都 市 部 へ の農 民 工 の就 職 が増 大す る過 程 で 、都 市 部住 民 の失 業 者 が増加 して き

た。 この よ うな現象 は、社 会 的 不安 定 を増 幅 す る要 因 の一 部 を生 み 出す こ とに なっ た。

第2節 都 市部 と農 村 部 を分 離 す る問題

中国で は、他 の 国 と異 な る独 自固有 の政 策 を実施 して い る。 新 中国 を建 国 した とき、 中

国国 内 の経 済状 況 は厳 しか った。 そ の とき、 工 業 を発展 させ るた めに 、工 業 を 中心 とす る

政 策 の下 で 、 工業発 展 の担 い手 で あ る都 市部 の 労働者 を対 象 と した 労働 保 険制 度 が創 設 さ

れ た。 工 業 を重 視す る こ とが、 あ る意 味 で結 果 的 に も都 市 部 と農 村部 とを分離 す る二元化

的な制 度 を生み 出 した。そ の二 元化 的 な制度 は、新 中国 が建 国 され て か ら60数 年 の歴 史 の

中で最 も注 目 され る もので あ る。 そ の二元 化 制度 は、 工業 の発 展 と都 市 部 の建 設 、都 市 部

の住 民 の生活 の安 定 に対 して は、十 分 な メ リッ トが あ る と考 え られ て い る。 それ は政 府 が

都 市部 の開発 を優先 した 結果 で あ る。 しか し、 この よ うな メ リッ トが あ る反 面 、 二元 化 的
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政 策 に は多 くのデ メ リ ッ トが あ る と考 え られ て い る。

1当 時 の 二元 化経 済 の弊 害

以 上 に述 べ た よ うに、歴 史 的 、文 化 的 、政策 的 な背景 か ら形 成 され た城郷 二 元化 的 な経

済 は社 会 の 安定 を妨 げ る大 き な問題 で あ る。 た とえば 、 二元 化 的経 済 の裏 面 は 、地 域 間の

格 差 、貧 富 の格 差 の拡 大 で あ る。 また 、都 市 部 と農 村部 の教 育格 差 にっ なが り、 中国 の現

代 化発 展 の 障壁 とな って い る と考 え られ る。

城 郷 二 元化 的な経 済 制 度 では 、外 国の農 業 大 国 と比較 して 、質 量 両面 で優 れ た農 産 品が

供 給 され ず 、市 場競 争 が 十分 に展 開で きない こ と。 ま た 、農 産物 の 生産 拡 大 が進 まず 、農

民 た ち に十 分 な所得 を得 させ られ ない こ とも あ る。 ま た 、城 郷 二 元化 的 な経済 制度 の継続

的実施 は、都 市 部 の住 民 と農 村 部 の住 民 との所得 水 準 と消 費 水準 の格 差 を拡大 させ るこ と

にな っ た。 当 時 は、都 市 部 と農村 部 の市場 で 流 通 して い た消 費物 資 の品質 等級 の格 差 も大

きか っ た。 所得 の 高 か った都 市 部 の住 民 に対 す る商 品 と所 得 の低 か っ た農 民 た ちに対 す る

商 品 の 品質格 差 が 大 きか っ た。そ の こ とは 、市 場経 済 の発 展 に対 して 大 き な障害 とな っ た。

城郷 二 元化 的 な経済 制 度 は、 労働 力 の適 正 な 配置 に もかか わ って く る。農 村 部 の 労働 力

が都 市部 に流動 す る とき、地 方 政府 はそ の農 民 工 と都 市部 の労働 者 との労働 力 市 場 の調整

が うま くで きない との懸 念 が もた れ る。

2当 時 の社 会 保 障制 度 にお け る二元化 制 度 の 弊 害

中国 の二 元化 的 な経 済 制度 は 、農 村 部 の社 会保 障 制度 、特 に社 会保 険制度 を中心 とす る

制 度 が遅 れ て い る直接 の原 因 にな って い た。 当時 の 中国 に は、都 市 部 に は、都 市 部 の労働

者 を対 象 とした労働 保 険 制度 を実施 し、整 備 に努 めた。 逆 に、農 村部 の社 会保 障制 度 、 特

に社会 保 険 制度 は不十 分 な ま まで あ った。 社 会保 障 制度 でカ バー す る範 囲 が狭 かっ た。社

会保 障制 度 の カバ ーす る範 囲 は、 国民 全体 で あ るべ きで あ る。 しか し、 中国 で は建 国後 、

しば ら くの社 会 保 障制 度 は 、国 民全 体 をカバ ー しては い なか っ た。 二元 的 な社 会保 障制 度

は、社 会保 障制 度 の社 会 平等 の理 念 が 育 たず 、社 会 的不 安 定 の要 因 に な る と考 え られ る。

社会 保 障制 度 、 特 にそ の 中 の最 も重 要 な社 会保 険 制度 は、 国 民の 幸せ な生活 がで き るか

ど うか に とっ て不 可欠 の もので あ る。 社会 保 障制 度 の 二元 化 制度 とい う不公 平 性 は 、 国民

の幸せ の生活 を守 る こ とが で きな い。
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3当 時 の農 村 社会 保 障 制度 の問題 点

当時 に は、農 村社 会保 障制 度 が以 前 に 比べ れ ばい く らか は改善 され たが 、 まだ ま だ不 十

分 で あ った。 当時 の農 村社 会 保 障制 度 には以 下 の よ うな 問題 点 が あっ た。

(1)社 会保 障の範 囲 が狭 い

当時 の 中国 では 、二 元 化 的体制 の社 会保 障 制度 は限 定 的 な もので あ った。 全 国統一 的 な

一 元化 の社 会保 障制 度 で は な く
、 戸籍 お よび 身分 に よ り、社 会保 障 の受給 待遇 は異 な って

いた。 特 に、労 働保 険 制 度 は都 市部 の労働 者 だ け を対象 とす る限定 され た もの で、農 村 部

の住 民 を対象 外 に した。 そ して 、 戸籍 制度 は 中国 の健全 な都 市化 の進 行 を阻止 す る と考 え

られ る。

中国 は農 業大 国 と考 え られ て い る が、 中 国の全 人 口の8割 を 占めて い る農 民 は、長 期 的

社 会保 障 制度 、特 にそ の 中の社会 保 険 制度 で カバ ー され てい な か った。 そ の こ とは 、 中国

の社会 安 定 に対 す る大 きな社 会 的 問題 と考 え られ る。所 得 の低 い農村 部 の住 民 に対 して こ

そ 、社 会保 障 が必 要 と考 え られ る。 貧 困者 に対す る社会 保 障 制度 が整 備 され ない と、 ひ と

つ の不 安 定 要 因 を構 成 し、様 々 な 望 ま しくない 現象 が発 生 す る懸 念 が増 大 す る。犯 罪 の増

加 、反 社 会 的行 為 の蔓 延 な どが 考 え られ る。 社会 保 障制 度 、 特 に社会 保 険 制度 は、各 種社

会 的 問題 を根 底 か ら解 決 す るた め に不 可欠 の制度 と考 え られ る。

後 にふ れ る新 型農 村 合 作 医療保 険 もま た、 す べ ての農 村 住 民 をカバ ー して い なか った こ

とは 問題 で あ る。

(2)農 村 社 会保 障 基金 の財源 が少 な い

い ま も農 村 社 会保 障 の財 源 は少 ない。 農 村 部 の社 会保 険 基金 は個人 納 付 を主 と し、 国が

援 助 し、集 団 が補助 とい う形 で 存在 して い る。 当時 は 、社 会保 険 制度 は都 市 部 を対 象 と し

てい た ので 、農 民 た ち の加 入 者 は き わ めて乏 しい。

(3)農 村社 会 保 障 の項 目が少 ない

1978年 の 改革 開放 以 来 、農 村 部 には 、農 村 の住 民 を社 会 保 険制 度 を加 入 で き る よ うにな

った。 しか し、都 市部 の保 障制度 と比 較 して 、農 村保 障制 度 にお け る保 障 項 目は少 ない 、

養 老保 険 ・医療 保 険 ・五保 供 養 ・最 低 保 障 ・生活 救 済 な どの保 障は あ るが 、都 市 の 労働者

を対象 とす る社 会保 険 制 度 の 中の 失業 保 険 ・工 傷保 険 ・生育 保 険 な どの社 会保 険の 一部 は

農 民 に は適 用 され る事 業 項 目で は ない 。

(4)農 村社 会 保 障 の管 理 は不 十 分 で あ る。
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農村 社 会 に は、社 会保 障資 金 の 管理 につい て 、管 理 が不 完 全 な状 態 に あっ た。 関係 資 金

の運 営上 の 不合 理 な どの問題 もあ った 。

(5)農 村社 会 保 障 に は法 的 な整 備 が不 十分 で ある。

中 国の農 村 社 会保 障 は 、法 的 に十 分せ い び され な い まま で あ った。

(6)土 地 と家 族 に よる保 障機 能 が弱 体化 して い る。

工業 化 が発 展 す る と ともに、農 業 的 土地 利 用 が都 市 的 土地利 用 に転 換 し、農 村 部 にお け

る農業 的 土 地利 用 が少 な くな り、農 業 生産 能 力 が低 下 した。 ま た、 自然 災 害 な どの影 響 も

あ り、生 産 基盤 として の土地 の機 能 が 弱 くな った。 そ して、 た く さん の農村 部 の労働 者 は

都 市部 に農 民 工 と して移 住 し、 両親 の老後 の生活 の面倒 を見 る こ とが で きな くな り、家 族

養 老機 能 も弱体 化 した。

(7)保 障水 準 が低 い 。

農村 部 の住 民の所 得 水 準 が低 く、そ れ に対応 す る保 障水 準 も低 か っ た。

(8)地 域 間 の格 差 が大 きい。

中国で は、従 来 か ら地 域 間 の格差 が あっ た。今 で も農村 部 相互 の地域 間の格 差 は大 きい 。

経 済発 展 の迅 速 な農 村 地 区 で は社 会 保 障項 目が 多 く、保 障が カバ ーす る範 囲 が広 く、保 障

水 準 も高 い。 しか し、経 済発 展 が遅 れ る農 村 地 区 では 、社 会保 障項 目が少 な く、保 障が カ

バ ーす る範 囲 が狭 く、保 障水 準 も低 い 。

以 上 に述 べ て きた よ うに 、 中国 の独 自固有 の 環境 の も とで 、歴 史 的お よび 文化 的・政 策

的な背 景 で形 成 され た二 元化 的経 済制 度 、特 に二元 化 的社 会保 障制度 は、 中国 の経 済 の成

長 を阻む もの で あ る。 これ を漸 次解 消 し、一 元化 す る こ とは社 会 的安 定 に も必 要 な こ とと

考 え られ る。

現在 、 中国政 府 は 、国 民 が平 等 に幸福 に生 活 で き る よ う、 改革 開放 以 来 、労働 保 険制 度

を手始 め に全 国民 をカバ ーす る社 会 保 険制 度 に転 換 す るた め、制 度 の一 部 を試 験 的 に全 国

に広 げ る よ うに改 革 を始 め た。 そ の改 革 が うま く進 行す れ ば、全 国 的 に統 一 され た 一元 的

な社会 保 険 制度 の 実現 を見通 す こ とが で き る よ うに思 われ る。
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第5章 中国の社 会 保 険制 度 の 沿革

前 章 まで の とこ ろで、 中国の社 会 保 障制 度 にか かわ る先 駆 的思 想 、お よび そ の思想 に影

響 を及 ぼ した古 代 か ら近 代 に至 るまで の社 会保 障 にお け る社 会救 済 ・福 祉 事業 につ いて検

討 して きた。 さ らに 、建 国後 に都 市部 と農 村 部 を分 離 した二 元 的制 度 にっ い て も論 じた。

現 在 の 中国 の社 会保 障 制度 は、社 会 保 険 ・社 会救 済 ・社 会 福祉 ・社 会優 扶 の 四っ の 下位 制

度 を包 含 して い る。 社 会 救済 ・社 会 福祉 ・社 会優 扶 は対 象 とす る範 囲 が狭 い。 本 章 以降 に

お い て は、社 会 保 障制 度 の 中で 対象 とされ る人 的お よび事 業 の範 囲が 最 も広 く、最 も重 要

な社会 保 険 制度 を 中心 に検 討 す る。

第1節 「中華 人 民共 和 国 労働保 険条 例 」 の創設

1949年10月1日 、 中華人 民 共和 国が建 国 され た。新 中国 の発 足 と ともに 、新 た な制 度

の導入 が提 起 され 、そ の 中で全 国 を対 象 とす る制度 と して社 会保 障 制度 が創設 され た。 特

に、社 会保 障制 度 の 中 の労働 保 険制 度 は 、 国務 院 の前身 で あ る政 務 院 が 労働 部 と総 工会 に

指 示 して成 立 した。労働 部 と総 工 会 は、旧 ソ連 を含 めて各 外 国の社 会保 障制 度 を参 考 に し、

1950年 に 「労 働保 険条 例 草案 」を策 定 した。 そ して 、1950年10.月27日 に 、当時 の政務 院

に よっ て 「労働 保 険条 例 草案 」 が公 布 され た注1。 約3ヶ 月 間 の検討 の後 に 、1951年2

月26日 に政務 院 第73回 会議 が開催 され 、「労 働保 険条例 草 案 」が採 択 され 、以 下 の よ うな

「中華 人 民 共和 国 労働 保 険条 例 」 が制 定 され た 注2。

1「 中華 人 民共 和 国 労働保 険条 例 」 の内容

(1)制 定 の 目的:社 会 を安 定 させ る こ と。 そ して 、 労働者 の健 康 を守 り、老 後 生活 の保

障お よび生 活 上 の 困難 に対 して支 援す る。

(2)適 用範 囲:都 市 部 で仕 事 を して い た労働 者 を対象 と して規 定 され た。

(3)財 源(保 険料 の負 担):雇 用 者 がす べ て の保 険 料 を負 担 す る。

(4)保 険金 の管理:当 時 の保 険金 は 中国人 民銀 行 に保 管 し、管 理 され た。

(5)保 険 の種 類:養 老 ・疾 病 ・死亡 ・労働 災 害 ・出産 な どを対 象 とす る注3。

(6)労 働 災害 に よる負 傷 ・身 体 障害 に対 す る給付:仕 事 中 に負 傷 した とき(労 働 災害)、

発 生 した全 部 の 医療 費 ・薬代 ・入 院費 ・食 事 な どの費 用 を給 付す る。

(7)疾 病 ・非 労 災 障害 の給 付:疾 病 に罹患 した とき、職 場 以外 で負傷 した とき 、治 療 費 ・
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入 院 料 お よび 普通 の医薬 品な どを給付 す る。

(8)死 亡 時 の給付:災 害 の環境 を 問わす 、 死 亡お よび 障害 の発 生 した 時 に給 付 す る注4。

(9)老 齢年 金 の 給付:定 年 退職 後 に年金 を給付 す る。

(10)出 産 の給 付:出 産 お よび 流産 に対す る給付 お よび 医療 費 を補助 す る。

(11)集 団 労働 保 険事 業:老 人 と障害者 に対 す るサ ー ビス施設 を設 置す る。

(12)個 別 の給 付 条件:労 働 保 険制 度 で カバ ー して い た企 業 の 労働 保 険 に加 入 して い なか

っ た労働 者 に対 して 給付 す る注5。

(13)優 秀者 の特例:企 業 の優秀 な労働 者 お よび 同企業 で働 く 「戦 闘英 雄 」 に対す る労働

保 険 の 特別 待遇 が あ る。

(14)保 険金 の配 分:保 険金 を配 分 ・管理 ・運 営す る注6。

以 上で 検討 した 「中華 人 民共 和 国労働 保 険 条 例」 は、 改革 以前 の都 市部 の 労働 者 を対 象

とす る労働 保 険 制度 で あ る。 当時 の都 市部 には 、計 画経 済 体 制 下、 ほ ぼ全員 の住 民 に仕 事

が あっ た。 したが っ て、 労働 保 険制 度 は都 市 部 の住 民 の ほ ぼ全員 を対象 と した。 しか し、

この制 度 は農 村 部 の住 民 を対 象外 と した。 そ して、 当時 は都 市部 の ほ ぼ全員 が就 業機 会 を

享 受 してい た ので 、失 業保 険 は存在 しな か った。 市 場化 が進 ん だ現在 と比 較 して も、都 市

部 の 労働 者 に とって は恵 まれ た制 度 で あった。 労働保 険制 度 で は国 有企 業 が保 険料 の全 額

を負担 した。 国有企 業 に とって そ の負 担 は重 か った 。現 在 の社 会 保 険制 度 で は 、労働 者 は

自分 で部 分 的 に負担 して い る。

2「 中華 人 民共 和 国 労働保 険条 例 」 の特徴

うえ に取 り上 げた 「中華人 民 共和 国労働 保 険 条例 」 は 、都 市部 の 労働 者 を対 象 と して お

り、農 村 部 の労 働者 は対象 外 とされ た保 険で あった 。保 険料 は企 業 が全 額負 担 し、 固定 的

な給付 の基 準 が規 定 され た。 そ の 特徴 は 以下 の 通 りで あ る。

(1)企 業 がす べ て の保 険料 を負 担 す る こ と注7。

企業 が保 険料 全額 を負 担す る。 労働 者 は保 険料 を負担 しな い。 す な わ ち、企 業 は 毎月 、

労働 者 の給料 の3%を 保 険料 と して納 付 す る。そ して 、各企 業 が納 め る保 険 金 の30%は 「中

華 全 国総 工 会」 が労働 保 険総 基金 として管 理 ・運 営 す る。 その70%は 企 業 の工 会(注:労

働 組合)に よ り年金 保 険 な どの補 助 金 として保 管 され た。 企 業 の工 会 が管 理す る部 分 は毎

月 計算 され 、そ の残 額 は市 ・省 ・そ の上位 レベル の工会 に引 き渡 た され 、企 業 の工会 基 金
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と して保 管 され た。 そ して 、市 ・省 レベル の工会 はそ の基 金 を調 達 し、毎年 計 算す る。 そ

して 、残 額 は 「中華 全 国総 工会 」 に 引 き渡 す。 そ の不足 部 分 は 「中華 全 国 総 工会 」 か ら供

給 す る こ とと され た。 この よ うに 「中華 人民 共 和 国労働 保 険 条例 」 は 、都 市部 にお い て全

国的 に統 一 して徴収 ・支 給す る労働 保 険制 度 で あ った。

(2)工 会 等級 制度 に よ る運 営 ・管理 。

当時 の労働 保 険制 度 の管理 体制 にっ い て は、「中華 全 国総 工会 」が 労働 保 険 の最 高 管理機

関で あ り、当時 の 中国 の労働 保 険 を統 一 的 に管理 した。そ の 「中華 全 国総 コニ会」の下 に は、

省 レベ ル の 工会 が設 置 され 、省 レベ ル の 下位 には市 お よび県 レベ ル の 工会 が設 置 され た。

さ らに 、そ の 下位 に は企 業 の工会 も設 置 され た。 国有企 業 の工会 は労働 者 の代 表 と して存

在 してい た。 中国政 府 は工会 を通 じて 政府 の意識 を職場 に伝 達 し、 労働 者 の福 祉 ・サー ビ

スな どを提供 した。 そ の工会 は労働 者 を誘 導 す るメデ ィア と言 われ た。 つ ま り、 国有 企 業

の工会 は労働 保 険制 度 を実施 す る基 本 の機 関 と して 存在 して い た。 なお 、労働 部 は、 労働

保 険制 度 の 最高 機 関 で あ り、そ の制 度 の規 定 ・実施 ・監督 な どに責任 を も った。

(3)労 働 保 険 制度 の適 用 に限 定性 が あ る。

「中華 人 民共 和 国労働 保 険条例 」 が実施 され た 当初 に規 定 され た 企 業 は、 労働 者100人

以 上 の 国営 ・私 営企 業 お よびそ の付 属 事務 所 、 そ して鉄 道 ・運輸 ・郵便 に 関連 す る企 業で

あ った注8。

1953年 には、そ の適用 範 囲 が拡 大 した。1956年 に 「中華 人 民共 和 国 労働 保 険条例 」に加

入 してい た 労働 者 の数 は1,600万 人 に達 した。都 市部 の 労働 者 は ほ ぼ全員 が加 入 して い た。

ただ し、 そ の労 働保 険 制度 は都 市部 の労働 者 だ け を対象 とす る もの で あ った。 農村 部 は対

象 外 と され た。

(4)給 付 基準 を固定 す る。

労働 保 険 の給 付 は 、計 算基 準 に よって一 義 的 に確 定 され る。 基 本 的 に本 人 の標 準賃 金 で

計 算 され る。 そ れ は勤 務年 数 に連 動 す る。 そ して、 労働 災 害 を受 けた 労働 者 に対す る介 護

につ い て は、そ の必 要 と不必 要 の場 合 で給 付 が 異 な って いた。 また 、職 場 以外 で災 害 を受

けた場 合 、 給付 水 準 は低 くな った。 そ して、 物価 ス ライ ドな どに関 わ らず 、年 金水 準が低

下 した と考 え られ て い る注9

(5)都 市 部 と農村 部 の二元 的制 度 で あった 注10。

中国 には建 国後 、都 市 部 と農村 部 を分離 す る二元 的 な社 会経 済 制度 が存在 してい る。「戸
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籍 制度 」 の採 用 に伴 って都 市 部 と農 村 部 の 間 に不平 等 な現 象 が生 まれ た。農 民 た ちは都 市

部 へ の移 住 す る こ とが原則 的 に禁 止 され 、そ の政 策 は都 市 部 と農 村 部 の格 差 を形成 した。

この 二元 的 な経 済制 度 の採 用 と ともに、社 会 保 障制 度 も二元 化 され た。 これ に よ って 、社

会 的 資源 の 配分 と経 済 発 展 の享 受 の格 差 も現 れ た。 労働 保 険 制度 に よ り、都 市 部 の 労働者

は労働 保 険 の恩 恵 を受 けて いた が 、全 国 民 の人 口の8割 を 占 めてい た農 民 には 、土 地養 老

と家族 養 老 とい う形 で老 後制 度 が保 障 され た。 それ を見 る と、 当時 の 中国 の 労働保 険制 度

は、法 律 的 な平 等 お よび 生存 権 の保 障 な どの本 来 の社会 保 障 制度 の理 念 とは正 反 対 の もの

とな っ た。 そ の労働 保 険 制度 は 当時 の 中国 の政治 的 ・政 策 的 な背 景 か ら生 まれ た もので あ

った注11。

以 上 で理解 で き る よ うに 、 この とき に労働 保 険制 度 の 特徴 が 明確 に され た。 そ の特徴 を

検 討す る と、労 働保 険 制度 にお け る企 業 はす べ て の保 険料 を負 担 した。 そ れ は企 業経 営 に

対 して財 務 的 に大 きな負 担 に なっ た。 ま た、 労働 保 険制 度 の適 用 範 囲 の限 定性 お よび都 市

部 と農 村 部 の二 元 的 な制度 は、 平等 な社会 保 険制 度 を実現 す る とい う方 向 とは相違 して い

る。特 に、 全 国人 口の8割 を 占めて い る農 民 が保 険 の対象 外 され 、 農村 部 は 家庭養 老 と土

地養 老 で対応 した。 そ こに は、社 会 的 不安 定性 が生 じるひ とつ の要 因 が あ る よ うに 思 われ

る。

第2節 都市部の社会保 険制度の沿革

1改 革 以 前 の養 老年 金 保 険制 度 の 沿 革

中国 の年金 制 度 は 、当初 は労働 保 険制度 の 中の一 部 分 で あ った。そ の実 施 は1951年 で あ

った。 当時 の年 金制 度 は、都 市 部 の労働 者 を主 と して カバ ー してい た。 そ の年 金 制 度 は 当

時の 「中華 人民 共 和 国労働 保 険 条例 」 に よ り実施 され た。 企 業 は労働 者 の 賃金 総額 の3%

を労働 保 険 基金 と して納付 し、社 会 保 険事 務 管理 機 関 で管 理 ・運 営 され た 注12。1952年10

月 には 、 中国政 府 の人 事 部 が 「各級 政府 工作 人員 退 休処 理 暫 定弁 法 」 を公布 し、公 務 員 お

よび事 業 単位 の工 作人 員 に対 す る年 金 制度 を規 定 した。 内務 部 は責任 を持 っ て 、公 務 員 と

事 業 単位 の 工作 人員 に対 る保 険 制度 を管理 ・調整 した。

1955年12月 には 「国家機 関工 作人 員退 休 処理 暫 定規 定」 お よび 「国家機 関 工作人 員 退

職 暫 定規 定 」 が公布 され た。1958年2月 に 国務 院 は社会 安 定 の た めに 「国務 院 関与 工人 、
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職 員退 休 処 理 的暫 定規 定 」 を公布 し、 年金 制 度 にお い て定 年 退職 後公 務 員 な どの幹部 と普

通 の 労働者 の保 険待 遇 に格 差 が な くな り、定 年退 職 制度 は統 一 され た 注13。

1958年 に は、企 業労働 者 と公務 員 お よび事 業 単位 の 工作 人 員 に対 す る2つ の年 金 制度 は

政 策 的 に改 善 され 、享受 され る待 遇 の基 準 の 引 き上 げ な どが統 一 的 に規 定 され た。1978年

まで この規 定 は適用 され た。 そ して 、1978年 に 「労働 者 の退休 ・退 職 に 関す る国務 院 の暫

定 規 定」 と 「老 弱 ・病 気 ・障害 を持 っ 幹部 の生活 保 障 に 関す る国務 院 の暫 定規 定 」 に基 づ

いた2つ の 政策 が施 行 され た注14。

以 上 に述 べ た よ うに、1958年 か ら1978年 に至 る まで に企 業 労働 者 と公 務員 お よび事 業

単位 の2つ の年 金制 度 が統一 され る一 方 で、 戸籍 制 度 が導 入 され 、 中国の 人 口は戸籍 に よ

って城 鎮 人 口 と農村 人 口に 区分 され 、都 市 部 と農 村 部 で分 離 され た保 険制度 となっ た。

しか し、 文化 大 革命 が行 われ た ときに は、 定年 退職 後 の年金 給 付 事 業 が停止 され 、保 険

料 が凍 結 され 、それ が流 用 され た ケー ス が多 か った 。 当 時、 年金 納 付 が停 止 され て 定年 に

な った労働 者 は約260万 人 に達 した注15。

以 上 が、新 中国 が建 国 してか ら改革 以前 の養 老年 金保 険制度 で あ る。 当時 は労働 保 険 制

度 が 実施 され てい た。1958年 に企 業 の労働 者 と事業 単位 の工 作人 員 の保 険 の格 差 が 改善 さ

れ た が 、都 市部 と農 村 部 の格 差 は依 然 として 存在 して い た。 そ の格 差 は、社 会 保 険制 度 に

お い て解 決 しな けれ ば な らない最 も重 要 な課 題 で あ った。 政 府 は、 事 業単位 の年 金 受給 の

水 準 を下 げて 、そ の節 約 され た年 金 基 金 を農 村 部 との格 差 の埋 め合 わせ に用 い る こ とがで

きた よ うに思 われ る。

2改 革 以 前 の 医療保 険制度 の沿 革

医療 保 険 制度 は、社 会保 険制度 にお い て、養 老保 険制 度 以外 では極 めて 重要 な一部 であ

る。 それ は、 国民 の健 康 お よび 国家 を安 定 させ るた めに不 可欠 の制度 で あ る。 建 国 して か

らの 中 国で は 、二 元的 な社 会 保 険制 度 が実 施 され て きた。 医療 保 険制 度 も社 会 保 険制 度 の

一 部 と して都 市 部 と農 村 部 に分離 され た
。 また 、都 市部 の医療 保 険制 度 は、公 費 医療 制 度

と労働 保 険 医療 制度 の2つ の制度 で構 成 され て い る。公 費 医療 制 度 は 、公務 員 お よび事 業

単位 の工 作 人員 を対象 とす る 医療 保 険 で あ る。 労働 保 険 医療 制度 は、都 市 部 の労働 者 を対

象 とす る保 険制 度 で あ る。 この2つ の制 度 とも、建 国後 に初 め て実 施 され た。1951年 に 中

国政府 は 「中華 人 民共 和 国 労働保 険条 例」 を公 布 し、都 市 部 の労働 者 を対 象 とす る労働保
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険 医療 制 度 を規 定 した。1952年6.月17日 に、 中国政府 は 「全 国各 級 人民 政府 、党 派 、団

体 及 び所 属 事業 単位 の 国家 工作 人員 に公費 医療 と予 防 を実 行 す る こ とに関 す る指示 」 を公

布 し、 中国 の公 費 医療 制度 が明確 に規 定 され た。 公 費 医療 制度 は政府 の公務 員 お よび事 業

単位 の工 作 人員 な どを主 と して 対象 とす る制 度 で あ った。 そ して、 国 家財 政 か ら公 費 医療

の経費 を支 出 した。

1952年9.月12日 、 中国政 府 は 「関与各 級 政府 工 作 人員 在 患病 期 間待 遇 暫定 弁 法 」お よ

び 「国家 コニ作人 員公 費 医療 予 防 実施 弁 法」 な どの政 策 を規 定 し、都 市部 の公 費 医療 制 度 を

整備 した。

1955年9.月17日 に政府 は 「関 与 国家機 関工 作人 員 子女 医療 問題 」 を公布 し、被 扶養 親

族 の 医療 給 付 につ い て の政策 を確 定 した。 政府 は、 被扶 養親 族 の医療 費 の50%を 負担 し、

そ れ は半 額 医療 制度 と言 われ て い る。1989年8月9日 に中 国政府 は 「公 費 医療 管 理 弁法 」

を公布 ・施行 した。 この政策 は今 日で も実施 され てい る。

そ して 、公 費 医療 制 度 以外 には 、都 市部 の労働 保 険 医療 制度 もあっ た。1951年 に 中国政

府 は 「中華 人民 共 和 国労働 保 険 条例 」 を公 布 し、都 市部 の労働 者 を対象 とす る養 老 年金 制

度 と労働保 険 医療制 度 を創 設 した。 た だ し国有企 業 で働 く労働 者 と集 団企 業 で働 く労働 者

の医療 保 険 の給 付待 遇 には格 差 が あ った。 国有企 業 の 労働者 の被 扶養 親 族 の 医療 費 は企 業

か ら半額 負 担 され て いた。1953年 に労 働保 険 医療 制 度 の適 用 対象 者数 は1,100万 人 で あ っ

たが 、1994年 に は1億3,500万 人 とな り、 医療 費支 出総額 は約440億 元 に達 した。

な お、 県 レベ ル 以 下 の城 鎮 に あ る集 団企 業 お よび 私 営企 業 の 労働 者 、 また 外 資企 業 の 中

国人 労働者 お よび個 人 事 業 の経 営者 な どは、 労働 保 険 医療 制度 が適用 され な か った 注16。

以 上、 改 革以 前 の 医療保 険制 度 につ い て述 べ た。 当時 は労働 医療 制度 と公 費 医療 制度 の

区分 が あ り、 労働者 と政府 機 関の公 務 員 との格 差 が生 じた。 そ して、 制度 管 理 が不 十分 な

た め、家 族 全員 が 一つ の医療 保 険 の保 険証 を使 う状 況 もあ った。 そ の こ とに よっ て、政 府

と企業 で は無駄 な経費 が増加 した。 そ して 、一 部 の労働 者 を対象 外 と した こ とは 、彼 らに

看 病難 の問題 を発 生 させ た。 そ の 対応 として は、 国民 全員 を対象 とす る医療保 険制 度へ の

改 革 が必 要 と考 え られ た。

3改 革 以 前 の失 業保 険制度 の沿 革

1949年 の新 中国 の建 国の とき、工業 が 重視 され 、工業 生産 が発展 した。 当 時、社 会 の安
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定 と新 政 権 の 防衛 の た めに 、都 市部 の雇用 制 度 は都 市部 の戸籍 を持 っ てい る住 民 を対 象 と

した普 遍 就職 で あっ た。 そ の制度 の特 徴 は低 賃金 で あっ たが 、高 い就 職 率 を達 成 した こ と

で ある。 これ は 「鉄 飯 碗 」 と言 われ て い る。 この 「鉄飯 碗 」 は 、安 定 した仕 事 を何 も心 配

す る こ とが な く保証 す る制度 で あ った 。 そ の労働 雇 用制 度 の も とで 、都 市 部 の失 業 者 は ほ

ぼ皆無 で あっ た。 それ に対 して 、 次 の2つ の特徴 が あっ た。

第1に 、政府 は都 市部 の住 民 を各 企 業 に配 置 して、労働 力 を統一 的 に管 理 した。第2に 、

この雇 用 制度 は終身 雇 用 制度 で あ り、「鉄 飯碗 」や 「大 鍋飯 」 とい う中国で は周 知 の 言葉 で

示 され る 中国 固有 の制 度 で あ った。 そ れ は社 会 主義 の分 配 体 制 で あっ た。

た だ し、 この終身 雇 用 制度 には 多 くのデ メ リッ トが あ った。 まず 、企 業 の労 働 力 を過 剰

に配分 した こ とで あ る。 ほ ぼす べ て の企業 の管理 者 は 、 自分 の管 理 してい る企 業 の 労働 力

が過剰 で あ る こ とを認 識 してい た。 また 、そ の 労働 力過 剰 の現象 は一 部 の企 業 で はな く、

ほぼす べ て の企 業 に見 られ た。 さ らに、 そ の安 定 した終 身雇 用制 度 は従 業員 のや る気 を弱

め、生 産 意欲 を低 下 させ た と考 え られ て い る。

そ して、1970年 代後 半 には 、就 職 に 関す る様 々な 問題 が発 生 した。 当時 、政 府 の政 策 で

「上 山下 郷 」(注:田 舎 を支 援 す る)し た青年 た ちは 、大 勢 が都 市部 に戻 っ た。それ と同時

に文革 期 に毛沢 東 の 「五 七指 示 」 に従 って 開校 され た幹 部 学校 「五 七幹 校 」 に入 っ た人 の

子 供 た ち、 ま た刑期 満 了の人 々な どが失 業者 にな った。 その 時 の 中 国の失 業 率 は5%で あ

った。

当時 の 中国 で は、企 業 の過 重 な負 担 や過 剰 な労働 力保 有 な ど雇 用 制度 に 関す る問題 が相

次 い で発 生 した。 それ らの 問題 を解 決 す るた めに、 中国政府 は終 身雇 用 制度 を改 革 しな け

れ ば な らな い と考 えた。 そ こで 終 身雇 用制 度 の代 わ りに 、労働 契 約 制度 が 導入 され 、労働

雇 用制 度 の 改革 が始 ま った注17。

中国 で は、養 老保 険 制 度や 医療 保 険 制度 な どの保 険制 度 と比べ て 、失 業保 険制度 の歴 史

は比較 的 短 い。 それ は、 中国建 国後 の固有 の終身 雇 用制 度 と関係 が あ る。 終身 雇 用制 度 に

よ って失 業者 が ほ とん どい なか っ た。 中国政府 は、1950年5,月19日 に 「失 業 労働 者 の救

済 に関す る暫定 方 法」 を公 布 した。 ただ し、 そ の規 定 は失 業 保 険制 度 の性 質 を もってお ら

ず 、失 業 労働 者 の 救済 を 目的 とす る内容 を含 ん でい た。

以 上 に、中国 の失 業保 険 の概 要 につ いて 述べ た。1978年 の改革 開放 を開始 す るまで 中国

では終 身雇 用制 度 が実 施 され て お り、都 市 部 には ほぼ失 業者 が いな か った。 したが って 、
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失 業保 険 制度 は必 要 で なか った。 都 市 部 の 中だ け を考 え る と、 当時 の保 険 制度 は企 業 の労

働 者 と政府 の公 務員 の 間に格 差 が あ った。 当時 の都 市部 の労働 者 は総 じて 給料 が高 くなか

った が、 しか し失 業 の不 安 は な く、安 心 して 生活 がで き た。

4改 革 以 前 の 工傷(労 災)保 険制 度 の沿 革

中国 の工 傷(労 災)保 険 制度 は1951年 に試 行 され 、そ の後2年 が か りで修 正 され 、1953

年 に 「労働 保 険 条例 」 の一部 と して創 設 され た。 他 の 国 と異 な り、 中国の 労災 保 険制 度 は

その施 行 当初 、独 立的 な保 険制度 で はな く、 企 業 にお け る労働 保 険制 度 や 政府 機 関 と事 業

単位 にお け る公 費 医療 保 険制 度 の 一部 で あ った。 また 、 中国 の労 災保 険制 度 は 、都 市部 の

企 業 に働 く労働 者 お よび彼 らの 家族 だ けを対 象 とす る狭 い対 象範 囲 の保 険 制度 であ った。

労働 部 が公布 した 「労働 保 険条例 実施 細則 」 は 、労 災保 険制度 を規 定 した 初 め ての 法令 で

あ った。そ して、全 国総 工会 が 規 定 した 「労働 保 険管理 規 定 」 と 「労働 保 険 問答 」、衛 生 部

が規 定 した 「職 業表 ・職 業病 の診 断 、管理 規 定 」 な どの 法令 は 、 当時 の労 災保 険制 度 の形

成 に とって 不可 欠 で あ る と考 え られ て い る。

ま た、1963年 に 、国務 院 は労働 者 に対す る職 業病 の給 付 基 準お よび管 理 に 関す る新 たな

法 令 を公布 した。そ して 、1978年 に養 老年 金 保 険制 度 と関連 す る法 規 に よ って 労災保 険制

度 が対 象 とす る範 囲 が拡 大 され た。

1980年 代 以後 は 、改 革 開放 の 進行 に伴 っ て、労働 契 約制 度 が 導入 され た。固有 の国有 企

業 と集 団企 業以 外 に私 営 企業 が生 まれ 、外 資 企 業 も 中国 に進 出 した。 それ らの新 た な企 業

形 態 の発 生 に伴 って 、 国務 院 ・労働 部 は労働 者 に 関連 す る法 令 を相 次 いで 公布 した。 そ の

中 には、 労働 契 約制 度 に加 入 して いた 労働 者 お よび 外 資企 業 に働 く従 業 員 を対 象 とす る労

災保 険制 度 の新 た な法 規 が含 まれ てい た。

そ して 、1994年7月 に、 労働保 険制度 にお け る新 中国最 初 の 「労働 法 」 が公 布 され た。

その 「労働 法 」は 、「国 は社 会保 険 事 業 を発展 させ 、社 会保 障 制度 を確 立 し、社 会保 険基 金

を設 立 し、 労働 者 が老 後 ・疾 病 、 業務 上 の負 傷 、失 業 ・出産 育児 な どの状 況 に あ る時 に援

助 お よび 補償 を得 られ る よ うにす る」 とい う内容 を政府 の 目的 と して提 起 した。 それ は労

災保 険制 度 の方 針 と して 規定 され た。 「労働 法 」 は労 災保 険 制度 を進化 させ た規 定 で あ り、

労 災保 険 制度 の改 革 のた め に必 要 な法 令 で あ った注18。

(1)労 災保 険 制度 の 内容
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① 労 災保 険制度 の対 象範 囲 と適 用 の必 要 条件

職場 お よび 仕 事 に 関連 した 理 由で負 傷 お よび被 害 を受 けた 場合 、、 障害 お よび被 害 の等

級 につ い て認 定 基 準 が あ る。 また 、仕 事 中 の死 亡事 故 な どに関す る認 定基 準 な どが規 定 さ

れ て い る。

② 労 災保 険基金 の調 達 と保 険給 付 の確 定

労 災保 険制 度 の 給付 は、企 業 の 生産 コス トの 一部 と して構成 され 、企 業 はす べ て の責任

を持 っ てい る。 労 災保 険 の保 険料 は企 業 が全 額負 担 す る。 この労 災保 険制度 は 、企 業 の基

金 の調 達 方 法 、調 達地 域 お よび保 険料 を納 付 す る企 業 な どを規定 す る。

③ 障 害 給付

障 害 を受 け た場合 、障 害者 に対応 す る給 付 の種 類 、給 付 の基 準 お よび計算 方 法 の 内容 が

規 定 され て い る。

④ 労 災保 険の 管理 と監督

労 災保 険 を管 理す る政府 機 関 、 労働 者 が負 傷 した 場合 、被 災者 に対 応 す る業 務 を行 う政

府機 関 お よび 仲裁 機 関が規 定 され て い る。 ま た監 督 管理 の事 務 の 内容 が記 載 され て い る注

19。

(2)労 災保 険制度 の実施 原 則

①無 責任 補 償 原則:仕 事 中 に労働 者 が負 傷 した場 合 、そ の事 故 の 責任 者(企 業 で も個 人

で も)を 問 わず 、被 災 者 は労 災保 険制 度 か らの給 付 を享 受 す る こ とが で き る。 そ れ は直接

に企業 が支 払 うで は な く、 労災保 険基 金 を所 管す る社会 保 険機 構 が調 達 し、統 一 的 に給 付

す る。 そ の所 管 の社 会 保 険機 構 は 、労 災保 険 を享 受 す る被 災者 の資格 を認 定 し、 給付 を監

督 管理 す る。 これ に よ って 労災保 険 の公平 性 が示 され た。

② 労災保 険料 の納 付 原則:労 災保 険 の保 険料 は企 業 が全 額負 担 し、 労働 者 個 人 に は労 災

保 険 の保 険料 の負担 を求 め ない。

③職 場 で の災 害 と職 場 以外 の 災 害 を 区別 す る原 則:仕 事 中に負 傷 お よび被 害 を受 け た場

合 と、仕 事 以外 の環 境 で負 傷 お よび被 害 を受 けた場 合 とで給付 の待遇 を 区別 す る。

④事 故発 生 に関す る3つ の原則:事 故 前 の予 防 、事 故発 生 後 の補償 、回復 後 の職 場 復 帰

に関す る3つ の原則 が規 定 され て い る注20。

以 上 、労 災保 険制 度 の概 要 にっ い て述 べ た。 当時 の労 災保 険制 度 の適 用 範 囲 は、 ま だ農

村 部 が対 象外 と され た。 した が って 、 出稼 ぎ な どの労働 者 に とって は、安 心 して仕 事 に従
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事 で き なか っ た。 一旦 業務 災 害 が発 生 した ら、 経済 的 に大 き な負 担 とな り、 円満 な生活 が

で きない 。 っ ま り、 出稼 ぎ者 を対象 に加 える労 災保 険 制度 の改革 が必 要 と考 え られ る。

5改 革 以 前 の生 育保 険制度 の沿 革

生 育保 険 制度 は、女 性 労働 者 の権 利 を守 り、妊 娠 中 ・出産 前 ・出産後 に適 当な有 給休 暇

を取得 し、 女性 労働 者 の権 利 を守 るた めに給 与水 準 な どを法律 で保 障 した社 会 保 険制 度 で

あ る。 新 中国 の建 国後 、 女性 の 地位 が 向 上 し、 女性 の権利 を守 るた めに新 た な法 令 が相 次

いで公 布 され た。 女性 に とって 、 生育保 険制 度 は最 も重 要 な 制度 で あ る と考 え られ る。

中国 の生 育保 険制 度 は、ほ かの保 険 制度 と同様 に、1951年 の 「中華 人 民共 和 国労働 保 険

条 例 」の一 部 と して規 定 され た。そ して、1955年 に政務 院 が 「関与 女 工作 人員 生産 休 暇 の

規 定 」 を公布 した。 そ れ は 、政府 機 関お よび 事 業単位 に働 く女性 工 作人 員 を対 象 とす る生

育保 険制 度 で あ る。1970年 代後 半 の 「一 人 子政 策 」 の実施 に伴 って 、産後 の有 給休 暇 が導

入 され 、 一 人子 の保 健 費 用制 度 も導入 され た注21。

当時 の生 育保 険制 度 は、 国有企 業 に働 く女性 労働 者 を対 象 とす る企 業 生 育保 険制 度 と、

政府 機 関お よび 事 業単位 に働 く女性 公 務員 と女性 職 員 を対 象 とす る生育 保 険制 度 の2つ の

制 度 に 区別 され た。 そ して 、1956年 に 「女 工保護 条 例 」が公 布 され 、1988年 には 「女性 労

働保 護 規 定 」 が公布 され た。 この2つ の規 定 は、生 育制 度 の 中で最 も重要 な法 規 で あ る。

以 下 で は、生 育保 険 制 度 の給付 内容 につ い て紹 介 す る。

(1)妊 娠 中の検査 費 用 お よび 出産 費 用 な どの 医療 費 は減免 され る。

(2)妊 娠 中 ・出産後 に応 じた 有給 休 暇 を享 受す る。

(3)賃 金待 遇 を享受 す る。

(4)出 産 時 に補助 金 を受給 す る。

(5)育 児補 助 金 を受 給 す る。

(6)給 付 基準 は、妊 娠 中 ・出産 中 ・治療 中な どの各 時期 に よって 異 な って い る。

中国 で は建 国 して か ら、女 性 の 地位 向 上 とと もに、女 性 の権 利 を守 る政 策 が相 次 い で規

定 され た。 そ の 中の重 要 な法 令 は 「憲 法」、 「婦人 権 益保 護 法 」、 「母 子保 健 法」(1994年10

月27日 公布)な どで あっ た。生 育保 険 制度 は、これ らの諸法 規 に よって創 設 ・整備 され た

注22。

以 上、 改 革以 前 の生 育保 険制度 につ い て紹 介 した。 そ の生 育保 険 制度 に も、企 業 の 労働
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者 と政 府 の公 務 員 お よび 事業 単位 の工 作人 員 との 区分 が あ った。 そ こで は、農 村 部 の女性

が対象 とされ てい な か った。 農村 部 で 育児 に あた る女性 は、 生育保 険 の対 象外 であ った の

で、 そ の医療 費 は家族 に とって 大 き な負担 にな った 。 そ の こ とか ら、女 性 の権 利 を保護 す

るた め に は、そ の 不公 平 な制 度 を改革 す る必 要 が あ る と指 摘 し うる。
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第6章 中国の社会保険制度の改革

第1節 都 市部 の社 会 保 険制 度 の 改革

1978年 に改革 開放 が 開始 し、計 画経 済 か ら市 場経 済へ の転 換 が進 んだ。それ に伴 っ て国

有 企業 の負 担 を軽減 す るた め に、都 市 部 にお け る企 業 の 労働 者 を対象 とす る労働保 険制 度

が社会 保 険 制度 に転 換 す るこ ととな った。

1養 老 年 金保 険制度 の改革

1978年 の経 済 改革 と ともに保 険制 度 の 改革 も始 ま った。そ の 中で 最初 に養 老 年 金保 険 制

度 の 改革 が進 め られ た。1978年5,月24日 に、国務 院 が養 老 年 金保 険 制度 にお け る法律 「関

干 工人 退休 、退 職 的暫 行 弁法 」 を公 布 した。 同年6月2日 に公務 員 にお け る 「関干 安置 老

弱 病残 幹 部 的暫 行 弁法 」を公 布 し、文化 大革 命 期 間 に停止 され た年 金保 険制 度 を改 革 した。

そ れ 以後 、 国有 企 業 の労働 者 お よび非 国有 企 業 の労働 者 を含 む企 業養 老 年金 保 険制 度 が 改

革 ・転換 され た。そ して、1997年7.月16日 に、 「国務 院 関干 建 立統 一 的企 業職 工基 本養 老

保 険制 度 的決 定 」 が公 布 され 、 そ の法 令 に よ り、 国有企 業 と私営 企 業 を問 わず 、企 業労働

者 の全 員 を対象 とす る社 会基 本年 金 保 険制 度 が創 設 され た。

1978年 の改 革 開放 以 前 の労働 保 険 制度 で は、企 業 が保 険 料 の全 額 を負 担 した。 それ は、

企 業経 営 に とって 大 き な コス トに な った と考 え られ て い る。 国有 企 業 の経 済 的 な負 担 を軽

減 す る た めに 、労働 保 険 制度 は社 会 保 険制 度 に改革 され る必 要 が あっ た。そ こで、1982年

に 中国政府 は 、先ず 一 部 の地 域 の 県 レベル で保 険料 金 を統 一 して徴収 し、社 会 保 険 制度 を

試 行す る こ とに した。 江蘇 省 泰州 市や 広東 省 東 莞市 な どの都 市 が代表 と して先 駆 けて試行

し、そ の後 の1984年 に労働 部 が 全 国 に改革 を広 め た。つ ま り、企 業 にお け る労働 保 険制 度

か ら社 会保 険制 度 へ改 革 が全 国 展 開 して い った 注1。

中国 の改 革 開放 前 は、 計画 経 済 と言 われ 、 す べ ての企 業 経 営 にお け る生産 管 理 と商 品販

売 は と も国 家 が統 一管 理 し、調整 した。た だ し、そ の計 画経 済 は 市場 の変 化 に追 いつ けず 、

改 革 の時 期 は迫 って いた。 当時 の 労働 保 険 の保 険料 は 国有 企 業 が全額 負 担 してお り、そ の

ほか の福祉 政策 な ど と ともに企 業 に大 きな コス ト負 担 を強い て お り、企 業 経 営 の存続 を危

うくした。 それ に対 応 す るた めに 、保 険制 度 につい て の改 革 が必 要 に な った。

(1)養 老年 金保 険制 度 改革 の背景
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①経 済 的 背景

a.国 有企 業 の経 営不 振

1949年 の新 中国 の建 国 以来 、都 市 部 と農 村 部 を分 離す る二元 的な経 済 制度 が形成 され 、

工業 を重 視 す る 中国政 府 は1950年 代 初期 か ら1970年 代 末期 にか けて ほ ぼす べ て の国有 企

業 におい て 計画 経 済 が導入 され た。 計 画経 済 は 、 当時 の 国有企 業 の最 も重 要 な企 業形 態 で

あ った。国有 企 業 に おい て 国家 は統 一 的 に管 理 し、工 業化 の発 展 を促進 した。しか し、1978

年 に中 国 は改革 開放 を 開始 し、 計画 経 済 か ら市場 経 済 に変 化 し、経 営合 理性 を備 えた非 国

有 企業 が急 速 に発展 した。 市 場経 済 の転換 に伴 っ て国有 企 業 の経 営 不振 の 状況 が現れ 、 非

国有企 業 と比較 して競 争 力 が低 下 した 。 国有 企 業 の改 革 のた めに は、様 々な 問題 の解 決 が

必 要 で あ る と認 識 され て い た。

国有 企 業 は 中国 の経 済構 造 の重 要 な一部 と して存 在 してい た。 そ れ らの経 営不 振 の影 響

で 中国 の経 済全 体 にお い て深 刻 な 問題 が現 れ た。 当時 の政 府 の財 政 収入 の多 くは、 国有 企

業 か ら徴 収 され た。 国有企 業 が 赤字 にな る と、政 府 の財 政 収入 も少 な くな る こ とも認 識 さ

れ た が、 逆 に 国家 の財 政 収入 か ら国有 企業 に対す る補助 金 の供 与 が 急 速 に増加 した。 それ

に関す る政府 の財政 赤 字 増大 の 現象 が 深刻 にな った 。1987年 以後 、中国 の財政 赤 字 の現 象

は普遍 的 とな り、その 赤字 は当 時の 毎年 のGDPの ほぼ10%に な った。そ の赤 字 の大 きな部

分 は 国有 企 業 の赤 字 で あっ た。

b.国 有企 業 にお け る養 老年 金保 険制度 の改 革

国有 企 業 の経 営 不振 の原 因は 、 労働者 の保 険料 の全額 負 担 以外 には 、労働 者 に対応 す る

福祉 政 策 で あ った。 当時 、 労働者 は非 常 に低 賃 金 で あっ た が、 そ の生活 維 持 に とって福 祉

の部分 が大 き な部 分 を 占め てい た と考 え られ て い る。具 体 的 に言 えば 、国 有企 業 で働 く労

働者 に対 す る年 金 ・医療 費 ・交 通費 ・教 育費 ・住 宅 費 ・福 祉 施設 な どの福祉 関連 費 用 はす

べ て企 業 が負 担 して いた。この こ とは 国有企 業 の 大 き な負 担 にな った。労働 者 か ら見 る と、

企 業 は家 族 の よ うな組 織集 団 と して存 在 して い た。 企業 か ら提 供 され る労働 保 険や 福 祉 サ

ー ビス は 当然 の こ と と考 え られ て いた 。 た だ し、 この 中国 に特有 な労働 保 険制 度 とそれ に

関連す る社 会福 祉 サー ビス は、企 業 に とって 大 きな負 担 に な った が、 労働 者 の 生活 を安 定

させ る作 業 環境 を提 供 した。 これ は 当時 の社 会 的安 定 に 大 き く貢 献 した注2。

改革 開放 以前 の 計画 経 済 では 、国有企 業 の計 画生 産 お よび販 売 を政府 が支 配 ・管 理 した。

企 業 の管 理者 に は企 業 方針 も しくは経 営政 策 ・経営 戦 略 を決 定す る権利 がな か った 。当時 、
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国有企 業 の 労働 者 は過 剰 で あ った。 そ して 、人 事管 理 が厳 し くなか った ので 、仕 事 を真 面

目に しな くて も給料 を も らえ る と労働 者 た ちは 当た り前 の よ うに考 えた。 労働 者 のや る気

がな くな り、早 退 あ るい は欠 勤 が 当た り前 の場合 も あっ た。 こ うい っ た環境 にお い て は、

国有企 業 の 生産 性 を高 め るこ とが で きず 、経 営 管理 にお いて 多数 の 問題 が 山積 して いた。

また 国有 企 業 の収入 の大 部分 は政 府 に徴収 され た が、政 府 の徴 収 前 に 労働 者 の の保 険料 と

福祉 サー ビス費 用 は控 除 され た。

しか し、1978年 に大 き な転換 点 が あ った。生 産 と販 売 が 国家 に統 一 管理 され た計 画経 済

か ら企 業 が 自主 的 に管 理 す る市場 経 済 に転 換 す る改 革 開放 が 実施 され た。 それ に伴 って 中

国の経 済 、 そ して財 政 の主要 部 分 を担 ってい た 国有 企業 は、 国家 の 統一 管 理 か ら自主管 理

に転換 す る こ とが で きた。 企 業財 政 も独 立 した。 そ れ と同時 に 、国 有企 業 に は 自己 責任 が

発 生 した。 た だ し、私 営企 業 と外 資企 業 な どの非 国有企 業 と比較 して 国有企 業 は、 労働者

の保 険料 の 全額 負担 や 労働 者 に対す る過重 な福 祉 サ ー ビスな どのた め に経 営負 担 が重 か っ

た。 そ のた め に市場 経 済 にお け る国有 企業 の競争 力 は弱 か った。

国有 企 業 にお け る労働 者 の定年 退 職 後 の年金 支 給 、 労働 者 の 医療 費や 住 宅費 な どの費 用

は企業 の福 祉 基 金 か ら提供 され た。 そ の費 用 の 中で 定年 退職 労働 者 の養 老年 金 の給付 費 用

が一番 多 か っ た。そ れ を詳 述す れ ば、1997年 の国有 企 業 の養 老年 金 費 用 は 当時 の在職 者 に

対 す る福祉 費用 の約 半 分 で あ った。 この養 老 年金 は企業 の支 出費 用 の 中の相 当大 きな部 分

を 占め てい た。 国 有企 業 の経 営 状況 を見 る と、 多数 の企 業 で は労働 者 の退職 後 の年 金 支 出

が高 ま り、経 済 負担 が重 くな り、収 支 は赤 字 にな って い た。

以 上、 多数 の国 有企 業 で は定年 退 職者 が増加 して く る と ともに、養 老 年金 の支 出 も増 え

てい た。 そ れ と同時 に在職 中 の労働 者 に対 す る医療 費 ・住 宅 費 ・サ ー ビス費 な どの福 祉 費

用 の支 出 も大 きか っ た。 それ らの費 用 増大 が 、 国有 企業 の経 営不 振 お よび倒 産 にま で至 っ

た原 因 で あっ た と考 え られ てい る。

国有 企 業 の 問題 を解 決 す るた め に、1978年 に改革 開放 が始 ま った。 それ 以 来 、外 資企 業

が 中国 に進 出 した。 そ れ と同時 に私 営 企業 も増加 して い った。 そ れ らの企 業経 営 は順 調 で

あ り、そ れ に伴 って市 場 経済 の競 争 も激 し くな った 。 国有 企 業 は市場 経 済 にお け る競 争 力

が弱 く、経 営赤 字 に な った。 保 険福 祉 の過 重 な負 担 は 、前 述 の よ うに 国有企 業 の弱 い競 争

力 の要 因の 一部 をなす と考 え られ てい る。 国有企 業 の負 担 を軽 減 す るた めに 、労働 保 険 制

度 を社 会保 険制 度 に転 換 ・改 革 しな けれ ば な らない と考 え られ てい た。
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以 上、当時 の 国有企 業 が 直面 した 問題 は相 当に大 きか った。そ の問題 を解 決 す るた め に、

当時 の労働 保 険 制度 、特 に その 中の養 老年 金保 険制 度 の改 革 が不 可欠 にな っ た と広 く認識

され た。 当時 、国 有企 業 の経 済 改革 が 進行 中で あ った。 市 場 競争 が激 しくな っ た環境 に対

応 す る た めに 国有企 業 の管理 者 た ち は努力 した。 そ の 中 で コス ト削減 のた め に注 目され た

具 体 的 な手段 が、既 述 の よ うに労働 保 険制 度 を社 会保 険制 度 に転 換 す る こ とで あ った。

②制 度 的 背景

労働 保 険 制度 の 一部 と して の養 老年 金保 険 制度 には様 々な 問題 が あ った が 、そ れ らの問

題 を解 決 す るた めに 、経 済改 革 の 開始 と同時 に養 老 年金 保 険 制度 の 改革 を進 め る必 要が あ

った。 以 下 で は、 労働 保 険制 度 の欠 陥 につ い て説 明す る注3。

第1に 、 従来 の 労働 保 険制 度 は都 市 部 の 国有企 業 の 労働者 を対 象 と した保 険制度 で あっ

た。 そ の対 象 とな る範 囲が狭 か っ た。 経済 改 革 の発 展 に伴 い 、外 資企 業 は 中国 に進 出 し、

そ れ と同時 に私 営企 業 ・郷 鎮 企 業 も増 えて きた。 国有企 業 の改革 と併せ て生産 性 の向上 が

意 図 され た。 そ れ に伴 って一 部 の 労働 者 は失 業 し、外 資企 業 や私 営 企 業 な どに就 職 した。

しか し、 当時 の保 険制 度 の改 革 は経 済 改革 のス ピー ドよ り遅 か った。 依 然 と して国有 企 業

の労働 者 を対象 と した労働 保 険制 度 が継 続 して いた 。 それ は、私 営企 業 あ るい は外 資企 業

へ の転 職 を躊 躇 させ る こ とに な る。 国有企 業 か ら外 資企 業 お よび 私 営企 業 に転 職す る と、

従 来 ま で労働 者 が享 受 して きた養 老年 金保 険 が な くな り、そ の利 益 を守 る こ とがで き なか

った。 この こ とを考慮 す れ ば、 労働 保 険制 度 の 中 の特 に養 老年 金 保 険制 度 は労働 力 の 自由

移 動 を 阻害 す る こ とに なっ た と考 え られ る。

第2に 、 国有 企 業 が労働 保 険料 の全 額 を負 担す る こ とは企 業経 営 に対 して過 重 な負 担 と

な る。 社 会保 険 制度 の役割 の1つ は リス ク分 散 で あ る。 しか し、労働 保 険 制度 の リス クは

す べ て企 業 が負 担す る。 そ の過 重 な負 担 に よ って、 一 部 の 国有企 業 で は年 金 不払 い や年 金

減 額 な どの 状況 が発 生 した。 ま た 、そ の 労働保 険 の過重 な負 担 のた め に倒 産 した国有 企 業

も あっ た。 これ は労働 保 険制 度 の1つ の 弊害 とみ な され る。

第3に 、 改革 前 の労 働保 険制度 の保 険料 は国有 企 業 が全 額負 担 した。 そ して 、年 金 給 付

も国有 企 業 と国家 が共 同で負 担 した。 労働 者 個 人 は労働 保 険 の保 険 料 を負 担 して いな か っ

た。 そ の全 責任 を国家 と国有 企 業 が持 つ よ うにな った。 その年 金 調 達方 式 と年 金 給付 方 式

は国家 お よび 国有企 業 に とって経 済的 に過 重 な負 担 で あ った。 年 金 の資 金調 達 が困難 にな

り、労働 者 の年 金 受給 お よび老 後 生活 レベ ル の 向上 に対す る保 障 がで き なか っ た。っ ま り、
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労働 保 険 制度 は 中国 の市 場経 済 の発 展 に対 応 で き なか っ た。 労働 保 険制 度 の改 革 は必 至 で

あ った注4。 以上 、年 金 改革 の 制度 的背 景 を紹介 した。国 有企 業 の保 険 料全 額負 担 の軽減 が

本 質 的 な改 革 の課題 で あっ た。加 えて 、企 業 の福 祉 施設 の無 料利 用 を有料 化す る な どの改

革 も必 要 と考 え られ た。

第4に 、 国有 企 業 の経 営 に対 してデ メ リッ トが あ った と考 え られ る。 計 画経 済 に お け る

労働 者 は、 国有 企 業 を通 じて年金 ・医療 ・福祉 な どを享 受 して いた。 当時 の 国有企 業 はす

べ て の労働 保 険 料 を負 担 し、資金 調 達 お よび 年金 給 付 に責任 を持 って いた。 資 本 主義 国家

にお け る経 済 的利 益 を最優 先 とす る企 業 と異 な り、 中国 の国 有企 業 は利 益 を重 視す る と同

時 に、社 会 的安 定 の た めに社 会 貢 献す る責 任 も持 っ てい た。 計 画経 済 か ら市場 経 済 に転 換

す るに伴 って 、非 国有 企 業 に対 す る国有企 業 の 弱い 競争 力 が 顕在 化 した。

国家 財 政 の弱 体化 に伴 っ て、 国有 企 業 は 国家 か らの経 済的 支援 が 少 な くな り、企 業 の存

在 を保 証 で き なか っ た。 そ の国 有企 業 の経 済 不振 に よ り、労働 保 険制 度 の 中の年金 保 険 制

度 の経 済 的保 証 もで き な くな った。 また市 場 経 済 の展 開 に よ り、労働 力 の効 率 的 な配分 が

可 能 に な り、労 働 力市 場 が形 成 され 、 労働 力 が 自由 に移 動 で き る よ うに なっ た。 さ らに 当

時、公 務 員 を対 象 と した養 老 年金 保 険 制度 と労働 者 を対 象 と した養 老 年金 保 険制 度 の格 差

が あ り、市 場経 済 の発 展 にお い て 国有 企業 のデ メ リ ッ トとなっ た。 そ こで養 老 年金 保 険 制

度 の 改革 が 必要 にな った 。

他方 、 国家 財 政 に お け る 問題 もあ っ た。 計 画 経 済 か ら市 場 経 済 に 改革 が 進 む につ れ て、

多 数 の 国有企 業 は赤字 とな り、倒 産 の状況 にな った 。 国家 の財 政 収入 の重 要 な一 部 と して

の国有 企 業 が赤 字 に な る こ とは、 国家財 政 の 巨大 な損失 で あっ た。 この観 点 か らも養 老年

金保 険制 度 の改 革 が不 可避 で あっ た と考 え られ る。

③社 会 的 背景

a.二 元 的 な養 老年 金 保 険制 度

計画 経 済期 に は、労働 保 険制度 の 中の養 老 年金 保 険制 度 は、都 市部 の労働 者 を対象 と し

た保 険制 度 で あ った。 全 国民 を対象 と した保 険制 度 で は なか っ た。都 市 部 の 労働者 を対 象

と した労働 保 険 制度 が あっ たが 、農 村 部 に は家庭 養 老 を主 体 と して い た。 す な わ ち、建 国

後 、 二元 的 な経 済構 造 が 形成 され 、 また社 会保 険制 度 も二元化 され た。 そ の二 元 的 な制 度

は都 市部 と農 村 部 を分 離 し、社会 的 な不公 平 を象 徴 して いた 注5。

1955年 に 戸籍 制度 が導入 され 、中 国国 民 は戸 籍 に よ り都 市 部 人 口 と農 村 部 人 口に分離 さ
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れ る こ とにな った。 当時 、政 府 は 工業 発展 を重視 し、農 村 人 口が都 市部 に移動 す る こ とが

制 限 され た。 そ の 目的 で 戸籍 制度 が制 定 され た。 そ の戸 籍 制度 の も とで 中国 は都 市部 と農

村 部 が分 離 され 、 二元 的 な社 会 に な った。 政府 は、 工業 を発 展 させ るた めに経 済 政策 を相

次 い て公布 し、社会 の二 元化 が さ らに推進 され た。 二 元 的 な社会 を代 表す る政 策 は戸籍 制

度 以外 に は、食 糧供 給 政策 ・生 産 資料 供 給政 策 ・保 険制 度 な どが あ った。 それ らの 制度 の

影 響 で、都 市部 と農 村 部 の 問 には経 済 お よび 保 障 な どの各 方 面 で格 差 が拡 大 した。(図 表5

-1参 照)
。

都 市部 と農 村 部 の格 差 は従 来 か ら存 在 して い た。 改革 前 には 、都 市部 と農 村 部 の所 得 の

格 差 は3倍 以上 と言 われ た。1978年 の改 革 以来 、そ の所 得格 差 が 縮小 して き た。特 に 、改

革 初期 に は、そ の格 差 が 最小 にな った 。 しか し、改 革 の進 展 に伴 い 、都 市 部 と農村 部 の収

入 の格 差 は再び 拡 大 した。

陳紅 『年金 保 険 制度 の改革 』 に よって 、都 市部 と農 村 部 の所 得 お よび消 費 の レベ ル を見

る と、1996年 に農 村 部 の住 民1人 当た りの純所 得 は1,926.1元 、都 市 部 の住 民 の1人 当た

りの収 入 は4,377元 で あっ た。 それ は農村 部 の住 民 の収 入 の2.27倍 にあ た った。 そ して、

1996年 の農 村住 民 の 消費 レベル は1,756元 、都 市 部住 民 の 消費 レベ ル は5,620元 で あっ た。

そ れ は農 村住 民 の3.2倍 で あ った。 また 、国民 の貯 金 に つい て は 、1996年 の農 村 部 住 民 の

1人 当た り貯 金 が887.4元 で あっ たが 、都 市 部住 民 の貯 金 は8,581.5元 とな り、農 村 部住

民 の貯 金 レベ ル の9.47倍 で あ った。2001年 には都 市 部住 民 の収 入 と農 村 部住 民 の収入 の

格 差 は大 体3倍 で あった。

図表5-1は 、 中国 の国家 統 計 局 が作成 した1978年 か ら2005年 まで の都 市 部 と農村 部

の所得 が示 され て い る。 それ に よれ ば、都 市 部 と農 村部 の所得 格 差 は長 期 的 に拡 大傾 向が

あ る。この格 差 拡 大 は、都 市部 と農 村 部 の所 得成 長 率 の相 違 に起 因 して い る とみ な され る。

都 市部 も農 村 部 も所 得 は増 加 して い るが 、そ の成 長 率 が相 違 してい る。 農村 部 にお け る産

業 振興 施 策 な どに よって 、農 村 部 の経 済成 長 の促 進 が望 まれ る。 そ の こ とが格 差 是 正 に役

立 つ とす れ ば 、それ は 中国 の社会 安 定 に寄与 す るこ とに な る と思 われ る。

ま た 、 当時 の保 険料 の支払 い に つい て 、 国有企 業 は 労働者 の保 険料 の全 額 を負担 し、 国

家 は 中 国人 口の8割 を 占め る農村 人 口の保 険 料 を補 助 した。 国家 が負 担 した農 村 部 の保 険

料 金額 は全 国 の保 険料 総額 のわず か11%を 占め るにす ぎない。それ と比較 して全 国人 口の

2割 を 占め る都 市 部 の住 民 が保 険料 総 額 の89%を 占め る。 当時 の保 険 料 の支 払金 額 を見 る
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と、都 市 部 と農 村部 の格 差 が非 常 に大 きか った。 約30倍 の格 差 と見 られ た注6。

改革 開放 前 に、中国の都 市部 で は ほぼす べ て の住 民 が就 職 で き 、企 業 の福祉 を享 受 した。

しか し、 給料 水 準 は低 か っ た。 それ は 「2高1低 」政 策 と言 わ れ た。 そ して 、 当時 の 労働

保 険制 度 は労働 者 を対 象 と した保 険制 度 で あ った。 それ と ともに、都 市 部 の公 務員 お よび

事 業 単位 の職 員 を対象 と した保 険制 度 もあ った。 国民 の身 分 に よ り、保 険 の給 付 基 準が 異

なっ てい た。 労 働者 よ り公 務 員 お よび 事業 単位 の職 員 の保 険金 の受 け取 り額 が高 い とい う

格 差 が存在 してい た。 また 、 当時 、 国有企 業 以外 に非 国有 企 業 も存在 して い た。 国有 企 業

の労働 者 に給付 した保 険金 額 は高 か った が、 非 国有 企業 の労働 者 は 労働 保 険 制度 の対象 範

囲 に含 まれ て い なか った。 社 会福 祉 にお け る受益 ・便益 も少 な か った。 以 上 に述 べ た よ う

に、保 険 制度 の格 差 は都 市部 と農 村 部 の 間だ けで な く、都 市 部 の内部 に も不公 平 な格 差 が

あ った。

図表5-1都 市部 と農村部の所得格差

以上か ら理解できるように、都市部 と農村部を分離す る二元的な年金保険制度の受給格

差および国有企業と非国有企業の保険制度の受給格差は社会矛盾の要因になった。当時、
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都 市部 に関 して は労働 保 険制 度 の 中に年金 保 険 制度 が あ った が 、農 村部 に関 して は依 然 と

して家 庭養 老 で あっ た。 そ して 、都 市 部 の年 金保 険 制度 にお い ては 、 国有企 業 の労働 者 を

対 象 とす る制度 と非 国有 企業 の労働 者 を対 象 とす る制度 、お よび政府 の公 務員 を対象 とす

る制度 が異 な り、 大 き な制度 間格 差 が あった。 それ は社 会 の 不安 定 の要 因 とな って いた。

そ こで社 会 を安 定 させ るた め に年 金 保 険制 度 の 改革 が必 要 とされ た。

b.高 齢者 の増加

新 中 国が建 設 され てか ら、 国民 の生 活水 準 が 向上 し、 医療 技術 も進 歩 した。 そ の影 響 で

死 亡 率 が減 少 した。自然 災 害 で死 亡 した 人 を除 い て、建 国 か ら1960年 代後 半 にか けて 自然

死 亡 の死 亡 率 は急速 に減 少 した。平均 寿命 は20年 伸 び た。寿 命 が長 くな り、そ の一 方 で 出

産 率 は低 下 した。特 に1970年 代 後 半 か らの 「一 人 っ子 政策 」が実 施 され て か ら、中国 の人

口は急 減 した注7。死 亡率 の減 少 と出産 率 の急 減 に伴 い、中 国の人 口の構 造 は大 き く変化 し、

高 齢者 が増加 して きた。 中国 は先 進 国 と同 じよ うに、 あ るい はそ れ 以上 に人 口の高齢 化 が

進 行 中 で あ る。

中国 の人 口構 造 は 「一 人 っ子 政策 」 以来 、 次 第 に高齢 化 が進 んで き た。2000年 の 「第5

回全 国人 口統計 調査 」 に よれ ば、10年 前 と比 較 して0-14歳 人 口の比 率 は4.8%下 落 し、

65歳 以 上 の 高齢 者人 口の比率 は1.39%上 昇 し、6.96%に 達 した。将 来 を予 想 すれ ば、2040

年 には27%に 達 す る と見 込 まれ る。先進 国の 高齢者 の増 加す る速 度 と比較 して 、中国 の高

齢 者 の増加 す る速度 が非 常 に早 い とみ な され る。

「国連 統 計デ ー タ」 に よれ ば 、2000年 に世界 の60歳 以 上 の 高齢者 の人 口数 は6億 人 で

あ った。そ の 中で 中国 の高 齢者 人 口は1.3億 人 で あっ た。全 世 界高 齢者 の約22%を 中国 が

占めた。そ れ が2025年 には 、世 界 の60歳 以上 高齢 者 人 口は11.7億 人 にな り、そ の 中の 中

国の 高齢者 は2.8億 人 にな る と考 え られ てい る。 これ は 、世 界 の高齢 者 の 中で 中国 の高齢

者 が約24%に 達 す る こ とを意 味 す る。人 口の多数 を 占め る高 齢者 に対す る養 老 年 金 保 険制

度 は 、 中国 の経 済発 展 と社 会 安 定 に とって欠 かせ ない。

しか し、 高齢 者 の増加 に対 応す る養 老年 金保 険制 度 は未 成熟 で あ り、年金 給 付 な どが満

足 に受 け られ ない 実例 も多 い(図 表5-2参 照)注8。

図表5-2中 国高 齢 化 の推移 段 階(2001-2100年)

期 間 段階別 高齢人 口の年平 予測高齢人 口 高 齢 化 水
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均増加 総数 準

2001-2020年 高速進行段階 596万 2.48億 17.17%

2021-2050年 加速進行段階 620万 >4億 >30%

2050-2100年 安定的超高齢

化段階

4.37億 駕31%

(出 所)2006年2月23日 、 「全 国老 齢 工作 委 員 会事 務 室」 が発 表 した報 告。

(出典)袖 井孝 子 ・陳立行 編 、『転 換 期 中国 にお け る社会 保 障 と社 会福 祉 』、156頁 。

c.定 年 退職 者 お よび 年金 費 用 の急 速 な増 加

中国 の高齢 者 人 口の急 速 な増加 に伴 い 、年 金 ・医療 ・福祉 な どの 給付 も増加 し、財 政 上

の負担 も急増 した。 定 年 退職 者 は1978年 の314万 人 か ら2001年 の4,017.7万 人 に増加 し

た。年 金 給付 は1978年 の17.3億 元 か ら2001年 の3,072億 元 に達 した。その 大 幅 に増加 し

た年金 費 用 は企 業 お よび 国家 に とっ て大 きな財 政負 担 に な った。

高齢 者 の急 増 に伴 って 定年 退職 者 も急増 した。1978年 に30人 在 職者 の 中の1人 が 定年

退職 者 で あっ たが 、2010年 前後 には4人 に1人 が 定年 退職 者 にな っ た。予想 に よれ ば、2030

年 には在職 者 数 の約 半 分 近 い割合 が定 年退 職者 に な る。 その よ うに考 え る と、年金 給 付 が

不 可能 にな っ た り、倒 産 した りす る企 業 が増 えて くる と考 え られ る注g。

この よ うに発 展途 上 国 で あ る 中国 では 、人 口の高齢 化 が急速 に進行 して い る。 高齢 者 人

口の増 加 に伴 い、 定年 退職 者 も増 加 して きた。 年 金 給付 の総額 も上昇 の一 途 で あ る。 そ の

結 果 、 国有企 業 お よび 国家 の経 済 的 な負担 が 重 くな った。 そ れ に よっ て何 度 も述 べ てい る

が、社 会保 険制 度 の改 革 が必 要 と考 え られ て い る。 改革 開放 前 の企 業 が全額 負 担 す る年 金

制 度 で は な く、企 業 と労働 者 個 人 の共 同 で負 担す る年金 制 度 が必 要 に な る と考 え られ る。

簡 潔 な言 い 方 をすれ ば、 これ か らの高 齢化 社 会 に対応 す るた め に、 中国で は年 金保 険制 度

の改革 が不 可避 で あ る。

(2)年 金 統一 管理 に対 す る試行(1984-1991年)

中国 の改 革 開放 前 に は、主 と して 国有企 業 の 労働 者 を対 象 と した 労働 保 険制 度 が存 在 し

てい た。 そ の 中 に養 老 年金 保 険制 度 が含 まれ てい た。 ま た、 公務 員 お よび 事業 単位 の職 員

を対象 と した年 金保 険 制 度 は別 に存 在 してお り、そ の制 度 間 に も格 差 が あ った。1978年 の

経 済 改革 に伴 って保 険 制度 の改 革 も進 め られ た。

この こ とは 、下 の 図表5-3に 要 約 され て い る。 それ ぞ れ の退 職者 の種別 に よっ て制 度
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構 造 が相 違 した。 特 に幹 部職 員 の退 職 の場 合 、 そ の財 源 は全額 が国 家負 担 で あ り、人 事 部

が管理 して い る。 ほ か の年 金 受 給者 に比べ て 特権 的 な待 遇 で あ る こ とは明 白で あ る。

図表5-3「 改 革 開放 」前 の年金 制 度 の仕 組 み

適用者 財源 管理部門

一 般退 職 企 業 、 事 業 体 の 労働

者 、職 員 と公 務 員

企業の営業外費用 と

国家財政

労働部

中途退職 企 業 、 事 業 体 の 労働

者 、職 員 と公 務 員

同上 同上

幹 部退 職(離 職休

養 、一般 退 職 、中

途 退職)

党 と行 政機 関 、群 衆

団体 、 企 業 、 事 業 単

位 の幹 部

国家財政 人事部

(出 所)余 健 明 『中 国 社 会 保 障 全 書 』1998年 、 中 国 計 画 出版 社 、347-351頁 。

(出 典)劉 暁 梅 『中 国 の 改 革 開 放 と社 会 保 障 』、81頁 。

改革 開放 以前 には 、年 金保 険料 はす べ て企 業 と国家 が負 担 したが 、 労働者 は負担 す る こ

とが な か った。 それ は労働 者 に対 して 非 常 に メ リッ トが大 きか っ たが 、 その 逆 に、 企業 お

よび 国家 には大 きな経 済 的負 担 が あ った。 そ れ は制 度 を担保 す る国 家財 政 に とって 大 きな

弊 害 が あ る と考 え られ る。 それ は 次 の よ うに指摘 され うる。

①企 業 の労働 者 は保 険 料 を負 担 せ ず 、企 業 お よび 国家 が負 担 す る こ とは 、労働 者 が企 業

お よび 国家 か らの サー ビス を受 け取 るの は 当た り前 と考 え る と、労働 者 個 人 は社会 的 な責

任 意識 が希 薄 とな り、労働 意 欲 もな くな った。 それ は企 業 経 営 に とっ てデ メ リ ッ トで あ る

と考 え られ る。

② 中 国の 高齢 者 の急 増 に伴 い 、 定年 退職 者 の数 も増加 して い る。 定年 退職 者 の急 増 に伴

い、企 業 お よび 国 家 に とって年 金 給付 の 費用 も高 くなっ た。 それ に対 して 企業 お よび 国家

の経 済的 な負 担 も大 き くな った。

③年 金 給付 の基 準 が不合 理 で あ った。 建 国後 の改 革前 の年金 制 度 で は、 労働 者 の勤 務年

数 が20年 以上 にな る と、 定年 退職 後 の年 金 給 付金 額 は基 本 給料 の75%で あ った。 しか し

在 職者 の給料 総 額 にお い て基 本 給料 は約 半分 で あ った。 それ 以外 は 手 当や ボー ナ ス で あっ
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た。 したが っ て、基 本 給料 を基 準 とす る年 金 給付 が非 常 に低 い と考 え られ て い る。 この事

情 を考 慮 す れ ば、労働 者 のや る気 を 引 き出せ ない。また 近年 はイ ン フ レが進 ん で い るた め 、

物 価 高騰 に比較 して年 金 給付 が相 対的 に低 下 し、高 齢者 の生 活水 準 の維 持 ・向上 が で きな

い と考 え られ る注10。

以 上 は 、 「親 方 日の 丸」(大 鍋 飯)的 な性 格 を持 っ て いた 年 金 制度 で あ る。 そ の性 格 は、

国有企 業 の 経営 の諸 側 面 で現 れ た。 当時 の 国有企 業 の 労働者 は 、真 面 目に仕 事 を した人 と

仕 事 しなか っ た人 の給 料 と年 金 の受 給 額 な どが 同 じで あ った。そ の 「親 方 日の丸 」(大鍋 飯)

的な性 格 は、企 業 内 の矛 盾 拡 大 の 大 きな原 因 にな った。 これ が 、国 有企 業 が苦 境 に 立た さ

れ た原 因の 一つ と考 え られ る。 そ のた めに一 部 の労働 者 の給料 や 年金 は企 業負 担 に な った

と考 え られ て い る。 した が っ て国 有企 業 の年 金 改革 は不 可避 とな った。

中国 政府 は 、 経 済発 展 お よび 社 会 安 定 のた め に年 金 制 度 の改 革 は慎 重 に進 め て き た。

1986年7月 に 国務 院 が 「国有 企 業 に労働 契 約 制 を実 施す る暫 定規 定 」(国 有企 業 労働 者 ・

職 員契 約 制 実施 暫 定規 定)を 公布 した 。 そ の規 定 は従来 の終 身雇 用制 度 を改革 し、 一部 の

従 業員 は正 規労 働者 か ら契約 労働 者 にな った。 そ の規 定 に よ り、労働 契 約 制改 革 に適 応 す

るた め に、 まず 正規 労働 者 の給料 の3%が 労働 者 の 自己負 担 分 の年 金掛 け金 と して徴 収 さ

れ た。 そ して企 業 が管 理 してい た年 金 基金 は地域 の共通 基 金 に転 換 され た。 ま た各 地 の年

金保 険改 革 の実 験 モデ ル を総 括 した上 で 、新 た な法 規 「国務 院 の企 業 労働 者 ・職 員 養 老年

金保 険制 度 の改 革 に 関す る決 定 」(「関干企 業職 工養 老 保 険制 度 改革 的 決定 」)が規 定 され た。

以 下 は、 各 地 の実験 モ デル につ い て紹 介す る。

a.各 地 で行 われ た実 験

1983年 に労働 部 が鄭 州 で 「全 国労働 と福 祉 理 論討 論 会 」を 開催 した。 この討 論会 で、国

有 企業 の年金 制 度 につ い て保 険料 の統 一徴 収 お よび 企業 管 理 の基 金 か ら共 通基 金 に転 換 す

る構想 が理論 的 に発 表 され た。 しか し当時、 政策 的 な方 針 が 作成 が で きな か っ た注11

鄭州 の討 論 会 の 開催 後 、各 地 方 政府 は保 険基 金 を統 一 管理 す るた めの実 験 が 開始 され た。

翌 年1984年 か ら江蘇 省 泰州 市 ・広東 省 東 莞市 ・同江 門市 ・遼 寧省 黒 山県 な ど一部 の地域 で

改 革 が試 行 され 、養 老 年金 保 険制 度 の一部 の年金 基 金 の統 一 管理 が始 ま った。

1985年 末 に は広東 省 の73市 ・県 、江蘇 省 の無錫 市 ・蘇 州 市 、 四川省 の 自貢 市、 遼寧 省

の鞍 山市 ・錦州 市 ・興 城 市 ・錦 西 市、 義県 な ど市 ・県 レベ ル の地 域 で年 金保 険 の統 一管 理

の実験 が始 ま った。 そ の後1986年 末 まで に27省 の300以 上 の 市 ・県 レベ ル の 地域 に改革
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が拡 大 した。 年 金 基金 の統一 管理 にお い て企 業 は労働 者 に年 金給 付 の義務 が あ り、 共通 基

金 を利 用 して一 部 の基 金 を調 整 で き る よ うにな った 。

数 多 くの企 業 が 共通 した年 金 基金 を設 置 し、加 入 企 業 は保 険料 率 お よび 労働 者 数 に基 づ

いて保 険 料 を決 定 した。年 金 給付 金 額 が保 険 料 よ り低 い とき、そ の 差額 部 分 を企 業 は共 通

基 金 に納 付 す る必 要 が あ る。 逆 に年 金 給付 金 額 が保 険料 よ り高 い とき、共 通基 金 か らそ の

差 額部 分 が企 業 に補 助 され る注12。

年金 保 険 の統 一 管理 に関す る改革 は約2年 間で全 国規模 で広 が って い った。 その年 金 改

革 は 国有 企 業 を対象 と した。 企 業 は定 年退 職者 数 を政府 に報 告 し、政 府 は企 業 を通 じて年

金 基金 か ら年 金 を給付 した。 従 来 の労 働保 険 制度 か ら徐 々 に社会 保 険 に転 換 され た。

1991年 に全 国2,270市 ・県 で国有 企 業 労働 者 ・職 員 の年 金 の 統一 管理 が実 験 され た。統

計 に よれ ば、参 加 した 国有企 業 の 労働 者 お よび職 員 の数 は5,000万 人 を超 え、 定年 退職 者

数 は1,000万 人 以 上 に なっ た。 そ して国有 企 業 以外 で は 、1,076市 ・県 にお け る都 市集 団

所 有制 の企 業 の労働 者 ・職 員 年金 の統 一管 理 の 実験 も始 ま った。 参加 す る企 業 労働 者 お よ

び職 員 は2,500万 人 に達 した。

以 上 、改 革 開放後 の年 金改 革 に お け る年 金 管理 の実験 の経 緯 を紹 介 した。 国有 企 業 の過

重 な負 担 は国有 企 業 の管 理者 に とって 、深 刻 な課 題 で あ った。 そ れ を解 決 す る ため に数 多

くの企 業 が 基金 を共 同 して統 一 的 に管 理す る こ とにな っ た。 それ は 、一 時 的 に急増 して い

った 定年 退職 者 の年 金 受 給金 の未 払 い状況 を解 決 で きた。 しか し負 担 が重 か っ た国有 企 業

が多数 あ った た め、年 金 問題 は各 国有 企業 の問題 とな り、総 じて社会 問題化 した。 この よ

うな状 況 にお いて 、保 険料 の企 業全 額 負担 か ら企 業 と個 人 の 共 同負担 へ の 改革 が必 要 にな

った。 個 人 も社 会 的責 任 を持 つ必 要が あ る と広 く認識 され た と考 え られ る。

b.年 金保 険料 の 労働 者 負担

1986年 に国有 企業 は労働 契 約 制度(契 約 社 員 制度)を 実施 した。 当時 に 、契 約 労働 者 お

よび職 員 を対象 とす る積 み立 て 式 の養 老年 金保 険制 度 が形 成 され た。

1986年7.月 に 国務 院 は 「国有企 業 に労働 契 約制 を実施 す る暫 定規 定 」を公 布 した。 国有

企 業 は終 身雇 用 制度 を維持 す る と同時 に、新 た に労働 契 約 制度(契 約 社 員 制度)を 導 入 し

た。 そ の労働 契 約制 度 は国有 企 業 の新 人 労働者 を対 象 と した 制度 で あ った。 そ の規 定 の公

布 前 に、国 有企 業 の 労働 者 は 固定 労働 者(正 社員)、 新規 に契約 した 労働 者 は契 約 労働 者 と

言 われ た。 当時、 固定 労働 者 と契約 労 働者 は 同時 に存在 して い た。 それ ぞ れ の養 老年 金保
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険 制度 は異 な って い た。 固定 労働 者 の養 老 年 金 は 国有企 業 が負 担 し、地 方 政府 の共通 年 金

基 金 で統 一 管理 され た。他 方 、 契約 労働 者 の養 老年 金 は企 業 と個 人 が共 同負 担 した が、 や

は り地 方 政府 の共 通年 金 基金 で 統 一管 理 され た。 契 約 労働者 が企 業 と共 同で年 金保 険料 を

負 担す る こ とは、中国 の養 老 年 金 の歴 史 にお い て初 めて で あ った。そ して1991年 には 契約

労働 者 のみ な らず 、す べ て の個 人 が年 金保 険 料 を負 担す る こ とにな っ た注13。

「国有 企 業 に労働 契 約 制 を実施 す る暫 定規 定 」 の実施 前 は、 国有 企 業 で は安 定 した終 身

雇 用制 度 が採 用 され 、す べ ての 労働 者 は正 規 労働 者 で あ った。 それ らの労働 者 に対応 す る

保 険 ・福祉 制度 は企 業 の経済 的 な負 担 にな った が、 労働 者 に対 して は便 益 が高 かっ た。 し

か し労働 契約 制 度 の導 入 以来 、契約 労働 者 は安 定 した 生活 がで き な くな った。契 約 時 に は、

労働 者 の権利 と義務 お よび賃 金 な どが 明確 に記載 され た。 契 約 労働 者 は安 定 した仕 事 が な

く、 労働 力 市場 にお け る流動 性 が 高い 。 そ の よ うな契約 労働 者 に対 して労働 保 険 制度 が 対

応 で き な くな り、社 会 保 険制 度 が必 要 にな った。

以 上、 国 有企 業 に勤 務 す る労働 者 の保 険料負 担 の導入 につ い て概観 した。 改革 以 前 、国

有 企業 の労働 者 のす べ て は 労働保 険制 度 の対 象 と され た。 しか し国 有企 業 の負 担 を軽 減 す

るた め の改 革 は、 一部 の国有 企 業 にお い て労働 者 の失業 を もた ら した。 終 身雇 用制 は破 綻

した。 そ の 失業 労働 者 の一部 は能力 に応 じて 、 契約 労働 者 と して再就 職 した。 また新 規 の

労働 者 も契約 労 働者 と して就 職す るこ とに な った。 た だ し国 有企 業 の正 規 労働 者 と比較 し

て、契 約 労働 者 は年 金 保 険 な どの各 方 面 で不 安 定 な状況 にお かれ た。 た とえば彼 らは、 一

旦 仕事 が な くな る場 合 には年 金 も中断 され る。 それ を解 決 す るた めに 、企 業 と労働 者 とが

共 同 して保 険料 を負 担 す るこ とと し、 労働 保 険制 度 は社 会 保 険制 度 に転換 され た。 この改

革 に よって 契約 労働 者 の不安 が解 消 した。

c.1991年 か ら2011年 まで の年 金 改革

中国 の年金 改 革 は法 に も とつ く改革 で は な く、行 政命 令 で推進 され た。 た だ し、 地域 間

の格差 が あ るた めに 、全 国 で 同時 に改 革 を進 め るこ とが で きな か った。 ま ず一 部 の 地域 で

実 験 し、そ の後 に全 国規模 に改 革 を広 げた。国務 院 は全 国各 地 の実 験 を総 括 した上 で 、1991

年6月26日 に 「国務 院 の企 業 労働 者 ・職員 養 老 年金 保 険制 度 の 改革 に関す る決 定 」を発 布

した。 以 下 は 、 この決 定 の 内容 で あ る。

第1に 、 すべ て の労働 者 お よび職 員 は保 険 料全 額 を負 担 す る とい う法 案 が提 起 され た。

1986年 に は保 険 料 の 労働 者 個 人 負 担制 度 の導 入 は 契約 労働 者 だ けに 限定 され た が 、1991
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年 には労働 者 全 体 を対 象 とす る こ とにな った 注14。

第2に 、養 老年 金 保 険制 度 は基 本年 金(基 本養 老 保 険)・ 補 完 型 企 業年 金(企 業補 充養 老

保 険)・ 貯 蓄型 個 人年 金(個 人 貯 蓄性 養 老保 険)で 構 成 され て い る。

第3に 、基 本年 金 は養 老 年金 保 険 制度 の 中心的 な役 割 を果 た して い る。1991年 の決 定 に

よ り、基 本年 金 保 険基 金 の管 理 は 、市 ・県 レベ ル か ら省 レベ ル に移 行 す る。 さ らに固 定労

働者 お よび職 員 と契約 労働 者 お よび職 員 の年 金基 金 の統 一 管 理 が決 定 され た。 ま た企 業お

よび個 人 の保 険 料 につ い て規 定 され 、 各 レベ ル の地 方政 府 に年 金 保 険基 金委 員 会 が設 置 さ

れ 、年 金保 険基 金 が管 理 され る こ とにな った。

第4に 、 企業 と個 人 の保 険料 の支 払 い状 況 を記 載 す るた めに 「労働 者 ・職員 養 老 保 険手

帳 」 が作 成 され た。 賃 金 の一 部 を基 準 として 基本 年 金 が支 給 され る。

第5に 、 この規 定 に よ り、都 市部 の集 団所 有制 企 業 ・外 資企 業 ・私営 企 業 を含 め 、す べ

ての 労働者 の養 老年 金 制 度 が整備 ・指 示 され た。 ただ し制度 改革 の具 体 的 な方 法 は、各 省

お よび各 市 の地 方政 府 に よって 異 な って いた 注15。

図表5-4に よれ ば、1991年 の養 老年 金保 険制 度 の改 革 以来 、養 老年 金 保 険 に参加 す る

人 数 は1991年 の6,740万 人 か ら2007年 の20,137万 人 に達 し、毎年 増 えて きた。年 金 の受

給 人数 も毎年 増 えて きた。2007年 に4,954万 人 にな っ た。受 給 人数 は参加 人数 の約4分 の

1に な った 注16。

基金 収 入 と基 金 支 出 を見れ ば、収 入 が支 出 を上 回 って い る。 これ は年 金 支払 いが持 続 で

き る こ とを示 して い る。 次 に、 た とえば各 項 目にお け る2006年 と2007年 の増加 率 を計算

す れ ば、 参加 人 数 は7.3%、 受 給 人数 は6.9%、 基本 養 老年 金 水 準 は13.4%、 基金 収入 は

24.2%、 基金 支 出は21.8%と な って い る。 これ らの数値 を見 れ ば、基金 収 入 が基 金 支 出 を

上 回 っ てい る理 由は 、参加 人 数 の増加 率(7.3%)が 受 給人 数 の増 加 率(6.9%)よ りも大

きい か らだ と言 い うる。 受給 人数 よ りも参 加 人数 が絶対 的 に多 く、 そ の増加 率 も参加 人数

が大 きい 。 これ らの こ とか ら当面 、 中国 にお け る養 老年 金 の 支給 は 安 定的 に持 続 す る と思

われ る。なお 、す で に指 摘 した よ うに 中国 の人 口構 成 にお いて 少子 高齢 化 が進行 中 で あ る。

そ うなれ ば近 い将 来 に、 基金 支 出 が基 金収 入 を上 回 る事 態 が 生 じるで あ ろ う。 これ らの統

計 的推 計 は次 の課題 で あ る。

図表5-4養 老保 険 の統 計デ ー タ
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年 参加 人 数

(万人)

受給 人数

(万 人)

基本養老年

金水準(元)

基 金収 入

(億元)

基 金 支

出(億

元)

1991 6,740 1,087 一 一 216 173

1992 9,456 1,682 一 一 366 322

1993 9,848 1,839
一 一

504 471

1994 10,574 2,079 一 一 707 661

1995 10,979 2,241 一 一 950 848

1996 11,116 2,358 一 一 1,172 1,032

1997 11,204 2,533
一 一

1,338 1,251

1998 11,203 2,727 413 1,459 1,512

1999 12,486 2,984 494 1,965 1,925

2000 13,618 3,170 544 2,278 2,116

2001 14,183 3,381 556 2,489 2,321

2002 14,737 3,608 618 3,172 2,843

2003 15,506 3,860 640 3,680 3,122

2004 16,353 4,103 667 4,258 3,502

2005 17,487 4,367 719 5,093 4,040

2006 18,766 4,635 835 6,310 4,897

2007 20,137 4,954 947 7,834 5,965

(出 所)董 克 用 、 『中 国 蛭 済 改 革30年 一 社 会 保 障 巻 』、2008年 、 重 庚 大 学 出 版 社 、225頁 。

以 上 、1991年 か ら2011年 まで の年 金 改革 の経緯 を示 した。企 業 内部 の年金 保 険 制度 か

ら社会 保 険 制度 に転 換 し、 労働者 は転 職 して も保 険の参 加 年 数 が通 算 して 計算 され る よ う

にな っ た。 これ に よって 労働 力 の流 動 性 を阻 む 障害 の一 つ が解 消 され た とみ な され る。 ま

た、1986年 に は契約 労 働者 が保 険料 を負担 す る よ うにな った が 、1991年 に は企 業 の労働 者

全 員 が保 険料 を負担 す る こ とにな った 。 この こ とは、 国有 企 業 の正規 労働者 と契約 労働者

とが 平等 にな った と考 え られ る。 そ して政 府 は 、都 市部 の集 団所 有制 の企 業 と外 資企 業 の

労働 者 の年金 保 険制 度 を重視 す る よ うにな った。都 市 部 の年 金保 険制 度 の 改革 は、2011年
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まで に 国有企 業 だ けで はな く、集 団所 有制 の企 業や 外 資企 業 な どす べ ての企 業 が年 金 保 険

制 度 の対 象 と され る よ うに な った。 しか し当時 、 まだ一 部 の都 市 部 の無 職者 は年金 保 険 制

度 の対 象 で は なか っ た。都 市 部 のす べ て の住 民 を対 象 とす る年 金 保 険制 度 が 、今 後 は必 要

にな る と考 え られ る。

2医 療 保 険制 度 の 改革

医療 保 険制 度 の 改革 は、養 老 年金 保 険制 度 の 改革 と比較 すれ ば、か な り遅れ た 。1980年

代 に始 ま り、1996年4.月22日 に国務 院 が公 布 した 「関 干職 工 医療保 障制 度 改革 拡 大試 点

的意 見」 に よ り、 改革 地域 が拡 大 した注17。

(1)医 療保 険制 度 改 革 の背景

1989年 に天 安 門事 件 が発 生 し、この事 件 は 中 国政府 の政策 に大 き な影 響 を与 え た。1992

年 は じめ に鄭 小 平 氏 は 中国 の南 方 を訪 問 し、有 名 な 「南巡 講話 」 を行 った。同年10月 に中

国共産 党 第14回 全 国大 会 が 開催 され 、経済 改 革 を 目的 と した 中国独 特 の 「社 会 主 義 市場 経

済 」の方 向 を明確 に した。翌年11月 に は、中国政府 は 「社 会 主義 市 場 経済 の若 干 問題 に 関

す る中共 中央 の決 定」 を公 布 した。 この決 定 に よ り、社 会保 障制 度 の改 革 に対 応 す るい く

つ か の 明文 規定 が提 起 され た。 そ の 中の重 要 な概 念 は 「社 会保 障 ・企 業保 障 ・個 人保 障か

らな る多 層 的体 系 の構 築 」・「労働 保 険 の各 制 度 の独 立運 営 」・「養 老 お よび 医療 保 険 にお け

る個人 口座 と社 会 プー ル の結 合 」 な どで あ った。 この決 定 に よ り、 医療 保 険制 度 の 改革 が

養 老年 金保 険制 度 の改 革 と同様 に重 要 で あ る こ とが明示 され た。

医療 費 の増 加 、 特 に1990年 か らの高騰 は、 政府 や企 業 に とって 経 済 的 に大 きな負 担 に

な った。

従来 の労働 保 険制 度 は、年 金 ・福 祉 にお け る国有 企業 の コス ト増 を もた ら した が、 同様

に高騰 した 医療 費 も企 業 の負 担増 とな った。 それ らの 問題 の た め に国有 企 業 の競争 力 が 低

下 し、経 営 不振 や倒 産 に追 い込 まれ た企 業 も現れ た。 それ を考 え る と、 国有企 業 の制 度 的

な問題 が相 次 いて 現れ た。 政 府 は経 済 改革 とと もに、社 会保 障制 度 の改 革 も明確 に決 定 し

た注18。

医療 保 険 制度 を改革 す る背 景 の1つ は、外 資 企業 ・私 営企 業 な ど新興 企 業 が急 速 に成 長

して い る こ とで あっ た。 管理 上 の柔 軟 性 が あ る外 資 企業 ・私 営企 業 な どの 非 国有企 業 は、

国家 に指 定 され た 国有 企 業 の管理 者 で は な く、能 力 が あ る管 理者 を採 用 し、企 業経 営 に対
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して優 位性 を も ち、企 業利 益 を保 証 で き る。 この よ うな魅 力 に よって非 国 有企 業 の雇 用 率

は高 くな った。 非 国有 企 業 の急 速 な成 長 に伴 って 、労働 者 ・職員 に対応 す る医療保 険制 度

が必要 に なっ た。従 来 の国有 企 業 の労働 者 ・職 員 を対象 と した 医療保 険制度 は、 す べて の

企 業 の労働 者 ・職員 を対 象 とす る医療保 険制 度 に改 革す る こ とが必 要 で あ る注19。

そ して 、 医療 保 険制 度 の改 革 は 、従 来 の労働 保 険 制度 か ら社 会 保 険制 度 に転 換 す る改 革

の一部 で あ り、 医療 費 用 の急 増 に対 す る管 理 ・調 整 が 改革 の成 果 とみ な され る。

改革 前 に、都 市部 の 医療 保 険制 度 は計画 経 済 下 の労働 保 険 制度 の 一部 と して存在 してい

た。 労働 者 を対 象 と した 労働 保 険 医療 制度 と公 務 員 お よび 事 業単位 の職 員 な どを対象 と し

た公費 医療 制度 の2つ の医療 制 度 で構 成 され て い た。(図 表5-5参 照)。

そ の特 徴 は以 下 の通 りで あ る。 ① 労働 者 お よび公務 員 な どは 医療費 用 の全 額 を受領 す る。

② 適用 対 象者 の範 囲 が狭 い。 ③ 医療 費 用 の財源 は 国有企 業 お よび 政府 が負 担す る。 ④ 管 理

は企業 行 政 部 門お よび 政府 の衛 生部 門で あ る。⑤扶 養 家族 にお ける 医療費 の給付 につ い て、

国有企 業 労働 者 の扶 養 家族 の 医療 費 は半額 を支 給す るが 、公 務 員 お よび事 業単 位 の職 員 の

扶養 家 族 の 医療 費 は支 給 され ない。 た だ し同 じ保 険 証 を家 族 全員 で使 用 す る事 例 が 多か っ

た注20。

以 上 に述 べ た ところで 、 医療保 険制 度 の改 革 の背 景 を説 明 した。 医療 保 険制 度 は年 金 保

険 制度 以 外 で 、最 も重 要 な保 険制 度 で あ る と考 え られ る。 改 革以 前 の都 市 部 の 医療 保 険 制

度 は 、労働 保 険 医療 制 度 と公 費 医療 制 度 か ら2つ の制 度 で構 成 され た。 そ の医療 保 険制 度

が厳正 に管 理 され な か った こ とが原 因で 、家 族全 員 で1枚 の医療 保 険 証 を使 う現 象 が増 え

た。 当時 の 国有 企 業 の生 産性 の低 下、 医療 費 の増 加 な ど、企 業経 営 は悪 循 環 に陥 っ た。 一

部 の 国有 企 業 は経 営 の悪化 に よ り、労働 者 の医療 費 の負 担 が で きず 、特 に定年 退職 者 の医

療 費 の早 期 還付 が で き なか った。 これ らは労働 者 の医療 保 険 を受 給 す る権 利 が 守れ な い こ

とを意 味 して り、 そ こで 医療 保 険制 度 の 改革 が必 要 とされ た。 その こ とか ら、以 下 に述 べ

る よ うな改 革 が行 われ て い った。

図表5-5改 革開放前の都市部医療保 険制度

労働保 険 医療制 度(1951) 公 費 医療 制度(1952)

適用対象 国有企業、都市部一部の集団

所有制企業の労働者およびそ

政 府機 関 、事 業 体 の職 員 お よ

び 退 職 者 、大 学 在 校 生 お よび
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の退職者。労働者の扶養家族 在宅休養の二等乙級以上の革

命障害軍人

財源 企業の福利基金 財政予算

給付 労働者 と退職者は全額 を、扶

養家族は医療費の半額を支給

医療費の全額を支給

管理機関 企業行政 政府の衛生部門

(出 所)鄭 功成 、『論 中国特 色 的社 会 保 障道 路 』、武 漢 大学 出版 社 、1997年 、322-325頁 。

出典:袖 井孝 子 ・陳立 行 編 、『転換 期 中国 にお け る社 会保 障 と社 会 福祉 』183頁 。

(2)1980年 代 中期 か ら90年 代 初 期 ま で の医療 保 険 改革

中国 で は、養 老年 金 保 険制 度 の 改革 と比較 して 、医療 保 険 制度 の改革 は遅れ た。1980年

代 中頃 か ら改革 が 開始 され た。 以 下で は 、 医療保 険 制度 の改 革 を説 明す る。

① 医療 費 は企 業 お よび 国家 の負 担 か ら個 人負 担 に転換 され た。

②在 職者 の他 、退 職者 の 医療保 険 と大病 医療 保 険 が導 入 され た。

③ 医療 制度 の改 革す る実験 都 市 を 国家 が指 定す る。

上記 ① の 医療 費 用 の個 人負 担 の導 入 は 、地 方 に よっ て異 な っ てい た。 ② の退 職者 医療保

険 の導 入 は在 職 者 と異 な り、退職 者 のみ を対 象 と した保 険で あ る。 大病 医療 保 険 も普 通 の

病 気 と異 な り、「重病 」の労働 者 の み を対象 と した保 険 で あ る。その 費用 は国家 で統 一徴 収

され た保 険 基金 か ら納 付 され る。 北京 市 と四川 省 成都 市 は代 表 と して 医療保 険制度 の改 革

を実施 され た。③ の 実験都 市 は、1989年3.月 か ら遼寧 省 丹東 市 ・吉 林省 四平 市 ・湖 北省 黄

石 市 ・湖 南省 株 州 市 、広 東省 深 馴 市 ・海 南省 な どで あ る。

(3)1994年 の 医療保 険制度 改革

1994年 の 医療保 険制 度 の 内容 は 、以 下 の通 りで あ る。

1994年 に各 地 方政 府 は、医療 保 険 に よ り、社 会統 一徴 収 医療 保 険 基金 と個人 医療保 険 口

座 で の2つ の方 式 を採 用 した。企 業 は個人 納 付 したの保 険料 は個 人 口座 に積 立 て、 また 、

保 険料 の一 部 を社会 統 一徴 収 基金 と個 人 口座 に振 り込 む。 医療 費 用 は先 ず個 人 口座 か ら納

付 し、不 足 の部 分 は社 会 統一 徴収 基 金 か ら納 付す る。 しか し、社 会 統一 徴 収基 金 か ら納 付

す る医療 費 用 は個 人 も一 部負 担 す る。1994年3.月 に江 蘇省 鎮 江 市 と江 西省 九 江 市 か ら改革

が始 ま った。 実 施 の範 囲は徐 々 に拡 大 し、1996年4月 に は58の モ デ ル都 市 で 実施 され る
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まで に な った。 江蘇 省 鎮 江市 と江 西省 九江 市 以外 の代表 的 な都 市 モ デル は、天 津 ・青 島モ

デ ル 、海 南 モデ ル ・上 海 モデ ル な どで あ る。

1994年 に重 病 医療 保 険 を実 施 し、改革 の一部 と して行 われ た。これ は 医療費 用 の増 加 を

コ ン トロール で き、 医療保 険制度 の改 革 を促進 した。 た だ し、 この 改革 の 対象 者範 囲 は国

有 部 門 で あ り、制度 対 象範 囲が狭 か った。 市 場経 済 に伴 って 医療機 関 も利 益 向上 を要求 し

た。 市場 経 済 に適応 す る医療 機 関 の運 営 管理 も改革 す る必 要 が あ った。 全 国 的 に統 一 され

た医療 保 険 制度 の整 備 が 必要 にな った 注21。

以 上 は、1980年 か らの医療 保 険制 度 の 改革 の 流れ で あ る。そ の改 革 を考 え る と、年 金 保

険 制度 の保 険料 の 一部 は個 人 負担 に な る と ともに、 医療 保 険 制度 の保 険料 の一 部 も個 人負

担 にな った。 この こ とに よ り、 医療 費 の増 加 に対 す る コン トロー ル が で き、 そ して重 病 医

療保 険 の導入 は、 定年 退職 者 の安 心 な老後 生 活 に寄 与 した。 しか し、 労働 医療 保 険 と公 費

医療保 険 が 区別 され てい るの は、 国民 が平 等 に社 会保 険 を受 給す る方 向 とは異 な る。

3失 業 保 険 制度 の改革

改革 開放 以前 は、計 画 経済 時代 で あ った。 そ の計 画経 済 の も とで 、経 営 管理 お よび生 産

計 画 な どは国家 が決 定 し、低 賃 金 ・高福祉 の政 策 で都 市部 の住 民 は ほぼす べ て就 職 で きた。

当時 、失業 は ほ とん どな か った。そ して 労働 者 が失 業状 態 にな って も、「失 業 」と言 わず 「待

業 」 と言 わ れ た。 これ は、建 前 と して 、計 画 経 済時 代 に は失 業保 険制 度 が な か った こ とに

よ る表 現 で あ る。 しか し1978年 の改 革 開放 以 来 、計 画 経済 か ら市場 経 済 に移行 し、従来 の

終 身雇 用 制度 か ら新 た な労働 契約 制 度 が導 入 され た 。改革 の進 行 に伴 って 失 業者 が増 加 し、

そ れ と同時 に農 村 部 の過剰 な労働 力 が都 市部 に移 住 す る こ とに な った。 競争 が激 しい市 場

経 済 の 中で 、企 業 は 自分 自身 の経 営管 理 をす るた め に、人 件 費 の低 い農 村 部 か ら来 た労働

者 を採 用 す る事 例 が増 えた。 そ れ と同時 に、 一部 の都 市部 の 労働 者 は失 業者 に なっ た。社

会 安 定 のた め に、政 府 は増 えて きた失 業者 に対応 す る失 業保 険制 度 を定 めた。 中国政 府 は

1986年7.月12日 に 「国有企 業 労働 者 待 業保 険 暫行 規 定」 を公 布 し、失 業保 険制 度 が生 ま

れ た。 そ して1993年4∫112日 に 「国有企 業 職 工待 業保 険規 定 」お よび1999年1月22日

に 「失 業保 険条 例 」 が公布 され た。 失 業保 険 制 度 の対象 とな る範 囲 は 国有 企業 の労働 者 か

らすべ ての企 業 の 労働 者 に拡 大 した注22。
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図表3-6中 国 の都 市 部 失 業者 数及 び 失 業率 の推 移

{万⊥}〔 鮒

1叩01甘 重21舶41冊5柏9白2[旧 註O口:20図20砧
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(出 所)http://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2007/2007honbun/htm1/i1320000.htm1

(経 済 産 業 省 『通 商 白書2007』-accessedon9/27/2013)

1998年6.月 に 中国政 府 の 国務 院 は 「基本 生 活保 障 と再就 職 決 定」 を公 布 し、失 業者 に対

す る救 済 お よび 再就 職 の援 助 を行 った 。1998年 に は失 業者 の状況 に よ り、148.6万 人 の生

活 困窮 の失 業者 を救済 した(図 表5-6参 照)。 そ して 、政 府 は 国有企 業 の再 就職 活 動 を支

援 す る た めに 、14.6億 元 を支援 した 注23。 また 、1999年1月22日 に 国務 院 は 「失 業保 険

条 例 」を公布 した。これ は 、中 国の失 業保 険制 度 の歴 史 上重 要 な条 例 で あ った。同条例 は、

1986年 の規 定 よ り失 業 者 の適 応 対象 者 の範 囲が広 が って いた。都 市 部 の 国有企 業 以外 の外

資 企業 お よび私 営企 業 な どす べ て の企 業 の労働 者 お よび職 員 を含 めた対 象者 が含 まれ て い

る。

失業 保 険 の財 源 につ い て 、労働 者 は賃 金 総額 の1%、 企 業 は賃 金 総 額 の2%を 納付 す る。

失業 保 険金 の給付 につ い て は、 以下 の通 りで あ る。

①失 業者 を援 助 し、手 当 を給 付す る。② 手 当を受 給す る 間に 医療補 助 金 も給 付 す る。 ③
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手 当受 給 す る間 に死 亡す る場 合 は 、葬 祭補 助 金 お よび 弔慰 金 な どを給付 す る。 ④ 手 当受 給

す る間 に再就 職 を援 助 す る手 当 を給 付 す る。 ⑤ 国務 院 が規 定 す る失 業保 険 に 関す る他 の費

用 支 出 も あ る。

図表5-7中 国 にお け る失 業保 険 制度 運 行状 況:1999-2008年

単位:万 人、億 元

制

度

運

行

状

況

年

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

参

加

人

数

9.85

2

10.40

8

10.35

5

10.18

2

10.37

3

10.58

4

10.64

8

11.18

7

11.64

5

12.40

0

受

給

人

数

312 440 415 419 362 327 286 261

基

金

収

入

125 160 187 216 249 291 333 385 472 585

基

金

支

出

92 123 157 187 200 211 207 193 218 254

基 160 196 226 254 304 386 511 708 979 1,310
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金

累

計

(出 所)隊 佳 貴 ・王 延 中編 『中 国社 会保 障友 展 扱 告 』2010年 、社 会 科 学文 献 出版 社 、43

頁 。

1999年 の 「失 業保 険条 例 」に は、失 業者 が 受給 す る条 件 が規 定 され てい る。① 失 業保 険

に加 入 した もの、 そ して 、在 職 した企 業 と個 人 は1年 以 上保 険料 を納付 した もので あ る。

② 辞職 で はな く、企 業 に解 雇 され た もの で あ る。 ③ 失業 セ ンター で失 業 登録 の手続 き を済

ませ 、再 就職 の意欲 が あ るもの で あ る。(図 表5-7参 照)注24。

上述 は、 失業 保 険 の改 革 の概観 で あ る。 改 革 以前 に都 市 部 で実 際 に失 業 す る こ とが なか

った の で、失業 保 険 もなか っ た。しか し改 革 開放 以来 、国 有企 業 の負 担 を軽 減 す る ため に、

一 部 の 国有企 業 の 労働 者 の仕 事 が な くな り
、 失 業 が発 生 した。 そ れ らの都 市部 の失 業者 を

援 助す るた め に、失業 保 険 が生 ま れ た。しか し失業 者 は 、国有 企業 の労働 者 だ けで はな く、

集 団所 有 制 お よび外 資 企 業 の労働 者 な ども失 業 の可 能性 が あ る と考 え られ た の で、す べ て

の企業 が失 業保 険 に参加 で き る よ うにな った。 失 業保 険 が ない場 合 は 、急 に失 業 した労働

者 は 生活 が 困窮 し、生 活 苦 か ら犯 罪 に走 る可 能性 が高 くな る。 そ れ を考 え る と、 失 業保 険

の制 定 に よっ て労働 者 は安定 して仕 事 が で き、 生活 も安 心 で き る。 この こ とは社 会 安 定 に

とって重 要 な こ とで あ る。

4工 傷(労 災)保 険制 度 の 改革

労 災保 険 制度 は、1996年 まで は生 育保 険 制度 と同 じで、従 来 の労働 保 険 制度 の 中の 労働

医療保 険 制度 の一 部 と して存 在 してい た。 ほか の保 険制 度 の 改革 よ りも労 災保 険 制度 の改

革 は遅 れ て い る。1996年8月12日 に政府 は 「企業 労働 者 労 働 災害 保 険試 行方 法 」 を公 布

し、 労災保 険制 度 は労働 医療 保 険制 度 か ら分 離 され 、 単独 の保 険 制度 と して改 革 し始 まっ

た。 この試 行 方 法 と同年3月 に国 家技 術 監督 局 が公 布 した 「労働 者 の 労働 災 害 と職 業病 の

障害程 度認 定」 は、 労災保 険制 度 に 関 して重 要 な政 策 で あ る。

2003年4.月16日 に 国務 院第5回 常務 会議 が 開催 され た。そ して 同年4月27日 にそ の会

議 で提 起 され た 「労働 災 害保 険 条例 」 が公 布 され た 。 この条例 に よ り、労 災保 険 の適 用範
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囲 ・給 付 基 準 ・管理 監 督 な どが詳 し く規 定 され た。

2004年1.月1日 に 「労働 災害保 険条 例 」が全 国規 模 で施 行 され た 。また 同年6,月1日 に

労働 ・社 会保 障部 は 出稼 ぎ労働者 に対 応す る 「出稼 ぎ労働者 の 労働 災害 保 険加 入 に 関す る

問題 の通 知 」 を公布 した。 都 市 部 の労働 者 だ けで はな く、 出稼 ぎ労働 者 を含 め た都 市部 に

働 くす べ て の 労働者 を適 用範 囲 とす る労働 災 害保 険 制度 がで きた。 た だ し当時 の多数 の企

業 は 労災保 険制 度 に対 す る認 識 が な く、保 険 に加 入 しな い場合 が多 か った。 それ は 、労働

者 が安 全 ・安 心 に仕 事 がで き る環境 整備 に企 業 経営 者 の 関心 が低 か った ことを示 して い る。

2006年3月27日 に政府 は、社 会 安 定 お よび 出稼 ぎ労働 者 の権 利 を守 るた め に 「出稼 ぎ

労働 者 の問題 解 決 に 関す る国務 院 の若 干 の意 見 」を公布 した。同年4月13日 に全 国労働 災

害保 険 関連 業務 座 談会 を開催 し、 出稼 ぎ者 労働 者 に対応 す る 「平 安 計画 」 を提 起 した。 ま

た同年5月17日 に政 府 は 「出稼 ぎ労働 者 『平 安 計画 』を実施 し、出稼 ぎ労働者 労働 災 害保

険加 入 の関連 業 務 の推 進 を加 速 させ る こ とに 関す る通 知 」 を公布 した。

以 上 の政策 に よ り、労災保 険制 度 は単独 の保 険制 度 にな った。な お 「2008年 度 人 的 資源 ・

社 会保 障 事 業発 展 統計 公 報」に よれ ば 、2008年 に全 国で 労災 保 険加 入者 は1億3,787万 人

に達 した。(図 表5-8参 照)注25。

図表5-8中 国 にお け る工傷 保 険制 度 発 展状 況:2003-2008年

単位:万 人 、億 元

制度運行状況

年

2003 2004 2005 2006 2007 2008

参加人数 4,575 6,845 8,478 10,268 12,173 13,787

受給人数 33 52 65 78 96 118

基金収入 38 58 93 122 166 217

基金支出 27 33 48 69 88 127

基金累計 91 119 164 193 262 335

(出 所)際 佳 貴 ・王延 中錦 、『中国社 会保 障友 展撮 告 』、2010年 、社 会 科学 文 献 出版 社 、44

頁 。

以 上、労 災保 険 制度 の改革 につ いて概 観 した。労 災保 険制度 は、1996年 まで は 労働 医療
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保 険制 度 に含 まれ て いた。1996年 か ら労災 保 険制 度 は単 独 の制 度 に な った。特 に保 険対 象

範 囲 が広 くな り、 出稼 ぎ労働 者 が対 象 され る よ うにな っ たの は 、労 災保 険 制度 の進 歩 と考

え られ る。 しか し多数 の企 業 は労 災保 険 を重視 せ ず 、未 加 入 で あ った。 特 に危 険 が あ る仕

事 を してい る労 働者 は、仕 事 中に受 傷 す る可 能性 が高 い と考 え られ る。 受 傷 した後 、仕 事

がで き な くな り、 生活 面 が不 安 定 に な る。 そ れ を考 え る と、企 業 は 労働 者 に 関 して 労災保

険 の加 入 が 必要 で あ る。 特 に政府 が、 企業 に対 して 労 災保 険 の加 入 を強制 す る仕組 みが 必

要 で あ る と考 え られ る。

5生 育保 険制 度 の 改革

生 育保 険 制度 は、従 来 の 労災保 険制 度 と同様 に 、単独 の保 険制 度 で は な く、 労働 医療保

険 制度 の 中の一 部 と して 存在 して いた。1994年12月14日 に政 府 が 「企業 労働 者 出産保 険

試 行方 法 」を公 布 し、生 育保 険制度 は労働 医療保 険制 度 か ら独 立 し、単独 の制度 にな っ た。

そ して 同年 に 「労働 法 」 が公 布 され た 。

1994年 に公 布 した 「労働 法」 と 「企 業 労働 者 出産 保 険試 行 方 法」 は、労働 保 険制 度 かた

社 会保 険 制 度 に転換 す る重要 な法規 で あ る。 これ ら二 つ の法 規 に よ り、女性 労 働者 の権利

を守 る た めの 出産 有給 休 暇(第62条)、 育児 期 の保 護(第63条)な どの条例 が規 定 され た。

そ して、「企 業 労働 者 出産 保 険試 行 方 法 」に よ り、保 険料 の納付 お よび保 険 の享 受 な どが

規 定 され た。 詳 しく説 明す る と、企 業 は保 険 料 を負 担 し、そ の金 額 は賃 金 総額 の1%を 超

えな い。 労働 者 個 人 は保 険料 を負 担 しな い。 有 給休 暇 手 当の 受給 基 準 は前年 度 の平均 月 給

で計算 す る。 そ の 享受 す る有 給休 暇手 当は 出産保 険 基金 か ら給付 され る。 そ して出産 と関

連 す る診 察料 ・検 査料 ・出産 料 ・手術 料 ・入 院料 ・薬代 な どの給 付 も出産保 険基金 か ら給

付 され る。

以 上 は、都 市 部 の企 業 で働 く女性 労働 者 お よび職 員 を対 象 とす る生育 保 険制 度 に 関す る

法 令 で あ る。 生 育保 険 制 度 につ い て は、農 村 部 が適 用範 囲 には含 ま れ なか っ た。 そ して地

域 間 に収 入格 差 が あ り、 受給 額 に も格 差 が あ った。

生 育保 険 制度 にお け る女性 労働 者 お よび職 員 に対 応す る保 険受 給 の格 差 の縮 小 、 そ して

農 村部 にお け る生 育保 険 制度 の 導入 は、広 義 に社 会保 険制 度 の一 部 の 問題 と して解 決 す る

必 要 が あ る と考 え られ て い る。(図 表5-9参 照)注26。
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図表5-9生 育保 険の 統計 デ ー タ

年 参加 人 数

(万人)

受 給人 数

(万人)

基 金収 入

(億元)

基 金 支 出

(億 元)

1994 916 一 一 1.5 0.8

1995 1,500 一 一 2.9 1.6

1996 2,016
一 一

5.5 3.3

1997 2,486 一 一 7.4 4.9

1998 2,777 一 一 9.8 6.8

1999 2,930 一 一 10.7 7.1

2000 3,002
一 一

11.2 8.3

2001 3,455 一 一 13.7 9.6

2002 3,488 28 21.8 12.8

2003 3,655 36 25.8 13.5

2004 4,383 46 32.1 18.8

2005 5,408 62 43.8 27.4

2006 6,459 108 62.1 37.5

2007 7,775 113 83.6 55.6

(出 所)董 克 用 、 『中 国 蛭 済 改 革30年 一 社 会 保 障 巻 』、2008年 、 重 庚 大 学 出 版 社 、223頁 。

以 上 、生 育保 険制 度 の改革 につ い て記述 した。 生 育保 険制 度 は、最 初 は労働 医療 保 険 制

度 に含 まれ てお り、単 独 の保 険 で は なか った 。1994年 に単独 の制 度 にな った。 生育保 険 の

内容 を見 る と、保 険 の対象 と され る範 囲 が狭 い 、保 険受 給 の格 差 が 大 きい な どの問題 が あ

った。 生 育保 険 制度 は、都 市 部 の仕 事 を して い る女 性 を対 象 とす る保 険で あ る。 他 方 、農

村 部 の女性 を対 象 と して い ない。 農 村 部 の女性 は仕 事 が な く、農 業 で の所 得 が低 く、育児

に関係 した 高 い 医療 費 用 の支 払 い は、 農村 部 の 女性 に とって 大 きな負 担 にな る と考 え られ

る。 さ らに生育 保 険 の受 給 に は大 き な地域 間格差 が あ る。 この格 差 が 、地 域 間 の矛 盾 、 そ

して 大都 市 の人 口増 加 の原 因の 一 つ と考 え られ る。 全 国 の女性 を対象 と して 、平 等 に受 給

で きる よ うな生 育保 険 制度 が必 要 と考 え られ る。 そ れ は 、社 会安 定 に貢 献 で き る と思 われ

る。
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以 上で 述 べ て きた社 会保 険の概 要 を要約 す れ ば、 図表5-10の よ うに な る。

図表5-10新 社会 保 険 制度 の概 要 図

種 根拠法規 財源 給付内容 給付条件

類 (保 険料)

養 1997年7月16 ・企 業:月 前年度地 区平均月給 支 給年 齢:

老 日、「企 業 労働 者 給 総 額 の の20% 男性:60歳

年 職 員 の 統 一 的 20% 個人 口座 総 額 の120分 女 性:50～55歳

金 な基本養老年金 ・個 人:月 の1 かっ保険料支払期

保 保険制度の確立 給 の8% 問 が15年 を超 え

険 に関す る決 定 」 る者

医 1998年12月14 企 業:月 給 3段 階 社 会 プ ール 基 金 の

療 日、「都 市 労働 者 総 額 の6% 個 人 口座 一 個 人 負 担 支 給 の 開始:個 人

保 職 員 の基 本 医 個 人: 一 社 会 プ ー ル 医 療 保 負担は当該地区の

険 療保険制度 の整 .月給 の2% 険基金 平 均 賃 金 の10%を

備 に関す る国務 超えた部分

院 の決 定 」 最 高支 給 額:当 該

地区の平均賃金の

400%

失 1999年1月22 企 業:月 給 企業及 び本人の保 険 登録済み失業者

業 日、 「失 業 保 険 条 総 額 の2% 料の納付 累積年数に 2年 を上 回 らない

保 例 」 個 人:月 給 した が っ て 、 保 険 金:

険 の1% 1～5年 未 満:最 長12

ケ 月

5～10年 未 満:最 長

18ケ.月

10年:最 長24ヶ.月

生 1994年12.月1日 企 業:前 年 産婦 の出産 に関す る 一 人 子 政 策 の 遵 守

育 「企 業 労 働 者 ・ 度 の 賃 金 費 用:診 察 費 、検 査 費 、 が前提
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保 職員の生育保険 総 額 の1% 出産 費 、手 術 費 、入 院

険 の試 行 弁 法 」。 前後 費 、薬 代

労 1996年8月12 企 業:地 労 災 の 医療 費 、看護 費 負 傷 、傷 病 、 身 体

災 日、「企 業 労働 者 方 ・産 業部 用 、 身 体 障 害 の 弔 慰 障害に残る事故

保 ・職 員 労 災 保 険 門に よ り 金 、 一 括 的 な 補 助 金 、 労 災 に よ る死 亡 事

険 の試 行 規 定 」。 賃金総額 身体障害者 の補助器 故

0.5～2.0% 具代 、埋 葬 費 、遺 族へ 職業病

の 弔慰 金 、死 亡時 の 一

括補助金

出所:関 係 行 政 法令 に基づ き作成 。

出典:劉 暁梅 、『中 国の 改革 開放 と社会 保 障 』、56、57頁 。

図表5-10に つ い て指 摘 で き る こ とは 、新 しい社 会保 険制 度 と改 革 前 の労働 保 険制 度 の

大 きな違 い は財 源(保 険料)で あ る。 労働 保 険制 度 の保 険料 は全 額企 業 負 担 で あっ たが 、

社 会保 険 制 度 の保 険料 は国家 ・企 業 ・個人 の三者 が共 同 で負 担す る こ とにな っ た。 これ に

よ り企 業 に対す る過 重 な負 担 は軽 減 され た。

第2節 新型農村社会保険制度

1農 村 社 会養 老年 金 保 険制 度 の発 展

農村 社 会養 老 年金 保 険 制度 の発 展 の経緯 は、 以下 の通 りで あ る。

(1)農 村 部 の社会 養 老 年金 保 険 制度 の 開始(1986-1991年)

1986年 に 中 国政府 は江蘇 省 で 「全 国農 村 基層 社 会保 障工 作座 談 会 」を開催 し、 中国 の社

会保 障 にお け る農村 部 の社 会 保 障制 度 の発 展 につい て討 論 した。そ して1991年 に 山東省 姻

台 市 な どの20数 県 に 「農村 社 会養 老 保 険試 行 」 を試 行 した。

(2)農 村 部 の社会 養 老 年金 保 険 制度 の推 進(1992-1998年)

1992年 に 民政 部 が公 布 した 「県級 農 村養 老保 険基 本方 案 」に よ り、農 村 部 の社 会養 老 年

金保 険制 度 が推 進 され た。 農 村社 会 養 老年 金保 険 の基金 は個 人 を主 と し、集 団お よび 国家

の三方 で納付 す る こ とが 規定 され た。1994年1月 に民 政部 は農村 部 にお け る専 門的 な機 関
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「農村 社 会保 険 司 」を設 置 し、制度 の普及 を強化 した。そ して1997年 末 に は農 村 養 老年 金

保 険 に加 入 した農村 住 民 は8,200万 人 に達 した。

(3)農 村 部 の社会 養 老 年金 保 険 制度 が 直面 す る困難(1998-2002年)

1998年 に政 府 の機 構 改 革 が実施 され た。民 政 部 に管理 され た農 村社 会 養 老年 金保 険 は労

働 部 お よび社 会 保 障部 に移 管 され た。 それ と同時 に、全 国規模 で農村 社 会養 老 年金 保 険 に

加 入す る人数 は減少 し、保 険基金 の運 営 も困難 に な った。

(4)農 村 部 の社会 養 老 年金 保 険 制度 の 再び の発 展(2003年 一現在)

2002年 に 労働 部 お よび社 会 保 障部 は、農村 部 の戸籍 を所有 す る国民 の状 況 に よ り、出稼

ぎ労働 者(農 民工)、 土 地 を徴 収 され た 農 民お よび農 村 戸籍 か ら非 農村 戸 籍 に な る者 に対 す

る養 老 年 金保 険 制度 を実施 した。2005年 に は寧 夏以 外 の ほ ぼ全 国規模 で農 村養 老 年 金制 度

が施行 され た。

中国人 口の8割 を 占め る農 民 の 問題 は 、中 国政府 が重視 して い る三農 問題 の1つ であ る。

特 に農 村 部 の高 齢者 の基本 的 な生活 を保 障す る問題 の解 決 は政府 の課 題 で あ る と考 え られ

る。 そ の農 村 部 の 高齢 者 に対 応 す る農 村社 会養 老年 金保 険制度 は、 中国 の社 会保 険 体 系 の

重 要 な構 成 部分 で あ り、 高齢 者農 民 の基本 的 生活 を保 障す るた め に実施 す る一 つ の重 要 な

政 策 で あ る。 ただ し都 市 部 と農村 部 の二元 的 な経 済 政策 に よ り、都 市部 と農 村 部 の経 済 的

な格差 が拡 大 し、社 会 保 険制 度 の納 付 水 準お よび給 付水 準 の格 差 も大 き くな っ た。 農 村 部

は、社 会保 険制 度 の依 然 と して初 期 段 階 で あ る と考 え られ て い る注27。

1986年 に 中国政 府 は社 会養 老 年 金保 険 制度 の試 行 を規 定 した。 そ して 、1991年1月 に

国務 院 が公布 した 「農 村社 会 年金 基 本 案」 に よ り、 民政 部 が 責任 を持 っ こ とを決 め 、農村

社 会保 険 制度 は一 部 の地 域 で試 行 す る こ とに なっ た。 ま た民 政部 は、農 村 社会 養 老保 険機

構 を設 置 した。 年金 基 金 の財 源 に つい て は 「個人 納 付 を主 と し、集 団 の補助 を従 と し、 国

が政策 的 支援 を与 える」と規 定 され た。そ して1991年6.月 に民 政部 は 「県 級農 村 社 会年 金

基 本方 案 」 を規 定 し、1992年1月3日 に施 行 され た。 この方案 に よ り、農 村養 老 年金 保 険

制 度 が実 施 ・推 進 され た。

この 「県級 農村社 会 年 金基 本 方案 」 の 内容 は 以下 の通 りで あ る。

①農 村 部 の収 入 水 準 は低 く、 さ らに養 老 年 金保 険 の納 付 お よび給 付 の水 準 も低 いの で 、

農 村部 の高齢 者 の 基本 的 な生 活 を保 障 す るこ とが 目的 で あ る。

②年 金 基金 の財源 は個 人 ・集 団 ・国家 の三者 で負 担す る。
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③個 人 納付 を主 と し、集 団 ・国家 が補 助 す る。

④社 会養 老保 険 と家 庭養 老 を並 立 させ る。

⑤農 村 部 の戸 籍 を持 って い る農 民 は、社 会養 老保 険制 度 に統合 す る。

⑥農 村 部 の社 会養 老 年 金保 険制 度 は拙 速 に進 めず 、漸 進 的 に実 施す る必 要 が あ る。

以 上、 新 中 国の歴 史 の 中で農村 部 の戸籍 を持 って い る農 民 を対 象 とす る正式 な最 初 の社

会保 険法 規 が 「県級 農 村社 会 養 老年 金 基本 方案 」で あ る。

1996年 に農 村社 会 養 老年 金 保 険制 度 は 、東 南 沿海 地 区 か ら中西 部 内 陸地 区 と少数 民族 地

区ま で 、少 しず つ対 象 地 域 を拡 大 してい った。 また 、1998年 の 国務 院 の機 構 改革 に よ り、

民 政部 が管 理 した農 村 社 会養 老年 金 保 険制 度 は 労働 社会 保 障 部 に移 管 され た。

1998年 に は、農 村社 会 養 老年 金保 険制 度 は全 国規 模 で約2,123の 県 と65%の 郷 で 実施

され た。農 村 社 会養 老 年金 保 険 に加 入 した農 村人 口は8,025万 人 に達 し、保 険基 金 は150

億 元 以上 にな った。 しか し、1999年 に国務 院 は農村 社 会養 老 年金 の将 来 の方 向性 は商業 保

険 にあ る と考 えた。 そ して 、2000年 末 、農 村 社 会養 老年 金 保 険制 度 は全 国規模 で約31の

省 ・自治 区 ・直属 市 の76%の 郷 ・鎮 で 実施 され た。農村 社 会養 老年 金保 険 に加 入 す る人 数

は6,172万 人以 上 に な り、保 険 基金 は195億5,000万 元 以上 に達 した 注28。

農村 社 会 養 老 年 金保 険制 度 の試 行 開始 の とき、 そ の適 用範 囲 が狭 く、保 障水 準 が低 く、

保 険基 金 の調 達 困難 な どの 問題 か ら一 時 実施 が停 止 され た。 しか し、都 市 部 の社会 保 険 制

度 の 改革 が進 行 す るに伴 い 、社会 の公 平性 を守 る原 則 を堅 持 してい る社 会保 険制度 が、 全

国民 を適 用範 囲 に含 む 社 会保 険 制度 に整備 され るこ とが必 要 で あ る と政 府 は認 識 した。 特

に全 国人 口の8割 を 占めて い る農 村 部 の 戸籍 を持 って い る農 民 に対 す る農 村養 老 年 金保 険

制 度 の重 要性 が認識 され た。そ の た め に国務 院 は2009年 か ら新型 農 村社 会 養 老保 険 を試 行

す る こ とを定 め、「新 型 農村 社 会養 老 保 険試 行 地試 行 の展 開 に関す る指導 意 見」を公 布 した

注29。

図表5-11農 村社会養老年金保険 の沿革

1 80年 代 以

前

そ の時 、農村 部 には 、養 老 年 金保 険 制度 はな

か った。 貧 困農 民 だ け 、救 済 を受 ける。

2 1986年 国家"七 五 計画"で 、農 村 社 会保 険 制度 を提

起 し、 当時 に 、農 民 は都 市部 に仕 事 して 、収
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入 増加 した め、江漸 地 方 をは じめ、養 老年 金

保 険 を建 設 した。

3 1991年 山東省 の5つ の県 で農 村 養 老保 険 を建 設 し

た。

4 1995年

一1997

年

全 国2900の 県 の 中に2123の 県 は養 老保 険制

度 を採 用 され た。 参加 率 は9.47%

5 1998年 国家 は保 険 業 を整備 し、農 村部 の社 会養 老 年

金 保 険 一時停 止 整備 段 階 にな った。

6 1999年 国務 院 は農 村部 に商業 保 険 を提 出 したが 、 し

か し、 商業保 険 が高 い。

以 上 に述 べ た ところ が、農 村社 会 養 老年 金 保 険 の発展 の経 緯 で あ る。 改 革以 前 には歴 史

的 ・文 化 的 ・政 策 的 な背 景 か ら、農 村 部 の養 老方 式 は家 庭養 老 で あっ た。 出稼 ぎ労働 者 の

増加 と ともに 、農村 部 の老齢 人 口 も増加 して きた。 それ に対 して、 従来 の 家庭 養 老 の方 式

では農 村 部 の老 齢者 の老 後生 活 を保 護 で き な くな る との認識 が広 ま っ た。農 村 部 の養 老年

金保 険制 度 が必 要 に な った。1986年 に農 村 部 の養 老年 金 保 険制 度 の試 行 が始 まっ た。 しか

し、そ の試行 に はい ろ い ろな 困難 が あ った。そ の 中 には 基金 運 営 の 困難 、適 用範 囲の狭 さ、

保 障水 準 の低 さ、 地域 間の格 差 、加 入者 の少 な さな どの 問題 が あ った。 最初 に試行 した と

き、農 村 部 で は保 険 の認識 が なか った 。伝 統 的 な文 化 な どの影 響 で 、家 庭養 老 の意識 が 強

か った。 そ れ に対 して は、保 険 意識 を普及 す る教育 が必 要 で あ る と考 え られ る。 地域 間の

格 差 を解 決 す るた め に、 中央 政府 は地 域 間 の格 差 を縮小 し、 均衡 が とれ る よ うに努 力 す る

こ とが必 要 で あ る。 そ して貧 困地域 を援助 す るた め に、政府 の資 金 的支 援 が必 要 と考 え ら

れ る。

2新 型 農 村社 会養 老年 金保 険制 度

(1)新 型農 村 社会 養 老 年金 保 険 制度 の形 成

2008年10.月9日 に 中国 共産 党 第17回3中 全 会 が 開催 され た。新 型農 村 社会 養 老年 金 保

険 制度 の提 起 は、 この会議 で な され た 。 この会議 は新型 農 村社 会 年金 保 険 制度 の原 則 を提
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起 した。 そ の 内容 は 、個 人納 付 を主 と し、集 団 の補 助 を従 と し、 国家 が政 策 的支 援 を与 え

る こ とで あ る。2009年5月22日 に 、政府 は社 会保 障 制度 につ い ての会 議 を開催 した。 そ

の会議 にお い て胡錦 濤 主席 は、全 国人 口(都 市部 と農村 部)を 全 て適 用 範 囲 に含 め る社 会

保 険体 系 の創 設 を指 示 した。 特 に8割 を 占めて い る農村 部 人 口に対応 す る新型 農 村社 会 保

険 の発 展 が 必要 と指 摘 した。 また2009年6月24日 に政府 が公布 した 「関干 展 開新 型農 村

社 会養 老 年金 保 険試 行 の指導 意 見 」 に よ り、 新型 農 村社 会養 老年 金保 険 に関す る重 要 な諸

政 策 が規 定 され た。 そ して 、2009年8.月18日 に全 国新 型 農 村社 会養 老年 金保 険の 試行 に

つ い て会 議 が 開催 され た。 同年9.月1日 、 国務 院 は 「関 干展 開新 型農 村 社 会養 老 年 金保 険

試 行 の指 導 意見 」を公 布 し、新 型農 村 社 会養 老 年金 保 険制 度 が試 行 され た。統計 に よれ ば、

2009年 に全 国規模 で新 型農 村 社 会養 老 年金 保 険制 度 を試 行 す る地 域 は10%の 県 に達 した。

そ の後 、全 国に拡 大 され 、2020年 ま で に全 国 の農 村 部 の農 民 が保 険 適 用範 囲 に含 まれ るよ

うにな る と予想 され てい る。

「関干 展 開新 型農 村 社 会養 老年 金 保 険試 行 の指 導 意 見」 に よ り、新 型 農村 社 会養 老 年 金

保 険制 度 は、基 本養 老 年金 と個 人 口座養 老 年 金 の2っ の年 金 方 式で 構成 され 、農 村 戸籍 の

60歳 以上 の住 民 に対 す る基 本 養 老年 金 の基 準 は1人 当た り毎 月55元 で あ る。 そ して 、地

方 に よって 、政 府 か らの補 助 金 は異 な る。 た とえ ば、 中央 政府 か らの補 助金 につ い て、 中

西 部地 域 に対応 す る基 本養 老 年 金55元 の全 ては 中央 政府 が補助 す る。東 部 地域 に対応 す る

この55元 の50%は 、中央政 府 が補 助 す る。 また 、地 方 政府 も毎年 最低 的30元 の保 険料 を

新 型農 村 社 会養 老年 金 保 険制 度 に加 入 す る農 民 に補 助す る。 そ して 、農 村 部 の障 害者 に対

応 す る新 型農 村 社会 養 老年 金 保 険制 度 の保 険 料 を納 付す る こ とにつ い て、 地方 政府 は最 低

標 準 の養 老年 金 保 険料 を全額 補助 す る。

図表5-12は 、2005年 か ら2009年 ま で の農 村社 会養 老年 金保 険 に加 入 した人 数 を示 し

てい る。 そ の統 計 に よれ ば 、2009年 ま で の全 国新型 農 村 社 会養 老年 金 保 険 の加 入 者 数 は

8,691万 人 、受 給者 数 は1,556万 人 で あ る。 新型 農 村社 会 保 険基 金 の収 入 は681億 元 、基

金 の支 出 は76億 元 で あ る注30。

図表5-12農 村社 会養 老 年 金保 険加 入状 況:2005年 一2009年

項 目

年

年末加入農村社

会養老年金保険

当年受給す

る養老年金

当年養老年金

支出総額

年末農村養

老保険基金
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人 数(万 人) 人数(万 人) (億 元) 累 計(億 元)

2005 5,442 302 21 310

2006 5,374 355 30 354

2007 5,171 392 40 412

2008 5,595 512 56.8 499

2009 8,691 1,556 76 681

(出 所)周 秋 光 ・王猛 等 、『中 国衣村 社 会保 障 的理 袷 和 実践 』 中国社 会 出版 社 、2011年 、

59-60頁 。

以 上 は、新 型農 村 社会 養 老年 金 保 険制 度 形成 の流れ で ある。1986年 か ら試 行 が始 ま っ た

農 村社 会養 老年 金保 険 制度 は失敗 で あ った ので 、政 府 は全 人 口の8割 を 占めて い る農 民 の

老 後 生活 を安定 させ るた め に、2009年 に新 型 農村 社 会養 老 年金 保 険 制度 の試 行 を始 め た。

図表5-12を 見 る と、2009年 に農村 社 会養 老 年金 の加入 者 が 急増 した。そ して養 老年 金 保

険 を受 給 す る人 数 、養 老年 金 支 出 の総 額 、養 老年 金 の基 金 の 累計 も大幅 に増加 した。 これ

は、農 村 部 の住 民 の保 険 意識 が 高 め られ た こ とを反 映 してい る と想像 され る。 しか し保 険

の給付 水 準 は都 市部 と比 較 して 、 まだ 農村 部 は低 い と考 え られ る。農 村 部 の保 険水 準 を高

め るた め には 、政府 の さらな る支援 の努力 が 求 め られ る。

(2)新 型 農村 社 会養 老 年金 保 険 制度 と都 市部 の養 老 年 金保 険 制度 の比較

①類 似 点

a.新 型農 村 社会 養 老年 金 保 険 と都 市部 の養 老年 金保 険制度 は、 両方 とも社 会保 険制 度

で ある。 い わ ゆ る社 会 保 険制 度 は 、権利 と義務 が対 応す る もの で あ る。 そ れ は、 純粋 な福

祉 制度 と生 活救 済 で は な く、社 会保 険 制度 は必ず 納 付 してか ら、それ 相 応 の給 付 を受 け ら

れ る。 そ の 点 につ い て、新 型 農村 社 会養 老 年 金保 険 制度 と都 市部 の養 老 年金 保 険制 度 は同

じで あ る。そ して新 型農 村養 老年 金保 険制 度実 施 す る とき、60歳 を超 える農 村 部 の老人 に

対 して 、保 険料 の納 付 を免 除す る。 そ れ は過 去 と異 な る とこ ろで あ る。

b.新 型農 村 社会 養 老年 金 保 険制 度 と都 市 部 の養 老年 金保 険制 度 は 、実行 され る制 度 が

社 会統 一 計 画 と個 人 口座 の結 合制 度 で あ る。 す な わ ち個 人 納付 は個 人 口座 を設 けて 、長期

的 に累計 す る。 それ と同時 に社会 統 一 計画 規 制 で も あ る。

c.二 つ の制 度 と も 「保 基 本,　 覆 差 」(基 本 を保 障す る こ と と適 用 範 囲 の広 い こ とで
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あ る)。す な わ ち保 障水 準 は 当時 の経 済発 展 状 況 に よ り規 定 す る。基 本 的 な生活 を保 障す る

こ とで あ る。 規 定す る 国民 を対象 と し、適 用 を受 け る範 囲 はで き るだ け広 くす る こ とで あ

る。

d.給 付構 成 は基 本 的養 老 金 と個 人 口座 養 老金 で あ る。 基 本 的養 老金 は公 平性 を具体 的

に表現 した 制度 で あ る。個 人 口座 養 老 金 は、 個 人納 付期 間 と納付 金額 に依 存す る。

②相 違 点

a.対 象 の相 違:都 市 部 の養 老年 金 保 険制 度 は都 市部 の労働 者 と住 民 を対象 とす る保 険

制 度 で あ る。 新 型農 村 社 会養 老年 金 保 険制 度 は 、農 村部 の住 民 を対象 とす る制 度 で あ る。

b.強 制 と 自由:都 市 部 の養 老年 金保 険制度 は、 国家 の法律 に基 づ き関係 者 を強制 す る

制 度 で あ る。 雇 い 主や 職 場単位 ・労働 者本 人 も必 ず 規 定 に よ り納 付す る。農 村 部 の養 老年

金保 険制 度 は強 制 で は な く、 自由参加 で あ る。

c.制 度 の柔 軟性:新 型農 村社 会 養 老年 金保 険制 度 に は柔 軟性 が あ り、都 市 部 の養 老 年

金保 険制 度 に は あま り柔 軟性 が な い、 関係 規 定 に一 定 の納 付金 額 、受 取 り資格 、 納付 基 準

が定 め られ て い る。 た とえば、新 型 農 村社 会養 老年 金保 険制度 の柔軟 性 と して は、納 付金

額 の基 準 が100元 か ら、200元 、300元 、400元 、500元 ま で5つ の レベル が あ る。 農 民 は

自分 の収 入 に よ り選 択 で き る。 同 時 に、地 方 政府 は納付 水 準 を増加 させ る こ とがで き る。

そ れ は 、各 地 の経 済発 展 の不 平衡 と農 民 の収 入 の レベル の格 差 に対応 す るた め であ り、 柔

軟 性 が必 要 と され る。

d.資 金 の調 達:都 市 部 の養 老年 金保 険制 度 の主 要 な納 付機 関 は、雇 い 主 と職 場 単位 で

あ る。また個 人 も納付 す る。農 村社 会 養 老年 金保 険制 度 の主 要 な納 付機 関 は、政 府 で あ る。

政府 は、 現在 の農村 部 の老人 に基本 的養 老 金 を提 供 す る。 ま た 、政府 は 中青年 の納 付 金 額

も補助 す る。 そ れ は 、都 市部 と異 な る ところで あ る注31。

以 上 は、新 型 農村 社 会養 老 年金 保 険 制度 と都 市部 の養 老 年金 保 険制 度 の 比較 であ る。都

市 部 の養 老年 金 保 険制 度 は 、都 市部 のすべ て の企 業 の 労働者 を対 象 とす る基本 養 老年 金保

険 制度 で あ る。 新型 農 村社 会 養 老年 金保 険制 度 を実 施 した とき 、都 市部 の 無職 者 を対象 と

す る城 鎮 住 民社 会養 老 年金 保 険制 度 は未 だ制 定 され て い なか っ た。都 市 部 の養 老年 金 保 険

制 度 は 、国 家 の法律 に基 づ き 関係 者 を強制 す る制 度 で あ るの に対 して 、農村 部 の新 型 農村

社 会養 老 年金 保 険制 度 は 自由 に加 入 す る こ とが で き る。 自由に加 入す る制度 で は、農 村住

民 が加 入 す る人 数 、保 険 基金 な どを確保 で きな い と考 え られ る。 農村 部 の 高齢 者 の老 後 生
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活 を保 護 で き な くな り、 安定 した 生活 が で きな い と考 え られ る。 法律 に よ り、農村 部 に も

都 市部 と同様 の強制 加 入 の養 老年 金 保 険制 度 が必 要 と考 え られ る。 そ して農 村 部 の保 険 の

納 付基 準 と受給 水 準 が低 い。 そ れ を改 善す るた め に は、農 民 の収 入 を高 め るた め に、政府

の努力 が必 要 で あ る と考 え られ る。

3新 型 農 村合 作 医療 制 度

「農 村 合 作 医療 制度 」 とは 、農村 戸 籍 を持 つ 国 民 を対象 とす る互 助 医療 制 度 で あ る。建 国

後 、都 市 部 の労働 保 険制度 と ともに、農 村 部 には,農村合 作 医療 制 度 が 実施 され た。1950年

代 か ら全 国 の農 村 地域 に広 が った。1978年 の 改革 開放 に伴 い 、計画 経 済 か ら市場 経 済 に転

換 し、農 村合 作 医療 制 度 は市 場経 済 に対応 で きな くな り、解 体 され た。 当時 、農村 住 民 の

生 活 が 困窮 してい た た めに看 病難 の状 況 が多 か った 。傷 病 を得 て も病 院 に行 けない 状況 が

普 通 で あ る。 そ の状 況 は長 い間続 いて い た。農 村 問題 の1つ の深 刻 な問題 と考 え られ てい

る。

1990年 代 に 中国政 府 は農 村 問題 、特 にそ の 中の高 齢者 生活保 障お よび 医療状 況 を解 決 す

る重要 性 を認 識 した。1993年11月14日 に 中国共 産 党第14回 党 大会 第3回 中央総 会 が 開

催 され 、「社会 主 義 市場 経 済体 制 を構 築 す る若 干 の 問題 に 関す る決 定 」が公布 され た。そ こ

では農 村 合 作 医療制 度 の発 展 につ いて 明言 され た。

当時 、民 政部 は農 村 合 作 医療 の管 理 部 門 と して存 在 してい た。1997年3月13日 に民政

部 は 「農 村合 作 医療 の発 展 と改 善 に 関す る若 干 の意 見 」 を公布 し、農 村 合 作 医療 制度 の改

革 が始 ま った。 さらに2003年1.月16日 に中 国政府 は 「新 型 農村 合 作 医療 制度 の構 築 に 関

す る意 見 」 を公 布 し、全 国規 模 で試 行 が始 ま った注32。

2003年 に は、全 国規 模 での試 行 地域 は約304の 県(市 ・区)に 達 した。 この改 革 は 「医

療 共 済」 を農 村 に導入 した。 そ して財源 は農 民個 人 、集 団企 業 と政府 の三者 が負担 す る。

保 険 に加 入 した農 民 の1人 当た りの年 間加 入 料 は30元 で 、 その 内訳 は個 人 負担 が10元 、

集 団負 担 が10元 、 地方 政府(省 ・市 ・県)負 担 が10元 で あ る。 それ に よって政 府 は農 民

の看病 難 の 問題 を解 決 で き る よ うに努 力 した。

しか し、 地域 の 間 に は経済 的 な格 差 が あ り、 中西 部地 域 で は保 険加 入 の農 民 の1人 当 た

りの保 険 料 は年 間30元 で あ り、 中央 政府 が10元 、地 方政 府 が10元 、個 人 が10元 を負 担

す る。比 較 的経 済 力 が高 い東 部 沿海 地 域 で は、保 険料 が30元 か ら50元 ま で の地域 が あ り、
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最 も豊 かな 地域 で は年 額 が200元 で あ る。

新型 農 村合 作 医療 基 金 の管 理 に つい て 、各 県 で合 作 医療 管理 機 構 が設 置 され 、 基金 を管

理 ・運 営 す る。そ して 中央政 府 は 統一 管理 す るた め に、「国務 院新 型 農 村合 作 医療 部 級連 席

制 度 」 に よっ て 中央政 府 の各 部 レベ ル の機 構 内で の仕組 みが設 定 され た。 そ の 関連 す る部

レベル の機 構 は、衛 生 部 ・財 政 部 ・農 業部 ・民 政部 ・人事 部 ・教 育 部 ・国家発 展 改 革委 員

会 ・国家 中医薬 管理 局 ・国家 食 品薬 品監督 管 理 局 ・国家 計 画 生育 委員 会 ・国務 院扶 貧(貧

困扶助)弁 公 室 ・中国残 疾人(障 害者)連 合 会 な どで あ る。 以上 の各 部 門 はす べ て 国務 院

に所属 した。 そ して各 地 方政 府 も省 レベル の仕 組 み が設 定 され た。

そ して、新 型 農村 合 作 医療 保 険制 度 におい て 、入 院者 の受 給 につ い て、加 入 者 の保 険 料

は年 間30元 納 付 す る場 合 は 、受 給 で き る保 険 金 は平 均600-700元 で あ る。 しか し、農 村

部 は都 市 部 と異 な り、強 制加 入制 度 で は な く、保 険 に未 加 入 の農 民 が少 な くない。 特 に貧

困層 の農 民 に対 して の看病 難 の 問題 が 依然 と して存 在 してい る。 それ らの貧 困者 に対 応 で

きな い新 型農 村 合 作 医療保 険制度 に対 して、農 村 医療救 助 制度 が規 定 され た。 新型 農 村 合

作 医療 保 険 制度 の 管理 部 門 は衛 生部 で あ り、農村 医療 救助 制 度 の管 理部 門は 民政 部 で あ る。

農村 医療 救助 制度 の 目的 は、病 気 にか か る農 村 部 の貧 困層 の救 済す る こ とで あ る。 この

救 済基 金 の財 源 は政 府 の公 益 収入 で あ る。

新型 農 村合 作 医療 保 険 制度 とは 、重 病 と主 と した統 一 管理 され た 互助 互 済す る 医療制 度

で ある。財 源 と して は個 人 ・集 団 ・政府 の三者 が負 担す る。 そ して都 市 部 と異 な り、 自由

に参加 す る。 新 型農 村 合 作 医療制 度 は政府 と農 民 の努力 で推進 され た。 試行 す る地域 の範

囲は最 初 の304県(市 ・区)か ら2004年 に は333県(市 ・区)に な り、2005年 末 ま で に

は678(市 ・区)県 に なっ た。 統 計 に よれ ば、新 型 農村 合 作 医療 制度 の適 用範 囲内 に は、

約2.36億 人 の農村 人 口の 中の約1.79億 人 が新 型農 村 合 作 医療制 度 に加 入 した。 計 算す る

と、加 入 率 は約75.7%に な っ た注33。

改革 前 の農 村 合 作 医療保 険制度 と比 較 して 、新 型農 村 合 作 医療 保 険制 度 は進 化 した。 そ

の内容 は以 下 の通 りで あ る。

①保 険 料 につ い て 、個 人 ・政府 ・集 団 の三 者 で負 担 す るこ とは 、政府 の責任 を強 化す る。

②保 険 に関す る法制 度 が改 善 され 、 重病 が 重視 され る。

③ 県 レベル の政府 は、保 険機 構 と して規 定 され た。

④基 金 運 営 につ い ての 監督 管理 が強化 され た。
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⑤新 型農 村 合 作 医療保 険制 度 の適 用範 囲が 拡 大 した。

⑥農 村 部 の 医療 保 険で は合 作 医療 ・医療 救 助 ・商 業 医療 保 険 の 三者 が 同 時 に存 在 す る。

農村 部 で は 、合 作 医療 ・医療 救助 ・商 業 医療保 険 は 、3つ の 異 な る分野 の 運 営機 能 で構

成 され てい る。 そ の3っ の運 営機 能 は各 自で管 理 され る。 新 型農 村 合作 医療保 険制度 の適

用 す る範 囲 は 、普 通 の農村 部 の住 民 を対象 とす る。 農村 医療 救助 政府 の適 用す る範 囲 は、

農 村部 の貧 困者 で あ る。 商業 医療 保 険 制度 の適用 す る範 囲 は、経 済発 達 地域 の農 民 で あ る

注34。

以 上 にお い て、新 型農 村 合 作 医療 制 度 につ い て概観 した。新 型 農村 合 作 医療 保 険制 度 の

試 行前 は、農 村 部 の住 民 は病 気 を して も、病 院 へ行 って診 療 を受 け られ な い看 病難 の深刻

な問題 が あっ た。 そ の 問題 を解決 す るた め に政府 は努力 し、新 型 農村 合 作 医療 保 険制 度 を

試 行 した。農 村 部 にお け る一 部 の看 病 難 の 問題 は緩 和 され た が 、新型 農 村社 会 養 老年 金保

険 制度 と同 じよ うに 、納 付基 準 と受 給 水準 が 低 い ので 、 その 問題 を完 全 に解 決 で き るまで

時間 が かか る と考 え られ る。 そ して、 自由 に加 入 す る制 度 は、都 市 部 と同 じよ うな 強制加

入 とす る必 要 が あ る と考 え られ て い る。 自由加 入 の場合 に は、多 数 の農 村住 民 が加 入 しな

い。一 旦 病気 にか か って も、新型 農 村 合作 医療保 険 が受 給 で き ない 、 その 疾病 者 の家 族 に

とって 、大 き な経 済 問題 が起 こ る と考 え られ る。 そ して重 病 に対 応す る仕組 み が法律 的 に

整備 され 、 地域 的 に広 ま るこ とが必 要 で あ る。 ま た、 地域 間の格 差 を縮 小 し、貧 困地域 に

対 す る資 金 支援 な どは政府 の責任 と考 え られ る。

最後 に、新 型 農村 合 作 医療 制度 へ の加 入 状 況 を 図表5-13で 示 す 。

図表5-132004-2008年 の新 型 農村 合 作 医療 保 険加 入 状 況

項 目

年

新 型 農 村 合 作 医療 採 用

して い る県(区 、 市)

参 加

率

(%)

当年 基 金 支

出(億 元)

当年補償支出受

益人数(億 人)

2004 333 75.2 26.37 0.76

2005 678 75.7 61.75 1.22

2006 1,451 80.7 155.81 2.72

2007 2,451 86.2 246.63 4.53

2008 2,729 91.5 662.00 5.85
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(出 所)周 秋 光 ・王猛 等 、『中国 表村 社 会保 障 的理 袷 和 実践 』 中国社 会 出版 社 、2011年 、

61頁 。

図表5-13に よれ ば、 参加 率 が100%に は至 らない もの の、着 実 に増 加 して い る こ とが

わか る。2004年 と2008年 を比較 すれ ば、採 用県 数 で は8.2倍 、支 出金 額 で は25.1倍 、受

益 人数 で は7.7倍 の増 加 とな って い る。

受益 人 数 と支 出金 額 が 増加 し、新 型農 村 合 作 医療 制度 の適用 対 象範 囲が 大幅 に拡大 した。

経 済発 展 の 急速 な進 歩 に伴 って 医療 費 の 上昇 が これ か らの深刻 な問題 と考 え られ る。 この

こ とに対 して 、 医療 保 険 の財 政 的 な負 担 が増 大 して い く と思 われ る。新 型 農村 合 作 医療 制

度 を改善 ・整 備 す る こ とは社 会 的 要請 で あ るが 、 その制 度 の維持 ・継続 も重 要 な課題 とな

るで あ ろ う。 長 期 的 な視 点 か ら見 る と、制 度 の完 備 が 求 め られ る。
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第7章 中国の社会保険制度の現状

第1節 社会 養 老年 金 保 険制 度 の現 状

2010年10月28日 、中華人 民 共和 国第11回 全 国人 民代 表 大会 常務 委員 会 第17回 会議 が

開催 され た。 この会 議 に よ り、「中華 人 民 共和 国社 会 保 険法 」の制 定 が決 定 され た。そ の社

会保 険法 の 目的 は、社 会保 険制度 の整備 ・拡 充 と監 督 ・管 理 の強 化 、調 和 的 な社 会 の実 現

で あっ た。 この社会 保 険 法 は、2011年7月1日 に施 行 され た 。

「中華 人 民共 和 国社 会保 険法 」 に よっ て、 憲 法 に も とつ く社 会 保 険制 度 の原 則 が確 立 さ

れ た。 国民 は社 会保 険 に加 入 し、法 に よって 国 家お よび社 会 か ら物 質 的援助 を受 け る権利

を享受 で き るよ うに な った。

中華 人 民 共和 国 国 内 に居 住 す る雇 用 主 お よび個 人 は 、本 法 に した が って 、社 会保 険料 を

納 付す る。 納付 記録 ・個 人権 益記 録 の照合 が で きれ ば 、社 会 保 険取 扱機 関 は社 会 保 険相 談

等 の 関係 サ ー ビス を提 供 しな けれ ば な らない。

国家 は各方 面 を通 じて社 会 保 険資 金 を調 達 ・拠 出 し、社 会保 険基 金 を厳 格 に監 督 ・管 理

す る。 県 レベル 以 上 の地 方政 府 は 、社 会発 展 を 目指 す計 画 行 政 の 中で措 置 を講 じ、 関係 諸

機 関 は社 会保 険 基金 の監督 に参 与 し、 必要 資 金 を援 助 し、社 会保 険 事業 の 円滑 な実施 を図

る。 国務 院 お よび省 ・自治 区 ・直轄 市 な どの地方 政府 は連 携 して 、健 全 な社会 保 険 基金 の

監 督 ・管 理 制度 を構 築 し、社 会保 険基 金 の安 全 かつ 有効 な運 営 を保 障す る。

現在 の 中国 の社会 保 険 制度 は 、基 本養 老 保 険 ・基 本 医療 保 険 ・労 災保 険 ・失 業 保 険 ・生

育保 険 の5つ の制度 で構 成 され て い る。新 しい社 会 保 険法 は、個 人 が享 受 す る社 会保 険 の

仕 組 み を整備 し、 そ の利便 性 と柔軟 性 を高 めた。 また 、 出稼 ぎ労働 者 に対 して、転 職 お よ

び 移住 す る場合 は、本 人 の養 老年 金 保 険 は移 転す る こ とがで き る よ うに なっ た。 そ して 、

養 老保 険 金 の給 付 につ い て 、定年 退 職 後 は、 統 一的 に支 給 され る。 そ して 中国政府 は基本

医療保 険 制 度 の利便 性 も高 めた 注1。

上述 は、社 会 保 険法 が施 行 され た現 在 の社 会保 険 制度 で あ る。 現在 の社 会保 険制 度 は適

用 対象 範 囲 が拡 大 し、中国 国 内 に居 住 す る住 民 全員 を対象 とで きる よ うに な った。そ れ は、

日本 の 国民健 康 保 険 が 日本 国 内に居 住 す る住 民全 員 を対 象 と してい るの と同 じ レベ ル に到

達 した。 特 に 、 出稼 ぎ労働 者 に対 して養 老 年 金保 険 の移 転 が で き る こ とは、 出稼 ぎ労働者

の国 民 と して権 利 を守 る こ とが で き、 政府 は全 国民 が 平等 に国 の発展 の成果 を享 受 で き る
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こ とを認識 させ た。 全 国民 を適 用範 囲 とす る社 会 保 険制 度 を完備 で きる よ うに政府 は努 力

した。

1現 在 の社会 養 老年 金 保 険制 度

国家 統 計 局 が公表 した デー タに よれ ば 、2011年 末 に 中国 の老年 人 口は1億8,500万 人 に

達 した。 全 国人 口の13.7%を 占めて い る。 予測 で は 、2015年 に高齢 者 人 口は2億2,100

万人 に達 し、 中国総 人 口の16%を 占め る こ とにな る。 平均 して毎 年860万 人 が増 加 す る。

世 界 唯一 の 高齢 者 人 口2億 人 を超 え る国 と して 、全 国城 郷 住 民 を対象 とす る社 会養 老年 金

保 険制 度 は基本 的 に はで き あが っ てお り、 これ か ら中国 国民 は安 心 して生活 で き る よ うな

社 会 に 向か うもの と思 われ る注2。

うえ にふ れ た公表 デ ー タを見 る と、 現 実 に 中国 は高齢 化 社 会 にな っ た。 この よ うな高齢

化 社会 に対応 す る平等 な社 会 保 険制 度 が必 要 と考 え られ る。 高齢 者 が安 心 して生活 で き る

こ とは、彼 らの子供 が安 心 して仕 事 がで き る こ とを意 味 し、社 会 安 定 に資 す る と考 え られ

る。

2現 在 の城 鎮 職 工(労 働者)基 本養 老年 金 保 険制 度

中華 人 民 共和 国社 会保 険法 に基づ き、 労働者 は城 鎮職 工(労 働 者)基 本養 老 年金 保 険 制

度 に加 入 す る義 務 が あ る。 これ は 、社 会保 険 制度 の強制 性 の あ らわれ で あ る。 そ して、 労

働 者 の仕 事 の性 質 に よ り、基 本養 老 年 金保 険 料 を納 付す る方 法 は異 な る。 全 日制 の 労働者

に対 して は、基 本養 老 保 険料 の 支払 い は企 業 お よび 労働 者 が 共 同で負 担 す る。 労働 者 のみ

な らず 自営 業者 、 そ して 基本 養 老保 険 に未 加 入 だ ったパ ー トな どの 労働 者 が 基本 養 老保 険

に加 入 で き るよ うに な った。 しか し基 本養 老保 険料 は個 人 で負 担 す る。 そ れ を考 え る と、

城 鎮職 工(労 働 者)基 本養 老 年金 保 険 制度 の対象 範 囲 が拡 大 した。城 鎮 部 の各 種類 の企 業

に勤務 して い る労働 者(出 稼 ぎ労働 者 を含 む)の す べ て が保 険 の適用 範 囲 に含 まれ るよ う

にな っ た。

基本 養 老保 険基金 は、 企業 お よび個 人 か ら徴 収 され た資 金 お よび政 府 補助 金 な どで構成

され て い る。 企 業 と労働 者 は法律 の規 定 に従 い 、養 老年 金保 険料 を納 付 しな けれ ば な らな

い。

国有 企 業 の 労働 者 お よび事 業 単位 の従業 員 の基 本養 老 保 険料 は政府 が負担 す る。 基 本養
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老 保 険基 金 が給 付金 不 足 の状 況 に な った場 合 は、政 府 が補 助金 を支 出 して 基本 養 老保 険 基

金 を維 持 す る。 そ して、 基本 養 老保 険 金 は統 括養 老保 険金 と個 人 口座 養 老保 険金 で構 成 さ

れ て い る。 当該 労働 者 が 死 亡 した場 合 は 、個 人 口座 の残 高 は遺族 が相 続 で き る。

基本 養 老年 金 を受 給 す る方 法 にっ い て は、① 基 本養 老 保 険 に加 入 した労働 者 は、法 律 に

よ り退 職 年齢 に な る と、 納付 年数 の合 計 が15年 に達 した場 合 は 、毎 月 、基 本養 老 金 を受 給

す る こ とが で き る。 ② 法律 に よ り、退職 年 齢 にな る とき 、納付 年 数 を合 計 して15年 にな っ

てい な い場合 は、満15年 ま で納 付 を続 けれ ば、 毎 月、 基本 養 老金 を受 給 で き る。 ③ 基本 養

老 年金 保 険 に加 入 した労働 者 につ いて 、病 気 お よび職 場 以 外 で死 亡 した場合 は 、そ の遺族

は、葬 儀 補助 金 お よび 救 済金 を受給 で き るよ うに な った。 ④ 法律 に よ り、 退職 年齢 に到 達

して い ない 場合 、病 気 お よび 職場 で災 害 を受 け、仕 事 が で きな くなれ ば、 疾病 障 害者 手 当

を受給 で き るよ うに な った。 この財 源 は 、基 本養 老 年金 保 険 基金 か ら支 出 され る。

経済 発 展 に伴 い 、労働 者 の平 均賃 金 が 上昇 した り、物 価 が 上昇 した りな どの環境 変 化 に

応 じて、 基本 養 老保 険 受 給水 準 を調 整 す る機構 が設 置 され る。

養 老 年 金 の加 入者 が他 の地 域 に転 職 した場 合 、基 本養 老 年金 保 険 を新 た な居 住 地 に移 管

で き、納 付年 数 も継 続 して 累計 で き る。法 定退職 年 齢 に達す れ ば 、養 老年 金 を受 給 で き る。

注3

以 上 は、城 鎮 職 工(労 働 者)基 本 養 老年 金保 険制 度 の概 要 で あ る。 当該保 険 が適 用 され

る範 囲 が拡 大 して きた。 改革 開放 以前 の 労働保 険制 度 と比 較 して、 現在 の城 鎮 職 工(労 働

者)基 本養 老年 金保 険 制度 は、 出稼 ぎ労働 者(農 民 工)を 含 め て、す べ て の城 鎮職 工(労

働 者)が 保 険 の対象 となっ た。城 鎮 部 で仕 事 してい る労働者 のす べ て が保 険適 用 の範 囲に

含 まれ る よ うに なっ た。 しか し、企 業 の種 別 に よ り、 労働 者 の基 本 養 老年 金 の納 付 方法 お

よび受 給 レベル は異 な って い る。 依 然 として 格差 と不 平等性 が残 って い る と考 え られ る。

そ して 、基本 養 老年 金 保 険 は新 た な居 住地 に移 管 で き、納 付年 数 も継 続 し、累 計 で き る こ

とにな った の は、社 会 保 険制 度 の 大 きな進 歩 と考 え られ る。

3現 在 の城 鎮 住 民社 会 養 老年 金保 険制 度

2011年 に 中 国共産 党 中央宣 伝 部 ・人 力資 源 部 ・社 会保 障部 は 「国務 院 に関す る城 鎮 住 民

社 会養 老保 険試 点 を展 開す る意 見 」を公 表 し、国務 院 規 定 に よ り、2011年7月1日 か ら城

鎮(城 は大都 市 部 、鎮 は県 レベル の町 で あ る)住 民 社会 養 老 保 険 の実 験 を開始 す る こ とを
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定 めた。

2010年 に 「中華人 民 共 和 国社 会保 険 法 」が公 布 され 、2011年7月1日 に施行 され た。

社 会保 険 法 は 、城 鎮住 民社 会 養 老保 険 制度 の改 善 が規 定 され た。

新型 農 村社 会 保 険制 度 は 、2009年 に始 め られ た。近 い将 来 、全 国の農 村 部 の住 民 のす べ

て に拡 大 され る こ とに なっ てい た。 しか し、城 鎮 部 の無 職者 、 あ るい は安 定 した仕 事 が な

い者 は基 本養 老 保 険 の対 象 とは され て い なか った。 「建 立健 全城 鎮 住 民社 会養 老 保 険制 度 」

は、 中 国政府 の重 要 な 目標 で あ る。 城 鎮住 民社 会 養 老保 険制 度 が確 立 で きれ ば 、全 国 の都

市 部 と農 村 部 のす べ て の住 民 を保 険適 用 の範 囲 に含 め られ る。

城 鎮 住 民社 会養 老年 金保 険制度 の納 付方 法 は 、個 人納 付 だ け でな く政 府補 助 に よっ て支

え られ てい る。そ れ に家 庭養 老 ・社 会 救 助 ・社 会福 祉 な どの他 の社 会保 障施 策 が加 わ れ ば、

城 鎮部 の住 民 の養 老生 活 を保 障 で き る。城 鎮 住 民社 会養 老保 険制 度 は 、2011年 に始 ま り、

まず60%の 地方 を対 象 に実施 し、2012年 に全 国の城 鎮 住 民 に対象 を拡 大す る。城 鎮住 民社

会養 老 保 険 制度 の基 本 原則 は基本 を保 障 し、広 い適 用 範 囲 を設 定 し、制 度 に弾力 性 が あ り、

そ れ が持 続 で き る こ とで あ る。 この原 則 は、 中国 の社 会保 障 制度 体 系 の方 針 と同 じで あ る

と考 え られ て い る。 城 鎮住 民 社 会養 老保 険制 度 は、 新型 農 村社 会 保 険制 度 の政 策 と基 本 的

な方 向 は一 致す る。 将 来 、城 郷 統 一的 な社 会保 険制 度 を整備 す るた め に大 い に貢 献す る も

の と思 われ る。

城 鎮 住 民社 会養 老保 険 制度 の加 入 条件 は16歳 に達 す る こ とで、 学校 教 育 を受 けて い る

児 童 生徒 は対象 に含 まれ な い。 ま た職 工(労 働 者)基 本 養 老保 険 の適 用 範 囲外 の無職 の城

鎮 住 民 を対 象 とす る。

基金 募 集 につ い て述 べ る と、 個人 納 付 と政府 補 助 金 の二 つ の部 分 か ら構 成 され てい る。

個 人 が納 付 す る最低 基 準 は毎 年1人 当た り100元 で、 これ は新型 農 村 社会 保 険制 度 と同 じ

で ある。 障 害者 の個 人 納付 分 につ いて は 、地 方政 府 が代 わ って納 付す る。 納付 基 準 は100

元 か ら1,000元 まで あ る。

城 鎮 住 民 の 個 人 納 付 と障 害 者 に代 わ って 地 方 政 府 が納 付 す る こ とに な っ て い る補 助 金

な どは、す べ て個 人 口座 に振 込 ま れ る。加 入 者 が死 亡 した場 合 は 、個 人 口座 の 資金 残 高 は、

政府 の補 助金 以 外 、法 律 の定 めに よって遺 族 が相 続 で き る。

養老 年 金 の受 給 条件 につ いて は男 女 を問わ ず 、60歳 にな る と受 給 で き る。養 老 金 は基 本

養 老金 と個 人 口座 で構 成 され て い る。城 鎮 住 民 は城 鎮住 民社 会養 老保 険制度 の も とで 、60
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歳 にな り、他 の養 老制 度 で保 護 され ない場 合 は 、 これ ま で納 付 がな され て い な くて も、 基

本養 老 年 金 を受 給 で き る。納 付 年齢 に達成 して い ない者 は、毎年 納 付 して累 計15年 を満 た

す 必要 が あ る注4。

以 上述 べ た とこ ろは、 現在 の城 鎮 住 民社 会養 老年 金保 険 制度 の要 点 で あ る。 都 市部 の労

働者 を対 象 とす る城 鎮 職 工(労 働 者)基 本 養 老年 金保 険制 度 と新 型農 村 養 老年 金保 険制 度

を比較 す れ ば 、城 鎮住 民社 会 養 老年 金保 険制 度 の試 行 は極 めて遅 れ て い る。 城 鎮住 民社 会

養 老年 金保 険制 度 が で き、全 国 民 を適 用範 囲 とす る社会 保 険 制度 が で きた。 しか し統 一 的

な制度 で はな く、依 然 と して養 老年 金 の納 付 方 法お よび受 給 レベ ル が異 な っ て い る。 た と

えば農 村 部 の新 型養 老 年金 保 険料 の納 付基 準 は100元 か ら500ま で、城 鎮 住 民社 会養 老 年

金保 険制 度 の納 付 基準 は100元 か ら1000元 まで で あ る。この こ とか ら、農 村 部 の所 得水 準

の高 め る こ とが必 要 で あ る と考 え られ る。 そ して 中国 国 内 には 、従 来 か ら各方 面 で格 差 が

あ り、特 に社 会 保 険制 度 にお け る格 差 は不 公 平 な社 会 を示 して い る。 都 市 部 の労働 者 を対

象 とす る城 鎮職 工(労 働 者)基 本 養 老 年金 保 険制 度 に よって 、労働 者 は安 定 した生活 が で

き るが、 社 会保 険 の適 用 範 囲外 の都 市 部 の住 民 は安 定 した生 活 が望 めなか った。 そ の住 民

は、失 業者 、労 働 力 が喪 失 した者 お よび 障害者 な どで構 成 され てい る。 社 会保 険 の対 象 外

にな る と、最低 の生活 保 障 が で きな くな り、社 会 的 な安 定性 を維 持 す る こ とが 困難 にな る。

それ を考 え る と、城 鎮 住 民社 会養 老年 金保 険 制度 の試 行 に よっ て、 そ の問題 の一 部 を解 決

す る こ とが で きた よ うに思 われ る。 この制 度 は 、社 会保 険制 度 が全 国 民 に平等 に適 用 され

る とい う方針 に接 近 し、社 会 的安 定 に対 して 大 き な貢献 を な し うる と考 え られ る。

42012年 新 型 農村 社 会養 老 年 金保 険制度

新型 農 村社 会 養 老年 金保 険制 度 の保 険料 は、個 人 ・集 団 ・政 府 の 三者 が 共 同 して負 担 す

る。新 型 農 村社 会養 老年 金保 険 基金 は基礎 養 老 金お よび個 人 口座 養 老金 の2つ で構 成 され て

い る。新 型農 村 社 会養 老保 険 に加 入 す る農 村 部 の農 民 は 、法 律 に よ り、法定 年齢 にな る と、

毎 月、新 型農 村 社会 養 老保 険金 を受 給 で き る。

2012年 新 型 農 村社 会養 老年 金保 険 制 度 の 内容 を整 理す る。 この制度 の加 入 者 は16歳 に

達 した者 で 、学 校 教育 を受 けて い る児 童生 徒 は対 象 とされ な い。 ま た城 鎮職 工基本 養 老年

金保 険 に未加 入 の農 村 住 民 は対象 と され る。

新型 農 村社 会 養 老年 金保 険 に加 入 す る もの は60歳 にな る と、 こ の新 型 農村 社 会養 老 年

121



金保 険 を受 給す る こ とが で き る。 城 鎮 職 工基 本養 老 年金 保 険 の適 用範 囲外 の者 につ いて も

60歳 に なれ ば、そ の後 に納付 す る こ とな く、基 本養 老 年 金 を受 給 で き る。 しか し、彼 らの

加 入 条件 に適 合 す る子供 は保 険 に加 入 し、納 付 す る こ とが 必 要 で あ る。 給 付 期 間 ま で15

年 未満 の者 は 、毎年 納 付 し、累 計15年 を満 た さな けれ ば な らず 、受 給年 齢 ま で15年 を超

え る者 は毎年 納 付 し、累 計15年 を満 たせ ば よい。

新型 農 村社 会養 老年 金保 険 を実施 す る地 域 で 、農 村社 会養 老年 金保 険制度 に加 入 し、60

歳 に達 した者 は、新 型農 村 社会 養 老年 金 保 険 の基本 養 老 年金 を受 給 で き る。60歳 にな っ て

いな い者 は、農 村社 会 養 老年 金保 険 の個人 口座 の資 金 が新 型農 村養 老年 金保 険 の個 人 口座

に振替 で送金 され る。

加 入 者 は規 定 に よ り、養 老 保 険金 を納付 す る。 納 付す る基 準 は毎年100元 か ら500元 ま

で5つ の レベ ル が あ る。 納付 金額 の レベル に応 じて受給 額 に も幅 が あ る注5。

上述 した とこ ろは 、現在 の新型 農 村 社会 養 老年 金 保 険制 度 の概 要 で あ る。 そ の制度 は 自

由加 入 とされ てお り、参加 しない農 民 に対 して 、今 後 は 強制加 入 制 度 が必 要 と考 え られ る。

しか し、農 民 の収入 に よっ て は、保 険 料 を支 払 うこ とが で きな い場 合 もあ る。 それ に対 応

す る政 府 の 資金 援助 が求 め られ る。 そ して、 納付 基 準 の低 い と ころは 、農村 の生 産力 お よ

び 所得 の 向上 を実 現す る政策 を実施 す る こ とが政 府 の 責任 と考 え られ る。

第2節 現在 の 医療 保 険 制度

2010年 に公 布 され た 「中華 人 民 共和 国社 会保 険法 」 に よ り、 医療保 険制 度 は充 実 した。

現在 の医療 保 険制 度 は、 労働 者 基 本 医療 保 険 、都 市部 住 民基 本 医療 保 険及 び 新型 農 村 合

作 医療 保 険 の3つ の 医療保 険制度 で構 成 され て い る。 そ の3つ 医療 保 険制 度 の基 準 は 、国

家 が 定 め る。

まず 医療保 険制度 の 内容 につ い て述 べ る。 納付 方 法 につ い て は、 フル タイ ム の労働 者 に

関 して は、社 会 保 険法 に よ り、企 業お よび労働 者 が共 同 して 基本 医療 保 険料 を負担 す る。

自営業 者 お よび パ ー トな どの労働 者 につ いて は 、法 律 に よ り、個 人 で基 本 医療 保 険料 を負

担 す る。 そ して都 市部 の住 民 が 無職 の場合 で も、都 市住 民基本 医療保 険 は個 人 納付 の ほか

政府 補 助 金 で補 填 され 、 実施 ・運 営 され る。

ま た、 貧 困者 ・身体 障 害者 な ど所 得 が低 い 家庭 にお け る60歳 以 上 の高 齢者 や 未成 年 な

どの納 付 金 は政 府 に よって補 助 され る。
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医療 保 険 の加 入者 は、 法律 に よ り、 定年 退職 年 齢 に な る と、規 定 す る納 付年 数 が15年 を

満 たす 場 合 は 、基本 医療保 険 を受給 で き る。 法律 に よ り、規 定す る納 付 年数 が15年 未満 の

場 合 は、15年 まで 納付 しな けれ ば な らな い。 それ が満 た され れ ば、 基本 医療保 険 が受 給 で

き る。

そ して 基本 医療保 険 の 対象 とな る投薬 な どの 医療 サ ー ビス の費 用 は 、国 家 の定 め る とこ

ろ に よ り、 基本 医療 保 険 基金 か ら給 付 され る。

保 険加 入者 の医療 費 用 の なか に は、 基本 医療 保 険 基金 か ら納 付 す べ き部 分 と納付 しない

部 分 が あ る。 基 本 医療 保健 基 金 か ら納 付す べ き部 分 は 、社 会保 険 取扱 機 関 と医療機 関、 薬

品取扱 企 業 が直 接精 算 す る。 基本 医療保 険基 金 か ら納付 しない場 合 としては 、① 労 災保 険

基 金 が納 付 す る責任 を持 っ てい る。 ② 第 三者 が 責任 を持 って い る。③ 公 衆衛 生 行 政 が責任

を持 っ てい る。 ④ 国外 で 治療 す る。

医療 費 用 を負 担す る者 は 、法律 に基 づ き判 断 され る。 医療保 険の加 入 者 が他 の地域 に就

職 す る とき、基 本 医療 保 険 の 関係 は本 人 と ともに新 た な地 域 に移 管 で き、 納付 年数 は累 計

計 算 で き る よ うにな った 注6。

社会 保 険 法 の制度 の なか で、 医療 保 険制 度 を考 え る と、都 市部(城 鎮 を含 め て)の 無職

者 と安 定 した仕 事 が ない者 お よび農 村 部 の住 民 を 医療保 険制 度 の保護 対 象 とす る こ とが で

きた。

以 上 は、 現在 の 医療 保 険制 度 の概 要 で あ り、 それ は法 制 度 と して精 緻 な もの にな った。

以 前 の労働 保 険 制度 の なか で は、家 族 全員 が 一 つ の医療 保 険 証 を使 うこ とが で き るな どの

問題 が あ った が、現在 の医療 保 険 制度 はそれ を解 決 で き、制 度 的 に も改善 され た。しか し、

企 業 の種 類 に よ り、保 険 の納 付 基 準お よび受 給 の水 準 に格 差 が あ る こ とは、社 会 的不 公 平

を生 じる と考 え られ る。

第3節 現在 の労 災保 険 制度

2010年 に公 布 され た 「中華 人 民 共和 国社 会保 険法 」 は 、労 災保 険制 度 を拡充 した。 同法

に定 め られ た労 災保 険 制 度 の 内容 を紹 介 した い。

原則 と して 、 労働 者 に は必 ず 労災保 険 を加 入 しな けれ ばな らな い義 務 が課 され て い る。

保 険料 の納 付 につ い て は、企 業 が 労災保 険料 を納 付 す る こ とと され て い る。 国家 は 業種 の

労 災発 生 の危 険 度 の レベル に応 じて、保 険料 率 を規 定す る。 そ して 、企 業 は そ の規 定 に基
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つ く保 険 料 率 に よっ て、 労災 保 険料 を納付 しな けれ ば な らな い。

労働 者 が仕 事 中に事 故 で負 傷 した り、業 務 が原 因で罹 患 した りす る職 業 病 な どは 、労 災

認 定 され た 場合 、 労災 保 険 を受 け るこ とがで き る。 そ して政府 の鑑 定 に よ り、労 災事 故 を

受 けた とされ る労働 者 の労働 能 力 が喪 失す る場合 には 、身 体 障害 者 と して法 的保 護 を受 け

る。

労 災保 険 が適 用 され ない場 合 と して は 、 「① 故 意 の犯 罪 、② 酒 酔 い また は ドラ ッグ の服

用 、③ 自傷 ま た は 自殺 、④ 法 律 ・行 政 法規 が 定 め るそ の他 の 事情 」。 それ らを考 え る と、

労働 者 の 自己責 任 の範 囲内 の被 災 は、 労 災保 険 の適 用 は ない。

労働 災 害 が発 生 し、法律 に従 っ て、 労 災保 険基 金 か ら給 付 され る経 費 として は、① 政府

が鑑 定 した 労災 認 定者 の治療 費 な ど、 ②入 院 時 に発 生す る費 用 な ど、③ 地 元 で はな く、 対

象 地域 以 外 で治 療す る場合 の交 通費 ・食費 ・宿 泊費 な ど、④ 身体 障 害者 に対 しての補 助器

な どの費 用 、⑤ 介護 費 、⑥ 障害者 補 助 金 お よび 障害 者 手 当 な ど、⑦ 労働 契 約 の終 了 お よび

解 約す る場合 の 医療 補 助金 、⑧仕 事 中 に死 亡 した場 合 、 その 遺族 に葬 儀 支 出補 助金 、親族

扶養 救 済 金 お よび 死 亡 の補 助 金 、⑨ 労働 能 力鑑 定費 が あ げ られ てい る。

ま た、 労 災 が発 生 した 場合 、 法律 に従 って 、企 業 の納 付 費用 は次 の通 りで あ る。 ① 治療

中の給 料 お よび 福祉 給 付金 な ど、② 身 体 障害 等級 が5級 ・6級 に な る労働 者 が 障害者 手 当、

③ 労働 契 約 の終 了 お よび解 約 す る場 合 の就 業補 助 金 が それ で あ る。

労 災認 定 を受 けた労働 者 が定年 退 職 すれ ば、基 本養 老 年 金 を受 給 で き、 障害 者 手 当 の給

付 が停 止 され る。 しか し、基 本養 老保 険 と して受 給 され る金 額 が障 害者 手 当 よ り低 い場 合

には 、労 災保 険 基金 か らそ の差額 が補 填 され る。

企業 に は法 に よっ て労 災保 険料 を納 付す る義務 があ り、それ を納付 しな い場 合 に は、 労

災 事故 が発 生 した とき、企 業 がす べ て の責 任 を負 わな けれ ばな らな い。

第 三者 の行 為 が原 因 とな って 労災 が発 生 した場 合 に は 、そ の第 三者 がす べ て の責任 を負

うこ とにな る。

労 災保 険 に定 め られ た権 利利 益 の享 受 が認 め られ な い場 合 と して は 、① 労災 保 険 の受 給

資 格 を喪 失 す る こ と。 ② 労働 能 力 を鑑 定 しない もの。③ 治 療 しない もの が該 当す る注7。

社会 保 険 法 に定 め られ た労 災保 険制 度 の整備 に よ って 、労働 者 を労働 災 害 か ら効果 的 に

守 る こ とが で き る よ うにな り、 労働 者 は安 心 して仕 事 が で き る よ うに な った。

以 上 に述 べ た通 り、現在 の労 災保 険 制度 は、 法的 に整 備 され 、企 業 の責任 が 明確 に規 定
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され てい る。 これ に よって 労働者 は安 心 して仕 事 に取 り組 む こ とが で き る と思 われ る。

第4節 現在 の失 業保 険 制度

2010年 に制 定 公布 され た 「中華人 民 共和 国社 会 保 険法 」 に よって 、失 業保 険制度 の充 実

をみ た。 同法 の定 め る失 業保 険制 度 の内容 は以 下 の通 りで あ る。

原則 と して 、労働 者 には失 業保 険加 入 しな けれ ばな らない 義務 が あ る。 法律 に よ り、失

業保 険料 の 納付 につ いて は 、企 業 と労働 者 が 共 同 して納 付 しな けれ ば な らな い。 失 業保 険

金 を受 給 で き る条件 につ い て は、① 失 業以 前 に企 業 と本 人 が 失業 保 険 の保 険料 を1年 以 上

納 付 した こ と。 ② 自発 的 な辞 職 で は な く解 雇 され た こ と。 ③ 失業 を所 管 行 政庁 に登録 し、

求 職希 望 を持 って い る こ とが必 要 と され る。

受給 で き る失 業保 険 金 の金 額 は 、納 付 した 失 業保 険料 に よ り異 な る。 た とえ ば、失 業者

が失業 前 に納付 した期 間が1年 か ら5年 まで の場 合 は、失 業保 険金 の受 給 で き る期 間は最 長1

年 間 で あ る。納 付 した期 間 が5年 か ら10年 ま で の場合 は、失 業 保 険金 の受給 で き る期 間 は18

ヶ月 とな る。 納 付期 間が10年 以 上 の場 合 は、 失 業保 険金 受 給 期 間 は最長 で24カ.月 とな る。

失 業保 険 金 の基 準 は各 地 方政 府 が 定 め る。 失 業者 は、失 業保 険金 受 給期 間 中に 、労働 者 基

本 医療 保 険 に加 入す る こ とがで き る。 そ して 、失 業 者 の基 本 医療 保 険料 は、失 業保 険基 金

か ら納 付 す るこ とに な る。 失 業保 険金 の受 給 期 間 は失業 登 録 日よ り計算 す る。

失業 保 険制 度 の 受給 対 象 か ら外 れ る場合 と して は、① 再 就職 で きた もの 、② 兵役 に服 し

た もの、③ 国外 に移 住 す る もの、④ 基 本養 老 保 険 が受 給 で き る もの 、⑤ 合理 的 な理 由な く、

居 住地 の地 方政 府 の部 門か ら紹介 され た適 切 な仕 事 に従 事 しよ うとしない もの があ げ られ

る。

そ して 、失 業 保 険 は、 ほ かの保 険 と同 じよ うに本 人 の移 動 と ともに移 管 で き る よ うにな

った。

社会 保 険 法 の定 め る失 業保 険制 度 が充 実 し、失業 した 労働者 は次 の仕 事 が 見つ か るまで 、

安 心 して生活 で き るよ うに な った。 仕 事 が な く、生 活 が 困難 な場 合 は 、犯 罪 を 引 き起 こす

可 能性 が あ る と考 え られ る。 社会 秩 序 の 防衛 の た め に も、失 業者 を救済 す る十 分 な失 業保

険 制度 が必 要 と考 え られ る。

第5節 現在 の生育保険制度
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2010年 に公 布 され た 「中華 人 民 共和 国社 会保 険法 」 に よって 、生 育保 険 制度 が整 備 され

た。 そ の生 育保 険制 度 の内容 は、 以下 の通 りで あ る。

原則 と して 、労働 者 には生 育保 険 に加 入 しな けれ ば な らない義 務 が あ る。 生 育保 険 の保

険 料 は、 企 業 が法律 に従 っ て納付 す る。企 業 が 生育保 険料 を納付 した場 合 は 、そ の 労働者

と労働 者 の 無職 の配 偶 者 は 、法 の 定 め に従 い 、 生育 医療 費 を受給 で きる。 そ して、 生育保

険 制度 の受 給す るの は、 生育 医療 費 用 と生 育 手 当 の2っ の部 分 か ら構 成 され る。

生 育 医療 費用 として は、① 生 育 に必 要 な 医療 費用 、② 一 人 っ子 政策 を維持 す るた めに必

要 な 医療 費 用 、③ 法律 に定 め られ たそ の他 の費用 も あげ られ て い る。

関係 法 規 定 は、 生育 手 当 を受 給 で き る場 合 と して、 上述 の 条件 に対 応 して① 出産す るた

め に有 給休 暇 を受 給 で き る女 性 労働 者 、 お よび② 一 人 っ子 政策 のた め の手術 時 に有給 休 暇

を受給 で き る女 性 労働 者 で あ るが 、③ 法律 に よって 他 の ケー ス もあげ られ て い る。

生 育手 当は 、前年 度 の 当該 労働 者 の平均 月額 賃金 に よって 計算 ・給 付 され る 注8。

社会 保 険 法 の定 め る生 育保 険制 度 の整備 に よって 、職 場 で働 く女性 労働 者 が一層 保 護 さ

れ る よ うにな った。 しか し、現在 の生 育保 険 制度 は、 ま だ都 市 部 の労働 者 を対象 とす る保

険 制度 に とどま って い る。 農 村 部 の住 民 を対 象 とす る こ とが で きず 、不 公 平 な制度 で あ る

と考 え られ る。 農村 部 のすべ て の女 性 を も生 育保 険 制度 の対象 とで きる保 険制 度 を実現 す

るた め に、 政府 の努 力 が 必要 だ と考 え られ る。

第6節 現在の社会保 険制度 の直面す る問題

1人 口高齢 化 に直 面す る問題

建 国 して か ら、 生活 レベル の向 上お よび 医療技 術 の 高度 化 な どに よって 、死 亡率 は低 く

な り、そ して 「一 人子 政 策」 に よ り出産率 が 低 くな った な どの原 因 か ら、 中国人 口は高齢

化 が進 んで き た。 定年 退職 者 が増 えて くる とと もに、年 金 基 金 の収 入 と支 出のバ ラ ンスが

崩 れ る可 能性 が予想 され る。 前 述 した よ うに、 中 国の急 速 な 高齢 化 の 問題 は深 刻 で 、2011

年 末 に 中国 の老 年 人 口は1億8,500万 人 にな った。 全 国人 口の13.7%を 占めて い る。 予

測 で は、2015年 には老 年 人 口は2億2,100万 人 に達 し、中 国総 人 口の16%を 占め る こ とに

な る。平均 して毎 年860万 人 が増 加 す る。1970年 代 末 期 に採 用 され た一人 っ子 政策 は長 い

間 に中 国の 総人 口を管 理 ・調 整 で きた が 、 中国 の人 口の高 齢化 の1つ の要 因 で あ る こ とも
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事 実 で あ る。予 測 で は、2030年 に中 国 の高齢 化 問題 は ほか の先進 国 と比較 し、 もっ と深 刻

にな る と考 え られ て い る注9。

中国 の高齢 者 の急 増 は、発 展 中の 中国社 会保 険制 度 に対 して 、深 刻 な 問題 と考 え られ る。

都 市部 と農 村 部 を問 わず 、 その 高齢 者 の増 加 の 問題 を解 決 す る必 要 が あ る。 特 に、 中 国の

総 人 口の8割 を 占め てい る農 村 部 の高 齢者 の増加 に伴 い 、年 金受 給 す る農 民 も増 えて きた 。

そ れ は 国家財 政 に とって 、大 きな負 担 にな る。 人 口の 高齢 化 の進 展 に伴 って 、高齢 者 が 老

後 生活 を安 心 して お くれ るよ うに 、合 理 的 な社 会 保 険制 度 を充実 させ る必 要 が あ る と考 え

られ る。 ま た 、農村 人 口の高 齢化 につ い て は、農 村 部養 老年 金保 険 制度 に影響 が あ る。

(1)経 済 的 な影響

農村 人 口の高 齢化 に伴 い 、受 給す る年金 の需 要 が大 き くな り、政 府 の負 担 が重 くな っ た。

発 展 中 の 中国 に とっ て はデ メ リッ トが 大 きい。 農 村 部 の高 齢者 の生活 水 準 が高 くな らない

との懸 念 が 生 じる。

(2)高 齢化 が及 ぼす 農村 養 老 方式 へ の影 響

中国 の農 村 の養 老方 式 は 、改 革 以前 には、 主 と して伝 統 的 な家 庭養 老 と土地 保 障形 式 で

あ った。 しか し、 改革 開放 後 、農 村 部 の余 剰 労働 力 が都 市 部 に移 動 し、 出稼 ぎ者 と して都

市 部 で仕 事 を して い る。 一戸 あた りの家庭 の規模 は小 さ くな っ た。 両親 と子供 が別 居 す る

こ とは普 通 で あ る。 現 在 で は農村 部 の高齢 者 の 生活 を保 護 す るた めに 、農村 社 会養 老年 金

保 険制 度 が 実施 され てい る。 しか し、 高齢 人 口が増加 す る こ とは、養 老 年金 を受 給す る人

数 が年 金 納 付す る人数 よ り大 き く、そ れ は養 老年 金 基 金 の収 支 の均 衡 に大 きな影 響 が あ り、

農 村部 の住 民 に とっ て、 納付 リス クが 高 ま る と考 え られ 、農 村 部 の年 金 基金 の調 達 お よび

管 理 に対 して 、大 きな 問題 が生 じる注10。

2不 十 分 な法 制 度

社会 保 険 制度 につ いて は 、建 国後 の労働 保 険制 度 か ら社 会保 険制度 に転 換 し、三十 数年

を経 て 、社 会保 険制 度 は徐 々 に改 善 されつ つ あ る。 社 会保 険 に関す る諸制 度 は 、以 前 の労

働保 険制 度 か ら大 き く進化 した。特 に 、2011年 の7,月 か ら施 行 され て い る社会 保 険 法 は社

会保 険 の機 能お よび 内容 な どを明確 に定 めた。 外 部 業務 環 境 が改 善 され た。 しか し、社 会

保 険制 度 の さ らな る整 備 充実 を見通 した とき、 現行 社会 保 険 法 には 、 まだ 不十 分 な とこ ろ

が あ り、 完 全 で はな い と考 え られ る。 社会 保 険制 度 を適 切 に実行 す る とい う過 程 を十 分 に
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監 督 で きて い ない こ とが そ のひ とつ と して挙 げ られ る。

3社 会 保 険基 金 の積 立 不足

高齢 化 社 会 に伴 っ て、社 会 保 険基 金 の 問題 は世 界 中のす べ て の国 が 直面 す る課 題 で あ る

と考 え られ て い る。 そ の問題 を解 決 す るた め に、社 会保 険制度 の改 革 は世 界 中 に広 が って

い る。 改 革 開放 以 前 の 中国 に は、 労働 保 険お よび福祉 の負 担 を課 せ られ た 国有 企 業 の多 く

が経 営不 振 で あ った。 改 革 開放 後 、外 資企 業 が 中 国進 出 し、 ま た 自営企 業 の発 展 に伴 い 、

市 場経 済 の 競争 が激 し くな った。 国有 企業 は この市 場経 済 の活 性 化 に対 応 す る競争 力 が維

持 で きず 、倒 産 す る企 業 が増 えた。 そ して、 政府 の財 政 収 入 の重 要 な一 部 を な した 国有 企

業 の倒 産 お よび 赤 字 の発 生 は、社 会 保 険基 金 の調 達 に関 し大 き な問題 となっ た。

ま た、 管理 ・監督 が不 十分 で 、流 用 され た基 金 も あっ た。 さ らには 、社 会保 険 基金 の運

用 の失 敗 に よって 、基 金 が減 損 した事 例 もあ った注11。

現在 、 社会 保 険基 金 の財 政 的 な 問題 に 関 して 、 「空 口座 」 現象 とい うもの が あ る。 「空 口

座 」注12を 補 填す るた め に、 基金 を正 し く運 営す る こ とが必 要 にな る と考 え られ る。

基金 の運 営方 式 に とって 、特殊 国債 の発 行 、税 金 の導 入 、株 式 市場 での 資金 調 達 、お よ

び 宝 く じの発 行 な どが あ る。 基金 運 営 に必 要 な 資金 を調 達 す る とき、資 本 市場 の整 備 が 必

要 で あ る と考 え られ る。 資本 市場 の整備 に 関す る法 律 が十 分 に整備 され て い な い こ とは、

資 金調 達 に リス クが あ る と考 え られ 、それ に対応 す る法 整備 が必 要 と考 え られ る注13。

現在 の 中国 の社会 保 険 基金 の財 源 の危 機 を解 決 す る こ とは、政 府 の課 題 で あ る。

4管 理 手 段 と基礎 業 務 の遅 れ

社会 保 険 に 関す るネ ッ トワー クの建 設 は、 社会 保 険制 度 管 理 の科 学化 の た め の重 要 なイ

ン フラ設備 で あ る。 しか し、 中国 の社 会保 険 制度 の管理 は初期 段 階 で あ り、先 進 国 と比 較

して 、ネ ッ トワー ク整備 は まだ 不十 分 と考 え られ る。 それ に対 して投 入 資金 が不 足す る こ

とが考 え られ る。情 報 ネ ッ トワー ク を建設 す る こ とは 、社 会保 険 制度 を科 学化 し、 十分 に

管 理す る こ とがで き、社 会保 険 制度 の納付 基 金 お よび受 給 人数 な ど、各 項 目の統 計 デー タ

を安全 に確 保 し、信 頼 で き る情 報管 理 につ なが る。

社会 保 険 の管 理 手段 の 不足 につ いて 、 中央 政府 は地方 政府 を十 分 に監 督 が で きず 、情 報

運 用 が で きな い。 技術 お よび 設備 の投 資基 金 の 不足 で 、社 会保 険 の 管理 、 特 に基金 の管 理
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運 営 に対 して大 きな 問題 が あ る と考 え られ る注14。

以 上 で述 べ て きた よ うに 、将 来 に渡 って社 会保 険制 度 の科 学 的管 理 が必 要 と考 え られ る。

そ の た め には 、社会 保 険 情報 ネ ッ トワー ク の構 築 が急務 で あ り、政府 は所 要 の資金 を 出資

す る こ とが 求 め られ る。 それ が 高度 に整備 され れ ば、科 学的 ・効 率 的 な運 用管 理 をす る こ

とが で き る よ うにな る と考 え られ る。
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第8章 将 来 の展 望:現 状 の改 革 に向 けた提 言

中国 の建 国以 来 、歴 史 的 ・政策 的 な背景 に よ り、 戸籍 制 度 の も とで 二元 的経 済 が形 成 さ

れ て き た。城 郷 二 元的 経 済制 度 は 、長 期 にわ た る農 民 の貧 困 、農 村 の社 会経 済 的 な振 興 の

問題 を解 決 で き なか った こ とが 主 要 な根拠 とな って い る。 特 に 、改 革 開放 以来 、 計画 経 済

か ら市場 経 済 に転換 し、 中国社 会総 体 の急 速 な経済 発 展 が世 界各 国 に注 目され てい る。 し

か し、 国 としての 経済 発 展 の なか で、 農村 部 と都 市 部 の格 差 が さ らに大 き くな った。 貧 富

の格差 が拡 大 して い る ととも に、深 刻 な社 会 問題 が相次 いで 現れ て い る。 そ のひ とつが 建

国以来 残 って い る都 市 部 と農 村 部 に二 元 的 に適 用 され て い る社 会 保 険制 度 で あ る。

先進 国 にお いて は 、経 済発 展 が一 定 の段 階 に達す る と、国 民 の幸福 な生活 のた め に、 単

純 に経 済 成長 を追 求す るの で はな く、 健全 な社 会 保 障体 系 も重視 しな けれ ば な らな い。 平

和 的 ・安 定 的社 会 と経 済 的繁 栄 の双 方 が必 要 と され る。 第 二 次世 界 大戦 後 、 日本社 会 が未

曾 有 の経 済発 展 を背 後 か ら支 えた 大 きな基 盤 と して 、社 会保 障 体系 の整 備 が あ った と考 え

られ てい る。 健 全 な社 会保 障制度 の確 立 は、 日本 の経済 発 展 に とって不 可欠 で あっ た と考

え られ る。

政治 的 な視 点 か らみ る と、 中国社 会 に とって社 会 主義 の調 和社 会 を実 現 す る ため 、お よ

び 国 民生 活 を守 るた め に、衡 平 で 平等 な社 会保 障体 系 が必 要 と考 え られ る。 中 国が新 た な

経 済 大 国 にな った今 日、 中国政府 は 国民 の幸福 な生 活 を守 るた め に、健 全 な社 会保 障体 系

を整 備 ・拡 充す る こ と必 要 で あ る と考 え られ る。

本論 文 は、 中国 にお け る大 規模 自然 災 害へ の対 応 救済 と福 祉 事 業 の歴 史 的研 究 、 そ して

現 在 の社 会保 険 制度 を 中心 とす る社 会 保 障制 度 に至 るま で の 中国 の社 会 保 障制 度 の 変遷 に

つ い て検討 して きた。

ま た、 社会 保 険制 度 の 中の都 市部 と農 村 部 を区分 し、都 市部 の社会 保 険制 度 の 中の養 老

年 金保 険 制度 医療 保 険 制度 ・失 業保 険 制度 ・労 災保 険 制度 ・生 育保 険制 度 の沿革 お よび改 革

を冗長 と感 じ させ るまで に詳 しく説 明 した。 そ して 、農 村 部 の養 老年 金 保 険制 度 と農 村合

作 医療 保 険 制度 の発 展 と現状 を考 察 した。

以 下で は、前 述 の 中国 の二 元 的社 会保 険制度 の発 展 と現 状 お よび 問題 点 を考 察 した うえ

で、今 後 の 中国の社 会 保 険制 度 の将 来 の展 望 につい て述 べ て み たい。

建 国以 来60数 年 を経 た 中 国の現 在 の社 会保 険制 度 は 、建 国初期 の都 市部 の 労働 者 を対 象

と した労働 保 険 制度 か ら、改 革 開放 後 の都 市 部 の住 民全 体 を対象 とした社 会保 険制 度 に大
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き く転 換 し、大 き く変 化 した。 そ して 、新 型農 村 養 老年 金保 険制 度 と新 型農 村 合 作 医療保

険 制度 を創 設 し、農 村 社 会保 険制 度 も整備 され た。

改革 開放 以来30数 年 を経 て 、 中 国の社 会保 険制 度 は進 歩 したが 、 しか し、い ま だ不 十

分 な と ころが あ る。 特 に、都 市 部 と農 村部 とを分 離 す る二元 的 な社会 保 険 制度 に よ り、都

市 部 と農 村 部 の社会 的 不公 平 な状 況 が ま だ存 在 して い る。 そ の二 元 的 な社 会保 険制 度 は、

都 市部 と農 村 部 の格 差 を是認 して い る部分 を もち、 そ の さ らな る格 差拡 大 を産 み 、社 会 不

安 定化 の要 因 に な る と考 え られ て い る。

前述 の よ うに戸籍 制 度 は 、二 元 的 な社 会 保 険制 度 を形 成 す る こ とに な った重 要 な原 因で

あ る。 戸 籍 制度 が廃 止 され 、法律 の整備 お よび公 衆 サ ー ビス の完備 な ども推 進 し続 け る こ

とが で きれ ば 、都 市部 と農 村 部 の 一元 的 な社 会保 険 制度 が 円滑 に機 能 し うる土台 に な る と

考 え られ る。

長期 的 な発 展 戦 略 か ら見 る と、 中 国の社 会保 険制 度 を一 元化 す るに は非 常 に長 い 時 間が

かか る と考 え られ てい るが 、社 会保 険 制度 の一 元化 が 実行 で き るま で社 会 保 険制 度 を少 し

ず っ で も改 善 させ る必 要 が あ り、完 全 な一 元 化 的 な社会 保 険 制度 へ と繋 が る よ うな制度 改

革 設計 が必 要 で あ る と思 われ る。

た とえ ば、公 務員 を対 象 とす る全 国統一 的 な社 会保 険制 度 を実 行す る。 大都 市 と小 城 鎮

の 区別 な く、同 じ受給 レベル の社会 保 険 に公 務員 を加入 させ るので あ る。第16回6中 全 会

では 、調 和 をテ ー マ と して 中 国の社 会保 障 の未来 が検討 され た。そ れ は 「2020年 まで に全

国の 国民 を適 用 範 囲 とす る社 会保 障体 系 を確 立す る」 とい う内容 で あ る。2020年 まで全 国

民 を対 象 とす る全 国一 元 的 な社会 保 障 制度 を実 現す る こ とは、社 会 安 定 のた め非 常 に重 要

で ある と考 え られ てい る。 その 実現 に向 けて 、 統一 的 な社 会養 老 年金 保 険 制度 と社 会 医療

保 険制 度 の 導入 が 不可 欠 で あ る。

社会 的 平等 を維持 し、 全 国民 を対 象 と し、 中国 の改革 開放 の成 果 を平 等 に享 受す るた め

には 、全 国 統一 的 な社 会保 険制度 を設 立す る こ とが必要 で あ る。 これ は、貧 富 の格 差 を縮

小 し、全 国 民 が共 同 で豊 か な生活 を送 るた め に重 要 な基 本 的 な手 段 で あ る。 そ して 、社 会

の安 定化 お よび 中国経 済 の長 期 的発 展 に とって も重 要 な政 策 で あ る。

社会 安 定 の た めに貧 富 の格 差 を縮 小 し、社 会 的公 平 を実 現 す る こ とが必 要 で あ り、低 収

入 階層 の国 民 の利益 を保護 す るた め に、全 国民 を対 象 とす る統一 的 な社 会保 険制度 が必 要

で ある。 そ うす れ ば 、公 平 と効 率 の実 現 の道 が 開 け る。
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中国 の 社 会保 険 制 度 は 建 国初 期 か らの 都 市 部 の労 働 者 を対 象 とす る 労働 保 険制 度 か ら

社 会保 険 制度 に転換 しつ つ あ り、 大 き く変 化 した。

将来 、 中国 の経 済発 展 と ともに社 会保 険制度 も進 歩す るで あ ろ う。 戸 籍制 度 を廃 止 す れ

ば、城 郷 の間 の格 差 が な くな り、中国 国内 で の企 業 の採用 条 件 にっ い て も差別 が な くな る。

そ して、都 市戸 籍 と農 村 戸籍 の差別 がな くなれ ば、 農 民 工 とい う身 分 もな くな る。 全 国民

は身分 を問 わず 、 能力 に よって就 職 がで き る よ うにな る。 そ うなれ ば企 業 は優 秀 な 人材 を

集 める こ とが で き る。 これ らの こ とは、 中 国の経 済発 展 に大 き く寄 与す る と考 え られ る。

経 済発 展 に伴 って財 政 基盤 が 強化 され た政府 は、 全 国 の一 元 的な社 会 保 険制 度 を実 現 す

る こ とが 出来 る よ うに な る と考 え られ て い る。 そ して 、全 国 民 は平等 に社 会保 険制 度 に加

入 す る こ とが 出来 るよ うに なれ ば 、 中国 は調 和社 会 を実現 で き るで あ ろ う。

日本 の社 会 保 険制 度 を見 る と、 中 国の社 会保 険制 度 は依 然 として不 十分 で ある。 日本 の

社 会保 険 制度 は、 日本 国憲法 に定 め られ た 国民 の生 存権 を実 現す るた め に整備 され た。 日

本 の社 会保 険 は憲 法 を根 拠 と して存 在 してい る。 制 度 の 実施 と管 理 に対 して厳 密 な 法的 根

拠 が提 供 され た。 中国 の憲法 の 中で も国 民 の権利 と国家 の責任 が定 め られ て い るが 、社 会

保 険 に対 す る法 律 は まだ 不完 全 だ と考 え られ て い る。

日本 は、 平均 寿命 の延 長 と出産率 の低 下 に よ り、 少子 高齢 化 社 会 の段 階 に入 った。 少 子

高 齢化 社 会 にお け る人 口構 造 の影 響 で 、将 来 の財 政 悪化 が懸 念 され る こ とを考 え る と、 少

子 高齢 化 は 日本 の年 金 制度 維 持 の最 大 の課 題 で あ る。

中国 もま もな く少 子 高齢 化 社会 に な り、社 会養 老年 金 保 険制 度 の維 持 が 直面 す る課題 に

浮 か び上 が っ て くる と考 え られ る。しか し、日本 で は、高齢 化社 会 に対応 す るた めに 、2000

年4月1日 か ら施行 され た40歳 か ら65歳 の被保 険者 の納 付保 険料 と、政府 に よ る国庫 負

担 が あ る介護 保 険 は 、高齢 者 の 老後 の生活 に一 定 の安 心感 を与 えた。 中国 は 、 日本 と比 較

して 高齢者 向 けの介 護 保 険制 度 が ない 。今 後 の 中 国が少 子 高齢 化 社会 にな るに伴 い 、高齢

者 問題 は深刻 な社会 問題 に な る と考 え られ る。 この よ うな状 況 か ら 日本 と同様 の介 護 保 険

制 度 を導 入 す るべ きで あ ろ う。

そ して 、 日本 の社 会保 険 にお い て、 全住 民 を対 象 とす る国 民年 金制 度 と国 民健 康保 険制

度(在 日外 国人 を含 む)は 、市 民 のす べ て に とって 平等 な制度 とみ な され る。 そ れ と比 較

して 、 中国 の社 会保 険 制度 は、 い まだ 不十 分 で あ る と考 え られ る。 特 に都 市部 と農 村 部 を

分 離 してい る二 元 的社 会保 険制度 は まだ解 決 で きず 、 ま だ不 平等 な状 況 が残 っ てい る。農
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村 住 民 の収入 が低 い状 況 で は、保 険 の給付 水 準 も高 くな らず 、そ れ に対 して農 民 の 生活 水

準 を高 くす るに は、政 府 に よ る農 村 建 設 の公 共投 資 が必 要 と考 え られ る。 ま た、 一部 の農

村 の若 者 が都 市 部 に移 住 した こ とに伴 い 、農 村 の老 齢者 の介護 問題 は深 刻 に な って きた。

そ れ につ い て も、公 的 な介護 保 険制 度 が必 要 で あ る。

前述 の よ うに、農 民 の 収入 が低 いた め 、受診 あ るい は入 院 で きな い状 況 に立 ち向 か う必

要 な制 度 を導入 す べ きで あ る。 た とえば 、 日本 の よ うに 、高 額 な医療 費 の 自己負 担分 が 生

じた とき、 政府 に補 助 金 の受 給 を請 求 で き る よ うな制度 を参 考 にす べ きで あ る。新 た な政

策 を順 調 に実行 す るに は、 関連す る法 律 の制 定 が必 要 で あ る。 中国 の社 会保 険制度 の諸 問

題 は法 制 度 の不 完全 さ と関係 が あ るよ うに思 われ る。

さらに、農 民 工 問題(都 市 部 で働 く農 村 戸籍 の労働 者 で あ る)も 深 刻 な 問題 で あ る と考

え られ てい る。 同 じ職 場 で働 い て い る都 市部 の戸籍 を持 つ労働 者 と農 民工 の待 遇 の 不平 等

問題 は、職 場 トラブル あ るい は社 会 不 安 定 の要 因 にな る。 これ らを解 決 す る対 策 は 戸籍 制

度 の廃 止 と考 え られ る。 しか し、戸 籍 制度 を廃 止 す れ ば 、大 量 の農 民 た ちが都 市 部 に流入

す る可能性 が高 くな る と考 え られ てい る。そ れ に対 応 す るには 、農 村部 の建設 整備 が必 要

で ある。た とえ ば、農 民 の生産 環境 の改 善や 生 活環 境 の 改善 、医療 施設 の充 実 な どで あ る。

人 口の8割 を 占めて い る農 民 の生活 水 準 の 向上 が な けれ ば、 あ らた な社 会 建設 は望 み がた

く、農 民 の 生活 水 準 の 向上 こそ 、政 府 の これ か らの重要 な課題 で あ る。

戸籍 制 度 を廃 止 して、 全 国民 を対 象 とす る統 一的 な社 会保 険制 度 を施 行 し、平 等 な制 度

が実現 され れ ば 中国政 府 の強 調す る 「調和 社 会 」 にな るで あ ろ う。

2011年7月1日 に施 行 され た 「中華 人 民共 和 国社 会保 険 法 」は、 これ まで の制 度 的課題

の一部 につ い て解決 を 図 ろ うと した もの で あ る。 た とえ ば、 当該保 険 に加入 してい る農 民

工が職 場 と住 所 を移 転 した とき、保 険契 約 の継 続性 が確保 され 、15年 間 の保 険期 間の連 続

性 が維 持 され る。 この社 会保 険 法 に よ り、す べ て の農村 部 の住 民 をカバ ー す る新型 農 村社

会養 老 年 金保 険 制度 がで き た こ とに よ り、農 村部 のす べ て の住 民 は老 後生 活 の不 安 が取 り

除かれ る こ とに なっ た。 ま た、都 市部 の 労働者 以外 の無 職 の都 市 部(鎮 が含 まれ て い る)

住 民 を対 象 とす る城 鎮 住 民社 会養 老年 金保 険 制度 がで き 、都 市部 の住 民 も安心 して 老後 生

活 を迎 え る こ とが で き る。 今 後 、城 鎮 住 民社 会養 老 年金 保 険 制度 と農 村 社 会養 老年 金 保 険

制 度 とを統合 す る方 向で 政策 的努 力 が な され れ ば、 全 国統 一 な城 郷 一元 化 の社 会保 険制 度

がで き あが り、衡 平 ・平 等 な保 険 の仕 組 み となろ う。
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中国 の社 会 保 障 体系 を さ らに十分 な ものへ と整 備 す るに は、 中国政 府 に とって は以 下 の

課題 が あ る と考 え られ る。

1.制 度 を拡 充 し、 すべ て の 国民 に適 用 され る社会 保 障 体系 とす る こ と。

全 国 民 を遺漏 な く適 用 範 囲 とす る社 会保 障体 系 が必 要 で あ る。 総 合 的 ・包 括 的 な社

会 救 済 制度 を整 備 し、貧 困に あ え ぐ国民 を救 済 す る。 医療 保 障 体系 を完備 し、 国民 が

「看 病 貴 、看病 難 」 の 問題 を解 決 す る。養 老年 金保 険制度 を完備 し、 全 国民 の老 後 の

生活 を保 障す る。

2.安 定 した社 会 保 障体 系 を整 備 ・発 展 させ る こ と。

社 会保 障体 系 を十 分 に整備 す る ととも に、社 会保 障 に関す る法律 の さ らな る整 備 も

必 要 と考 え る。 特 に、社 会保 険 と社会 救 助制 度 に関す る法律 の拡 充 が 求 め られ る。

3.社 会保 障制 度 の衡 平 性 を重 視 す る こと。

遺漏 の ない社 会 保 障体 系 の も とで 、政府 が城 郷 間 ・地 域 間 ・組 織 間 な どの格 差 と不

公 平 を縮 小 す るた めに 、社 会保 障 制度 を全 国民 が 平等 に享受 す る こ とが で き る よ うに、

さ らな る政 府 の努 力 が必 要 で あ る。

4.社 会保 障制 度 が保 障す る水 準 を高 めれ ば 、や が て 中国 は素 晴 ら しい 固有 の福 祉 社

会 にな る。

政府 は 国民 の生 活 の 品質 と生 活 の安 全 を重 視 し、社 会主 義社 会 にふ さわ しい総 体

と して豊 か な福 祉 社会 を実 現す る こ とが必 要 で あ る と考 え られ る。

社会 保 険 制度 の 一元 化 の実 現 は社 会保 障制 度 の 中で 最 も重 要 だ と思 われ 、社 会保 険制 度

の さ らな る整 備 拡 充 は、 これ か らの政府 の最 大 の課題 と考 え られ る。

現在 の社 会保 険制 度 は、全 国民 を対 象 とす る もの にな った が 、保 険 の 内容 にお い て、 納

付 基 準お よび受 給 レベ ル な どはま だ格 差 が大 きい。 それ らの格 差 お よび 地域 間格 差 な どの

格 差 は 、社 会保 険制 度 の一元 化 を阻む もので あ る と考 え られ る。 公務 員 と企 業 の労働 者 と

都 市部 の住 民 の格 差 、そ して都 市部 と農 村 部 の住 民 との格 差 を縮 小す るた め に 、政府 の努

力 が必 要 で あ る。先 ず 、農 村 部 の 生産 環境 の改 善、農 民 の所 得 の増 大 が必 要 で あ る。 しか

し、登 小平 は、改 革 開放 の初 期 に、「一部 の 国 民が先 に豊 か に な り、次 には 、彼 らの協力 で、

そ の ほ かの 国民 も共 同 に豊 か な生活 で き るよ うに な る」 と発 言 した。 しか し、一 部 の都 市

に住 む 国民 は 、確 か に豊 か に なっ たが 、 ほか の 地域 の 国 民 は、 まだ 豊 か にな る まで 、相 当
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の時 間 がか か る と考 え られ る。 そ の地 域 間 の経 済的 な格 差 で 、統 一 的 な一 元 的 な社 会 保 険

制 度 の実 現 は 、難 し くな る。 一 元 的 な社会 保 険制 度 を実現 す るまで 、 かな り時 間が かか る

と思 われ る。 一 元 的 な社 会保 険制 度 を実現 す るた め に、 まず 地域 間 の所 得格 差 を縮 小 す る

こ とが必 要 で あ る。 そ のた め に、政 府 は 、貧 困 地域 に投 資す る こ と、米 ・野菜 な どの農 産

物 の価 格 を調 整 す る こ と、 そ して貧 困地域 の税 金 の免 除 、豊 か な地域 の課税 を強化 す る こ

とな どの政策 を実施 す る必要 が あ る。 地域 間の経 済 水 準 の格 差 が縮 小す る と、全 国統 一 的

な社会 保 険 制度 の 実現 に踏 み 出す こ とが で き よ う。

最近 の 中国 の急速 な経 済発 展 に伴 い 、 国民 の社 会保 険 に関す る要 求水 準 も大 き くな った。

中国政 府 は、積 極 的 に社 会保 険制 度 の レベ ル の 向上 を図 り、 国民 の安 定 した生 活 を維 持 増

進 しな けれ ば な らず 、 国民 の生活 の 品質 を高 め るこ とこそ 中国政府 の責 任 と考 え られ る。
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